
岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 87 

み そのお遺跡

県営御津工業団地造成工事に伴う発掘調査 ＼ 

l 9 9 3年3月

岡山県教育委員会



岡山県埋蔵文化財発掘調脊報告 87 

み そのお遺跡

県営御津工業団地造成工事に伴う発掘調在

I 9 9 3年3月

岡山県教育委員会



巻頭図版 1

ヽ~ ｀
墳塞群 (1区-2区調査中、北から）



巻頭図版 2

1. 47号墳茎 （東から）

2. 42号墳墓 （南から）



巻頭図版 3

1. 製鉄炉 (C地点）

2. 玉（弥生時代末～古墳時代初頭）



巻頭図版 4

t ( 
● 0 0 0000  

o o ooc, 0 ooo  o o o o 

0 ooo O 000  000 0 0000 00  00  0 

000 00 0 000 000000000000000 0●0 

000000 O 0000● 0 000 0000000000000 

0 00000000000 0000000000000 0 

00000000000000000000 oeo 

oeooooo 0000 ooo o 00000000000000000● 0000 

ガラス玉 (2号墳第一主体部出土）



序

本報告書には、県営御津工業団地造成工事に伴って実施した、みそのお遺跡の発掘調査結果

を収載しました。

御津工業団地造成区域内の埋蔵文化財につきましては、事前の協議において開発対象から極

力除外し、その保護・保存に努めてまいりましたが、丘陵高所に位置するみそのお古墳群につ

いては現状保存が困難であったため、発掘調査を実施することといたしました。

調査の結果、当初の予想を大きく上まわる大規模な墳墓群や製鉄址等の存在が明らかとなり、

県内外より注目されることとなりました。とくに弥生時代から古墳時代の墳墓群は、県内でも

有数の規模を誇り、当時の墓制の変遷を知るうえで重要な資料になるものと思われます。

本報告が、文化財の保護・保存のため活用され、また地域の歴史を研究する資料として役立

てていただければ幸いと存じます。 ・

最後に、発掘調査ならびに報告書の作成にあたって、岡山県文化財保護審議会委員をはじめ、

御津町教育委員会、岡山県商工部企業立地対策課、岡山県土地開発公社、（樹元川建設ならびに

関係各位から賜りました多大な御指導と御協力に対し、厚く御礼申し上げます。

平成 5年3月

岡山県教育委員会

教育長げ「 内月t:1C 



例 言

1. 本書は、県営御津工業団地造成工事に伴い、岡山県商工部の依頼を受けて、岡山県教育委

貝会が実施した発掘調査の報告である。

2 . みそのお遺跡は：当初みそのお古墳群として周知されていたものを含むが、調査の結果、

弥生時代の墳墓や製鉄遺構等が発見されるに至り、遺跡名を変更したものである。

3. 発掘調査および報告書の作成にあたっては、岡山県文化財保護審議会委貝の鎌木義昌氏、

近藤義郎氏、水内昌康氏から有益な助言・指導をいただいた。記して感謝の意を表したい。

4. 赤色顔料の分析は武庫川女子大学の安田博幸氏、森澳由美氏に、鉄鉱石等の分析は大澤正

己氏（たたら研究会）にお願いした。記して感謝の意を表したい。

5. 発掘調査は、平成元年 7月14日から10月138までの 1次調査を内藤が担当し、 2次調査は

平成 2年 4月10日から平成 3年10月 5日まで行い、 A地点を河本清、 B地点を山磨康平、他

を吉久正見、小松原基弘、椿真治、氏平昭則が担当し、センター職員の援助を得て行った。

調査総面積は16,400m2である。

6. 発掘調査にあたっては、下記の方々に協力を得た。記して感謝の意を表したい。

長谷川一英氏（御津町教育委員会）、穴澤義功氏（たたら研究会）、和田晴吾氏（立命館大学

文学部）、安川豊史氏（津山市教育委員会）、武田恭彰氏（総社市教育委員会）

7. 報告書の作成・遺物整理にあたっては、主として椿と氏平が行い、平井典子、田中淑子、

東秀己、板野桂子、•熊代千津子、江尻順子など各氏の助力を得た。また、遺物写真は、政田

孝氏にお願いして撮影していただいた。記して謝意を表したい。

8 . 報告書の編集は椿が中心となって行い、執筆は各担当者が分担して行った。文責は文末に

記しておいた。

9 . 報告書に関係する遺物、実測図、写真等は岡山県古代吉備文化財センター（岡山市西花尻

1325-3) に保管している。なお、 15号墳墓と50号墳墓の主体部については、御津町教育委貝

会によって移築保存の処置がなされる予定である。

10. 凡 例

高度値は海抜高であり、方位は各全体図は真北、他は磁北を示している。

調査前地形図は1000分の 1、遺構全体図は600分の 1、墳墓全体図は160分の 1、土層

図は80分の 1、石列は60分の 1、主体部は40分の 1、土器は 4分の 1、鉄器は 2分の

1を縮尺率としているが、例外的なものゃ他のものについては各図に付している。
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第 I章地理的・歴史的環境

地理的環境

このたび報告する運びとなった、みそのお遺跡は、岡山県御津郡御津町高津集落の菅の地に

所在する。郡名と町名を同じくする御津という行政区は、新郡制の施行にともない明治33年 4

月、「岡山県備前国御津郡及津高郡ヲ廃シ其ノ区域ヲ以テ御津郡ヲ置ク」 （法律28号）にはじ

まり、もとの御野郡と津高郡とが単に合併して誕生した町とは言い切れないばかりか、律令制

下に生まれた赤坂郡の東縁部も広く含まれている。

ここは、中国山地ふかくに源を発する岡山県下三大河川のひとつで、県土のほぽ中央を縫い

下って南流する旭川の中流域に形成された山間部の町である。総面積約 120k面を擁し、うち山

林面積およそ 8割弱、耕地約 1割強を占め、町域の南が県都岡山市に接するほか他町域との境

は峻瞼な山並みによって画される緑ゆたかなたたずまいのなかにあって、静観な一つのまとま

りを形づくっているが、町の地勢は東西に大きく二分される。ほぼ中央を蛇行しながら南流す

る旭川本流を境に、その左岸を南下しつつやがて西流する新庄川流域と、右岸の北を東流する

字甘川および南をこれと平行して流れる三谷川流域に分かたれ、支流と本流との合流地点に広

がる扇状地や各河川流域に狭長な水田が開かれている。しかし、盆地形の中に占める平地部は

けっして広大ではない。

律令制下までさかのぼれば、旭川左岸が赤坂郡の一部に、そして右岸が津高郡に属していた

こととなる。すなわち左岸の北半は、素賤鳴尊の所帯かせる十握剣を納めたとの伝承をもつ石

上布都魂神社が鎮座する備前国赤坂郡宅美郷に属していた。今の五城地区に当たり、村落名と

0 3km — 第 1図

ー
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して（平岡西・矢知•新庄•伊田・矢原）がみえる。また同葛木郷は葛城地区そのものとして

今にのこされ（芳谷• 国ケ原・川高）などの字名がある。対する、右岸には津高郡建部郷の南

縁を占める地に（鹿瀬• 草生• 金川）があって、さらに津高郡宇甘郷に含まれていた（高津・

下田.・ 宇甘• 中泉および紙工・虎倉．勝尾）などの集落が宇甘川流域に散在する。この宇甘な

る地名の起こりは、確たる資料が存するわけではないが、鵜飼部の開発に起因するものと伝え

残されており、盆地形の中にあってさらに限定的な小単位地域として捉えることができる。こ

の東流する宇甘川の北の地質はおもに砂岩、南岸部は主として粘板岩によって構成され、ここ

に報ずる諸遺跡は、南岸の尾根上に墳墓と古墳が、谷地形に製鉄炉などが営まれていたものを

指す。

その南は、標高333mの赤岳や標高261mの妙見山によって遮られ、さらにその南の三谷川河

口が旭川本流に合わさる付近において比較的広い沃野が形成されている。のち改めて記す著名

な原遺跡の所在する扇状地である。しかし宇垣郷の名称は、「倭名抄」には記載がない。とは

いえ 774(宝亀 5) 年11月23日付の「備前国津高郡菟垣村常地畠売券」（唐招堤寺史料 I) に

は「菟垣村D□ （人長力）漢部阿古麻呂」と見え、宇垣はもと菟垣と表現されていたことが確

認できるばかりでなく、いっとき漠部を称する渡来系氏族の居住区でもあったらしい。

この地は、さきに見たとおりそれほど耕地に恵まれてはいないものの、古くから南北横断道

と東西縦貫道の交わる要路であるという地の利をえていた点、大いに注目すべきである。南の

旭川河口から北上するには、最大の難所である辛香峠を越え野々ロ・宇垣を経てこの盆地に入

り北辺の熊見峠• 箕地峠をふたたび越え作北へと向かわざるをえなかったようである。また備

中南部からは、吉備高原を切り通し足守川ぞいに進んで支流日近川を遡り勝尾峠を越え、宇甘

川を東進して、金川で大河旭川を渡り、伊田越によって赤坂盆地に入る東西ルートも開かれて

いた、と考えられる。とくに中世・戦国期においては、こうした交通の要衝を拠点として、松

田一族が入部し備前の西半国を配下に治め、雄城として名高い金川城（玉松城）の築城を機に

著しい繁栄のときを迎えたところである。当時の遺跡は、ひとりこの金川城のみでなく、つと

に名城として知られる連郭式の徳倉城や虎倉城をはじめ無数の山城が存在することによって、

中世期においてこの地がいかに重要な歴史的舞台であったかを推察できる。御津の歴史はここ

にとどまらず、さらに遠く、長い原始・古代にまでさかのぽるのである。

歴史的環境

この地に先祖の足跡がみとめられるのは、現状において今からおよそ6000年前の縄文時代の

早期末葉ごろとおもわれる。新庄JI[流域の奥まった平岡西遺跡からこの時期の範囲に入る土器

片が出土しているので、そのように考えてさしつかえない。同じ遺跡の出土遺物中には縄文時

- 2~ 



第 I章 地理的・歴史的環境

代前期の土器片が混入しているほか、縄文時代後期に属する遺物が町内で出土または採集され

た地点は、今日のところ新庄川流域の伊田岩井山丘陵の南麓での採集例、同流域の伊田沖遺跡

出土例、および三谷川河口域の原遺跡出土例など 3例を数え、 その後も確実に一貫して生活が

j
し

r
.
i
}
 

営まれていたようである。

捉えられない。

しかしながら、そのころの生活址の実態についてはまだようとして

今からおよそ3500年前の縄文時代晩期の諸遺跡は、旭川に沿って北から所在する鹿瀬遺跡・

原遺跡・野々口遺跡にくわえ、新庄川流域における平岡西遺跡・寺部遺跡・伊田遺跡なども知

られるようになった。集団の規模に差異があるか否か不明ながら、 それぞれ相互間においては

相対的に自立性を保ちつつおそらく定住生活を営んでいたものと思われ、のちの弥生時代集落

とどうやら重複して存在する傾向にあり、将来ますます発見例は増加するであろう。 この縄文

時代晩期のころは、野々口遺跡で椎の実やドングリが多量に出土したことによって、貯蔵穴の

存在が予測されたように自然の恩恵に依拠した生活が根幹をなしていたいっぽう、原遺跡から

は打製石器の掘り具や収穫具が出土しており、すでに積極的に耕作を開始していたこともまた

確かである。

れていない。

しかし原遺跡からは、その後の発掘調査によってもこの時期の田面はなお検出さ

弥生時代の遺跡は最近、町内各所において発見・検出されるようになってきたが、』弥生時代

前期のものは今日なお未発見、中期～後期に属するとくに竪穴住居址の数は増加の一途をたど

り、集落の一端をうかがい知る好資料も提供されている。 とりわけ弥生時代後期に入ると、原

遺跡で検出されたように、その中葉ごろには土玉やガラス小王や管玉を保有しえた竪穴住居址

が現れているし、後葉にもなると、一辺 4.4m大の方形竪穴住居址が群在するなど、着実な人

口増のあゆみのあとが示されている。平岡西遺跡では、弥生時代の後期末葉に属する方形区画

溝ともに連続渦文に似た S字形文を刻んだ土器片を多量に出土し、報者は断言を避けながらも、

おそらく葬送に伴う遺構ではないかと推察している。旭川左岸の新庄川流域における首長層の

動向が墳墓に反映している事実を指し示すものと見てよいであろう。

これに対して、旭川右岸を流れる一支流、宇甘川流域を本拠地とする集団によって、形成さ

れた弥生墳墓の推移を克明にたどりえるのが、以下に報告する諸遺跡といってよい。

なおその他に、後期古墳時代の諸遣跡の報文も、製鉄史の一翼をになう好資料とあわせ、注

目すべき内容をもつことは多言するまでもない。 （葛原）

註

1)岡山県「岡山県市町村合併誌」総編 1960年

2)岡山県御津町教育委員会 I御津町埋蔵文化財発掘調査報告」 1-8 1976-92年
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みそのお遺跡

第II章調脊に至る経緯

御津工業団地が内陸工業団地として企画され基本設計が定まったのは、昭和58年頃である。

この段階では御津町宇垣地内の旭川に面した丘陵斜面部を南工区として第 1期造成を行い、分

水嶺となる標高330mの赤岳と東方の妙見山を結ぶ尾根線を大まかな工区境として、北側の御

津町高津字菅地内一帯が第 2期造成工区の予定地として定められていた。そして、これら工業

団地計画と文化財との調整は、主として御津町教育委員会と岡山県教育委員会文化課があたり、

南工区については昭和60年 1・2月に丘陵部を中心に確認調査が行われた。さらに昭和60年11

月には工事中に発見された「西奥遺跡」について岡山県古代吉備文化財センターが発掘調査を

実施した。この昭和60年の時点では宇甘川に面する北工区の文化財については丘陵高所に所在

する「みそのお古墳群」と、北に延びる丘陵の端部に立地する菅 1号.2号古墳がそれぞれ所

在しているという程度の認識であった。

年度も経過し、平成元年 1月になって北工区の基本設計作成の動きが始まった。当然のこと

とはいえ文化財との調整は岡山県教育委員会文化課を窓口として進められた。事業主体は第 1

期と同様に岡山県商工部企業立地対策課が主体となり、岡山県土地開発公社と御津町企画開発

課のそれぞれが一体となって動きはじめたのである。そして、大まかな事業計画としては①北

からの進入路を先行する、②工事は平成 2年度から着工したい、という意向が示された。そし

て、文化財調査は平成元年度で実施してほしいことも付け加えられた。このため文化課は御津

町教育委員会とも協議して、町内では稀な、その当時においては前方後円墳と認識していた菅

2号墳の現状保存について関係者と協議を進めることとした。また、発掘調査についてはその

後の踏査で発見された古墳状の高まりの性格等について確認を急ぐこととした。

以上の経緯をふまえて御津工業団地北工区にあたる「みそのお古墳群ほか」の 1次発掘調査

を平成元年 7月14日から10月138まで実施した。

1次調査の概要

周知の遺跡である「みそのお古墳群」から数状の尾根が北に向かって延びている。その一つ

の尾根の先端部には、菅 1号・ 2号古墳が所在している。この尾根から谷を隔てたすぐ東側の

尾根筋上では、踏査により墳丘状の高まり等がいくつか発見されている。しかし、これらの高

まりが如何なる性格をもつ遺構であるのかまったく不明であった。この尾根には徒歩で登る道

以外に進入路がなく、すぐに全面的な調査に入ることは不可能だったため、まず、南側先端部

の墳丘状を呈している高まり 4か所の立ち木を伐開して、これらの遺構の性格について発掘調

査を実施することとなった。
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第II章調査に至る経緯

第 1 地点 (18号墳墓）ではマウンドが明瞭でないものの、南北 4m• 東西 3mほどの範囲に

拳大から30-40cmくらいの石が敷きつめられ、中央部に長径1.3m・短径0.7m・深さ0.6m程

度の墓堀状の穴が検出された。穴は既に掘り返されており、中から遺物等はまったく出土しな

かった。

第2地点 (16号墳墓）ではマウンドの北側から東側にかけて30-40cm大ばかりの石を立て並

べ、墓域を画している。この墓域内からは弥生時代後期の土器棺墓が 7基検出されている。土

器棺はいずれも甕を身とし、脚部または脚柱部以下を切り落とした高杯の杯部を伏せて蓋にし

た埋葬施設であり、出土遺物は皆無であった。

第 3地点 (23号墳墓）では墓域を画する石列等は認められなかったが、マウンドの南部から

弥生時代後期の土器棺墓が2基検出されている。

第4地点 (24号墳墓）ではマウンド状を呈している西北角の一部に葺き石状の石列が確認さ

れた。また、中央部では大きな掘り込みがトレンチで確認されたほか、石囲いの遺構も認めら

れたが性格等は判然としなかった。

これら 4地点の周辺部についても、遺跡等の想定される地点に 8本トレンチを設定し、確認

調査を行った。第 4地点南西のT-2では、中央やや南で、箱式石棺 1基が確認され、第 3地

点南西のT-4では、北部で土器棺菓 1基が検出された。また、第 3地点の南側に設けたトレ

ンチ (T-3) からは、性格等は不明であるが数個の石で方形に囲った遺構が「コ」の字状に

検出された。

調査を進めていく過程において、当該地は調査地全域が弥生時代後期を中心とした墳墓群で

あることが判明した。このため工業団地全域の中での遺跡の確定と調査域内での遺跡範囲の確

認が急がれることとなった。調査最終日の10月13日、商工部企業立地対策課、教育委員会文化

課、文化財センターに、御津町企画開発課ならびに同教育委員会を加えた五者で現地踏査を含

めて、現地協議を行った。この段階では第 1次調査地を除く大部分の土地は立木がそのまま残

されていた。それでも調査地第 3地点から斜面上方のみそのお 4号墳に至る尾根筋には神社の

石段をおもわせるように平石を立てならべた列石が部分的に認められ、 1次調査の知見からし

て同様な弥生墳墓群が所在する可能性のあることを予測させた。

しかし一方、遺跡の北を流れる宇甘川流域の平野部は狭少であり、 2次調査によって明らか

になったような弥生時代から古墳時代に至る大規模な集団墓地を形成する、そうした当該期の

集団の存在を予測することはできなかった。平成 2年 2月 2次発掘調査にむけて、先の関係機

関が協議し、下記のとおり大筋を決定した。

① 菅 1・Z号墳は用地内とするが、現状で保存することを検討する。

② 遺跡対象地の伐開は 3月に始め、 5月頃には全面伐開を行う。

- 5 -



みそのお遺跡

③ 用地内の東谷筋に既設道を整備して作業

用道路を開設するc

④ この作業用道路を利用して発掘潟査用の

プレハプ建物を新設する。

⑤ 調査は 4月から開始し、 8月まで調杏員

1名で対応する。

⑥ 工事は町道部分（カット部と呼称した）

,・ 
、一

—· からはじめ 6月頃から杓Iする（ 第 2地点 壺棺出土状況

こうして、平成 2年度の 4月を迎え、新体制

のもとで 4月10日から発掘調査を再開した。

(illJ本・内藤）

参考文献 光永真一 「西奥遺跡」「岡山県埋蔵

文化財発掘調査報告J63 1986年

~-

第 4地点

~ . .... 
T-3 配石遺構検出状況
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第ID(!":第 1節調査体制

第川章調行の体制と経過

第 1節隅在体制

発掘調査は 1次調査を岡山県古代吉備文化財センターが、 2次調査を御i-11:町教育委員会の援

助を受けて同センターが実施した。調査体制は以下の通りである。

1次調査 2次調査

平成元年度 (1989年震） 平成 2年度 (1990年度）

岡山県教育委員会文化課 岡山県教育委員会文化課

課 長吉尾啓介 課 長鬼澤佳弘

(11月30日まで）課長代理 光吉勝彦

鬼澤佳弘 課長補佐 伊藤 晃

02月 1日以降） （埋蔵文化財係長）

課長代理 河野衛 主 査 藤川 洋二

課長補佐 伊藤 晃 岡山県古代吉備文化財センター

（埋蔵文化財係長） 所 長 長瀬日出男

主 査藤川洋―― 次 長河本清

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 長瀬日出明

次 長河本消

総務課

課 長 竹原成信

課長補佐 藤本信康

（総務係長）

主 任 岡田祥司

平松郁男

片山淳司

鵬査第一課

課長事務取扱 河本 清

課長補佐 柳瀬昭彦

（第—係長）

文化財保護主任 内藤善史

文化財保護主事 字垣匡雅

主 事 椿 真治

総務課

諜 長竹原成信

諜長補佐 藤本 信康

（総務係長）

t 任 平松郁男

調査第一課

課長事務取扱

課長補佐

（第係長）

文化財保護主任

文化財保護主事

坂本英幸

河本 l・stc R 

柳瀬昭彦

桑田俊明

島崎 束

字垣匡雅

川崎新太郎

小松原基弘

主 事椿真治

横山 定

竹原伸之

氏平昭則

調査補助員 石井 啓
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平成 3年度 (1991年度）

岡山県教育委員会文化課

課 長鬼澤佳弘

課長代理 大橋義則

課長補佐 柳瀬昭彦

（埋蔵文化財係長）

主 査時長勇

岡山県古代吉備文化財センター

所 長横山常官

次 長河本• 清

総務課

諜 長藤本信康

課長補佐 小西親男

（係長事務取扱）

t 査 平松郁男

主 任坂本英幸

調査第一課

課 長葛原克人

課長補佐 松本和男

第二係長 山磨躾平

文化財保護主査 江見正己

文化財保護主任 島崎 東

吉久正見

文化財保護主事 長川 優

主 事 椿 真治

竹原伸之

調査補助員 藤岡耕一
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この他、調査に下記の方々の援助を受けた。記して謝意を表しておきたい。

大橋雅也、古市秀治、平井泰男、嵩田恭一郎、村田秀石

最後になりましたが、酷暑、強風の中、発掘作業に従事していただいた下記の方々に、心よ

り原くお礼申し上げます。

寺角 修 浦上良隆 秋田顛 大森 一男 紀村好範

近藤正哉 末吉反野 井上長志 福島美知子 井上英悛

難波 誡 竹内美智子 河田 ヌュ 藤本弥恵-f 江国卓利

下市啓― 松本忠志 海野正次 森 大森百雄

平尾由美f 粟納民恵 河原助夫 水河露子 河田 賢

河田和彦 杉本艶f 頼定 戸田 翠 時信里香

江田道彦 海野信善 赤松佐治良 五藤雅人 川田秀夫

草地大輔 片岡弘至 河原怪子 花房暉夫 川田政男

浮森 信孝 飯島賢治 丹治義雅 松岡真治 原野 毅

寺門秀夫 北山謙吾 藤元 明 戸田 淳 佐藤春男

山田正道 片山幹雄 庶橋喜美子 遠藤 勲 岡多美子

宮木伸明 政好美奈十 成平康夫 l:.田利子 延江勝彦

毛利亀義 小森 節子 中力直樹 谷口 忠 冨田当正

末吉直行 内藤公子 井本節夫 浅井妙子 西中 巴

末吉照男 友森八重＋ 広瀬清雄 小坂 和

調査風景 12次綱査時）
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みそのお遺跡

第 2節調査の経過

1次講査の経過については前章でふれており、ここては調査の本格化した 2次調査の経過に

ついて述べておきたい。

平成2年度

前年度の調査結果に基づき、当初は、 4-8月の 5ヶ月を高査期間としていたが、 4月7日

の事前踏査により、尾根上を詳細に観察したところ、予想を大きく上まわる規模の用草群とな

る可能性が強まり、調査計画の見直しが必要となった。調査は 4月10日より重機による表土除

去によって開始したが、石列等が多敷認められたため、必要最小限にとどめ、翌日から人力に

よる表土除去を平行して行った。調査は尾根北端の 5号墳墓から、順次南の尚所へ向って進め

る方法をとったが、 1次調査で終了していたものについても、龍機による盛土除去等を行い、

主体部の有無を再確認することとした。 4月16日には県商工部企業立地対策諜、御津町、県文

化諜、古代吉備文化財センターによって、造成工事と発掘項査の期間等の溝整が協成された。

その結果、 7月未までの 4ヶ月で、尾根北半の 1区5号墳墓から 2区28号墳墓付近 までの町道

予定地部分を説介終rし、残りを次年度の夏までに完 fする旨が決定された。このためセン

ターでは調査員を 2名増員し、作業員の確保に努めた。しかし、現実的には、作業員の増員が

進まず、調査はf定より大きく遅れる状況であったため、再度、 7月28、および7月23日に

協品を履ね、調査計画の見直しがなされた。そして、 10月中旬までに 3区30号墳墓以北を終r
することに変更がなされた。この間、作業貝は御津町の協力により、徐々に増加していたが、

さらに必要と認められたため、関係者に多大な努力をしていただいた。また、 6月には県に対

して墳墓群の保存要望が出され、管 1・2号墳を設計変更により現状保存、みそのお古墳群に

ついては記録保存するに至った経緯等が説明されている。

こうした状況の中で 2次調査はかなり強行的なものとなったが、 7月29日には一般者を対象

とする現地説明会を開催し、町内外より多

数の見学者に公開することができた。 8-

10月には 2区と 3区の墳墓を中心に調査し

たが、慕城密度は 1区と変わりなく、木棺

痕跡等を検出することは困難な状況であっ

た。しかし、この頃から、各時期の墳墓が

その様相を変化させながら継税して造られ

ていることが明らかとなり、おぱろげなが

ら、遺跡の全体像が浮かぴつつあった。 10

- 10 -
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第m章第 2節調査の経過

月中旬には予定通り 3区30号墳墓の調査を終了し、 4区へ調査の中心を移すことができた。

4区では、当面の目標であった町道部分の調査も終了していたため、それまで十分でなかっ

た墳丘と木棺痕跡の検出に時間を費やすことが可能となったが、増員されていた調査員は他の

遺跡調査へ配属せねばならなかったため、御津町教育委員会の援助を受けて調査を進めた。 3

月には 4区の42号墳墓以南を残して、 2年度の調査を終了した。

平成3年度

4月から調査休制も新たにして調査を再開し

た。 9月までの半年間に、残りの12基前後の墳

墓を調査する予定であった。しかし、 5区の調

査に平行して 6区の表土除去を行った際、製炭

窯 2基が検出され、 7区の調査中にも付近で同

様の遺構の存在が明らかとなり、調査計画に見

直しの必要が生じはじめた。これに続いて 7月

末の大雨により露出していた鉄滓や炉壁片が見

学者により採取されるに至り、遺跡は尾根全体

に散在する状況となった。このため製鉄関連の

遺構については、再々度、御津町教育委員会の

応援を受けたほか、 9月に調査員を増員してこ

れに対処した。また、調査中に周辺部の工事対

象地内に他の古墳等が存在するかどうか確認し

てほしい旨の要望があり、再度、踏査を試みた。

そして外見上はそれらしき地点は認められな

かったが、工事業者の協力を得て、遺跡西方の

管 2号墳が存在する尾根上と、東方尾根上等で

重機によるトレンチ調査を実施したが、遺構は

検出されなかった。

このように 3年度は製鉄遺構の発見という思

いもよらぬ事態が生じたが、各方面の援助を受

け、 10月 5日に全ての調査を完了した。

- 11 -
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みそのお遺跡

日誌抄

以下に調査期間中における調査の流れを記しておきたいが、調査の性格上、細部にわたって

述べることは困難であり、主要な点についてのみ報告するしだいである。

平成元年

7月14日 1次調査開始

10月13日 1次調査終了

平成 2年

4月10日 2次調査開始、表土除去

4月11日 1区遺構検出開始

7月 5日 2区西斜面調査開始

7月29日 現地説明会開催

8月 7日 2区遺構検出開始

8月29日 3区遺構検出開始

10月11日 4区遺構検出開始

平成 3年

2月26日 専門委員会

3月26日 現地作業中断

4月 4日 現地作業再開

4月 6B 5区遺構検出開始

5月12日 現地説明会開催

6月24日 7区遺構検出開始

7月 5日 D地点遺構検出開始

8月19日 6区遺構検出開始

8月19日 E地点遺構検出開始

8月22日 A地点遺構検出開始

8月23日 B地点遺構検出開始

9月 2日 C地点遺構検出開始

9月16日 士塁状遺構ー 2調査開始

9月21日 専門委員会

10月 5日 全調査終了 -0m ~' 第 5図墳墓分布模式図

- 12 -



第W章 l区の調査

第 1節調査の概要

第N章第 1節調査の概要

1区は墳墓群の先端部にあたる。標高は83m-100mで、南から北に細長く伸びる尾根の先

端部に位置する。

詳細に見ていくと、この尾根は10-20mの平坦面を持つ痩せた尾根で、尾根の東西両側は傾

斜が非常に急である。尾根平担面は先端部から南に行くにつれてだんだん広くなり、 8・14号

墳墓付近で平坦面の幅が15mと広がるが、 10・11号墳墓周辺で狭くなり 16・17号墳墓周辺で再

び広がっていく。西斜面では19・20号墳墓付近で南北方向の谷から入ってくる東西方向の小さ

な谷がいくつか存在する。

この 1区と、第V章で詳しく述べる 2区の南側を中心に、確認調査として 1次調査が行われ

た。

1次調査で設定された調査区のうち、 1区に属するものとしては、古墳状に見えるため全面

調査された第 1・2・3地点と、遺跡の想定される部分に設定されたトレンチのT-1・2・

6-8である。 1次調査の概略についてはすでに『岡山県埋蔵文化財報告20」で述べられてい

るが、 1区に関係する部分だけを拾ってみることにする。

第 1地点は墳丘は南北12m、東西 7mでわずかにマウンド状を呈するとされた。検出した遺

構は、ほぼ中央に南北 4m、東西 3mの石敷遺構があり、その中央に後世の土漿があるとされ

た。第 2地点では北～東側の墳丘裾部に30-40cm大の石を弧状に巡らし、墳丘の形状を直径

8mのマウンド状としている。 7基の土器棺を検出し、うち 1基を弥生時代中期、残りを後期

としている。第 4地点では墳丘を 1辺15mの方形の範囲とし、やはりわずかにマウンド状を呈

し、北辺に葺石状の石が見られる。トレンチ T-2では中央やや南で箱式石棺が検出されてい

る。

以上であるが、 1次調査の第 1地点は 2次調査の18号墳墓、第 2地点は16号墳墓、第 4地点

は5号墳墓にあたり、 トレンチT-2で検出された箱式石棺が13号墳墓の第 4主体部に相当し

ている。

1次調査は主に尾根平坦面上で行われたが、 2次調査で尾根平坦面以外の斜面についても実

地踏査を行っている。

5号墳墓より北側では傾斜が急で、遺構の存在する可能性は低いと考えられた。この部分は

調査対象外であったので調査していない。また、東西両斜面については、踏査したところ1g.・

20号墳墓の存在する地点を除いて遺構が存在する可能性が低いものと思われたため、調査を

- 13 -



みそのお遺跡

行っていない。

1次調査の成果は断片的なものであったが、おぽろげながら尾根平坦面上全てが墳墓となっ

ている状況を示唆するものであった。そこで地形を詳細に見ていくと、尾根上に不自然なテラ

スや高まりが見られた。このため 2次調査では、尾根平坦面上の12ヵ所に新たに墳丘を想定し

てトレンチを設定した。さらに尾根の西斜面側にも 2つの平坦面が存在したため、ここにもト

レンチを設定している。

こうして設定したト

レンチが実際の墳墓の

範囲と一致しない状況

が多く存在した。とい

うのも、 1区のほとん

どの弥生時代墳墓は墳

丘を区画する明確な施

設を持っていなかった

ため、あるいは溝など

が存在したかもしれな

いが確認できなかった

ため、 トレンチにおい

ても墳端及び墳丘の規

模を判断することがで

きなかったことによる。

また、表土除去時に主

体部が検出できた墳墓

は稀で、ほとんどの墳

墓で盛士を完全に除去

して主体部検出を行っ

たためでもある。

以上、検出した墳墓

は 5号から 20号墳墓ま

で 16基で、尾根上約

130mにほぽー直線に並

ぴ、主体部の総数は179

第 6図 1区調査前地形図
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10 

11 

13 

14 

基に及ぶ。

（氏平）
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みそのお遺跡

第 2節 5号墳墓

1 . 調査前の状況

5号墳墓は、墳墓群の最北端に位置する。標高は墳丘の平坦面上で84mである。調査前地形

でも非常に明瞭な平坦面であることがわかる（第 6図参照）。ここは 1次調査で第 4地点とさ

れたところで、石列・墳丘の調査が行われ、南北・東西方向のトレンチが設定されていた。 2

次調査ではトレンチ断面の精査と主体部の検出・掘り下げを行っている。

2. 墳丘（第8園）

盛土（第 9図2層）は、中央部で地山から30cm程度残っていたが、流土との区別が難しく墳

端を示すことが困難である。

石列は、墳丘平坦面の端に平石を直立して並べていると想定される。東側の石列では 2列が

ほぼ高低差なく並んでいるが、北• 西・南側の石列では 1列しか確認できない。北側以外の石

列は残存部分がわずかである。

C 

第 8図 5号墳墓全体図
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第W章第 2節 5号墳墓

以上から、墳丘は東西・南北

10mの平面正方形と考えられ、石

列間の距離が南北7.5mを測る。

しかし、東側の石列は北東から南

西方向に斜めに伸びるため、東が

前方部となる前方後方形の墳丘に

なる可能性も否定できない。

3 . 埋葬施設（第10図）

第 1主体部（第10図 1)

墳丘の中央に位置し、南北に主

軸を向ける。墓堀底で長さ288cm、

幅112cm、墓堀上面からの深さは

80cmの長方形である。盛土を掘り

下げ、地山面で掘り方とその内側

の非常に堅く締まる置き土（第10

図断面図の 6・7層） を検出した。

その内部に、検出面で長さ250cm、

幅112cmの長方形の落ち込みが、

さらにその内側に棺痕跡が検出さ

れた （第10図平面図掘り方内に表

現、断面図の 5層）。棺痕跡は底

面で長さ 170cm、幅85cmで掘り方

と同じく南北主軸である。棺痕跡

内面の北側には 4つーの礫が枕石と

して置かれる。棺石の北側、棺痕

跡内側に 2点の鉄器（第11図 1、

2) がある。この 2点の他に埋土

中から鉄器（第11図 3)、土器の

細片が出土している。枕石の周辺

には赤色頻料が明瞭に確認された

（平面図の濃いスクリーントーン

部分）。南北40cm、東西32cmの範

廿
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_J_~ 

ー 84m

~-84 

I I 

3
 

1. 灰黄色士（表士）

2. 暗茶褐色粘質土

3. 暗黄褐色粘質土

4. 暗黄褐色砂質土

5. 灰褐色粘質土

6. 淡黄褐色粘質土

7. 淡黄褐色砂質土

゜
2m 

第10図 5号墳墓第 t-3主体部
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第W章第 2節 5号墳墓

囲で、厚さはほとんどない。

枕石等が棺痕跡に対して東によっていることから、西にもう 1体の埋葬が存在したか、ある

いは検出した棺痕跡が榔の痕跡で、棺痕跡はさらに内側に存在する可能性が考えられるだろう。

第 2主体部（第10図2)

第 1主体部の西0.3mに第 1主体に亜ぶ形で位置する。南側が広い長方形の平面形である。

棺痕跡・遺物共に見つからなかった。

第 3主体部（第10図3)

埋葬施設とは考えにくい。

3. 遺 物（第11図）

鉄器 3点と、第 1主体部の埋土中から出士した士器の

細片がある。

士器は、図化はできないがいわゆる「水漉粘土」の胎

士の土器である。

鉄器 1は刀である。第 1主体部の枕石と小D板との間

に出土した。先端を欠損するが茎部は完存する。茎部に

木質が遺存する。残存長27.8cm、刃部長17.4cm、刃部幅

1. 85 -1. 70cmでその厚さは0.4-0.Smmである。茎部の長

さは10.4cm、幅1.4-1.0cm、厚さは0.55-0.2cmである。

鉄器2は刀子であろうか。同じく第 1主体部の枕石と棺

材の間に、鉄器 1とそろえた状態で出土した。先端を欠

損し、茎部に木質が残る。残存長は10.7cm、刃部の残り

は6.4cm、幅 1.0cm、厚さ 0.2cm。茎部長さ 4.3cm、幅

0.75cID、厚さ0.2cmである。鉄器 3は鈍であると思われ

る。第 1主体部の南側、初期流入士中 （第 9図 1の 4

層）から出土した。残存長9.3cm、幅0.7-0.Scm、厚さ

は0.2-0.3cmを測る。 -

』
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第11図 5号墳塞出土遺物
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第 3節 6号墳墓

, . 調査前の状況

6号墳墓は、 5号墳墓から南へ10mの尾根上に位置し、標高は85m-87mである。 5号墳墓

と6号の間にも墳墓があることを想定してトレンチを設定したが、そこには墳墓は存在しな

かった。 6号墳墓では、地形の傾斜がややゆるくなるところを墳墓の中心と想定し、南北・東

第12図 6号墳墓全体図
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第W章第 3節

西にトレンチを設定して調査を行った。

2. 墳 丘（第12図）

盛土は20cm程度残っていて（第13図

3層）、範囲は南北7.6m、東西8.2m

である。東西断面では、東側の盛土層

の範囲が第 5主体部に達せず、中央か

ら3mの所で終わっている （第13図c

-Dライン参照）。また盛土下の地山

の凸凹が激しく、地山は未加Iの可能

性もある。墳丘を画する施設として、

南側の切り離しがある。尾根に直交し

て南北 4m、東西14mの範囲で地山の

加工がある。北側は標尚85mで平坦に

なるので、同様に地山が加工されてい

る可能性がある。

以上から、南側を切り離しの範囲で

その他を盛土の範囲で表すとすると、

墳丘は南北10m、東西8.2mである。

この場合、第 2-5主体部は墳丘から

外れるので拡張部分と考えることもで

きる。第 2-5主体部を加えると、南

北10m、東西15mとなる。

3 . 埋葬施設（第14-16図）

6号墳墓で検出した土城は14基であ

るが、埋葬施設とは考えにくいもの

（第15図 5、第16図13・14) を除くと

11基でありすべて尾根に直交して掘ら

れている。これらは小口溝を有し小口

間距離150-170cmの大型の主体部（第

14図 1-4) と小口間距離40~60cmの

小型（第15図 6- 8)、小口溝がない

かあるいは小規模のもの（第15図9. 
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第11-14主体部

10、第16図11・12) に分けられる。この内第 2-4主体部は明らかに並列しているが、その他

は主軸方向が同じだけで規則的な並びではない。この東側の第 2-4主体部と第 5主体部は盛

土層（第13図3層）からも外れるため、 6号墳墓の拡張部分とも考えられる。遺物は第 1、3、

4、9主体部から出土している。第 1主体部からは甕と高杯（第17図1・2)が 1個体ずつ、

主体部の西側で床面10cmの所から出土している。第 3、4主体部出土の遺物は、それぞれの切

り合い関係が不明瞭で、 どちらの主体部の土器か区別できなかった。

4. 遺 物（第17図）

出土した土器は次の通りである。 1と2は第 1主体部から出土した。 1はほぼ完形に復元で

- 24 -



第N章第 3節 6号墳墓

きる甕である。外面は縦のハケメ、内面はヘラケズリを胴部最大径付近まで施し、胴部般大径

付近に煤が付普する。色調は茶褐色である。 2も同じく第 1主体部から出土でほぽ完形に復元

できる。口縁端は剥離して明瞭でないが、拡張はほとんど無いものである。脚柱部に 4条の櫛

書沈線が5段描かれ、脚端の三角透かしは貫通しない。色調は赤褐色である。 3は把手付き壺

で、第 3か4主体部で出土したものである。口縁は拡張せず、胴部最大径は器高のほぽ中央に

くる。外面は縦のハケメの上を底部から胴部中央までを縦のヘラミガキ、内面は胴部最大径よ

り少し上までヘラケズリしている。 4、5は同一個体と考えられ、第 3か4主体部から出土し

た。口縁部はやや肥厚させる程度で、外面は底側までヘラミガキしている。口縁端面はヨコナ

デである。 6は小振りの壺で、第 9主体部からの出士である。胴部外面付近に赤色顔料の塗布

がみられ、頸部下に竹管文がみられるなど通常の壺とはおもむきが異なる。色調は黄白褐色で

ある。

（氏平）
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第 4節 7号墳墓

1 • 調査前の状況

7号墳墓は 6号墳墓から10m南の尾根平坦面上でも比較的傾斜のきつい斜面に位置する。調

査前は頂部が南北 5m、東西10m程度の方形の墳墓であると想定していた。

2. 墳丘（第19図）

検出した遺構は埋葬施設と考えられる土堀 6基だけである。西側は13号墳墓に切られるが、

土城墓は西へ広がらないものと推測される。断面観察によると盛土は存在しない。しかし、墓

城底のレベルが均ーで現地表に対して高すぎるため、盛土を有している可能性が高いと考えら

れる。墳丘は主体部の配置通りだとすると東西 7m、南北 6mよりも広いと思われる。

3. 埋葬施設（第22図）

6基の主体部は尾根の頂部の標裔90.75m付近に帯状に位置している。各土城墓は第 6主体

部（第22図6) を除いて小口溝を持つタイプである。

（氏平）

第5節 8号墳墓

1 . 調査前の状況と墳丘（第19図）

8号墳墓は 7号墳墓の南側に隣接する。調査前は 9号墳墓と合わせて南北16m、東西 8mの

方形の墳墓と仮定していた。土層断面では盛土と考えられる土層が存在する（第21図E-Fラ

イン）。検出した遺構は 4基の埋葬主体である。

2. 埋葬施設（第23図）

いずれも墓城底の長さが200cm、幅が60cmで小口間距離が180cm前後である。小口溝は墓壊底

の端に掘られ、第 2・4主体 ← 

部（第23図 2・4) では側

板•小口板押さえ石が存在す

る。遺物は第 2主体部と表土

中出士ものがある。

3. 遺物（第18図）

1は第 2主体部から出土し

ている。口縁外面と内面はヨ

コナデ、杯部内面に一部横の

ヘラミガキを残す。脚柱部の

~ 

10cm 

第18図 8号墳墓出土遺物
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第19図 7-9号墳墓全体図

~L 91Jl● 

＾ 

1. 灰黄色土（表土）

2. 暗灰黄色土

3. 暗灰黄色土

60 

。J 

1. 灰黄色土 （表土）

2. 暗黄色土

3. 暗灰黄色土（地山微少プロック多く含む）

4. 灰黄色土

5. 暗灰黄色土（地山大プロック多く含む）

E 

゜

第21図 8号 .9号墳墓断面図



第W穿第 5節 8号墳墓

沈線はヘラで描き 4-5本、脚裾部の放射状沈線もヘラで描き40-45本が巡る。杯部と脚部は

一体成形で中央部を粘土で充填してふさぐ。 2と3は共に北東表土中出土で、色調は 2が赤褐

色、 3が茶褐色を呈する。

- -90.7m 

~ 
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- -
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（氏平）

~j// 
I 

-91.0m 

寃
I I 

- , -90.7m 

恣
I 

I□ i91nm 

I 111 

I 

第22図 7号墳塞第 1-6主体部

- 29 -



みそのお遺跡

―918m 

亨`ニ三
~·~-

/-

~9~. 

1m 

第23図 8号墳墓第 1-4主体部
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第W章第 6節 9号墳墓

第 6節 9号墳墓

1 • 調査前の状況

9号墳墓は 8号墳墓の南に隣接している。調査前は 8号墳墓と合わせて南北16m、東西 8rn 

の墳墓と仮定され、当初は墳丘中央を 8号墳墓と 9号墳墓の間へ設定していた。

2. 墳丘（第19図）

2甚の埋葬主体が14号墳墓に切られるため、東西は調査前の見かけよりさらに広いことがわ

かった。土層観察では（第20図 I-Jライン）盛土らしき土層が一部残存する。埋葬主体配置

から想定する当墳墓の範囲は東西• 南北ともに 8mである。

3. 埋葬施設（第24・25図）

検出した埋葬主体は10基で、第 5主体部（第24図5)、第 6・9主体部（第25図 6・9) を

除いて小口溝を有する木棺墓と考えられる。

第 3主体部（第24図3) では棺の範囲を検出できた（スクリーントーンの部分）。棺痕跡そ

のものは検出されなかったが、明灰黄色土の堅く締まる置き土がなされており、そのなかへ土

器を含む暗灰色土が落ち込んでいる状況が観察され、この償き土の範囲が棺の範囲と考えられ

るものである。

第 5主体部はみそのお遺跡の墳墓群を通じて異例の形態である。ほぽ円形の掘方の周囲を溝

状に掘り＜ぽめるものである。

4. 遺物（第26図）

出土遺物はすべて士器である。

1・2は第 2主体部から出土した。 1はほぽ完形になる。胴部から底部にかけての破片も存

在するが、接合しない。頸部から胴部にかけての外面はヘラミガキかナデである。胴部以下の

外面には煤が付着している。色調は黄褐色である。 2は全体に風化が著しい。脚柱部から脚裾

部にかけては欠損している。口径・底径・器裔は推定で復元している。色調は黄褐色である。

3は第 4主体部からの出土である。口縁部外面は沈線 3条、頸部から胴部にかけての外面には

ヨコナデが見られる。胴部片は存在するが接合しない。色調は明黄褐色である。 4は第 5主体

部から出土している。口縁部外面は 3条の凹線、胴部外面の連続刺突文はハケメ原体によると

推測される。胴部内面は指頭圧の後ハケメ、色調は明赤褐色である。 5と6は第 7主体部から

の出土である。 5は口縁部外面に 2条の凹線、内面頸部より下はヘラケズリがなされる。胴部

片も存在し、煤の付着が見られる。色調は赤褐色～暗茶褐色である。 6は全体に風化が著しい。

色調は赤褐色である。 7は第 9主体部からの出土である。胴部外面に剌突文が見られる。色調

は淡灰褐色である。 （氏平）
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第W章第 7節 10号墳墓

第 7節 10号墳墓

1 • 調査前の状況

10号墳墓は11号墳墓の北に接し、 9号墳墓の南 4mに位置する。調査前は11号墳墓とあわせ

て南北20m、東西 8mの方形の墳墓と仮定して調査した。

2 • 墳丘（第27図）

主体部配置から想定される墳墓の規模は南北 6m、東西 8mである。第 4・5主体部（第28

図4・5) は主軸が南北を向くこと、位置が他の主体部に対して南にあることから10号墳墓外

の主体部と考えられる。

L 

O-
10m 

第27図 10号・ 11号墳墓全体図
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第1V章第 7節 10号墳墓

3. 埋葬施設（第28・29図）

本墳墓の主体部配置の特徴として、大型の第 1・2・3主体部（第28図 1・2・3) の南北

に小型の第6-14主体部（第29図6-14)が分かれて位置することが挙げられる。小型のもの

は小口溝を持つものと持たないものが同数ほど共存し、墓城底規模は大型で長さ210cmで幅

70cm、小型では長さ70-lOOcmで幅40-60cmである。

4. 遺物（第30図）

1・2・3は第 1主体部から出土している。 1は把手付き直口壺で、外面に煤が付着してい

る。胴部から底部の部分の破片も存在し、外面はヘラミガキ、内面はヘラケズリの後ナデてい

る。色調は白黄色である。 2は甕で、口縁部から頸部内外面はヨコナデ、頸部から胴部外面は

ヘラミガキかナデ、内面はヘラケズリの後ナデである。色調は白黄灰色である。 3は高杯で、

後円部外面の擬凹線が4-5本残り、杯部端の外面にヘラケズリが残る。色調は明赤茶色であ

る。 4・5は第 3主体部出土である。 4は把手付き直口壺で、口縁部内外面はヨコナデ、胴部

から底部の内面はヘラケズリである。頸部から胴部にかけての内面に指頭圧痕が残る。 5は高

杯で、杯部と脚部を一部欠くがほぼ完形に復元できる。剥離のため調整は不明で、外面の沈線

はヘラ描きである。色調は赤褐色である。 6は第 7主体部から出土した甕である。口縁端部外

面は 3条の浅い沈線が施され、口縁部から頸部にかけての内外面はヨコナデである。色調は白

褐色である。 7・8・9は10号墳墓北西から出土した甕である。 7は口縁部から頸部内外面は

ナデで、色調は淡灰黄褐色である。 8と9は同一個体と考えられる。口縁部から頸部内外面は

ナデ、頸部内面以下は縦のヘラケズリである。底祁外面と底面はナデている。色調は淡黄褐色

である。 （氏平）

第 8節 11号墳墓

1. 調査前の状況

11号墳墓は12号墳墓に接し、前節でも述べたが、調査前は10・11号墳墓あわせて南北20m、

東西8mの方形の墳墓と考えられた。

2. 墳丘（第27図）

土層断面では盛士と考えられる土層の存在を指摘できるが（第30図）、流土との区別が困難

で墳端は不明である。土層では判然としないが主体部の南側を尾根に直交して南北 2m、東西

8mの範囲で削っていて、これが唯一の墳端を表す施設といえる。主体部配置から想定される

墳墓の規模は東西 9m、南北8mの方形である。

3. 埋葬施設（第32-34図）

主体部はいずれも尾根と直交し、その配置は東側に中心を罹く。大型（第32図 1・2・4・

- 37 -
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みそのお遺跡

5、第33図6・8-10、第34図12-14)のものが大部分を占める。形態では小口溝を持つもの

が多数である。一部で主体部の切り合い関係があるが新旧は不明である（第27図参照）。

4. 遺物（ 第35図）

1と2は第 1主体部から出土している。 1は胴部と底部が接合できないがほぽ完形に復元で

きる。調整は、口縁部から頸部内外面はヨコナデ、頸部内面にはユピナデが見られる。色調は

明赤褐色である。 2は外面に赤色顔料が塗布され、透かしは総計で90本前後と推定される。脚

部外面上方に沈線が認められ、内面の調整は横のヘラケズリの後ヨコナデである。色調は淡黄

褐色である。 3は第 6主体部から出士している。口縁端部の沈線は 3条で浅く丸い。胴部外面

に煤が付着する。色調は白黄～白褐色である。 4は第 2主体部からの出土である。全体に風化

が著しい。調整は、口縁部外面は凹線、胴部外面はヘラミガキと推定される。胴部内面にきず

状のエ具痕が見られる。胴部外面の連続刺突文はハケメ原体によるものと考えられる。把手の

接合は胴部に方形の穴をあけて差し込み、外面にのみ接合部に粘土を巻いている。胴部下半は

縦のヘラミガキと推定され、底部外面はユビオサエである。色調は淡黄褐色である。 5は第 9

主体部出土である。やはり内外面とも風化が著しい。調整は、杯部外面はヘラミガキであるが

方向は不明、脚部内面はヘラケズリと推定される。脚柱部外面のヘラ描き沈線文は 4本 1条で

ある。透かしは15本で、いずれも貰通しない。脚部下側には浅い凹線が残り、脚端の端面には

2条の凹線の痕跡がある。 （氏平）

W 3m 

。
!im X 

------~--= 麟
。

5m y 
• 一

L:94.0m 

1. 暗灰褐色土

2. 暗褐色士

3. 暗褐色土
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第35図 11号墳墓出土遺物

第 9節 12号墳墓

1 • 調査前の状況

12号墳墓は11号墳墓の 3m南に位置し、 16号墳墓の 7m北にある。この墳墓の後から造営さ

れた15号墳墓が西側を破壊する。当初は墳墓の中心はもっと東であると考えられたが、 15号墳

墓のトレンチで主体部の存在が確認され、 15号墳墓墳丘下へ広がることが判明した。
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第W章第 9節 12号墳菜

2. 墳丘（第36図）

盛土は存在する可能性が高いが、 15号墳墓の盛土と区別することが困難で明確にすることが

できなかった。主体部配置から想定される墳墓の規模は南北 6m、東西10mである。

3 . 埋葬施設（第37・38図）

主体部はいずれも尾根と直交する。大型のものばかりで小型は存在しない。やはり小口溝を

持つものが多数である。小口溝の有無にかかわらず、墓堀底の長さがだいたい210-230cm、小

口間距離は180-195cmとばらつきが少ないため、設置される棺の規模はほぽ一定であると想定

される。第 5主体部（第38図 5) には東小口に棺材の押さえ石がある。

4. 遺物（第39図）

1は第 1主体部から出土した。口縁部内外面はヨコナデで、胴部外面は強い縦のヘラミガキ、

色調は黄褐色である。 2と3は第 2主体部からの出土である。 2は外面に赤色顔料が塗布され

る。口縁端面に凹線がある。色調は淡黄褐色である。 3はほぼ完形に復元できるが、風化が著

しく接合が困難であった。胴部内外面の調整は風化で不明、底部に黒斑があり、色調は淡黄褐

第36図 12号墳墓全体図
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第N章第 9節 12号墳墓
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色である。 4は第 3主体部から出土し、底部外面の調整は不明で色調は赤褐色である。 5は第

5主体部からの出土で、底部は風化が著しい。色調は淡灰黄褐色である。 6は第 6主体部出土

である。’脚部外面のヘラ描き沈線は 1単位 5条である。杯部内面に多角形状のヘラミガキを残

し、色調は明黄褐色である。 （氏平）
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第N章第10節 13号墳惹

第10節 13号墳墓

1 • 調査前の状況

13号墳墓は 7号墳墓の西に位置する。 1次調査でトレンチ T-2が設定され、箱式石棺が検

出された。そのため、この主体部を中心にして主軸方向およびそれに直交する十字のトレンチ

を再設定し、調査を行った。

2. 墳丘

（第40図）

北西と南東隅

には石列が残っ

ている（第 41

図）。盛土が残

り （第 41岡参

照）、東側、特

に南西隅を中心

として周溝が残

る。墳墓の規模

は南北16.2m、

東西約 8mと想

定されるが墳形

は不明瞭で突出

部が付く可能性

も捨てきれない。

3 . 埋葬施設

第 1・2主体部

（第 42図 1. 

2) 

両主体部では

木棺痕跡は検出

できなかったが、

主体部断面がゆ

るい弧状を呈し

＾ 

第40図 13号墳墓全体図
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第W章第10節 13号墳墓
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第W章第10節 13号墳墓

ており、割竹形木棺を安置していたものと考えておきたい。また、第 1主体部直上からは土器

が出土している（第44図1・2・3)。

第3・4主体部（第43図3・4)

舘3・4主体部は箱式石棺で、第 1・2主体部の北側に位置し、主軸は第 1・2主体部と直

交する。検出時には天井石と北西小口はすでになく、南東小口および側壁上部の石材もある程

度流失しているものと思われる。側壁では、基底部に長さ20-40cm大の板石を 4-5枚直立さ

せ、その上に10-20cm大の板石を 3段程度平積みしている。第 3主体部の南東小口に枕石が存

在する。第 4主体部の南東小口上には 1次調査において天井石が検出されている（第42図の点

線の部分）。

第5主体部（第43図5)

第5主体部は墳丘の南東隅付近に位置する。両小口に板石を使用する木棺墓と考えられる。

4. 遺物（第44図）

1・2・3は第 1主体部直上から出土している。 1は直口壺と考えられる。胎土はいわゆる

「水漉粘土」に近いもので、色調は白褐色である。 2は甕で、色調は白褐色である。 3の胎土

は水漉粘士で、色調は暗赤褐色である。第 1主体部から［まもう 1個体高杯が出土しているが、

実測不能である。 4は南西裾から出土し、色調は灰黄褐色である。 5は南東側の周溝底部から

の出土で、全体に風化が著しい。胎土は水漉粘土で色調は赤褐色である。

（氏平）
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第44図 13号墳墓出土遺物
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第11節 14号墳墓

1 • 調査前の状況

14号墳墓は13号墳墓の南、 9号墳墓の西を削って造営される。調査前は尾根に対して不自然

な張り出しがあり、南北・東西10mの方形の墳墓と想定された。

2. 墳丘（第45図）

石列は墳丘基底部

から設置され、西辺

では残りが悪いが四

周を方形に巡り、北

辺では西下方にテラ

スと石列が認められ、

墳丘は二段築成で

あったものと考えら

れる。西斜面には石

列の転石が集まって

いる（第45図点々の

スクリーントーン）。

盛土は西側以外で

残る（第 46図 6. 

7・8層）。周溝は

墳丘の北・東• 南側

をコの字状に巡り、

幅は基底部で0.4-

1.2mである。

以上から、墳丘は

南北が20m、東西約

17mの方形で少なく

とも北側の一部が2

段築成となると考え

られる。

その他に西側周溝

第45図 14号墳墓全体図
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第W章第11節 14号墳墓

内に焼土堀がある （第45図斜線スクリーントー

ン）。埋土は黒褐色～黄褐色粘質士、炭化物や

土器を含む。

3. 埋葬施設（第47・48図）

第 1・2主体部（第47図）

第 1・2主体部は墳Jiの中央に並列し、両方

とも木棺痕跡が確認された。いずれも箱形木棺

と考えられ、やや粘性の強い土で覆われていた。

遺物は第 1主体部から鉄器6

第 2主体部から鉄器 1・2・3

2・3)が出土している。

出土状況は、第 1主体部の鉄器は西小口側か

ら先を東に向けて位置する。第 2主体部では東

~ 

位

E
9
 

0 

E
 s・zs:1 

亨

（第50図6) が、

（第50図 1. 

u

l

o

 

G
 

碍
パ
澤
＼

い
臼
望
3

Wtil6:7 

<[ 

u
g
 

、＝

E
9
 

CD 

(q
他
綱
さ
(
[
ロ
ト
’
苔
栽
）

廿
囮
臨
玉
皆
．
00

(
9ぎ
心
~
さ
•
D

ト
'
「
、rnljlf) 

廿
囮
撰
氏
皆
．
L

廿
心
概
玉
苓
.
9
 

廿
囮
困
抵
苦
．
s

T
担
困
榔
皆
．
t

廿
心
困
揺
習
．
8

(
q如
Y
感
へ
へ•
D

卜
’
Iヽ
却~
f
l
l
'
i
i
l
O

―

廿
心
榔
皆
．
8

(
Q
如
翠
令
ヽ
：
・
ロ
ト
'
[
益
ヨ
華
）

廿
心
抵
蛍
．
I

e9.~ s:1 

E
 m:
s
:
1
 

3
 

E
E
 

＇＝》

e 

Cl 

図
涸
涵
る
咲
尽
旧
醐
野
曲
v-

図
9
t
7
W

- 55 -



みそのお遺跡

小口側の枕石下に鉄器2、やや西側の南側面に鉄器 1が切っ先を西に向けて刃部を立てて、最

も西に鉄器 3が先を西側に向け位置する。

第 3主体部（第47・48図）

第 3主体部は箱式石棺で、第 I・2主体部より新しい。石材は基底部に30-60cm大の面が

整ったものを使い、その問を10cm程度の角礫で埋め、さらにその上に側壁上面を水平にするよ

うにI0-20cm大の平石を積む。東西両小口に枕石が存在する。蓋石はもともと存在しないもの

と考えられる。

- !t2.0m 

1. 暗黄褐色士 4. 黄灰色士

2. 暗褐色士 5. 暗褐色士

3. 淡黄褐色土 6. 暗褐色土

ゑ

ー

。
2m 

第47図 14号墳墓第 1-3主体部
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第N章第11節 14号墳墓

4. 遺 物（第49・50図）

土器（第49図）

1は第 2主体部出土。胎土は

いわゆる 「水漉粘土」、脚柱部

内面以外は赤色顔料の旅布の可

能性が話い。 2は南側周溝出土、

表面風化著しい。胎土水漉粘土、

色調は白赤褐～白褐色。

側周溝出土。内外面ヨコナデ、

色調は灰黄褐～白褐色。

側周溝出土、胎士は水漉粘士、

色調は赤褐色。

付近、

3は北

4は南

5は北下段石列

6は北側周溝から出土。

7は南側周溝出土、表面風化著

しい。胎土は水漉粘土、色調は

白褐色。 8は東側周溝出土で、

風化著しい。胎土は水漉粘土、

色調は白褐色。

鉄器（第50図）

1-5は第 2主体部出土である。

- -92m 
・; 

—• ℃吃9
, 

I 

第48図

1は茎の部分に 2つの目釘穴がある。全長32.7cm、刃部長

） 寸ニー`
2 

第49図

14号墳墓 第 3主体部

＼二

:6 14号墳墓出土遺物 (1)
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／
 ¥i¥! 

/~ 
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みそのお遺跡

21.5cm、最大幅2.5cm、最大厚0.45cmである。 2は全長が推定12.5cm、刃部長9.7cm、最大幅

1.8cm、最大厚0.3cmである。 3は残部長10.8cm、茎部幅0.4-0.6cm、厚さは推定0.2cmである。

6と7は第 1主体部から出土した。 6の復元全長は19.7cm、最大幅0.8cm、最大厚0.3cmであ

る。 7は全長7.3cm、刃部長 3cm、最大幅2.95cmである。 （氏乎）
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第W章第12節 15号墳墓

第12節 15号墳墓

1 • 調査前の状況

15号墳墓は12号墳墓の西を削って位置する。当初は尾根上を全て使用する南北・東西共に

12mの方形の墳墓と考えられた。調査は、表土除去後に検出された第 1主体部を中心に、南

北・東西のトレンチを設定した。

2. 墳丘（第51図）

当初設定した墳丘中心に対して、実際の墳丘は南西に寄っていたが第 1主体部の中心では

あった。

石列は 4方を巡

るが東と北側では

残りが悪い。西側

では 2段、南側で

は下段の石列の一

部とみられるもの

が残っている（第

, 51・53図）。上段

の石列の積み方は、

基底部は20cm大の

礫を立てて並べ、

そこから上は10cm

大の礫を横にして

積んでいる。また、

南側の上段では、

西から東へ向かう

につれて墓底部の

石が徐々に小型化

している（第53図

中段）。下段では、

上の列に対して石

列に用いる礫が20

-50cmとやや大き 第51図 15号墳墓全体図
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くなる。

盛土は残っているが、墳丘の端、

とくに東側は明確に押さえられな

い（第52図参照）。

周溝は南側にわずかに残り、東

側にも不明確ながら存在する。

以上のことから、墳丘は南北

9.5m、東西 9mの方形、墳丘上

の平坦面は南北8.3m、東西7.5m

の方形で、西半部が2段築成とな

るものと考えられる。

2. 埋葬主体（第54-57図）

第 1主体部（第54図）

第 1主体部は墳丘の北東に位置

し、尾根と平行するように北東か

ら南西に主軸を向ける。

小口は40cm程度の板石を直立し

て置く。側壁基底部は40-60crn大

の面の整った石を東側で 4枚、西

側で 6枚使用し、

る。

その上に20-

40cm大の板石を一段小口積みにし

ている。天井石は40-70cm大の板

石を 7枚使用し、間隙を礫で埋め

また、南西小口に一対の円礫か

らなる枕石が置かれ、内法も南西

小口側が広い。

第2主体部（第55図）

第 2主体部は墳丘の南側に第 3

主体部と並列して位置し、主軸方

向は第 1主体部と同じである。

天井石は棺身に対して南西にず
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第N章第12節 15号墳墓

れているが、検出時からこの状態で乱掘も見られないた

め当初からずれていたものと考えられる。

第 2主体部では他の主体部に対して側壁に非常に巨大

な石を用いているのを特徴とする。東側では 3枚、西側

では 4枚使用されるが、いずれも北西側が著しく大きい。

側壁は 2段積まれ、他の主体部と同じく下段が大きい。

内法の小口は北東の方が広いが、枕石と思われる礫は

南西にある。小口に用いる板石も著しく平たく、大きい

ものを用いる。

掘り方は小ロ・側壁の石が償かれる部分がさらに掘り

仇菜麟尋い¥:/JJ€l~ 邸蜘O

0 5m 
L:95.9m 

ooぶ冠
岨 0 Q 図やD~

Q 

凶3

。]
5m 

L:95.0m 

虚 §田笠きでに 0

Q り0~宣字◎疇表~"'又こ巧9 虚
第53図 15号墳墓石列
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下げられる。側壁の石が乗る部分には掘り方上に 5-20cm大の円礫が置かれる。これらは地山

出土の礫と全く同じものである。

第 3主体部（第56回）

図示していないが、検出時には厚さ約10cmの白色粘土によって天井石が被覆されていた。

側壁は底部に40-50cm大の面が整ったものを使い、その上に10-20cm大の板石を 1-2段積

む。天井石には長さ40-60cm大の板石 8枚が使用され、間に礫を充壌 Lている。天井石は北東

側が高く南西に向かって低くなるように置かれている。

掘り方は小ロ・側壁の石の下部が若干掘り下げられ、側壁が乗る部分には掘り方上に 5-

20cm大の円礫が置かれる。これらはやはり地山出土の礫と全く同じものである。

内法の小口幅はほぼ同じであり、枕石は北東小口に存在する。一対の円礫で、その下に 1枚

の板石が敷かれる。

3. 遺物（第58図）

出土した遺物はすべて土器であり、主体部に伴うものはない。

｀ 

ー 95.5m

1. 暗褐灰色粘土

2. 暗褐色土

3. 淡黄褐色士

戸[

鸞 ゜

一 一
lm 

第54図 15号墳墓第 1主体部
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~95.5m 

1. 暗褐色土

2. 灰黄褐色土
lm 

第55図 15号墳墓第 2主体部
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1は墳丘北側で出土した。調整は外面ヨコナデ、内面は風化で不明である。色調は灰白褐色

である。 2-8はいずれも墳丘南東側の流土中から出士したものである。 2の調整で、内面脚

\Q,9~m 

ーロ

1. 暗褐灰色粘土

2. 淡黄褐色土

c
 

0-

て墨

凡
⑦

＇ 

lm 

第56図 15号墳墓第 3主体部
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1. 灰白色粘土

2. 暗黄褐色粘質土

3. i炎黄褐色粘質土・ ,-------
＼ 

¥__―---・-

第N章第12節 15号墳墓

95.5m 

第57図 15号墳墓第 2・3主体部断面図

柱部にはヨコナデが観察できる。 3の脚柱部外面は横のヘラミガキで他の調整は風化で不明で

ある。 4の調整は杯部内面がヘラミガキ、他は風化で不明である。 2-4の色調は赤褐色。 5

-8の調整は風化著しく不明である。色調は 5と7が白褐色、 6は明赤褐色、 8は茶褐色であ

る。 2-8の胎土はいわゆる「水漉粘土」である。

また、図示することは不可能であるが、南東流土中から 1と同一個体、あるいは同類の 2璽

口縁の壺の破片が出土し、その体部内面には赤色顔料の付着が見られるものがある。

（氏平）

□二 1 -·~ 11~ 

＼工
4 ］］＼ rド バ＼ />

10cm 

第58図 15号墳墓出土遺物
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第13節 16号墳墓

1 . 調査前の状況・

16号墳墓は12号墳墓の南 7mの尾根平坦部に位置し、標高は97-98mである。地形としては

10号墳墓で狭まった尾根が最も広がってくる部分にあたり、北側から見ると 17号墳墓と合わせ

て 8m ほどの方形の墳丘に見える。ここは 1 次調査で第 2 地点とされたところで、北• 東側の

石列と 7基の土器棺がすでに検出されていた。 2次調査では、 1次調査で設定された南北のト

レンチに東西のトレンチを追加設定して行った。

2. 墳丘（第59図）

石列は墳丘平坦面の四周を方形に巡るものと考えられる。しかし、西石列は墳丘の北側へは

伸ぴない。各石列のコーナ一部分は、石列全体の残存状況が決して良くないという前提のもと

であえて述べるとすると、ある程度の空白が意図的に設けられていたものと推測できる。石列

で区画された墳丘平坦

面の規模は、南北

7.2m、東西5.4mの方

形である。

石列の構築について

は、約40cm大の平たい

礫を盛土に直立して並

べているものと考えら

れる（第60図参照）。

これに伴う掘り込みは

確認できなかった。礫

のほとんどは盛土の流

失によって墳Ji中央か

ら外側へ倒れている。

盛土は最大で50cmの

厚さで残る（第60図3

層）。旧地表層は検出

されなかった。

周溝は西側と南西隅

に見られる。これらは

11-

第59図 16号墳墓全体図
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第W章第13節 16号墳墓

別々の溝として掘られた可能性が嵩く、

墳丘全体を巡るようなものとは考えにく

い。幅は甚底部で0.6-1.Smである。ま

た、西側石列の下に東西に走る溝が検出

されている。これは石列構築以前の墳丘

に伴う溝の可能性が考えられる。

以上の石列・盛土・周溝の状況から、

墳丘は南北が8.5m、東西7.5mの方形で

あると考えられる。

その他に西側周溝内に炭・焼土の広が

りが検出されている

部分）。

（第59図溝内の斜線

3. 埋葬施設（第62-68図）

当墳墓の埋葬主体の内、第 1-5主体

部（第62図 1-5) は木棺、第 6-13主

体部（第63-68図）は土器棺である。

第 1主体部は墳丘のほぽ中央に位置し、

第2・3主体部がその北東・南に位置す

る。第 4主体部は西側石列の下、第 5主

体部は北東の墳丘外に位置している。

第 1主体部は墓城底で長さ 270cm、幅

61cmの非常に細長い平面形である。北西

隅に炭の入る士城を伴う （第59図墳墓中

心の斜線部分、士層は第60図4層）。第

2・3主体部は小口溝を有するタイプの

ものである。

第6-11主体部の詳細については後述

する。

第12・13主体部については、土器棺で

あること以外は詳細は不明である。 1次

調査において検出されたものである。

（氏平）
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第61図 16号墳墓石列

第6主体部（第63図、図版42)

墳丘のほぽ中央部において検出された土器棺である。墓城は85cm.X55cm程の規模で南ー北方

向に長い楕円形を呈する。土器棺は土圧により押しつぶされていたが、墓城の中央部に甕の底
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第IVJr'第13節 16号墳墓

部を北側に横向きに置き、口縁部に萬杯の杯部を伏せて蓋にしている。骨などは遺存しておら

ず、副葬品なども出土していない。土器棺の甕は、器麻44.2cm・胴部の最大径33.5cmを測る。

また、口縁部の内径は約13cmである。内面は肩部までヘラケズリされ、 LI縁部は指オサエ後ナ

デ、折り返された口縁端面に 8条の凹線が巡る。外面はハケメ、底部付近はナデ、口縁部はヨ

コナデされている。胎土は長石• 石英等砂粒を含み、色調は橙色を屋する。高杯は脚部て切り

- - 98.011 

寃
I 

92 

羞 99.0m

゜ ’”
第62図 16号墳墓第 1-5主体部
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みそのお遺跡

取られ杯部のみてある。口径Zlanを測り、内傾して立ち上がる口縁外OOに凹線が巡る。杯部内

面はヘラミガキされている。 0.5-1 mmの長石等の砂粒を含み、色講は外面浅黄橙色、内OO明

黄褐色を呈する。

第 7主体部 （第64図）

墳丘の中央より少し東に寄った、第 6主体部の南0.5m程において検出された土器棺てある。

墓塙は70cmX57cm程の規模で、東ー西方向に長いやや歪んだ楕円形を呈する。土器棺は甕の底

部を西にして寝かせ、口縁部に店杯の杯部を伏せて蓋にしている。副葬品等はない。

土器棺の甕は完全に復元す

ることができなかったが、器

尚約42cm、胴部の最大径35cm

程て口縁部の内径は14cmであ

る。肥厚した口縁端面に 3条

の凹線が巡り、内面ヘラケズ

リ、外面はヘラミガキされ、

胴部に煤の付着が見られる。

胎土は石英• 長石等の砂粒を

含む。色調は橙色を呈する。

晶杯は口径27cm前後をiUgる。

脚柱部で切断されている。杯

--------
—一--／ 

信信
諷3●

し一-- ~.. 

第63図 16号墳墓第 6主体部
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第1V章第13節 16号墳墓

部は内外面ともヘラミガキされている。脚柱部外面も横方向にヘラミガキされ、胎土は長石・

石英等の砂粒を含む。色調は鈍い橙色を星する。

第8主体部 （第65図）

墳丘の南西部第 6主体部の南西2.2m程において検出された士器棺である。墓城は直径40cm

程の歪んだ円形を呈するもので、土城内に底部を南にして、頸部を切り取った壺を寝かせ、嵩

杯の杯部を伏せて蓋にし

ている。副葬品等の出土

遺物はなにもない。

土器棺の壺は、頸部で

切断されているが高さ

38cm程が遺存している。

胴部の最大径は38cmを測

り、切断部の内径は約

14cmである。胴部外面は

ヘラミガキ、内面はヘラ

ケズリされ、頸部外面に

螺旋状の沈線が巡る。胎

士は長石• 石英等の砂粒

を含み、色調は橙色を呈

する。高杯は口径20cm程
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て、 脚柱部て切断されている。杯部の調整は判然としないが、 脚柱部外面は縦方向にヘラミガ

キさ れ、3個の円孔が穿たれている。胎±は石英等の砂粒を含み、橙色を呈する

第 9主体部 （第66図、図版43)

墳丘の中央部西寄りで、第 6主体部の西1.3m程において検出さ れた土器棺である。墓凛は

直径70an程の歪んだ円形を呈するもので、±.壊内に底部を南西にして、項部を切り取った壺を

寝かせ、翡杯を伏せて蓋にしている。副葬品等は出土してない。

土器棺の壺は頸部て切断され、遺存している器高は47cmてある。胴部の最大径は50cm、切断

部の内径は約13cmである。胴部外面はハケメの後ヘラミガキ、内面はヘラケズリされている。

頚部外面に螺旋状の沈線が巡る。肩部との境にある l条の貼り付け突帝上には列点文が巡って

いる。胎士は長石• 石英等の砂粒を含み、色調は外面明赤褐色、内面橙色を足する C 高杯はロ

径15.2cm、器翡17.3cmを

測るが、調整は器面が剥

落して不明てある。脚部

には 4か所の円-fLが穿た

れている。胎士は長石等

の砂粒を含み、色調は橙

色を呈する。

第10主体部 （第67図、図

版43)

墳丘の南西部第 8主体

部の西 1m程において検

出された土器棺である。

墓凛は75cmX65cm程の規

ー冒;
, - 59cm Y..~ .. 

第65図 16号墳墓第 8主体部
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模で南ー北方向に長い楕円形を呈する。上城内に甕の底

部を南にして寝かせ、高杯の杯部を伏せて蓋にしている。

副葬品等の出土遺物は何もない。

土器棺の甕は、器甜37cm程で、胴部の最大径は約30cm

を測る。口縁部の内径

は15.5cm程てある。胴

部外面はヘラミガキ、

内面はヘラケズリされ

ている。ヨコナデして

やや肥厚した口縁端面

には 4-5条の凹線が

認められる。胎士は長

第66図 16号墳墓第9主体部
- 73 -
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みそのお遺跡

石• 石英等の砂粒、小石粒を含み、色潟は橙色を呈する。高杯は口径27cm程を測るが、脚柱部

で切断されている。器面の剥落が著しいため調整は不鮮明であるが、外面は縦方向にヘラミガ

キが認められる。胎土は砂粒を多 く含み、色調は橙褐色を屋する。

（内藤）

第11主体部 （第68図、図版 1)

第11主体部は、 16号墳墓酎西コーナ一部分で 2次調査時に検出された土器棺である。墓城は

検出面て82cmX69cmの楕円形て主軸がほぽ東西に刷く。 横に寝かせた甕の口縁部に裔杯を逆に

してふさぎ、礫て甕と尚杯を動かないように固定している C

裔杯は完形で、口縁端部に 8条の凹線、脚柱部に螺旋状の沈線が 2段施される。透かしは円

形で、脚柱部～脚端部にかけて、縦 3個、横 3個を逆T字に組合せたものを l単位として 4方

t一―~an
第67図 16号墳墓 第10主体部
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第W章第13節 16号墳墓

向に配されている。暴整は、口縁部内外面がヨコナデ、杯部の内面が放射状ヘラミガキ、外面

がハケメの後方刷不明のヘラミガキ、脚部内面は不明である。色調は外面橙色、内面浅黄橙色

である。

甕の調整は、口縁部内外面ヨコナデ、底部内面はナデである。色調は外面明赤褐色、内面橙

色である。

（氏平）

98.511 

、こ／ 1 1 
0 ,o ... 

第68図 16号墳墓第11主体部
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第1-1節 17号墳墓

1. 讀査前の状況

17号墳墓は12号墳墓の南 7mの尾根平坦部に位置し、標高は97-99mである。 16号墳墓の西

の周溝と重なり、西に下ると 19号墳墓である。

2次調査ては、 16号墳墓の南北トレンチから約 4m西に南北のトレンチを設定した。このト

レンチは18号項墓まて伸ぴる。

2. 墳丘 （第69図）

盛土と考えられる層は最大で40anの厚さて残っている（第69図E-Fライン 2層）。明確な

旧地表層は検出されなかった。

周溝は存在しない。平面では北側と南側に斜面があるが、断面観察では北側ははっきりしな

い。南側は地Illの傾斜が確認されている（第69図E-Fライン）。また、当項墓の各主体部の

墓凛底は18号墳鯰にものに対して0.7m低い。

主体部の配間は、北束から南西にかけて帯状に並んでいる。各墓城は盾ならずに、主軸を南

北か東西に向ける。中心部だけではなく 16号墳墓の周溝部分にも主体部が存在する。また周辺

には北側に 3基、酎側に 2店の木棺墓と土器棺墓が 3基存在する。周辺部については第16節で

詳しく述ぺることにする。

以上の状況から、当墳墓の範囲は南北が16m、東西 9mと想定しておきたい。

その他に、周辺北西側に炭・焼土凛が検出されている（斜線部分）。

3. 埋葬施設 （第70-72図）

埋葬主体は木棺で、第 1-5, 8、11-14主体部 （第70図]-4、第71図5・8、第72図n

-14) が幕城底の長さ220-250叩で幅70-IOOanの大型、 第 6、7. 9、10主体部が墓城底の

長さ llOan程度て幅40an程度の小型である。

第11、12主体部では小口溝の両脇に棺材の押さえ石が存在する。第 6、11主体部ては北側の

側壁に側板押さえ石がある。これらの押さえ石はいずれも地山に含まれる礫と類似する。

4. 遺物 （第73図）

1は第 7主体部から出土した。ほぼ完形に復元できる。調整は、 U縁部内外面ヨコナデ、胴

～底部外面はハケメかミガキかよくわからない。色調は淡黄褐色～茶褐色である C 2 • 3は19

号墳墓の北東表士下から出土しているが、当れ墓の土器が流失したものと思われる。 2の調整

は、口縁部内外面はヨコナデである。胴部内面はヘラケズリと推定される。底部内面はヘラケ

ズリ、外面は縦のヘラミガキの可能性が嵩い。底面はナデと思われる。色調は黄茶褐色であるっ

3の上下は同一個体の可能性が話い。口緑端面に 4条の凹線を施す。口緑部内外面ヨコナデ、
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みそのお遺跡

底部外面は縦のハケメの下側にヨコナデが入る。底面はナデである。色調は外面灰茶褐色～黒

褐色、内面が褐色～淡褐色である。 4は19号墳墓の東流土中から出土したが、当墳墓西斜面か

らも破片が出土している。もともとは17号墳墓周辺部の土器棺の一部が流出したものである可

能性が高い。同じ地点から壺片も検出している。調整は、口縁部外面がヨコナデ、脚部外面に

は縦のヘラミガキが残る。脚端部外面から内面にかけてはヨコナデである。器高は不明で復元

した口径は29cm、底径は17cm。5は当墳墓の北西斜面から出士した。調整は内外面とも不明で、

色調は白褐色～赤褐色である。 （氏平）
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第W章第15節 18号墳墓

第15節 18号墳墓

1 • 調査前の状況

18号墳墓は16号墳墓と 17号墳墓のすぐ南の尾根平坦部に位置し、標高は99-lOOmである。

この地点は、 1次調査では第 1地点とされたところで、南北12m、東西 7mの長方形の範囲の

マウンド状でほぼ中央に石敷が検出されている。この石敷は 2次調査で第 1主体部上にあるこ

とがわかった（第74図）。

2次調査では、 16号墳墓の南北トレンチの延長上に南北のトレンチを設定した。

2. 墳丘（第69図）

盛土と考えられる層は最大で25cmの厚さで残っている（第69図G-H、K-Lライン 3層）。

黒黄色士の旧地表層（第69図G-Hライン 4層）がわずかながら検出された。盛土の範囲は、

南北は不明瞭であったが東西は最大12.1m (第69図 I-Jライン）である。

石列は西側に1.8mの長さ

で残っている。一部で 2段に

なっていて、上段が20cm大、

下段の方が40cm大の礫を使用

している。いずれも直立して

いたものが前へ倒れた状況で

ある。掘り方は存在しない

（第69図K-Lライン参照）。

主体部の配置は、主軸が南

北方向である第 1-3主体部

が尾根の中心に並び、その東

西両側に主軸が東西方向の主

体部が並んでいる。特に西側

では第12-16主体部、第17-

19主体部、第20-25主体部の

3つのグループに分けること

ができる。

以上の状況から、当墳墓の

範囲は、南北を主体部の範囲

で表すとすると、南北が約

゜
第74図 18号墳墓集石遺構
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みそのお遺跡

16m、東西12.lmと想定される。

3. 埋葬施設（第76-82図）

埋葬主体は木棺墓で、↓~ とんどの墓城が小口溝を持つ。第11 (第78図11) ・12 (第79図

12) ・17 (第80図17)主体部のように、墓城底をさらに 1段掘り窪める形態のものも存在する。

4. 遺物（第83-86図）

土器（第83-85図）

1は第 1主体部からの出土である。底部で半分が残存する。外面はハケメの上からナデ、内

面と底面はナデで、色調は灰茶褐色である。 2

は第 5主体部出土で、胴部～底部を欠く。口縁

部内面はヨコハケメの上からナデであり、頸部

～胴部外面は風化のため調整が不明である。胎

土はきめが細かく、色調は淡黄褐色である。 3

は第 6主体部出土で、胴部最大径付近に煤が付

着する。口縁部内外面の調整は不明で、頸部一

ぷm応
0 2m 
・ ・L:ss.5m 
食~且い

ょ◎q

第75図 18号墳墓石列

-100.0m 

鸞

-u-995ml 

3
 

lm 

第76図 18号墳墓第 1-3主体部
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＼ 
- 93.2m 

-99.Jm 

恣

_,'/"-

-99.0m 

珍

髯―
-99.Jm I 

. . 

0 lm 

第77図 18号墳墓第4-8主体部
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みそのお遺跡

胴部の外面はハケメの後ナデである。色調は黄赤褐色である。 4と5は第 7主体部出土である。

4は胴部～底部を欠く。口縁端面に非常に浅い凹線が3条ある。調整は、 D縁部内外面はヨコ

ナデ、胴部・底部外面はタテハケメ後ナデ、底部内面は不明である。色調は赤褐色である。 5

は口縁端面に 3条の凹線、脚柱部外面には 6条のハケメ状沈線が6段施され、その下に同じ原

体で縦方向の線が入る。調整は、口縁部内外面はヨコナデ、杯部内面が横のヘラミガキ、外面

はヘラミガキであるが方向は不明、脚柱部外面は縦のヘラミガキである。色調は淡赤褐色であ

る。 6は第 9主体部から出土している。胴部は小片で接合できないが、煤が付着しているもの

がある。口縁部・底部内外面共に風化が著しい。頸部には文様とも見受けられる浅い沈線状の

侮痕が3条残る。色調は淡黄褐色である。 7は第11主体部からの出土である。口縁部と胴部を

欠く。胴部最大径付近に煤が付着する。調整は、頸部内外面はナデ、胴部外面にハケ状のエ具

痕を残し、底部内面は不明、同じく外面はナデで底面はミガキが入る。色調は明赤褐色である。

8は第13主体部から出土した。胴部は接合しないがほぽ完形に復元できる。胴部最大径～底部

に煤が付着する。調整は、口縁部内外面はヨコナデ、頸部内面に指頭圧痕が残り、胴部最大径

付近の外部は風化のため不明、底部外面はタテハケメである。色調は淡黄灰色―淡灰黄褐色で

ある。 9は第14主体部から出土した。口縁端面は風化しているが凹線が 4条程度入る。脚柱部

ー 99.3m

玲 蔦
-99.Jm 

~ 
-99.Jm 

lm 

第78図 18号墳墓第9-11主体部
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第80図 18号墳墓第16-19主体部
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みそのお遺跡

-99.Sm 

-99.7m 

吟

~ 

!m 

第82図 18号墳墓第26・27主体部

外面には 5-6条の櫛描き平行沈線が 5段以上施され、その下に 7-8本を 1単佼とするタテ

方向のヘラ描き沈線が入れられる。脚端面には 3条の凹線が施される。調整は、口縁部内外面

はヨコナデ、杯部内外面はヘラミガキ、脚柱部外面はヘラミガキと推測され、脚部内面は横の

ヘラミガキである。 10・11・12は第18主体部からの出土である。 10は、口縁端面に凹線が4条

人る。脚柱部外面には 5条を 1単位とする櫛描き平行沈線が8段施される。その下にタテ方向

の鋭利な工具による沈線が入れられ、これらは全周で約100-120本に達すると考えられる。調

整は、口縁部内外面はヨコナデ、杯部内外面はヘラミガキである。 11は口縁端面に凹線が 5条

入る。脚柱部外面には 7-8条のハケ状櫛描沈線が 5段施され、その下に縦方向のヘラ描き沈

線が入れられる。調整は、口縁部と杯部内外面、脚柱部外面は風化で不明、脚端部外面はヨコ

ナデである。色調は赤褐色である。 12は外面縦のヘラミガキ、内面ヘラケズリと推定、底面は

ナデである。色調は黄褐色である。 13は第21主体部出土である。胴部から底部にかけて煤の付

着が見られる。口縁部内外面はヨコナデ、頸部にはハケメの先端痕跡が残り、胴部～底部外面

は縦のミガキかナデである。色調は淡～暗紫灰色である。 14は第22主体部からの出土である。

ロ縁端面に 2条の凹線が施され、口縁部内外面はヨコナデで、色調は淡茶褐色である。 15は第

26主体部から出土した。口縁端面は風化で欠けるが凹線が施されているものと推定する。口縁

- 90 -
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みそのお遺跡

部内外面はヨコナデ、杯部内面は方向不明のヘラミガキ、

脚裾部外面はヨコナデと推測される。16は主体部からの

出土であるが地点が特定できないものである。口縁端面

は凹線が 4条程度入る。脚柱部外面には 4条の櫛描平行

沈線が 5段以上施され、その下に 4本を 1単位とする縦

方向の沈線が入れられる。調整は、口縁部内外面と杯部

w~-
0 5cm 
1--~ 

内面は不明、杯部ー脚柱部外面はヘラミガキと推測され 第86図 18号墳墓出土遺物 (4)

る 色調は明黄褐色である。 17は項丘北東表土下から出土であるc 凹線は、 D縁端面には 2条

程度、口縁部外面は 4条入る。口縁部内外面と杯部内面はヨコナデである。色溝は黄白色、黒

斑がある。 18は墳丘北西から出土し、口緑端面は夙化のため 2条の浅い沈線が残るのみてある。

調整は外面1、明、内面口緑部ヨコナデ、ポ部に指頭圧痕が残る。頚部色調は淡黄白色てあるc

19は東墳丘斜面から出土で、口縁部内外面はヨコナデ、頸部外面はタテハケメの後ナデ、内面

に指頭圧痕が残る。色調は1火黄褐色である。 20は西斜面から出土し 口縁部内外面はヨコナデ．

頸部内面はナデで外面はタテハケメの後ナデである）色調はi炎黄褐色である。 21は西斜面のも

のと北東表土下のものが接合した。口縁部内外面はヨコナデ、外面頚部以下はナデである。色

調は灰黄色である。22-25は西斜面からの出上である。 22は口縁端面に 2条の退化凹線が見ら

れる。口緑部内外

面はヨコナデで、

色調は明赤褐色て

ある。 23は口緑端

面にハケ状T具に

よるナデが見られ

る。口緑部内面に

もこれと同じナデ

があると思われる。

ロ縁部外面は指に

よるヨコナデであ

る。色調は明赤褐

色である。 24:よ底

面に焼成後穿孔が

見られる。底面は

ナデ、色調はi炎黄

~~·- -975m 

｀ 
... 

゜一第87図周辺部第 1・2主体部
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第N章第16節 17号墳墓周辺部

褐色である。 25は脚柱部外面に 4条のやや浅い櫛描平行沈線が 2段以上施され、その下にタテ

方向の細い沈線が入る。外面の調整は不明で、色調は赤褐色。

鉄器（第86図）

鉄器は第12主体部の棺底中央やや南よりから出土している。鏃で、全長3.4cm、最大幅2.7cm、

最大厚0.2cm、重さ2.18gである。 （氏平）

第16節 17号培墓周辺部

1 . 各主体部の位置（第69図参照）

17号墳墓周辺部では17号墳墓の北、墳丘の外側に第 1・2主体部（第87図 1・2) がある。

第 3・4主体部（第88図3・4) は17号墳墓第13・14主体部の南に、 3基の土器棺の第 5-7

主体部（第89-91図）は17号墳墓の東南部端側に位置する。

2. 埋葬施設（第87-91図）

第 1・2と3・4主体部では大型と小型の組合せとなっている。いずれも小口溝を有する。

第 5主体部（第89図）は土器棺の本体である胴～底部と、これを固定する石が残っている。

掘り方は検出面で55cmX32cmの楕円形と推測される。土器本体の調整は、外面はタテハケメの

-99.0m 

＼
 

-Vー 985m

O・ Im 

第88図周辺部第3・4主体部
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みそのお遺跡

後ナデまたはミガキ、底面にかけてはナデと推測される。内面は縦のヘラケズリで底面にかけ

ては不明である。色調は灰黄褐色である。

第6主体部（第90

図）も土器棺の本体

の胴一底部が残る。

掘り方は楕円形と推

測される。土器本体

の色調は外面明赤褐

色、内面橙色である。

第7主体部・（第91

図）は甕の口縁部に

鉢をかぷせてふさい

でいる。掘り方は長

方形に近い楕円形と

推測される。鉢の調

--, 

-(、9、夏~、/、)-
ー-------一

叩ー
---\犀認~/

9 I I I I 切cm

ll_lcm 

第89図周辺部第5主体部
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第N章第16節 17号墳墓周辺部

整は、外面の頸部～胴部をハケメの上からナデていると思われるが風化のため明瞭ではない。

頸部と胴部の一部にハケメを残す。内面の頸部には指頭圧痕が見られる。胴部下半はナデある

いはヘラミガキである。色

調は黄褐色である。甕の調

整は、外面での胴部～底部

はヘラミガキで、単位は不

明である。頸部は内外面と

もヨコナデ、底面も内外面

ともナデである。 （氏平）
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みそのお遺跡

第17節 19号培墓

1. 調査前の状況

19号墳墓は17号墳墓のすぐ西、 16・17・18号墳墓の存在する尾根平坦部から一段低い平坦面

上に位置し、標高は97-98mである。調査前においても明確な平坦面が存在していたため、 2

箇所の墳墓を想定して南北・東西にトレンチを設けた。

2. 墳丘（第92図）

盛土と考えられる層 ~ 

は、東西断面で最大で

20cmの厚さで残る（第

93図 6層）。南北断面

では残らない。平面で

も、表士下はすぐ地山

で盛土の範囲は不明瞭

であった。

墳丘を画する施設と

して、東側の削り出し

がある。南北13.4m、

東西1.8m、比高差約

0.8mである。当墳墓

の西側は20号墳墓に

よって切られ、南側は

古道によって破壊され

ているため不明で、北

側でも明確ではない。

墳丘平坦面の規模は、

現状で南北約16.6m、

東西約4.9mの方形と

考えられる。

3. 埋葬施設（第94- ， 
96図）

主体部の主軸の方向
第92図 19号墳墓全体図
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第W章第17節 19号墳募

は基本的に等高線に沿っているが、第 1・8

主体部（第94図 1. 第95図8) だけが直交す

る。

主体部の切り合い関係は第 4・5主体部に

おいて判別でき

の方が新しい。

主体部の形態は、第 7主体部（第95図7)

以外の主体部が小D溝を持つ。第 2-4 （第

94図2-4) 

部のように、小口溝の端や墓渡底の側縁に

沿って10~2ocm大の礫を配するものも見られ

る。これらの礫は地山に含まれるものと同じ

である。

4. 遺 物（第97-99図）

西斜面出土遺物（第97・98図）

1-5、

（第93図下段）、第 4主体部

・6・8 

6-8、

（第95図6・8)主体

9-11は同一個体の可能

性が強いものと考えられる。 1、

面調整不明、色調は 1が橙褐色、

2とも内外

2が淡茶褐

色で 2の外面の沈線文は鋸歯文の可能性があ

る。 3の調整は内面口縁部が不明、頸部がヨ

コナデである。色調は明橙褐色。 4の最下段

突帯は痕跡のみである。各段に方形と円形の

透かしが交互に 3-4方向入る。調整は外面

は風化で不明、内面は強いユピナデ状の凹み

が観察できる。色調は淡茶褐色である。

茶褐色である。

5は

内面にヨコナデ、あとは風化で不明で色調は

外面i炎黄褐色、内面明橙色である。 6は内面

にヨコナデ、その他は風化で不明で色調は淡

7は各段に方形と円形の透か

しが交互に 4方向入る。内外面風化で不明で

あるが、内面に板状丁具痕が見られる部分が
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ある。色調は淡茶褐色である。 8の色調は淡
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第94図 19号墳墓第 1-4主体部
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第N章第17節 19号墳墓
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みそのお遺跡

茶褐色である。 9の色調は外

面淡灰褐色、内面明黄褐色で

ある。 10の突帯には文様があ

るが、風化のため図示できな

い。各段に方形と円形の透か

しが交互に入る。 11の調整は

風化で不明である。

主体部出土の遺物

図）

（第99

1と2は第 1主体部から出

土した同一個体と考えられる

ものである。頸部外面に浅い

凹線をわずかに残す。調整は

ロ縁～頸部内外面がヨコナデ

であるが、頸部外面は風化で

不明である。底部は焼成後穿

ヽ負A~綸~~

ご 必這1//1

第98図

ー

，
、＼
--・--・-.J 

ー

_
．
|
 
ー

~ 
i 

19号墳墓西斜面出土遺物 (2)

ll}an 

孔で、色調は白黄～黄灰褐色である。 3は第 4主体部からの出土で色調は黄灰色、黒斑がある。

4は第 5主体部出土で器種不明、色調は赤褐色である。 5は南側古道から出土で第 4主体部出

土のものとよく似た胎土を持つ。調整は内外面風化で不明、色調は灰黄～赤褐色である。

（氏平）
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第99図 19号墳墓出土遺物
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第N章第18節 20号墳墓

第18節 20号墳墓

1 . 調査前の状況

20号墳墓は19号墳墓のすぐ西、 19号墳墓よりさらに一段下の平坦面上に位置し、標高は93-

95mである。調査前に明確な平坦面が存在していたため、南北・東西にトレンチを設けた。

2. 墳丘（第100図）

盛土と考えられる層は、最大で40cmの厚さで残る（第102図7層）。西側ではその下に旧表土

層が残る（第102図8層）。

墳丘を画する施

設として、まず東

側の削り出しと溝

がある。削り出し

は南北13.6m、東

西2.8m、比高差

約 2mで、溝は底

部で長さ 5.8m、

幅0.7-1.3mであ

る。石列は北と西

側に残る。盛土下

端に設置される

（第102図参照）。

北側の石列は30-

50cm大の角礫を使

用し、東から西へ

向かって lm下る。

西側は10-30cm大

の角礫を使用し、

ほぽ水平に並ぶ。

両者とも直立して

前面に倒れた状況

を呈している。南 。
側は古道によって 第100図 20号墳墓全体図
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みそのお遺跡

破壊されているため墳端は不明である。

以上から、墳丘平坦面の規模は現状で南北8m、東西6.3mの方形で、墳丘は南北約llm、

東西約 8mの方形である。

3. 埋葬施設（第103図）

第 1主体部が墳丘の中央に位置し、第 2主体部が主軸を第 1主体部に対してやや斜行する形

でその南側に位置する。

第 1主体部（第103図 1)

第 1主体部上には炭化物や焼礫を含む暗灰色士（第102図5層）が堆積し、その中央部に土

器だまりが存在した。さらに掘り方の南東隅で暗灰色土の埋土の焼土土城を検出している。焼

土土城の壁面は焼けて焼士化している部分がある。これらの下に置き土と棺痕跡を検出した。

棺痕跡は底面で長さ185cm、幅70cmの長方形である。

第 2主体部（第103図2)

第 2主体部上にも炭化物や焼礫を含む暗灰色土（第102図5層）が堆積し、掘り方の中央部

やや北側に土器だまり （斜線部分）、その少し南に暗灰色の埋土の焼土土城を検出している。

焼土土城の壁面は焼土化していた。

4. 遺物（第104-105図）

1~5 は第 1 主体部から出土した。ほと

んど同一の作りで、調整も同じである。 1

を例にしてみると、調整は口縁部外面がハ o 

ケ状工具によるヨコナデ、内面は不明、頸

部外面はタテハケメの上を 2条の沈線が螺

旋状に施され、内面はユピオサエである。

饂＼心0~
3m 

こ
ご

L:94.0m 

08) 

三`

。 5m 

戸吃叶嘉令｀玉 O

L:93.4m 

800万戸
第101図 20号墳墓石列
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みそのお遺跡

1. 灰黄色士（表土）

2. 暗灰色土

3. 暗茶褐色土

4. 暗褐色土

7. 暗灰色士

、¥ヽ ＇ ,ヽ' 

焼土砿

土器片集中

＼言、‘、
2
 

゜
2m 

第103図 20号墳墓第 1・2主体部
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第105図 20号墳墓出土遺物 (2)

頸部～胴部は外面ハケメで胴部はその後ナデて消す。胴部内面は縦のユビナデ、底部にかけて

はユビオサエ、底部は焼成前穿孔である。 1の色調は外面橙色、内面灰褐色である。 7は南西

斜面、 6と8が第 1主体部からの出土である。 6の調整は外面ヨコナデ、内面は口縁上部がヨ

コナデ、屈曲より下に横のハケメが見られる。 7・8共に内面ハケ状工具によるヨコナデ、 7

の外面も同じで 8はヨコナデである。色調はいずれも肌色である。 9と10は第 1主体部、 11が

北西斜面から出土した。 9は外面ケズリ後ヨコナデ、 10は外面風化で不明、 11は口縁部外面ケ

ズリ後ナデ、脚部内面ナデである。色調はいずれも肌色である。 12は第 1主体部棺内と 19号墳

墓西斜面にかけて出土した。内面の竹菅文は 3個のみで連続していかない。調整は外面沈線状

櫛描文上をヨコナデ、内面ヨコナデである。胎土はいわゆる「水漉粘土」、色調は赤褐色であ

る。 13は第 1主体部出土で、内外面に赤色顔料の塗布が見られる。外面は方向不明のヘラミガ

キ、内面はケズリ後ヘラミガキと思われる。胎士は水漉粘土で、色調は灰白褐色である。 14、

15、17、18、20-22は第 1主体部、・16・19は南西から、 23は西斜面からの出土である。 14の内

外面の調整は風化で不明で、胎土は水漉粘土で色調は白黄褐色である。 18の脚柱部内面はナデ、

胎土は水漉粘土で色調は黄白褐色、赤色顔料の塗布の可能性がある。 15-17、19-23の調整は、

19が脚柱部外面に横ヘラミガキを残す他は内外面風化で不明で、胎土はいずれも水漉粘土であ

る。 24は墳丘中心から10m南西で出土し、色調は灰黄白色である。 （氏平）
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第V章 2区の調査

第 1節調査の概要

第V章第 1節調査の概要

2区は 1区の南に続く尾根上で、標高100-112rnの間に位置する。尾根はかなり急峻な地形

を呈しており、頂部の面積もさほど広くはなく、南北約70m、東西約15mの範囲を調査対象と

した。調査の結果、約 2-Smの間隙を置いて連続する 8基の墳墓を検出したが、大半は後世

の古道によって削られていたり、自然流出のために墳丘は原形をとどめていない。また埋葬施

設も上部が流出しているため浅いものが多く、各墳墓とも築造時において盛土が厚く施されて

いたであろう北側部分においてその傾向が強く、 24号、 27号墳墓等は完全に流出した墓城も存

在したものと考えられる。

調査前の状況では、尾根上にテラス、あるいはマウンド状の高まりなど、地形に変化が認め

られ、石列を一部露呈したものも確認できる＇状態であった。地形から墳墓であると推定できた

ものは22号、 23号、 24号、 27号で、 28号はやや不明確であった。石列が認められたのは23号、

24号で、 27号は表土除去後に検出された。よって21号、 25号、 26号は調査途中で新たに検出さ

れたものであり、墳丘構造等に十分な資料を得ることができなかった。

1次調査では古墳状の高まりが明確であった2-3号墳墓を全面的に、 22号、 24号墳墓は幅1m 

のトレンチによって遺構検出を実施した。その結果22号から土器溜りとして高杯等が数個体分

出土したのをはじめ、 23号から石列、土器棺、土器少量が、 24号から石列、配石遺構等が検出

され、この一帯も埋葬遺構が存在すると判断されるに至った。このうち23号墳墓は不明確なが

ら方形の墳丘状を呈していること、盛土を施している事などが確められたものの、埋葬施設と

して壷棺 2基が検出されただけで、他の墓壊は残存していないと判断された。

2次調査では 1次調査の成果を参考にしながらも、新たな観点から調査を再開した。まず明

確な石列を残しながら重機によって表土除去、抜根を行い、石列、遺物の発見に専念した。そ

の結果、 26号墳墓、 27号墳墓で土器を数点採取し、 27号墳墓で石列を検出した。表土除去後、

再度尾根上を踏査し、地形の変化、石列の位置、遺物出土地点の確認を行い、墳墓の中心と推

定される位置に基点を設定した。その後、調査期間の制約から、埋葬施設の検出を地山面にお

いて実施し、墳丘については、土層断面、石列、調査後の地山地形を実測するにとどめた。そ

のため墳丘形態については石列、地山地形、墓城配置等から推定せざるを得なかった。また墓

壊は発見後直に掘り下げ、遺物は出土状況を記録せずに取り上げていく方法をとったため、墓

堀検出以前に出土した土器の一部は、後に下方で検出した墓堀との対応関係が復元しえなかっ

たものもある。

-111-



みそのお遺跡

検出された墳墓は 8基を数えるが、 26号墳墓については23号墳墓との関係が不明確であった

り、 28号墳墓は 1基の墳墓とするには困難な要素も多く、便宜的にひとつの墳墓として扱うこ

とにした。石列の残存した23号、 24号、 27号墳墓はいずれも方形を呈していたと推定され、他

の墳墓も基本的には同様の形態をもっていたと考えられるが、前述したように調査方法が墓城

検出を主眼に置いたものであるため、断定できるほどの情報が得られなかった。ただ、 22号、

26号墳墓については墳丘盛土が部分的に残っていたことや、他の墳墓についても墓城底レベル

と墓壊深度との関係から、明らかに自然地形を加工して、何らかの墳丘を形成していたと考え

られた。石列は大半が流出しており、残存状態は良くない。しかし、他の調査区の墳墓等の状

況から推定して元々は、少なくとも南辺を除いた「コ」字形に石列を巡らし、墓城底レベルと

墳頂面レベルの関係から数段の石垣状を呈していたと推定できる。埋葬施設としては、ほとん

どが内部に組合式木棺を納めたと考えられる墓城が 3~14基配されており、 2 区での総数は68

基を数える。また 2区北半に位置する22号、 23号墳墓からは計 3基の土器棺が検出されており、

1区の16号、 17号墳墓との時期的な関係が注意される。木棺墓の主軸は大半が尾根方向に直交

c
 

6
 

C), 
40m 

第106図 2区調査前地形図
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第V章第 1節調査の概要

する東西方向をとるが、南北方向に主軸をもつものもかなり見られ、その占地状況に注意して

おきたい。遺物は各墳墓から出土しているが、全て、壷、高杯、器台等の供献されたと推定さ

れる土器のみで、副葬品は皆無である。土器は古道内より出土したものが多いが、主体部の直

上より出土したものもかなりの量があり、鋸歯文や突帯で飾られたものが主流を占める。また

1区の弥生墳墓に比較

して、供献土器を確実 13 

に伴う主体部が少なく、

流出した事を考慮して

もなおその傾向が強い

ように感じられる。

以上のように、 2区

では 1次調査で考えら

れた以上に多数の墳墓

を検出し、多くの成果

を得ることができた。

しかしながら、調査方

法に制約があったこと

から、得るべく情報が

記録できなかった面も

あり、 4区以南の調査

に課題を残すことに

なった。 （椿）
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第107図 2区遺構全体図
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第 2節 21号墳墓

1 • 墳丘（第108図）

2区の北端に位置するこの墳墓は、調査前の地形からはその存在さえ推定できなかったもの

であり、南に隣接する22号墳墓の墳端検出時に発見できたものである。石列や明確な盛土は検

出できなかったものの、第 1主体部と第 2主体部の棺底レベルがほぽ同じ点や、土層断面にゃ

や変換点が見られるこ

となどから、自然地形

に直接墓漿を掘り込ん

だものではなく、いく

らかの墳丘を形成して

いたものと考えたい。

南側を除く周辺部は古

道によって改変されて

おり、また前述のごと

く墳丘規模は推定さえ

困難な状況であるが、

2区の中では最小の墳

墓になると考えられる。

2 . 埋葬施設

埋葬施設は 3基確認

でき、いずれも小口板

を差込む溝をもつタイ

プである。主軸方向は

全て尾根方向に直交し

ており、第 1主体部と

第 3主体部は切り合っ

ているが、新旧関係は

判断できなかった。

第 1主体部（第111図

1) 西端は流出して

おり残存長は検出面で 第108図

16-
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第V章第 2節 21号墳墓の調査

A
 

Sm 

1. 表土

2. 暗灰黄色土（地山塊少含）

3. 灰黄褐色土（地山塊含）

4. 灰黄褐色土（地山大塊含）

第109図 21号・ 22号墳墓断面図 (S: 1 /100) 

210cm、幅100cmを測る。西側の小口溝は元から存在しない可能性が強い。遺物は出士していな

し、

゜
第 2主体部（第111図 Z) 第 1主体部の北側に平行して検出された墓壊で、検出面で長さ

210cm、幅105cmを測り、棺底レベルは99.6mで第 1主体部より 24cm低い。遺物は出土していな

Vヽ

゜
第 3主体部（第111図3) 第 1主体部の南に隣接しており、検出面で長さ142cm、幅63cmを測

る。両小口に棺材差込み用の溝を有し、その大

きさから小児棺を納めていたと判断される。埋

土中より壷形土器が 1点出土した。

3. 遺物（第1io図）

第 3主体部より、壷形土器 1個体分が出士し

ているが、完形に復元できず、胴部最大径、肩

部の傾きは推定である。口径は13cm、底部径は

7.5cmを測り、外面は頸部以下にハケメを残す。

（椿）

。
10cm 

第110図 21号墳墓出土遺物
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みそのお遺跡

~1002. 

~ 
-100 ーこ三1002 

゜
2m 

第111図 21号墳墓第 1-3主体部

第 3節 22号墳墓

22号墳墓は21号墳墓の南側に隣接し、 23号墳墓と21号墳墓の中間点に位置する。調査前の状

況では、テラス状の平坦面が認められた以外、石列や明瞭な高まりは存在しなかった。 1次調

査時に幅 lm、長さ 10mのトレンチを掘った際に弥生土器片が少量出土していたため、このテ

ラスを墳墓と想定して、基点を設定して調査を再開した。

1 • 墳丘（第108図）

墳丘は東側を後世の古道によって、西側を自然崩壊により破壊されており、明確な石列も検

出できていない。土層観察から盛土が残存していることは明らかであったが、旧表土、堆積土

との関係が明確にできず、墳丘形態、規模とも不明である。主体部の配置状態や、棺底レベル

が一定していることなどから、南接する23号墳墓とほぼ同規模か、やや小型となる可能性が強

いと考えられる。

2. 埋葬施設 （第112・113固）

主体部は木棺を埋納したと推定される墓城 5基と、土器棺 1基を検出した。木棺はいずれも

小口板を側板が挟むタイプで、北側の 3基が南北方向に、南側の 2基が東西方向に主軸をとり、

整然とした配置を呈す。小口溝は一方が検出できなかったものがあるが、基本的に墓壊壁面か
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第V章第 3節 22号墳墓
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第112図 22号墳墓第 1-5主体部
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第V章第 3節 22号墳墓

らやや離れた位置に掘り込まれている傾向があり注意しておきたい。第 6主体部（第113図）

の土器棺は身に口縁部を欠いた壷、蓋に別個体の壷胴部片を使用している。棺身の壷は残存高

が56cm、胴部最大径44cmを測る大型品で、頸部に 9本以上の沈線を施こされている。

3. 遺物（第114図）

遺物は墳頂部、あるいは墳丘斜面等から土器が少量出土しているが、いずれも小片である。

1は第 4主体部埋土中より出土した装飾高杯の口縁部片であるが、小片であるためこの主体部

に確実に伴うものか不明である。 2は北西斜面の表土中より出士した脚柱部で、 1と3に胎土

が似ている。 3の脚部は 1次調査時に墳頂部より出土している。 1-3は同一個体の可能性が

強い。 4は墳頂部南東側、 5は北東側から出土しており風化が著しいが、同一個体の可能性が

ある装飾高杯である。 6は1次調査時に墳頂部から出土した甕口縁部小片で、口縁端部に 2本

の擬凹線を残す。 7• 8は墳頂部北東側から出土したものでいずれも風化している。 9・10は

1次調査時に墳頂部トレンチより出土した高杯脚部で、風化のため調整は不明瞭である。 9は

脚柱部下端に 2本の沈線をかすかに残し、円形の透しを 4方向にもつと推定される。 10は円形

透しを 6方向にもつもので、脚端部は丸く収める。これらは出土状況から原位置を留めている

ものは少ないと思われるが、この墳墓に伴うものとしてよいであろう。 （椿）
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みそのお遺跡

第 4節 23号墳墓

1次調査で古墳状の高まりとして遺構検出が行なわれたが、その時点では石列の一部と土器

棺 2基、土器片少量が出土したのみで、他の主体部等は未検出であった。 2次調査では 1次調

査のトレンチを再検討しながら主体部検出と、石列及び墳域の確認に主眼を置いた。

1 . 墳丘（第115図）

墳丘は石列が東辺を除き部分的に残存していたため、かなり良好に検出できたが、南側石列

の外方、つまり南へ拡張していることが土層観察から判明した。この部分で検出した第 8、10

主体部はこの墳墓の埋葬施設としてとらえたが、さらに南に位置する26号墳墓との関係が明確

第115図 23号墳墓全体図
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みそのお遺跡
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第V章第 4節 23号墳墓

―宝加-#-104.Dm

I I 
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第118図 23号墳墓第 6,...,8主体部

にできなかった。以上のことから、本墳墓は当初南北方向に長い方形を呈し、墳頂部は石列間

距離にして、南北約8.5m、東西6.5m、墳端では南北方向で約11.0m、東西は推定約8.0mの

墳丘が築れた後、南へやや拡張されたものと考えられる。墳丘盛土は厚いところで20cm以上認

められ、下段の石列は旧表土を弱干掘り込んで、ほぽ垂直に立て並べ•ていたが、上段の石材は

南辺を除き全て流出しているものと判断した。また西側石列を構築する前に旧表土上面が一部

焼土化しており、この墳墓の築造に係わるものである可能性が強い。

2 • 埋葬施設 （第117、118、119固）

埋葬施設は木棺を納めたと考えられるもの 7基、士器棺 2基、墓堀かどうが判然としないも

の（第 7主体部）があり、このうち木棺 1基と土器棺 l基は拡張部分で検出されたものである。

木棺はいずれも小口板を墓城底面に差し込むタイプで、 22号墳墓と同様に小口溝が墓壊壁面よ

りやや離れる傾向がある。墓城主軸は第 6主体部を除き、全て尾根方向に平行（南北方向）と

なり、特徴的である。また第 3主体部は底面から約 3cm浮いたレベルで、木棺内法を示すと考

えられる175cmの範囲から、当墳墓群中最大量の赤色顔科が検出された。第 7主体部（第117図

-7) としたものは、他の主体部との配置関係からは、それらしい位償を占めているが、かな

り不整形である点ゃ埋土状況が他と異る点などから、埋葬施設とするにはやや問題の残るもの

であり、古道の一部、あるいは墳丘形成時の掘削痕の可能性も考えられる。土器棺は 1次調査

時に検出されたものであるが、第 9主体部については検討を要すであろう。 （椿）
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第V章第 4節 23号墳墓

第 9主体部（第119図ー 9) 墳丘の南部、第 6主体部の東端部を切って検出された土器棺で

ある。遺存状態が悪く、底部を北側にして寝かせた壷のみが検出された。壷は器高30cm強、胴

部最大径28cm程と推定され、口縁部の内径は11cm程である。胴部外面はヘラミガキ、胎土は砂

粒が多く、橙色を呈する。 （内藤）

第10主体部（第119図ー10) 墳丘南端部の再造成土を切って検出された土器棺である。墓壊

は直径60cm程の円形を呈し、穴の周囲に挙大の石を貼り付け、その中に底部を下にして頸部か

ら上を切り取った壷を入れ、その上に鉢を伏せて蓋にしている。壷は残存高30cm、胴部最大径

37cmを測り、切断面の内径は20cm程である。胎土は砂粒を含み、橙色を呈する。鉢は底部が欠

損するが、口径30cmを測る。胎土は砂粒を含み、にぶい橙色を呈する。

3. 出土遺物 （第120図）

遺物は土器が少贔出土しているが、ほとんどが墳裾に転落した状態のもので、 1と2は1次

（内藤）

調査時に墳頂部より発見されたものであるが、いずれの主体部に伴うか確定できなかった。

1は口縁部の小片で口径は不明である。外面に 2段の連続鋸歯文が施された上に赤色顔料が

かすかに残る。 2は壷の胆部片で 3本以上の突帯が貼り付けてあり、突帯間に鋸歯文が廻る。

1と同一個体の可能性が強い。他は全て西側墳裾部から出土した装飾高杯と考えられる破片で

あり、 8は大型器台の脚部と推定される。 （椿）
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みそのお遺跡

第 5節 24号墳墓

24号墳墓は23号墳墓の南方に25・26号墳墓を挟み、尾根頂部に位置する。 1次調査時にトレ

ンチが 1本設定され、第 1主体部と石列の一部が検出されていた。 2次調査ではこの第 1主体

部付近を基点として墳丘検出を行い、地山面で主体部を検出したが、その際に北側で25号墳墓

を、北西下方で26号墳墓の存在を確認した。

第121図 24号・ 25号・ 26号墳墓全体図
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みそのお遺跡

1 . 墳 丘 （第121図）

墳丘は古道によってかなり破壊されていたが、地山地形の加工状態、石列等からその概要は

推定できた。墳丘端はかなり不明確で、当初からあまり意識されていなかったと考えられる。

墳丘頂部規模は、石列等から判断して南北約11.0m、東西7.2mの南北に長い方形を呈してい

ると想定される。盛土はほとんど流出しているが、残存した主体部の深さが極めて浅く、墳丘

北半では大半が流出していることを考慮すれば、元は50cm以上施されていたと推定される。石

列は北辺に 3個の石が外傾しながら、東辺にはかなり良好に残存していた。いずれも下段の石

i
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第123図 24号墳墓第 1-6主体部
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第V章第 5節 24号墳墓

材は垂直に立てられているか、やや外傾してずれた状態を呈しており、上段の石はほとんど転

石として検出された。また、墳頂中央部旧表土上面で焼土化した部分が認められる。

2. 埋葬施設 （第123、124図）

埋葬施設は大半が流出しており、検出できたものもひじょうに浅く、不明確なものもある。

第 1主体部は「コ」の字形に石材を配しており、墓城自体は検出できなかったもので、北側は

流出していると判断した。第 2-4主体部は、旧表土から地山の乱れを墓壊として検出した可

能性のあるもので、ここでは埋葬施設の可能性が低いものとして考えておきたい。第 5-11主

体部は明確に検出できたもので、小口板を差し込む溝を有すものがほとんどであり、第 6主体

-107.0剛

茄
禽~mo.

I I
 

|
 11
7
.
0
ヨ

9
9
-

．．
 

一嘉IOU• 

I 

I 

第124図 24号墳墓第 7-12主体部
。

1m 

-129-



みそのお遺跡

“璽□I ! ~ 

_,F 

/ ’‘ 
ヽ 二

／
 

、-
・’

’
 

丁
―＿
 7”

 

r

}

 

`
g
 

ヽ

,-土~-----
,,,,,,,_ - 11 ¥、‘唸

5' 

馴~l =¥三］ヽ ;--rし

， 
Y , , , , , ]Dem 

11 

第125図 24号墳墓出土遺物

-130-



第V章第 6節 25号墳墓

部と第 7主体部の間に存在する溝も主体部に伴うものの可能性がある。第12主体部は墳頂部か

ら離れた斜面部で検出された小型の墓城で、ここが墳丘裾部となるかも知れない。

3. 遺物（第125図）

24号墳墓からは多数の土器が出土しているが、全て墳丘斜面や墳裾、古道内からのもので、

主体部に伴うものはない。大半は磨滅、風化し、元は墓壊上の供献品であったと考えられるも

のであり、墳丘の流出の際、一部残存したものであろう。 1・2は墳丘東斜面より出土したも

ので、 2は図上復元である。 3・4は墳丘北側の墳裾より出土したもので、 25号墳墓に伴う可

能性もある。いずれも縦方向のヘラミガキを多用している。 5-11は墳丘内を走る後世の古道

内堆積士より出土したものである。 5は赤褐色を呈し、良質な胎土をもつ壷肩部片で、図示し

ていないが、下段突帯の下位に鋸歯文を廻らすものと考えられ、その一部が認められる。 6は

高杯の口縁部片で、外面は丹がわずかに認められる。 7は器台脚柱部と考えられるが、小片の

ため大きさ等は不明である。 19号墳墓西斜面出土品と同類のものであろう。 8• 9は高杯脚柱

部で、差し込み式のタイプである。 10は高杯脚裾部片で、突帯上面に半裁竹管状工具による連

続刺突文を、上段・下段に 8方向前後の円形透し孔を施こし、鋸歯文を廻らしている。 11は大

型の高杯、あるいは器台と考えられるものである。口縁部は突帯を 2本廻らせ、竹管状工具に

よる連続刺突文と鋸歯文によって加飾され、脚柱部には最低でも 3段 4方向の円形透しが認め

られる。この他図示できなかったものに、 5と同タイプで大形の壷肩部片や、 6と同様の高杯

ロ縁部片等がある。

第 6節 25号墳墓

1 . 墳丘（第121図）

25号墳墓は24号墳墓の北側墳裾部の遺構として検出を開始したが、調査途中より、この墓塀

群も一墳墓であると判断した。盛土や石列は明確にできなかったが、墓壊配置、墓城底レベル、

地山地形等から、ここに平坦面を形成していたのほぼまちがいないであろう。

2 . 埋葬施設 （第126図）

いずれも木棺を納めたと考えられる墓壊で、小口板を差し込む溝を有すタイプである。墓城

主軸は全て尾根方向に直交する東西方向をとり、大型のものが3基、小型が 2基の計 5基が整

然と配されており、壷棺等は存在しない。また第 3主体部は検出時に明確な外郭線がみてとれ

たが、内部から石が多く出土し、一部は地山内に含まれるものを掘り出した可能性もある。

3 . 遺物

遺物は周辺部を含めて全く出土していない。 （椿）
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第V章第 7節 26号墳墓

第 7節 26号墳墓

1 • 墳丘（第121図）

当初から墳丘として認識していなかったため、その形態・規模等は不明であるが、盛土は主

体部検出時に墓城西側周辺部を中心に検出できた。調査前の地形図からも弱干の平坦面が認め

られる。また23号墳墓の南拡張部分との関係が不明であるが、墓壊底レベルが両者とも近似し

ているため、拡張部分にとり込まれる可能性がある。

2. 埋葬施設 （第128図）

6基の墓城が検出されており、いずれも木棺を納めていたと考えられる。これらは整然とし

た配置に近いが、密集度が高く、 24号墳墓の南半部の状況によく似ている。

3. 遺物（第127図）

1・2は第 1主体部上から出土したもので、 1の高杯は復元の困難なものである。 3-5は

第 2主体部上を中心に出土しており、 4は高杯あるいは器台の口縁部片で、竹管状工具による

連続刺突文、連続渦巻浮文、ヘラ描き鋸歯文で飾られている。口径は推定である。 （椿）
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第V章第 8節 27号墳墓

第 8節 27号墳墓

27号墳墓は調査前の地形で明瞭なマウンド状を呈しており、その中心部を基点として調査を

開始したが、東側の墳裾部と推定していた部分が後世の古道であることが判明し、墳丘は当初

の予想を上まわる規模のものとなった。

1. 墳丘（第129図）

東側を除き古道による著しい改変を受けており詳細は不明確である。墳形は東辺石列が直線

的に走っていることから方形を呈していた可能性が強いと考えられる。その場合、主体部の占

第129図 27号墳墓全体図

-135 -



みそのお遺跡

地する範囲から墳丘頂部の規模を推定す

れば、南北約10.5m、東西約12mを測る

ことになる。ただし主体部の配置に偏差

が認められることから、部分的に墳丘を

拡大していった可能性も強い。特に第

14・15主体部は南へ振り出した位置にあ

るが、西側にある28号墳墓第 3主体部と

は墓城底レベルに大きな差があり、墳丘

南辺が直線的でないことを示している。

つまり本墳の主体部の一部は南接する墳

墓を一部侵食する形で築かれていると考

えられるのである。なお墳端については

明瞭でないが、強いていえば標高109m

前後と読みとれる。

2. 埋葬施設 （第131-133図）

総数15基の主体部が検出されているが、

墳丘北縁部で流出、あるいは古道によっ

て消失したものがあると考えられる。墓

城内にはいずれも木棺を安置していたと

推定され、小口溝を有すものがほとんど

である。墓堀底レベルはほぽ均ーである

が、墓壊主軸方向と平面配置により 4グ

ループに分離することができる。
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1. 表土

2. 灰黄褐色土（地山塊多含）

3. 主体部埋土

4. 灰黄褐色土

5. 主体部埋土

7. 灰黄色土（地山塊少含）

8. 暗黄色粘質土

9 -灰色粘土（礫敷）
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Aグループ（第131図） 第 1-5主体部の 5基によって構成される。大型の墓城は底面に小

口溝の他に側板を組み込むための掘り込みが認められ、側板で小口板を挟むタイプの木棺を納

めていたことが判る。第 1・2主体部は墳墓内でも最大級の規模をもち、前者からは多量の土

器が出土している。

Bグループ（第132図ー 6-7) 第 6-7主体部の 3基で構成されるが、流出したものもあ

ると考えられる。第 6主体部は Cグループと同一方向に主軸をもつ点が注意される。

Cグループ（第132図ー 9-11) 第 9-11主体部の 3基で構成されるが、 Bグループと同様'

に消失したものがあると考えられる。第 9主体部は北半が流出しているが、大型の墓城と考え

てよいだろう。いずれも主軸方向を南北にとっている。

Dグループ（第133図） 第12-15主体部の 4基の大型墓城のみで構成され、切り合い関係は

不明だが、近接かつ連続して造られている。第12主体部は Aグループの墓城と同様の側板を組

み込むための掘り込みが認められる。第15主体部は墓城南辺の上部を径約30cmの焼土城によっ

て切られているが、直接関係するものかどうか不明である。

以上のように A-Dの4グループに分類したが、 Bグループと Cグループは墓城主軸方向が

同ーであり、また東側石列もこれに平行して築かれている点などから同ーグループとして扱か

うことも可能である。

3 . 遺物（第134・135図）

主体部上を中心に多数の土器が出土しており、棺内副葬遺物は認められなかった。 1-7は

第 1主体部上を中心に、一部その東側古道内より出土したもので、弱干の混入品が含まれる可

能性があるが、大半は第 1主体部への供献品と考えられるものである。ほとんどが口縁部に鋸

歯文を廻らす高杯、あるいは器台である。 1は口縁上端部に 2本の沈線を廻らし、胎土に細砂

を多く含み、灰褐色を呈する。 2も口縁上端部に沈線を 2本廻らし、口縁下垂部は欠損するが、

外面に鋸歯文をわずかに残す。脚柱部下位に 2-3本のヘラ描き沈線をもち、胎土は粗砂を多

く含み、黄灰～黒灰色を呈す。 3は口縁部を欠損するが他と同様のものと考えられる。胎土は

粗砂を多く含み、灰黄褐色を呈す。 4は脚柱部下位に櫛状工具による刺突文を廻らし、脚端部

外面にはこれと同じ原体によるとみられる波状文を施こしている。胎土に粗砂を多く含み、赤

褐色を呈している。またこれと同様の胎土、色調をもつ壷体部片もあり、 4は脚付の直口壷と

なる可能性がある。 5は2と同様の高杯と考えられ、胎土は粗砂を多く含み、灰黄～白褐色を

呈している。 6は器台で、脚柱部下半に浅い多条沈線を 2段廻らし、口縁J::端部に竹管状工具

による連続刺突文、口縁下垂部と脚端部の外面に浅い沈線を施している。胎土は粗砂を多く含

み、暗赤褐色を呈す。 7も器台で、脚柱部に 3段、 4方向の円形透しをもつ。胎土は粗砂を多

く含み、黄灰褐色を呈す。 8・9は第 2主体部より出士したものである。 8は完形に近く、胎

-140-
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10cm 

土に粗砂を含み、黄～灰褐色を呈す。 9は短脚の高杯と考えられ、胎士に細砂を多く含み、暗

赤褐色を呈す。 10は第12主体部を中心に、第13・14主体部からも細片が出土したものである。

胎土に粗砂を多く含み、赤褐～灰黄褐色を呈す。 11も第 2主体部出土で、胎土は細砂を少量含

む良質なもので、灰黄褐色を呈している。 12• 13は第14主体部出土で、いずれも細砂を含む良

質な胎土をもち、 12は白黄褐色、 13は赤褐色を呈す。 14は第15主体部出土で、細頸壷の頸部と

考えられる。胎土に粗砂を多く含み、白赤褐色を呈す。 15• 16は第10主体部の東側で出土した

もので、風化著しい。 17は墳丘の東斜面より、 18-20は墳丘西側裾部を走る古道内より出土し

たものである。 18は傾き、径とも不明確な小片であるが、 14のような頸部をもつ壷の肩部と推

定される。 19・20は軸太の短い脚柱部で、風化が著しく調整は不明である。 （椿）
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第V章第 9節 28号墳墓

第 9節 28号墳墓

当墳墓群中において墳丘のもっとも不明確な墳墓のひとつである。位置的には 2区から 3区

へと移る地形変換点に占地しており、明確な墳丘盛土や石列は認められないが計16基の墓漿を

検出している。これらの埋葬施設は大半が木棺を納めていたものと考えられるが、その配置は

平面的にも、レベル的にも、整然としたものではなく、ひとつの墳墓として考えにくいもので

はある。ここでは便宜的に27号墳墓と 29号墳墓の間に存在する墓城群の総称として28号墳墓と

呼称しているにすぎない。

1 . 墳丘と埋葬施設 （第136-139図）

前述したように、便宜的な墳墓としているが、他例から推定してここにいくらかの小マウン

ド、あるいはテラス状の墳丘があったと考えざるを得ない。その際問題となってくるのが、各

主体部の墓壊底レベルと配置状況、地山地形、隣接墳墓との関係であろう。遺物は第 1主体部

のみ出土しているため、参考程度にしかならない。まず墓城底レベルであるが、成人棺を安置

したと考えられる大型の墓城をみると、第 1・3主体部が標高110.6m前後を、第 7・8主体

部が11.4m前後を測り、少なくとも 2群に分離できる。平面的にも両者は混在していないこと

第136図 28号墳墓全体図
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から、とりあえず周辺の小型墓猥を含めて、前者を Aグループ、後者を Bグループとする。

Aグループ 第 1-6主体部で構成される。第 1主体部は他と主軸方向が異り、南側に浅い小

口溝を有す。第 5・.6主体部は間を古道で破壊されているが、主軸方向にずれが生じているこ
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第137図 28号墳墓第 1-6主体部
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第139図

とから別々の主体部と認識したものである。

Bグループ

I
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28号墳墓第14-16主体部

第 7-9主体部で構成される。いずれも小口溝を有しており、その位置も墓城壁

よりやや離れる傾向がある。

第10-13主体部は小型の墓城のみで集中しているが、 A・Bどちらのグループに属すか不明

確である。墓城底レベルはAグループの小型墓堀より一段裔く、 Bグループの大型墓城より低

いため、 ひとつの独立した墳墓を想定することも可能である。第14-16主体部は Bグループに

属すことも考えられたが、 3区の29号墳墓に重複することなどから、判断を保留しておきたい。

とりあえず28号墳墓は連続する小墳群と考えておきたい。

2. 遺 物 （第140図） ＼
 第 1主体部より土器 3点が出土している。いずれも

赤褐色で良質な胎土をもち、いわゆる水こし粘土に近

II 
いものである。 1は直口壷の口縁部と考えられ、 2 . 

~-v 
2 

3と同一個体とすれば脚付となる。

は連続刺突文と 2本の沈線が廻る。

3の脚端部外面に

（椿）

~ 
第140図

]Dem 

28号墳墓出土遺物
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第VI章第 1節調査の概要

第VI章 3区の調査

第 1節調査の概要

3区は 2区に比較してややゆるやかな尾根頂部で、標高約112-116mの間に位置する。尾根

は北西方向に下降してゆき、北端と南端で方向を転換させ、それぞれ 2区、 4区へと続く。尾

根頂部はやや広く、調査範囲は尾根稜線を中心に、南北約30m、東西約25mの広さである。調

査の結果、階段状に築造された墳墓 4基を検出したが、各墳墓とも近接、あるいは密着した状

態で、石列がなければ全体をひとつの墳墓ととらえかねないほどである。

調査前の状況ではおびただしい石列が認められ、地形も段々畑を想起させるほどの異様な光

景であった。石列の石材がほぼ垂直に立っていることから、弥生墳墓である可能性が強いとは

感じたが、石列の区画する形はこれまでの知見から逸脱するものであり、とりあえず重機によ

る表土除去は斜面部分のみ行い、石列で囲まれた内部は人力によって表土除去を行った。そし

て新たに見つかった石列を加

えて再度墳墓の区画と配置状

況を把握した後、基点を設定

し調査を行った。

まず基点を中心に幅30cmの

十字トレンチを設け、主体部

の有無と墳端部を確認し、堆

積土を除去した。その結果、

墳丘は 2-4本の古道により

分断されてはいたが、かなり

良好に検出でき、主体部も多

数存在することが確認された。

ただし、 29号、 30号墳墓につ

いては、西側に墳端部を示す

テラスを検出したものの、石

列は明瞭なものとは言えず、

この時点ではひとつの墳墓と

してとらえていた。墳丘測量

を実施し、再度石列を観察し

G
 

~ 
第141図 3区調査前地形図

40m 

.Lー
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た結果、数回の増築の形跡が窺えた。さらに残存した盛土を除去し、地山面、あるいは旧表土

上面において埋葬施設の検出を行い、石列との位置関係を把握 Lながら墓堀内の調査に入った。

各墳墓とも木棺を安置したと考えられる墓城を多数検出し、その配置や、墓堀底レベルの関係

から、徐々に増築の過程が判明していった。、また木棺型式にも差があるようで、棺痕跡自体

はほとんど未検出であるが、それに規定されるであろう墓堀形態に数種類のものがあり、前代

と同一の小口溝を有するものは少数であった。それ以外は単純な長方形の墓城といわゆる糸巻

形の平面をもつもので、全体のあり方は 6区の47号墳墓の状況に似ている。また古いタイプの

小口溝をもつ墓城は尾根稜線の高位部に分布する傾向があり、出土した土器も古相を呈してい

る。これらのことから 3区の墳墓群は築造開始時において、尾根頂部に占地していたが、増築

により周辺部に徐々に拡大していったものと判断した。なお29号、 30号墳墓については、石列

が明瞭でないことや、工事用道路部分の調査に制約があったことなどから、墳丘形態や、増築

の状況についての調査が十分にできなかった。いずれにせよこの29号墳墓から 2区の28号墳墓

にかけてはやや複雑な墓城分布をしており、やや便宜的に墳墓名を設定したものである。

遺物としては、供献品と考えられる土器が墓城から出土した他、墳丘検出時に墳裾や古道内

より、その転落したものが少数出土しており、

副葬品は皆無である。土器は大半が短脚の高杯 20 

で他に直口壺、脚付直口壺等があり、例外的に

29号墳墓より 2区で多数見られた装飾高杯が出

土している。墓壊内より細片を出土した主体部

は多いが、墓城上から出土し、明らかに原位置

21 

を留めるものは少数である。この状況も47号墳 22 

墓のそれに似ており、時期的にもほぽ同時期で

ある両者は共通するところが多い。

3区は 1・2区と同様、調査期間に制約が 23

あったため、かなりきびしい調査となった。し

かし、 1、2区では不十分であった墳丘調査を

充実して、墳墓の築造過程をある程度解明でき

た。主体部については、棺痕跡を十分に出しえ

24 

なかったが、深い墓城については底面付近で検 25 

出できることが明らかになり、 4区以降の調査

の参考となった。 （椿）
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第VI章第 2節 29号墳墓

第 2節 29号培墓の調査

29号墳墓は 3区北端に位置しており、調査前の状況では明確な石列やマウンドの認められな

かった地点である。しかし、地形的にやや広い平坦部を有しており、前後の墳墓状況から、 1

基の墳墓を想定して調査を開始した。その結果多数の墓堀を検出したものの、そニの配置状況が

やや複雑となっていたため、数基の墳墓が重複、あるいは増改築を行ったものと判断した。そ

して、墓城底レベルにかなり差があり、平面的にもかなり明瞭に分離できる南半を30号墳墓と

して扱い、北半の他の墓城群を便宜的に29号墳墓として一括して呼ぶことにした。

1 • 墳丘（第143図）

前述したように明瞭な墳丘はとらえることができなかったが、墳丘盛土と石列の一部と推定

。
l!lm 

第143図 29号墳墓全体図
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みそのお遺跡

されるものを検出できた。盛土は西側で明瞭

に認められ、北西部分では残りが良く、厚さ

約30cmを測る。墳丘西側には、盛土採取に

よってできたものと考えられる長さ約 6m、

幅2.3m以下のテラス状の加工段が残り、墳

丘端部を示している。北側は急傾斜している

が、 28号墳墓との関係が明らかにできていな

い。石列は第 8主体部の北側に 2個の石材を、

西側に数個の石材を検出している。前者は数

が少なく列をなしていたが確定できないが、

2つとも垂直に立っており、北辺石列の一部

と考えたい。後者は、一見列をなすようにも

見えるが、個々の石材については原位置を留

めている確証を得られなかった。これらの状

況から墳丘を復元することは困難であるが、

あえて推定すれば、墳頂部で南北約llm、東

西約 8mを測る方形の墳丘と考えるか、増改

築による不整形な墳丘群ととらえるか、いず

れかであろう。

2. 埋葬施設（第145~148図）

28号墳墓の主体部として扱ったものを除く

と総数19基の墓城が検出されている。これら

のうち成人棺を置いたと考えられる大型の墓

壊は、底レベルに極端な差が見られないこと

から、ほぼ同一レベル面から掘り込まれてい

ると考えられる。しかしその平面配置にはや

ゃ乱れが生じており、いくつかのグルービン

グが可能である。

Aグループ（第145図） 墳墓の中央部に位

置し、第 1-4主体部の 4基の墓城により構

成される。第 3主体部は東側に浅い溝を有し

ており、石材の配置から小口板が側板、ある
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みそのお遺跡

いは棺身を挟むタイプの木棺を使用していたものと推定される。

Bグループ（第145図ー 5、第146図） 墳丘北側に位置する第 5-9主体部の 5基より構成さ

れる。検出面からの深さは浅く、西側にも流出した墓城が存在した可能性が高い。第 8・9主

体部は小口溝を有すタイプで、第 8主体部は石材の位置から、側板が小口板を挟むタイプの木

棺と考えられる。第 5主体部は墓城底に小ピットが認められるが、棺材の差し込み穴かどうか

不明である。

Cグループ（第147図） Aグループの南側に位置し、墓堀主軸方向がこれとわずかにずれて
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第146図 29号墳墓第 6-9主体部
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第V[章第 2節 29号墳墓

いる。第10-13主体部の 4基で構成される。第10主体部は墓城南壁の立ち上がりが途中でゆる

くなっており、この特徴は他の墳墓で墳丘築造時に同時平行して造られた可能性のある墓堀に

見受けられるもので、注意しておきたい。第12主体部は南小口側が広く特徴的である。

-113.0m 

，
 

-屈加多ー1125m

-113.0m 

応:
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第147図 29号墳墓第10-13主体部
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みそのお遺跡

Dグループ（第148図） Cグループの東側に位置し、第14-19主体部の 6基で構成される。

墓城主軸方向は他と大きくずれており、本墳墓内では最後に造られたものである可能性が裔い。
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第W章第 2節 29号墳墓

以上4グループを想定したが、墓城どうしの切り合い関係は全て不明であり、その築造順序

は占地状況や、出土土器から検討せざるを得ない。

3. 遺物（第149図）

墓城上面を中心に少数の土器が出土している。いずれも供献品と考えられ、完形に近い状態

で出土したものもある。 1-3は第 1主体部に伴うもので、他に高杯 2個体が出土しており、

いずれも赤褐色を呈し、胎土に精選された粘土を使用している。 1は体部内面、及び覆土に赤

＼、ド ／一芦 月：
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／心
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第149図 29号墳墓出土遺物
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みそのお遺跡

色顔料が認められる。 4は第10主体部直上、 5は同主体部周辺から出土したものである。 4は

暗赤褐色を呈し、粗砂を多く含む。 6• 7は第 3主体部出土で、風化著しい。 8-12は第 5主

体部出土で、いずれも縦方向のヘラミガキを多用する。 8と11は同一個体の可能性が高い。

13• 14は第 6主体部出士で、やや風化している。 15はDグループの第19主体部出土で、風化し

ているが、外面は横方向のミガキと考えられる。以上の土器は 4を除きいずれも黄白～赤褐色

を呈し、胎土に精選された粘土を使用しているが、全く同一の胎土ではなく、細分の可能なも

のである。また、 1の脚付直口壺内に赤色顔料が検出されていることから、埋葬にあたってそ

の使用を考えなければならないが、 3区においては墓堀内部の調査が十分でないため各主体部

で赤色顔料を検出していない。しかし、同時期の 4区47号墳墓で赤色顔料を検出しているので、

本墳墓においても存在した可能性は十分ある。 （椿）

第 3節 30号墳墓

29号墳墓調査時にこれと分離してひとつの墳墓として扱ったものである。墳丘は明確でない

が、これに伴うと考えられる石列が北辺と南辺に認められる。

1 • 墳丘（第150図）

北辺の石列は第 1-3主体部に平行、あるいは直交するもので、 29号墳墓の第10・15主体部

築造後に配されたものである。外傾しているがほぼ原位置と考えられ、東側では残存していな

い。南辺の石列は第12主体部南西側を囲む形で.L字状に残っているものである。当初この石列

は31号墳墓の北側石列の一部と考えていたが、本墳墓検出後に再検討し、これに伴うと考えた

゜
10m 

第150図 30号墳墓全体図
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ものである。これら石列の状況と主体部の配置から墳丘は東半と西半に分離すべきものとも考

えられるが、ここでは増築の可能性も考慮して便宜的にひとつの墳墓として扱う。その場合、

-11l5m -113.lm 
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第152図 30号墳墓第 6-10主体部
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第VI章第 3節 30号墳墓

-114.0m -114m 
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第153図 30号墳墓第11・12主体部

墳頂部は長方形を呈し、南北約4.5m、東西12m前後を測るものと推定される。

2 . 埋葬施設（第151-153図）

総数12基の墓壊が検出されているが不明確なものも存在する。前述したように東西の 2グ

ループに分離できる。

Aグループ（第151図） 第 1-5主体部で、一部重複するが、切り合い関係は不明である。

第 1主体部は小口溝を有し、側板が小口板を挟むタイプの木棺を安置していたと考えられる。

第2・3主体部は長めの小口溝を有し、断面がゆるい弧状を呈すことから、棺身を小口板で挟

む割竹形木棺と考えられ、 47号墳墓に同一タイプが認められる。

Bグループ（第152図・ 153図） 第6-12主体部で構成され、いずれも東西方向に主軸をもつ

ものである。第 7主体部はかなり不整形となっているが、 2基が重複、あるいは掘りすぎによ

るものかも知れない。

3 . 遺物（第154図）

墓堀上や、古道内より少数の土器片が出土している。 1

は第 3主体部直上で出土した脚部であるが、風化著しく調

整不明である。同主体部からはこの他に厚さ 4mmの甕体部

小片が出土している。 2は第12主体部直上から出土したも

のだが、 31号墳墓から流入した可能性もある。 3は第11. 

12主体部間の古道内より出土したもので、おそらく 31号墳

墓から流入したものと考えられる。
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第154図 30号墳墓出土遺物
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第 4節 31号墳墓

31号墳墓は 3区の中央に位置し、北側に30号墳墓が、南側に32号墳墓が接続している。調査

前の状況でも北辺の石列とテラス状の平坦部が明瞭に観察できていたため、早くから存在が認

識されていたものである。

1 . 墳丘（第155図）

墳丘は盛土の大半を失っていたが、石列ゃ主体部の配置状況から大要を把握できる。第 1-

15主体部と第16-21主体部では墓堀底レベルに差が生じており、平面的にも後者が周縁部に付

設する形をとっていることから、少なくとも 1回の増築、あるいは後者は別の墳墓としてとら

えることもできる。ここでは便宜的に両者をひとつの墳墓として扱う。その場合、当初は南北

約5.3m、東西13m前後の墳頂部をもつ長方形の墳丘が築造され、その後、南東隅に東西 6m

前後、南北 Sm前後の三角形の墳丘を付設したものと考えられる。石列は北辺で直線的に走り、

西辺では一部残存しているが、東側では古道等により失われている。北辺石列は 3区の他のも

のに比較して大型の板石を多用しており、外傾してしまったものもあるが、基本的にはほぽ垂

直に立っていた。また墳丘築造の順序を知る手掛かりとして次の点を指摘できる。まず第 8主

。
10m 

第155図 31号墳墓全体図
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第VI章第 4節 31号墳募

体部上に32号墳墓の北辺石列が造られている点、そして南東の増築部分は32号墳墓の拡張部を

避けて築造されている点などである。このことは墳丘内に全ての墓城が築かれた後で新たに墳

丘を造ったことにはならないが、 3区の墳墓群築造に係わる重要な要素であることは確かである。

2 . 埋葬施設（第157-160図）

前述したように大きく 2群に分離できる。

Aグループ（第157-159図） 南北方向に墓墟主軸をとるものがほとんどで、第 1-15主体部
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で構成される。西半部に小口溝を有す古相の墓城が集中し、東半部と好対象をなしている。第

］主体部は大きさに比してやや墓城が浅く、やや注意する必要がある。また西側の第10-15主

体部中には古道による削平を受けたものもあり、一部墓壊が不明確なもの（第11-13主体部）

がある。

Bグループ（第160図） 南東隅の増築部分と考えた墳丘内に位置するもので、墓城主軸は A

グループと異なり、東西方向にとる。第17主体部は、小口溝が長くなっており、小口板で側板、

あるいは棺身を挟むタイプの木棺を納めていたと考えられる。第16・20主体部もこれと同様の

木棺をもっていた可能ー 一114.3m

性がある。第18主体部

は小型ながら明確な小笈ゎ吃召?交え§ぞ

口溝を有している。第 1 

19主体部は墓城主軸が

他とややずれており、

このグループ内では最

後に掘り込まれた可能

性が高く、墓城形状か

ら棺身を小口板で挟む＿

タイプの割竹形木棺と

考えてよいだろう。こ

れと同タイプの墓城は

3区内で散見されるが

ほとんどが周辺墓堀と

主軸をずらしており、

特徴的である。

3. 遺物（第161図）

主体部等から供献品

と考えられる土器片が

少数出土している。

1• 2は第 6主体部上

から出土したもので、

1は大型壺の口縁部片

で、混入した可能性が
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強い。 2は暗赤褐色を呈し、精選された胎土をもつ高杯で、図上復元である。第6主体部から

はこの他に高杯脚部小片が2個出土している。 3は第13主体部出土の脚部で、黄褐色を呈し、

胎土に精選された粘土を使用しており、全体に風化している。 4・5は第16主体部上から出土

したものである。 4は図上復元で黄褐～灰黄色を呈し、粗砂を多く含む。内面はナデ調整、頸

部外面はヘラミガキと考えられる。 5は風化した高杯で、赤褐色を呈し、精選した粘土を使用

している。 6は第17主体部より出土した脚部で、赤褐色を呈し、精選した粘土を使用している。

7は第17・18主体部付近で墓城検出以前に取り上げた高杯杯部で、風化している。色調は淡赤

褐色、胎土は精選した粘土を用いている。 8は北辺石列の外方直下で出土したもので、脚杯直

口壺と考えられるが、風化しているため調整は不明である。色調は淡黄褐色を呈し、胎士に精

選された粘土を使用している。 9 は第1~主体部の東側で検出された焼土城内より出土した甕口

縁部で、図示できなかったが、厚さ 3-4mmの体部片も存在する。色調は灰黄褐色を呈し、胎

土に細砂を多く含む。 （椿）
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第W章第 5節 32号墳墓

第 5節 32号墳墓

32号墳墓は 3区南端に位置し、 4区の33号墳墓の北下方を取り囲むような平面形態をもって

いる。主体部数は31基を数え、数度の墳丘拡張が明らかとなっている。ここでは墳丘東半部の

拡張部分を便宜的に分離して扱っているが、本来は増改築の結果、最終的にはひとつの大きな

墳墓となったものと考えている。

1 • 墳丘（第162園）

最終的な墳丘は平面 L字形に近い形状をもち、南北は西辺で 9m前後、東辺で13m前後を、

東西は13.5-16mを墳頂部で測る。盛土は周縁部に若干残るが、大半は流失しており、石列も

転蕗、あるいは古道によって分断されている。石列には屈曲部やずれが認められるが、基本的

には直線を呈しており、方形の墳丘を意識していたと考えてよいだろう。 この石列の配置状況

と主体部の配置状況等から少なくとも 4回の拡張が想定できる。最初の墳丘は第 1-6主体部

(Aグループ）が占地する尾根稜線上に位置すると考えられ、その後南西側に第 7-14主体部

(Bグループ）が占地する墳丘と、東側に第15-21主体部 (Cグループ）が占地する墳丘が増

。
10111 

第162図 32号墳墓全体図
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第VI章第 5節 32号墳墓
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みそのお遺跡

築されている。さらに Cグループの南東側に第22-25主体部 (Dグループ）の占地する墳丘と、

第26-31主体部 (Eグループ）＂の墳丘が連続して増築されているものと推定される。 C-Eグ

ループの拡張部については後述し、まず、 A・Bグループの墳丘について述べることにする。

Aグループと Bグループでは墓城主軸方向にややずれが認められ、西側の石列もこれに対応し

て途中で方向を変換している。さらにこの変換点では石列の重複が見られることから、明らか

に増築の痕跡と考えてよいであろう。 Aグループ占地の当初の墳丘は南北 6m前後、東西

7.5m前後の方形を呈していたと考えておきたい。

2. 埋葬施設

前述したように、 A-Eグループの主体部が認められるが、 C-Eグループについては次節

で扱っている。

A グループ（第165·166図）• 第 1-6主体部の 6基で構成される。第 3主体部は小口溝を有

すが、側板で小口板を挟んでいたかどうか確定できない。他の主体部はいずれも小口側が幅広

くなっており、小口板で側板、あるいは棺身を挟むタイプの木棺の存在を連想させる。その場

合、類似する47号墳墓の状況からして大半が割竹形木棺の可能性が強いものとして、考えてお

く必要がある。

-115.2m 

， 

ー 115.lm

。一
=1m 

c:o 
て鴫

第165図 32号墳墓第5・6主体部
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第W章第 5節 32号墳墓

Bグループ（第165・167・168図） 南西拡張部の第 7-14主体部の 8基で構成される。ただ

し、第13主体部は主軸方向は Bグループと同一であるが、平面的には Aグループに接近してお

り、こちらに属す可能性もある。またグループ内ではこの主体部のみ小口溝を有している点も

注意されよう。第 7主体部はやや不整形であるが、墓城壁面が上方で外傾している点に注意し

ておきたい。第 8主体部には棺外に多鉦の石を配しているが、全て棺材の押さえ石と考えられ、

石室に類するものではない。また、東側小D付近の床面より枕石と考えられる拳大の石が 1対

検出されており 3区では唯一のものである。第10・12主体部は小口側に石材を用いており、小

口板で側板を挟むタイプの木棺を納めていたと考えたられるo=第14主体部は-=-3=区で唯一の土器棺

を有している。蓋は小型壺の底部か胴部片と考えられるが、図化できなかった。身は大型壺の

頸部以上を欠いたもの （第168図） で、頸部下端に棒状工具による刺突文を廻らしているが、

全体に風化しており調整は不明瞭である。黄赤褐色を呈し、粗砂を多く含んでいる。このよう

に、

遺

Bグループは 4区の墳墓に近い要素をもっており、

物（第169図）

3区の中では新相を呈している。

ー115.5m -115.)n 

5
¥。
。
よ
。
／
鴻R

ク

。
lm 

第166図 32号墳墓第 7・8主体部
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第167図 32号墳墓第 9-13主体部

主体部上、及び墳裾、古道内より土器が出土している。 1は第 1主体部に伴うが、同一個体

細片が第 4主体部からも出土している。外面丹塗りの器台脚部と考えられ、胎土はいわゆる特

殊土器と同様のものである。この他第 1主体部からは 2の壺底部と実測不可能な高杯小片があ

る。 3• 4は第 7主体部から出土したもので、 4の直口壺内面には赤色顔料が認められる。

5• 6はそれぞれ第 8・9主体部より出土したものである。 7AJ  9はAグループ北側の石列付

近から出土したもので、 7 の傾きは推定である。 10·11 は第 5~14主体部を南北に走る古道内

より出土したもので、 10の壺口縁は内外面とも丹塗りと考えられる。以上の土器のうち小型品

である高杯や直口壺はいずれも黄～赤褐色を呈し、胎土に精選された粘土を用いている。（椿）
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みそのお遺跡

第 6節 32号墳墓東拡張部

第4節で述べたように、 32号墳墓は数度の増改築を行って拡張しており、ここでは東拡張部

として C-Eグループの主体部とその墳丘について説明する。

1 . 墳丘（第170図）

墳丘は Aグループの墳丘築造後、南西～南方向へ順次拡張していった様子が窺え、北東～東

辺に石列が一部残っている。石列はいずれも直線的に走る 3方向のものがあり、それぞれc-
Eグループ主体部の主軸方向に直交、あるいは平行している。また Dグループ第24主体部の東

側では石列がL字形に屈曲しており、 Dグループの墳丘南端を形成していたものと考えられる。

これらの墳丘は、一辺が 5-8mの長方形を意識したテラス状のものと考えられ、この連続に

よって最終的にこの様な変形墳となったものと考えてよいだろう。

2. 埋葬施設（第172-175図）

゜
l!)m 

第170図 32号墳墓東拡張部全体図
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みそのお遺跡
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第V[章第 6節 32号墳墓東拡張部
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-11枷 -115.9111 

。
lm 

第174図

Cグループ（第172図） 第15-21主体部の 7甚によって構成される。第15主体部はやや不整

形で、南壁の立ち上がりがゆるやかとなっており注意しておきたい。第17主体部は石材の配置

から側板が小口板を挟むタイプの木棺を納めていたと考えられる。第19主体部は主軸方向が他

とずれており、小口溝を有す糸巻形のプランをもち、断面はゆるい弧状を呈している。

Dグループ（第173図） 第22-25主体部の 4基の大型墓城のみによって構成される。第22主

体部はやや不整形で、石材の配置から小口板が側板を挟むタイプと考えたい。第25主体部は糸

巻形プランをもち、断面もゆるい弧状を呈す。小口板で棺身を挟むタイプの割竹形木棺を安置

していたものと推定される。

Eグループ（第174・175図） 第26-31主体部の 6基によって構成され、いずれも大型の墓渡

であるが、第26主体部についてはかなり不整形であることから、墓城でない可能性がある。墓

城形態や石材の配置状況から、第27主体部は側板で小口板を挟むタイプの木棺を、第28• 31主

体部は小口板で側板を挟むタイプの木棺を想定できる。

3. 遺物（第176図）

主体部直上や周辺部から土器が少量出土している。 12は第15主体部ょり出土した高杯口縁部
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みそのお遺跡

で、内外面とも丹塗りである。 13は第16主体部出土の直口壺で、体部下半を欠損する。 14-l6

は第17主体部直上より一括 Lて出土したものである。 14は脚部内面以外が丹途りで、外面は横

方向のヘラミガキを図示しているが、横ナデの可能性もある。 l5も脚部内面以外は丹塗りであ

り、口縁部外面は横ナデの可能性が強い。 17は第18主体部から出土した高杯杯部で、外面は縦

方向のヘラミガキを施す。 18は第23主体部から、 19は第28、あるいは29主体部より出土した高

杯で、後者にはもうひとつ脚部が伴っている。 20はCグループ北東部より、 21はEグループ付

近より散在して出土したものである。 （椿）
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第VI[章 4区の調査

第 1節調査の概要

第XII章第 1節調査の概要

4区は 3区の南に続く尾根上で、標高 116-120mの間である。尾根はほぽ平坦で、南北方

向に伸び、北端で下降して 3区へ、南端で急上昇して 5区へと続く。頂部の広さは中央やや北

よりの37号、 38号墳墓付近が幅広く約20mを測り、南端の42号墳墓では幅10mに満たない。南

北長は約80mを測り、この範囲に 8基の方形の墳墓が検出された。このうち33号-41号墳墓は

各辺を接する程に密集した状態で占地し、南端の42号墳墓との間にのみ約 7mの空白地帯が存

在している。また41号-42号墳墓上には古代と推定される土塁状遺構が検出された。

調査前の状況では北半部において高まりやテラス状の平坦部が認められ、これに対応するよ

うに石列が露呈していた。

南半部は当遺跡内において

最も頂部の狭い痩せ尾根と

なっており、一部石列が認

められたが、墳墓が存在す

るかどうか確認できなかっ

た。重機による表土除去は、

3区と同様墳丘外を中心に

行い、他は人力によって

行った。その結果、北半部

では石列がより明確に現れ、

南半部も石列が新たに確認

され、 42号墳墓上の痩尾根

は後世の造成土であること

が推定できた。この表面観

察の結果から、墳墓の中心

点を推定して基点を設定し、

墳丘•主体部検出用のトレ

ンチ調査を実施した。そし

てその結果を基に墳丘検出

を実施したが、墳墓の増築

゜'- ---= ! - ・- ! -'-"'"'-.:.: 一二
!Om 

第177図 4区調査前地形図
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みそのお遺跡

状況を十分にとらえられなかった。地形測量を実施した後、主体部の検出を開始したが、その

過程で、各墳墓間の連接部分の様子が明らかになり、増築や、重復の状況も除々に判明した。

墳丘は基本的に 1辺が}Omに満たない方形、あるいは方形を意識した平面形を呈しているが、

増改築の結果、最終的に長さ2am以上に達するものもある。石列は各墳墓とも良好に残存して

いたが、全辺とも残るものはわずかで、流出したのか、増築の際に除去されたのか判別が困難

であった。主体部は各墳墓とも良好に検出され、整然とした配置を示しており、平行する 2基

が 1単位となる傾向が見受けられる。北半部では割竹形木棺と推定されるものもあり、枕石を

もつものは少数であるが、南半部では

ほとんどが箱形木棺で、枕石をもつも c
 

D
 

24 
のが主流を占める。

遺物は各墳墓から多数出土している

が、北半部と南半部ではその種類、出

土状況がやや異る。北半部では墳丘検

出時に墳裾より土器がややまとまって

出土しているが、主体部直上の供献土 26 

器は少蓋認められたのみである。副葬

品としては35号墳墓第 1主体部より鉄

鏃と錯が各 1点出土している。これに

対して南半部では墳裾部から多量の土

器が出土した他、主体部上に多数の供

献土器が残存しており、いわゆる特殊

土器も認められた。副葬品も鉄器、玉

が認められ、特に増築部分の主体部に

その傾向が強い。

4区では後世の改変等があったにも

かかわらず、他区に比較して遺存状況

が良好であった。調査方法においても

3区以北と異り、特に墳丘構造、木棺 31 

•CD 

構造の把握に多くの時間を費すことが

可能となったため、多くの重要な成果

を得た。なお士塁状遺構については第

XO章で述べる。 （椿）

25 

27 

28 

29 

0 10m 
I , .• 1,,,』 II .. I 

4区遺構全体図
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第珊章第 2節 33号墳墓

第 2節 33号培墓

33号墳墓は調査前から小規模なマウンドと石列によって認識されていたものである。

1 • 墳丘（第179図）

墳丘は古道と34号墳墓によって改変されており、墳端は南辺と東辺で確認できるが、他は明

瞭でない。墳頂部は縁辺に残存する石列から推定して、南北2.7m、東西約3.8mを測る。石列

10m 

A
 

5m O-
B 

4m 

L:117.Sm 

/-:l117:m  

2. 暗灰黄色粘質士 5. 暗灰黄褐色土

3. 黄褐色粘質士 6. 淡灰黄褐色土

第179図 33号・ 34号墳墓及び断面図
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みそのお遺跡

は東辺が良く残っており、 4枚の板石が垂直、あるいは外傾していた。主体部は流出している

と考えられ、検出できなかった。遺物も出土していない。 （椿）

第 3節 34号墳墓

34号墳墓は33号墳墓の西側に接しており、調査前には気づかなかったものである。石列や盛

土は確認できなかったが、周辺の墳墓の状況から推して、何らかの墳丘をもっていたと考えら

れるので、ひとつの墳墓として扱うことにした。

1 • 墳丘（第179・183図）

上述したように明確な墳丘は検出できなかったが、土層関係より 36号墳墓の築造以前には存

在しているようである。あえて墳丘規模を推定すれば、 36号墳墓の墳丘北半程度になると思わ

れる。また、第 2主体部と36号墳墓の北側石列が平行していることにも注意しておきたい。

ー 116.7m

1. 灰黄色土

（地山塊多含）

2. 灰黄褐色土

（地山塊少含）

3. 暗黄褐色士

4. 地山塊土

O-
Im 

第180図 34号墳墓第 1・2主体部
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第川章第 3節 34号墳墓

2. 埋葬施設（第180図）

直交する 2基の墓城を検出した。いずれも内部に木棺を納めたもので、墓堀底レベルもほぽ

同じである。第 1主体部は南北方向に主軸をとり、南半部において棺痕跡を検出し、不明瞭な

がら小口板で側板を挟むタイプの箱形木棺がおかれていたようである。第 2主体部は墓城底面

に一段低い溝が認められ、断面は弧状を呈しており、割竹形木棺を安置していたものと推定さ

れる。また西小口付近に石材が残っており、小口板、あるいは蓋を押さえていたとも考えられ

た。ただし棺痕跡自体は検出できていない。

3. 遺物（第181図）

供献品と思われる土器が主体部直上より出土している。 1・2は第 1主体部からのもので、

他は第 2主体部直上出土のものであるが、後者の中には36号墳墓に伴うものが含まれる可能性

がある。高杯、直口壷は 5を除き、いずれも赤～黄褐色系の色調をもち、胎土は精撰されたも

のである。 6、7については口径、傾きとも推定である。 （椿）
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第181図 34号墳墓出土遺物

-185-



みそのお遺跡

第 4節 35号墳墓

35号墳墓は調査前の状況において、明瞭な墳丘と石列を残していたものである。西側には36

号墳墓が接続していたので、これとの関係が判るように基点を設定し、両者を同時平行して調

査した。 4区では、 33号墳墓等と伴に 3区以北が見渡せる位置に占地している。

1 . 墳 丘（第182図）

互
~ 

第182図 35号・ 36号墳墓全体図
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みそのお遺跡

墳丘は南側に増築部分が付設しているが、築造当初は南北に長い長方形を呈していたと推定

される。墳端はやや不明瞭であまり意識されていなかったと考えられるのに対し、墳頂部は南

側を除く周縁部に直線的に石列を配している。規模は墳頂部で、南北約11.3m、東西約6.8m
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を測る。盛士は東側に厚く認めら

れたが、旧表土との関係が不明で

ある。また図示していないが、第

2主体部西側付近で薄い焼土層が

検出された。石列はほぽ垂直に立

て並べており、外傾、転落したも

のも多い。南端は第4・5主体部

が堀り込まれた後に墳丘の拡張が

なされており、東側にはへの字状

の石列と盛士採取痕と考えられる

テラスが残っている。状況から推
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第淵章第 4節 35号墳募

定して、南接する37号墳墓築造後に増築されたものと考えられる。また、第 6主体部の墓城底

レベルは他より約40cm高く、棺型式の差を考慮しても、この部分の墳丘上面が一段高くなって

いた可能性がある。

2. 埋葬施設（第185-187図）

埋葬施設は 7墓検出され、第 7主体部以外は全て木棺を安置した墓城で、主軸を東西方向に

とる。墳丘の残存状況から考えて、流出した墓城はないものと判断した。

第 1主体部（第185図ー 1) 墓漿は一部古道によって破壊されているが、良好に検出され、

箱形木棺の痕跡も認められた。墓壊は検出面で長さ310cm、巾150cm、深さ62cmを測り、木棺外

法は長さ222cm、巾52cm前後を測る。木棺の周囲には北側を除き石材が配されており、東小口

付近の石材も棺外に配されていた可能性がある。棺内床面より鉄器が 2点出土している。

第 2主体部（第185図ー 2) 墓城は検出面で長さ304cm、巾137cm、深さ72cm前後を測る。内

部より長さ197cm、巾47cmの箱形木棺の痕跡が検出され、両小口付近に 1対ずつの枕石が配さ

- 117.5m 

1. 暗灰黄色士（古道）

2. 暗灰黄褐色土

， 3. 灰黄褐色土

4. 暗灰黄色土

5. 明灰黄褐色土

6. 地山塊土

1. 暗灰黄色士

2. 灰黄色土

3. 黄灰色土

4. 暗黄灰色土

5, 暗黄灰褐色士

6, 灰黒黄色土

1 地山塊土
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I 
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第185図 35号墳墓第 1・2主体部
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みそのお遺跡

れ、赤色顔科が認められた。

第 3主体部（第186図ー 3) 墓城は検出面で長さ274cm、巾124cm前後を測り、棺痕跡は明確

に検出できな力とったが、小口板、あるいは蓋を固定していたと考えられる石材が壁面に接した

状態で検出された。床面より枕石が 2対検出されたのみで、副葬品は認められなかった。

第 4主体部（第186図ー 4) 墓城は第 5 主•体部によって切られており、検出面で長さ 318cm 、

巾168cmを測るが、東側は推定である。棺痕跡は明確でない。墓壊中央部で床面から45cm上方

に径約30cmの石が検出されたほか、大型の高杯が出土している。明確な枕石は認められない。

第 5主体部（第187図ー 5) 墓堀は検出面で長さ305cm、巾134cmを測り、内部に長さ178cm、

巾46cmの箱形木棺の痕跡を検出した。枕石は存在しないが、第 4主体部と同様の墓城上石材と

供献土器が出土している。

第 6主体部（第187図-6) 拡張部分に堀り込まれたもので、墓城は糸巻形のプランをもち

検出面で長さ252cm、巾107cmを測る。小口板を差込む溝に石材が配されており、断面はゆるい

弧状を呈している。小口板が棺身を挟む割竹形木棺と推定されるが、北辺にテラス部があるこ

- 1176m ー 1175m 
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第186図 35号墳墓第 3・4主体部
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第W章第4節 35号墳墓

とから、この部分に蓋が載るとすれば、蓋は板状を呈していたとも考えられる。

第 7主体部（第187図ー 7) 拡張部分で検出された小型の墓城で、長さ97cm、巾33cmを測る。

北壁に接して枕石が 1対認められる。棺痕跡は検出できなかったが、東壁に接する石積みが

残っており、木棺側板を押さえていたとも考えられる。

3 . 遺物

土 器（第188図） 1·2·3• 4-.;8・9はそれぞれ第 1・3・4・5・6主体部直上

より出土したもので、 3以外はいずれも小片である。 3は脚内面以外は丹塗りでほぽ完形であ

-118.Sm 

▽ 
-・ 

）
 

_-

•• ，
 

¥

I

 

ヽ

／

／
 ／

 

1. 暗黄灰褐色土（土器・地山小塊含）

2. 暗灰褐色士（地山小塊少含）

3. 地山塊土
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第渭章第 4節 35号墳墓

るが外面は風化著しい。 4は壷口縁で内

外面ともナデ、体部片も残る。 7は口径

傾きとも不明である。胎土は 4・5が細

砂を多く含み、他は精良な粘土を使用し

ている。 10,...,21は増築部分の東側テラス

の堆積土中より出土したものである。調

整は図化できた以外は風化のため不明で

ある。 12・18は外面丹塗りの可能性があ

り、同一個体の可能性が強い。

鉄 器（第189図） 第 1主体部棺内

より 2点出土している。 1は鈍で、長さ

-~ 

-~ 

゜
5cm 

第189図 35号墳墓第 1主体部出土鉄器

11. 7cm、刃部長3.5cm、刃部巾1.3cmを測り、刃部はわずかに反る。茎部片側に木質が残り、部

分的に樹皮状のものが巻きつけてある。 2は鏃で、全長7.2cm、刃部長4.9cm、刃部巾2.3cmを

測るもので、茎部に柄の木質と、これを巻きつける樹皮状のものが残る。煎醤は 1が15.2g、

2が6.2gを計る。両者とも遺存状態は極め’て良好である。 （椿）

第 5節 36号墳墓

1 • 墳丘（第182・183図）

墳丘は35号墳墓に接しており、北側と西側に石列を残す。南側には溝が走っているが、この

墳墓に伴うかどうか確定できない。西側石列はやや方向を異にする 2本があり、墳丘を一度拡

張しているものと判断した。北半部と南半部の

接続する部分に第 5主体部がある。墳頂部の規

模は北半部で南北約4.7m、東西4.5m前後を測
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みそのお遺跡

1. 暗灰黄褐色土（土器・地山小塊含）

2. 暗黄灰色土（地山小塊少含）

3. 黄灰色粘土

4. 地山塊土

ーlJ""•

1. 暗灰黄褐色土（土器・地山小塊含）

2. 暗黄灰色土（地山小塊少含）

3. 地山塊土
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第V][章第 5節 36号墳墓
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第192図 36号墳墓第 5-7主体部

り、南半部で南北約3.6m、東西約4.6mを測る。本墳墓と周辺墳墓の築造関係は、占地状況、

土層、石列方向から、 35号→36号、 34号→36号北半部と考えられ、これが正しければ、 36号南

半部の石列は35号西側石列が平行関係にあることから、南半部→北半部となる可能性が強い。

2. 埋葬施設（第191・192図）

検出された墓堀は 7基あり、北半部は南北方向、南半部は東西方向に主軸をとる。棺痕跡を

検出できたのは第 1・4主体部のみであるが、第 7主体部を除く他の主体部にも木棺が納めら
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みそのお遺跡

れていたと推定される。第 1主体部の木棺は南側の小口板が二重になっていた可能性が強く、

両小口板の間に他と異なる土が埋っていた。

3. 遺物（第193図）

1 -3は第 1主体部直上より出土したもので、 1は細片で風化著しく、 2の高杯口縁部は傾

きが明確でない。 2、3は胎土に砂をほとんど含まない。 4-8は第 4主体部に伴うもので、

4 と 5 は同一個体と思われる。 6 は体部片もあり、外面丹塗りである。 7• 8は同じ胎土をも

ち、 8は風化著しく調整は不明である。 （椿）

第 6節 37号墳墓

37号墳墓は35号墳墓の南側に接して検出された墳墓で、西側を38号墳墓、南側を39号墳墓に
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第194図 37号墳墓全体図
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第珊章第 6節 37号墳墓

よって改変されている。調査前の状況では明確な石列

は認められなかったが、平面L字状を呈するテラス状

の高まりが存在したため、

して基点を設定し調査した。

1 . 墳 丘（第194図）

2基の接続する墳丘を想定

基点を中心にして東西南北に十字のサブトレンチを

設定して堀り下げたところ、北側は多数の転石が検出

され、墳端を確認できた。南側は南北方向に走る石列

を検出し、別の墳墓と重なる•と推定された。東側はか

すかに墳端が認められ、西側では38号墳墓との境界が

不明であった。その後平面的に墳丘検出を行ったが、

南側の石列とくびれ状のテラス、北側の石列等を検出

しただけで、 38号・ 39号墳墓との関係が不明瞭なまま

地形測量を実施した。そして、 38号・ 39号墳墓の主体

都を検出する過程で西側と南側の周溝を確認した。そ

の結果、墳丘は南北に長い長方形プランをもち、上面

で南北約11.3m、東西約8.0mを測ることが判明した。

石列は北辺に一部残存するのみで、他は古道や周辺墳

墓の築造により流失、除去されている。周溝はいずれ

も周辺墳墓の墳丘下で検出されており、巾1.5m以上、

深さ50cm以下を測るやや不整形なもので、南西コー

ナ一部分はプリッジ状となっている。

2 • 埋葬施設（第196-197図）

整然と配置する 7基の墓城を検出した。いずれも木

棺を納めていたと考えられ、第 1・7主体部では棺痕

跡が検出できた。なお墳丘周辺部の小型墓渡 2基は周

辺墳墓に伴うものと判断したため、次節で扱うことに

する。主体部の配置状況は、墳丘中央部に第 1・2主

体部が東西方向に平行して並び、周囲に第 7主体部を

除く 4甚が南北方向に主軸をとって占置している。

第 1主体部（第196図ー 1) 墓城は検出面で長さ
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みそのお遺跡
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第珊章第 6節

167cm、幅39cmの箱形木棺の痕跡と、棺材を支えたと考えられる石材を検出した。

37号墳墓

第 2主体部（第196図ー 2) 墓城は長さ236cm、幅91cm、深さ39cmを測り、棺痕跡は検出でき

なかったが、小口板を固定すると思われる石材が残る。墓城底はやや不整形である。

第 3主体部（第196図ー 3) 墓壊は長さ261cm、幅112cm、深さ42cmを測り、棺痕跡は未検出一三11 8 . 5 m ~11'Am 

-11B.5m 

1. 暗灰黄褐色士（地山小塊多含）

2. 暗灰黄褐色土（地山小塊少含）

3. 地山塊土
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みそのお遺跡

である。床面上で数個の石を検出しており、北側の径15cm前後の 3点は枕石と推定される。

第 4主体部（第196図ー 4) 墓壊は検出面では長さ247cm、幅90cmの長方形を呈すが、床面や

小口付近には棺材を固定するための堀り込みがあり、いわゆる糸巻形平面をもつ。断面はゆる

やかな弧状を呈し、割竹形木棺を安置していたものと推定され、小口板を外側から支えていた

石材も残っている。小口板が棺身を挟むタイプであろう。

第 5主体部（第197図ー 5) 墓城は長さは推定で234cm前後、幅108cmを測り、第 4主体部と

同様の割竹形木棺を安置した堀り込みが認められる。

第 6主体部（第197図ー 6) 墓壊は西側と古道により破壊されていた。長さ232cm、幅94cmを

測る。木棺を内納していたであろうが、棺痕跡は明確にできなかった。

第 7主体部（第197図ー 7) 墓城は長さが推定208cm、幅157cmを測るが、やや不整形な長方

形で内部より長さ114cm、幅41cmを測る小型の箱形木棺の痕跡を検出した。

3. 遺物（第198図）

1-3は第 2主体部、 4は第 1主体部直上から出土した高杯片である。いずれも黄～赤褐色

で、胎土は精撰されたものである。 5-10は墳丘北裾部より転石と伴に出土したもので、脚付

直口壷、高杯等の破片で、表面が風化したものも多い。 7£±~~:上面に 2本の沈線を廻らせて

いる。 11・12は38号墳墓築造時に埋没した西側周溝底より出土したものである。やや風化して

いるが同一個体の可能性がある。 （椿）
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第珊章第 7節 38号墳墓

第7節 38号墳墓

38号墳墓は37号墳墓の西側に位置し、誤調査

前の状況では、北～西側の周囲に明瞭なテラ

スが認められていた。東側は隣接する墳墓と

の境界が不明瞭であったが、南側については

段差が認められ、ほぽ方形を呈すことが推定

できていた。

1 • 墳 丘（第200図）

堆積土を除去していくと、北側と西側の墳

端が明瞭に現れ、転落したと考えられる土器

も多数検出された。石列も部分的であるが、

北辺と南側の拡張部分西辺に検出された。墳

丘は南側の40号墳墓を一部堀削して拡張して

おり、南西墳裾部に認められる＜びれ状のテ

ラスはこの増築時に墳丘盛士を採掘した跡と

推定される。墳頂部西辺に石列は残っていな

かったが、墳丘斜面から墳裾にかけて、 20-

30cm大の石が検出されており、当初は存在し

ていたものと考えられる。以上のことから当

初は墳頂部で南北8.0m前後、東西4.sm前後

を測る長方形プランを呈し、 その後、南へ増

築したものと考えられる。また第 1主体部検，

出中に隣接する37号墳墓の西側周溝を確認し、

墳丘築造時にこの周溝を埋めたことが判明し

ており、 この周溝北端部の北辺石列下方には

多量の詰石が検出されている。

2. 埋葬施設

拡張部を含めて 6基の主体部が検出されて

いる。

第 1主体部（第201図） 墳丘中央部に位置

し、墓城壁面の立ち上がりが上方で広がって

E
s
 

w
g
・
s
u
:
1
 

．．．． 
9
 

9
 

—
ー

1

E
0
.
c
n
-
[
1
 

r
 

E
9
 

E
9
 

゜,~ 
< 

図
阻
涵
醐
鰐
~
S
E
図
6
6
l
i
t
i

（
如
熙

m栽
）
廿
囮
翠
椒
困
窓
.
9
 

（
紐
感
熙

m栽
）
＋
叫
翠
微
玉
蛍
．
S

廿
起
坦
叫
庄
菰
．
寸

廿
出
翠
撰
ぽ
．
c

廿
心
撰
智
．
N

廿
慰
．
I

-201-



みそのお遺跡
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第VII章第 7節 38号墳墓

おり、墳丘築造と同時に堀り込まれた可能性がある。墓城は検出面で長さ353cm、幅193cmを測

り、床面上方約20cmのレベルで木棺痕跡を検出した。長さは232cm、幅は東側で62cm、西側で

59cmを測り、小口板は間隙を置いて 2枚ずつ配され、底板は外側の小口板にまで達していた。

側板の立ち上がりは37cmあり、棺翡はそれ以上と考えられる。棺材が転化したと考えられる粘

士は、側板で厚さ 5cm前後を測り他に比較してかなり厚い。棺内より枕石が 2対と、 その周辺

部にそれぞれ赤色顔科が検出された。墓漿中央部上面より、大型の石と、供献土器がややまと

まって出土したほか、棺内東側に管玉 1点が副葬されている。

第 2主体部（第202図ー 2) 第 1主体部を一部切り込んでいる小型の墓城である。検出面で

長さ 102cm、幅65cmを測り、墓塀形状から小口板で側板、あるいは棺身を挟んでいたと考えら

•• 5
 

-118.Sm 

- - 1. 暗灰黄褐色土（土器多含）

2. 灰黄褐色土（地山塊多含）

3. 黄灰褐色士( ,,, 少含）

4. 暗灰色砂質土

5. 黄桃色粘士

6. 暗灰色砂質土

（斑点状の 5層含）
7. 地山塊土
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第201図 38号墳墓第 1主体部及び出土遺物
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みそのお遺跡

れる。断面がわずかながら弧状を呈している。遺物は出土していない。

第 3主体部（第202図ー 3) 第 1主体部に平行しており、長さ 176cm、幅66cmを測る。木棺痕

跡、遺物とも検出されなかった。

第 4主体部（第202図ー 4) 第 1主体部に直交し、一部重復しているが、切合関係は不明で

ある。壁面に沿って石を配しているが、棺痕跡自体は検出できなかった。遺物も出土していな

し、

゜
第 5主体部（第205図ー 5) 拡張部で検出した小型の墓城で、第 6主体部を切っている。両

小口に板石を立て、外側に詰め石を置いている。側板は木材を使用していたものであろう。

第 6主体部（第205図ー 6) 拡張部中央に位置し、第 1主体部に平行する。検出面で長さ

273cm、幅117cmを測り、一部棺痕跡を検出したが、不明確で、図示したものは推定である。墓

城中央上面より、多数の石と供献土器が出土した他、床面西側で枕石 1対と鉄器片を 1点出土

している。

3. 遺物

主体部上、あるいは墳丘裾部より多数の土器が出土したほか、副葬品もわずかに認められ、

錯綜した墳墓の関係を解く手がかりとなるものである。

第 1主体部出土遺物（第201図） 墓城中央部上面より出土したもので、大半は小片となって

いる。 1は完形に近い状態で出土した小型で二重口縁の壷である。口縁部は一部のみ残り、底

部ば焼成後に穿孔されている。外面は風化しているが、ナデあるいはミガキと考えられる。胎

髯118J• しゴ8.3m

I'V'』 1

羞118.8•

I 

0
』

lm 
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第202図 38号墳墓第 2-4主体部
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第VII章第 7節 38号墳墓

土は他の高杯に近い精撰されたものである。 2-6

は風化しており、調整は不明な部分が多い。胎土は

いずれも精撰されたもので、色調は黄～赤褐色系を

呈し、 2は脚内面以外が朱塗りである。副葬品の管

玉は風化著しく、検出時に破損したもので、復元長

24mm、径 7mm前後を測る。緑色凝灰製と考えられ、

緑白色を呈す。

第 6主体部出土遺物（第205図） 1-8は墓城上

から石群と1半に出土した土器で、大半が精撰された

胎土を示し、黄～赤褐色系の色調をもつ。 8は外面

丹塗りである。副葬品の鉄剣は両端を欠損しており、

息

叫年こ
~ 

：口いlm 
0 ò 

八

119.0m 

第203図 38号墳募拡張部石列

残存長8.6cm、幅2.8cm、厚さ0.35cmを測る身部である。縞がかすかに認められる。

墳丘裾部出土遺物（第204図） 墳丘斜面から墳丘裾部にかけて出土した土器で、いずれも墳

頂部からの転落品と考えられる。 1-3は墳丘北側の裾部から出土したもので、 37号墳墓に伴

_J~ 

三
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三 •三第204図 38号墳墓出土遺物
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みそのお遺跡

う可能性がある。 1と2は同一個体と推定され、外面は風化している。黄褐色を呈し、細砂を

多く含む。 3は図上復元したものである。 4-5は北辺の石列下方から斜面にかけて出土した

もので、 5-8は脚部内面の刺突痕は貫通孔となると考えられる。 9-11は墳丘西側の裾部よ

り出土したもので、他と比較してやや脚部が長い。 12• 13は拡張部分の西側テラスより出土し

たもので、 12は脚内面以外丹塗りである。このように墳裾出土品は大半が高杯で、いずれも黄

ー赤褐色系を呈し、胎土に精撰された粘土を使用している。 （椿）
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第W章第 8節 39号墳墓

第 8節 39号墳墓

39号墳墓は調査前には想定できなかったので、 37号墳墓調査時に、はじめてその存在に気が

ついたものである。当初は37号墳墓の拡張邪分としご考えていたが、最終的にはひとつの墳墓

として扱うことにした。拡張部としての可能性も否定できないが、石列や主体部の状況から分

離できると考えたからである。

1 • 墳 丘（第200図）

墳丘は37号墳墓の南周溝を埋めて築造されており （第194図）、石列も部分的に残っている。

北辺に石列は検出できなかったが、流失した可能性もある。墳頂部の規模は南北が推定4.0m、

119.0m 東西は5.7mを測り、

平面長方形を呈す。石

列は南西コーナ一部分

が明瞭に残っており、

東側では L字形を呈し

ている。この部分は外

方にテラス状の平坦面

があり、石列は基底部

に大型の石を立て並べ、

"''—. ・・- .. .. 一—...-- . " -

----~ ン/・,
2 

1. 暗黄灰色上（土器含）

2. 灰黄褐色士（地山塊多含）

3. 暗灰色士

4. 黄褐色粘土

上部は小型の石を横積みにしており、石

垣と呼ぶにふさわしい。 L字状を呈すの

は、 37号墳墓の周溝を埋めたため、 この

墳墓との境界を意識したものと考えたい。

.0 lm 
f--~.... ,-—""~~ ー c- C —,,—, , ，こ"""'

5. 地山塊土

6. 暗黄灰褐色土（地山塊多含）

7. 灰黄褐色士（地山塊多含）

8. 5と同じ

第206図 39号墳墓断面図

9. 暗黄灰色砂質土

10. 7と同じ
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~l ~ 
第209図 39号墳墓第 1主体部出土遺物

2. 埋葬施設 （第298

図）

墳頂部で 4基、東墳

裾部で一甚の計 5基の

墓城や石棺が検出され

た。

第 1主体部 （第208図

-1) 中心主体と

考えられる大型の墓城

で、規模は長さ 303cm

前後、幅162cmを測る。

内部より長さ 186cm、

幅60cmの棺痕跡を検出

し、転石との識別は困

難であるが、枕石が複

数存在している可能性

が強い。また、墓漿中

央部直上から大型の石

と土器が、墓猿北東及

び北西隅に石が集中し

ており、埋葬時の墓隕

上施設の存在を窺わせ
2 

第210図 39号墳墓第 5主体部転用土器
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みそのお遺跡

る。

第 2-4主体邸 （第208図ー 2-4) いずれも小型の墓凛であり、内部に木棺痕跨も検出で

きなかったが、少なくとも第 2主体部には木棺が存在したものと 推定される。

第 5主体部 （第208図ー 5) 東側のテラス部で石列に接した状態て検出された小石棺で、内

法は長さ62cm、粽17cm前後を測る。棺材には扁平な石を使用 Lている他、大型の壷形土器の底

部（第210図ー 2) を峯に、体部片

（同一 I) を側壁に転用するなど一

木棺の代用品的な構造をも つ。 転用

された壷と同ィ個体が第 1主体部直

上を中心に出土しており、注意され

る。

I 3. 遺物 （第209-210図） ： 

第 1 主体部直上から士器がやや多~論こ」＼
く出土している（第209図）。 1・2

は壷の口緑と頸部片で口径等は不明

である。それぞれ第 5主体部転用材

（第209図）の 1・2と同一個体と

考えられるc 図化てきた高杯は 3-

5でいずれも、同様な形態をもつ。

東側テラスの堆積土中から多械の土

器（第211図）が出土したが、 1の

器台以外は全て小片となっており、

風化も行しい。 1はほぼ完形で、堆

積土の上層より上下半転した状態で

出tした。口縁端部にクシ状t具1こ

よる刺突文を施し、 脚部内面を除き

丹ぬりである。 2-16は高杯、ある

いは脚付匝口壷と考えられ、 8は焼

成後に穿孔されている。これらの中

には37号墳墓に伴うものも含まれて

いる可能性が強いC (椿）

＼情／

二差/

>$( 

三□
0 Ille● ... 一~~. ー＇

\~ 
~v 
＼ ード

/~ 

牙こ
／岱

置]

＼冒
）ド
ぅ予

第211図 39号墳募東制テラス出土遺物

-210 -



第\I~第 9節 40号墳墓

第 9節 40号墳墓

40号墳墓は 4区のほぼ中央の周辺部よりやや裔い尾根頂部に位附している。調杏前の状況で

1
0
ヨ

第212図 40号 ・41号墳墓全体図
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みそのお遺跡

も、西側の石列が一部露呈しており、

不明瞭ながらその存在が認識さ れて

しヽた。

E
 OOZl 1
 

e
 

Z
 

1. 墳丘 （第212図）

墳丘は唯一残存する西側の石列が

直線を呈することから （第214図）、

方形を呈していたと 考えられるが、

北側は38号、 39号墳墓による改変を

受けている可能性が強く、南側も41

号墳墓が接しているため、詳細は不

明と 言わざるを得ない。東側は墳裾

らLき部分が認められず、当初から

意識されていなかった可能性もある。

あえて墳頂部の墳模を推定すれば、

南北 7rn、東西6.5rn程度になろう

か。なお、この墳墓に伴うか不明で

あるが、東側外方に隅丸方形の焼土

凛が 1甚検出されている。

2. 埋葬施設 （第215・216図）

明確に墓凛として検出された主体

部は 2某であり、この他に墳丘形成

時の痕跡かと思われる浅い溝を北側

で、 また墳丘検出用の東サプトレン

チに落ち込みが認められたが、平面

的な広がりは検出できなかった。

第 1主体部 （第215図） 第 2主

体部と伴に検出されたもので、東西

方向に主軸をもち、検出面での大き

さは、長さ328cm、幅161an前後を測

る。墓堀内部に箱形木棺の痕跡を検

出したほか、墓凛中央部の棺上に径

40cmの大型の石と土器少量を、北辺
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第W章第 9節 40号墳墓

両端に柱穴と考えられるピットを検出した。木棺痕跡は床面直上で明瞭に観察され、棺材が転

化したと考えられる黄桃色の粘土が残っていた。側板は235cm、小口板は東側で65cm、西側で

62cmを測り、棺内法の長さは181cmである。棺内には転石とともに、朱の付着した枕石が東側

で1-2組、西側で 1組認められたが、転

石との区別が判然としなかった。また土層

断面の観察より、南側板に沿って薄い赤色

顔料の層が認められ（第215図、失印部分）、

棺の内外の別は明らかにできなかったが、

少なくとも棺材の一部に赤色顔料が塗付さ

れていたと考えられる。墓城

隅のピットは東西とも重復し

て2基ずつ検出され、いずれ

も内側のピットを中心に石が

詰められていた。明らかに一

度建替えのある柱穴として機

能したものであろう。大きさ

は検出面で径40an前後、深さ

45-58anを測り、墓壊底面近

くまで堀 り込まれている。

第 2主体部 （第216図） 第

1主体部の南側に接しており、

やや不明確な部分が残るが、

これを切って掘り込まれてい

ると判断したものである。規

模は検出面で長さ 299an、幅

133cm、深さ 60cmを測り、第

1主体部と同様、墓凛中央上

面に約30cmの石と供献土器が、

北東限と南西隅にビ ットが検

出された。木棺痕跨は床面直

上で全容が明らかとなったが、

南側板だけは床面から約50an

疇虹~
0 3m 
’ ’ 

~--
戸芦定口玉

-l-癖 m

第214図 40号墳墓石列

- 1194m 

1. 暗灰褐色土 （土器含）

2. 灰黄褐色土

（地山塊多含）

3. 暗灰色土

4. 黄桃色粘土

5. 地山塊土

co ^ 

0 Im 
,--''' ' ' 

第215図 40号墳墓第 1主体部
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みそのお遺跡

- 119.4• のレペルでも検出できた。小口板は内憫
1. 暗灰褐色土（土若含）

Z. 灰貴褐色土 I亀llJ現多含） iこ阻れていたようであるが、両側とも 2
3. 略灰色土馳山塊少含I

4. 暗灰色土
枚ずつ配されており、底板は外側にまて

5. 黄桃色粘土 達していた。規模は長さ239cm、輻は東
6. 地山塊土

側て73cm前後、西側で66cm前後を測る。

内側の小口板間の距離は165cm前後を測

り、棺内法を示すと思われる。西側の小

口部分に石が集中しているが、棺内のも

のは外側小口板が内傾した時に入り込ん

だものと観察された。本来は外側小口板

を支えていた石材であろう。枕石は東側

に1対認められ、頭位を示す。ピットは

墓城対角線上のコーナーに 2某検出され

$‘,、

0
たが、他のコーナーや周辺部には存在し

なかった。大きさは検出面で径約30-

35cm、深さ20-40cmをjJIIJる。

3. 遺物 （第217図）

墓壊上を中心に供献品と推定される土

0 Im 器が出土している。 1・2は第 1主体部

第216図 40号墳墓第 2主体部 に伴うものて、 1は灰黄褐色を呈し、細

砂を多く含む甕て、体部内面は方向不明のヘラケズリ、口径は推定である。この他12・13に似

た裔杯片が出土している。 3・4は第 2主体部に伴い、 4は復元口径32.6cmを測る大型の壷で、

大半を欠損する。外面及ぴ口緑部内面に丹が途られており、胎土は褐色を呈し、角閃石等の砂

粒を多く含み、いわゆる特殊土器と同様のものてある。胴部片もあるが突帯は付いていないよ

うである。 5-10は墳丘西側斜面の堆積土中より出土したもので、いずれも小片である。 5は

壷府部で、風化しているが、外面はミガキと推定される。嵩杯等の脚部には軸部の太いもの

(7、8)と、細く径 5mmの貰通.flをもつもの (9、10 がある C 11、14-16は東サプトレン

チに認められた落ち込み内より出土したもので、 11は甕の口縁部片で同一個体と推定される胴

部片もある C 16は9・10と同様の焼成前に施された貫通孔がある。 12・13は墳丘東斜面から出

土したものであり、他に器壁が4-5rnmの甕片と推定される小片がある C, なお当墳墓より出土

した底杯類は全て砂粒をほとんど含まない精撰された胎士をもつものである。 （椿）
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みそのお遺跡

第10節 41号墳墓

41号墳墓は40号墳墓の南側に隣接して検出されたもので、調査前の状況では西辺石列の一部

が露出していただけで、明確に認喩さ れていなかった。しか L、特殊土器片が表採されていた

地点であり、早くから注目さ れた場所では

ある。

1. 墳丘 （第212図）

墳丘は表土除去後に南辺を除く石列が現

れたため明らかとなったものである。東西

南北にサプトレンチを入れたところ、南半

部分から南側にかけて後世の造成土が認め

られ、南辺の石列も確認した。造成

~ \, ~ 

゜-'  

~ 
l_m 
D 

¢只以1198m

土は42号項墓一帯に統く土塁状を呈

するものて別章で説明する。造成土

と本来の堆積土を除去していくと、

極めて保存状態の良好な墳丘が現れ

た。石列は北辺と西辺の一部を欠く

が大半は残存しており、 墳頂部は南

戸b~

戸三匂 0

Q 

幻゚~~巴:'"'・

I 

。しヤ辰知。~辺図。e
0 

□゚ e 

5m ． 

°知:,.,~
L:119.Sm 

o O  a 

尺迂玉国ご広0。 ヽ贔~,IC区う四
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L:119.5m 

虹蕊翠舜翠po名戸匁ミ cぐ

第218図 41号墳墓石列
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第W章第IO節 41号墳墓

北長が約8.0m、東西長は北辺で推

定9.4m、南辺て約5.7mを測る平面

台形状を呈する。墳端はあまり意識

された様子はなく、 墳丘盛土を採土

すると同時に形成された程度である。

また囮示していないが、墳丘南側に

浅い周溝が廻っており、西側およぴ

東側のテラス部分と同様、転石や土

器がまとまって出土している。北側

については北東コーナーに浅い溝が

認められているが、 40号墳墓との境

には明瞭な溝はなく、また石列も存

在しないことから、厳密にいえば、

40号墳墓に連続する可能性も否定で

きない。石列は甚本的には他と同様

な構造をもつが、部分的にかなり扁

平な大型の板石を使用している（第

218図）。

2. 埋葬施骰 （第220図）

埋葬施設としては、木棺を安置し

たと考えられる墓浪 9基を検出でき

た。墓城主軸は東西方向にとるもの

2甚、南北方向にとるもの 7基で、

整然とした配置を示す。

第 1主体部 （第220図ー 1) 第 2

主体部に平行し、長さ 283cm、幅

134cmを測る墓城で、内部に不明瞭

ながら、長さ 200cm、幅57cm前後の

"' 
木棺痕跡を検出した。木棺は東側の

小口板が 2枚存在した形跡が高、めら

れるが、確定はできなかった。墓凛

上面から供献土器と伴に大型の石が
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検出されたが、棺内からは枕石や

副葬品は検出できなかった。

第 2主体部 （第220図ー 2) 第

1主体部の東側に位置し、第 5主

体部によって西端部を切られてる。

墓城は残存長255cm、幅145cmを測

り、内部より長さ 192cm、幅50cm

前後を測る木棺痕跡を検出した。

棺内東端に枕石が認められたが、

副葬品は存在しなかった。木棺は

北側に多量の、南側に少量の石が

詰められており、側板で小口板を

挟むタイプと考えられる。また、

第 1主体部と同様、墓城上面に長

さ40cmの石が直立した状態で出土

した。

第 3主体部 （第220図ー 3) 墳

丘北西部で検出された墓城で、主

軸を南北方刷にとる。検出面で長

さ285cm、幅は推定173cmを測り、

内部より長さ 190cm、幅56cm前後

を測る木棺痕跡を検出した。内部

には枕石が南北に 1対ずつあると

考えられるが、転石との識別がや

や困難であった。供献土器が多く

出土している。

第 4主体部 （第220図ー 4) 第

3主体部を切り、第 5主体部に

よって切られている。墓猥は南北

方向に主軸 をとり、長さ 265cm、

幅132cmを測る。内部より長さ

170cm、幅57cm前後の木棺痕跡を

第W章第IO節 41号墳墓

ー:!~,ーニ＼
> ＼ 

D IOca 
，．．一,~.. -~ 

第221図 41号墳墓第 1主体部出土遺物
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第¥lf;t第10節 41号墳墓

検出した。枕石、副葬品はまったく認められず、供献土器が少羞出土したのみてある。

第 5主体部 （第220図ー 5) 第2、第 4主体部の間に位置し、両主体部を切り込んで掘られ

ている。墓堀は長さ222cm、幅85cmを測り、北半部で幅47cm前後を測る木棺痕跡を検出した。

第6主体部 （第220図ー 6) 墳丘中央部て検出された小型の墓城て、サプトレンチでは明瞭

に認められたが、平面的には北辺の一部が検出できただけである。図上では長さ 145cm、幅

65cmで復元しているが、小型である点を除いて、明確な規模は不明てある。床面より鉄鏃 l点

が出土したほか、サプトレンチを掘り込んだ際にこの主体部に伴うと推定される鉄鏃がもう l

点出土している。

第 7-9主体部 （第212圏） 墳丘南半部で検出した墓城で、 3甚とも主軸を酎北にもち、平

行して並んでいる。明確な痕跡は検出できなかったが、内部に木棺があったものと考えられ、

第9主体部は北側に枕石を 1対もつ。

3. 遺物 （第221・222・223図）

墓堀上や墳裾部より多くの土器が出土したほか、副葬品として鉄器が 2点認められた。第 1

主体部からは、いわゆる特殊土器と呼ばれる朱塗りの壷と器台等（第221図）が出土している。

1はD縁部、頸部、胴部とも接合できないが、 4本 1単位のクシ描き沈線が認められることか

ら、同一個体として図上復元したものである。口縁部内面及び外面は朱検りであるが、頸部か

ら口縁部に至る部分はヘラケズリによって朱を失っている。 3は1とセットになると考えられ

る器台であり、外面は朱塗りである。 2の口縁部は東墳裾より出土したものであるが、外面の

平行沈線が3と同じ 8-9本と 1単位としているため、3と同一個体の可能性が強いと判断し

たものである。内外面はとも朱が残っている。 1-3はいわゆる特殊土器と同様の胎土をもち、

特殊土器の中では小型の部類に属す。第222図の 1-8は第 3主体部に伴うもので、原形を留

めるものはない。 1は内外面とも朱ぬり、 2はロ

縁外面にクシ描沈線を施す。 7と8は同一個体と

推定され、朱塗りで、胎土は特殊土器と同じであ

る。 9-11は第 4主体、 12は第 2主体に伴うもの

で、小片である。 13-19は墳裾より出土したもの

で、風化著しい。 13は朱塗りで特殊士器と同じ胎

土をもつ。鉄器（第223図）は第 6主体部に伴う

もので、 1は床面から、 2はトレンチによって出

土した。 1は全長IO.San、身部長6.9an、身部幅

l.7an、重さ 14.4gを測る。 2は刃部先端を欠く。

身部幅I.Ban、茎長2.5anを測る。 （椿） 第223図 41号墳墓第 6主体部出土鉄器
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第W章第11節 42号墳墓

42号墳墓は 4区南端の痩尾根上に位置し、後述する土塁状遺構によって埋没していた墳墓で

ある。調査前の状況でも墳墓の存在を想定できる地形ではなく、表土除去とトレンチによって

石列を検出して認識できたものてある。しかし、この土塁状の盛土によって、下方の墳墓はか

なり良好に遺存しており、多くの成果を得ることができた。

1. 墳丘 （第224図）

土塁状の造成土を除去した後、新めて墳丘検出を実施したところ、数本の古道によって破損

はしているが、石列を伴なう長大な墳墓が出現した。全長約21.5mを測るこの墳墓は数度の増

改築によって形成されたもので、築造当初は、第 1-3主体部の存在する北端部分のみが墳丘

である（一次墳丘）。この時点での墳頂部の規模は、南北長約7.3m、東西長約6.8mを測る。

墳丘は東•西側がテラスによって、北側はプリッジを残す溝によって画されており、南側も土

層観察と一部平面において、溝が廻っていたことが判明している。また東辺を走る古道検出時

に1B表土上面が一部焼土化していたが、この墳丘に伴うものかどうか確定できない。

最初の増築は、土層観察から第 6主体部の南側付近まで行なわれていると推定される。第 5

主体部はこの増築の際に平行して造られた可能性が強く、増築部のほぼ中央部に位置する。こ

の段階での墳丘（二次墳丘）は、頂部で南北長14.5mに達していたものと推定される。石列は

一次墳丘の南辺部の大半を除去しており、再利用しているものと考えたい。西・東側の石列は

第6主体部の南側まで伸ぴており、そこでやや屈曲している。この変換点が二次墳丘と三次墳

丘の境界と考えられる。ここで問題となるのは、第 4主体部とその東側の石列の関係である。

この主体部は出土した土器が新相を呈しており、石列も第 5、 6主体部の東側のものと方刷が

わずかにずれている。つまり、第 5・6主体部の墳丘と一次墳丘は当初分離しており、後に間

を埋める形て第 4主体部用の墳丘が築かれた可能性が指摘できるのである。ここでは、土層観

察を重視しておくが、特に石列のずれは気になるところである。いずれにせよ、第 4主体部は

二次墳丘増築後のものであることはまちがいない。 2回目の増築は、さらに南へ拡張すること

によってなされており、この段階て墳丘（三次墳丘）は南北長20mに達する。石列はほぽ完存

しており、特に内辺は 4段積みの部分も残っている。またコーナ一部分は大型の石材を使用し

ており、特徴的である。主体部は木棺と土器棺の 2基が検出された。最後の増築は、三次墳丘

の南側に一段低いテラス状の段を付設する形て行なわれているc 石列は一段のみ残っており、

一見すると南辺のみ二段築成しているようにもとれる。しかし、内部より枕石と考えられる石

が存在することや、上段と見られる石列の基底石材が下段のものと同レベルである点を重視し

て、新たに付設したものと理解しておきたい。なお、一次墳丘の第 3主体部西側に浅い溝が認

められたが、明らかに墳丘盛土を施す以前のもので、これに平行する西側石列の構築に関わる

遺構と考えることもできる。
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みそのお遺跡

2. 埋葬施設

不明確なものを含めて10基の主体部が検出されている。築造当初の一次墳丘からは 3基の木

棺が、その後二次墳丘形成後に 3基の木棺を、三次墳丘形成後に木棺 l某と壷棺 1甚が追加さ

れ、最後に 2基の埋葬施設状のテラスを付設して埋葬を終rしている。大半の主体部から供献

土器や副葬品を出土しており、同一墳丘内で主体部の変遷が復元できる良好な資料である。

第 1主体部 （第227図） 一次項丘中央部に位開し、主軸は東西方向にとる。検出面で、長さ

301cm、幅144cmを測り、床面l打上で組合せ式の箱形木棺の痕跡を検出した。規模は側板の長さ

が215cm前後、小口板は東側で62an、西側て65anを、棺内法を示す小口板の距罹は185anを測り、

組合せは両,]ヽロ板を側板が挟むタイプである。また床板も粘土に転化した状態で検出されてお

り、小口板より外方へ伸ぴていないことから、小口板と側板に挟まれていたものと推定される。

土層観察から棺局は35an以上あったものと推定され、筵凛上面の供献土器の下方25cm以上の位

置に蓋が存在したものと考えられる。棺

内床面から 2組の枕石が検出され、東側

のものには赤色頗科が付着していた。 ま

た、原位置は不明であるが、棺底の粘土

中より管玉が 1点出土している。墓漿J:.

面からは、木棺崩壊時に落ち込んだ状態

で、多数の供献土器が検出された。ほと

んどは原形を留めていないが、大型の壷

口縁部はすべて下向きになっており、注 15 

意された。

第 1主体部出土遺物 （第228・229図）

出土土器のうち図化できたのは16点で

ある。 1は碩口壷で、口縁はもう少し広

がる可能性があり、口縁端、及ぴ体部下

半は風化している。 2は脚付杯直D壷で、

口縁部の長さは推定である。 3は小片が

1点のみ認められ、器台口縁と考えられ

る。 4は甕て体部片もあるが、復元はで

きず、口径も推定である。 5は鼓形を呈

する器台て、 脚内面以外は朱塗りである。

脚裾部は内外面ともナデ仕上げである。

-119.7●)．暗灰黄褐色土

（土器、地山塊含）
2. 灰黄褐色土

（地山塊多含）
3. 灰黄褐色土

I地山塊少含）
4. 灰黄褐色土
5. 暗灰色砂質土
6. 黄桃色粘土
7. 地山塊土

|
／
↑
 

ー

ー

，

I
R
u

·• 
ヽ｀^
 

0 Im 
''''''. - ---, 

第227図 42号墳墓第 1主体部
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第珊章第11節 42号墳墓

6の高杯は口縁部以外は風化しており、調整不明である。 7の高杯は、脚内面以外が朱塗りで、

脚部と杯部は風化のため接合できないが、図示したものより短脚にはならない。 s-10はいず

れも高杯と考えられるもので、 8は焼成後に施こされた可能性のある小孔が認められる。 12は

7と同様の胎土をもち朱塗りである。以上の小形土器は大半が黄ー赤褐色系の色調を呈し、精

良な粘土を使用しているが、 4と6は灰褐色系の色調で、胎土に砂粒を多く含む。 13-16は焼

成前に朱が塗られ、 14-16はいわゆる特殊土器と同様の胎土をもっており、断面は褐色系の色

調を呈している。 13は口縁外面に11本以上を単位とするクシ描き沈線をもち、体部下半はケズ

リ後、ナデ調整を施している。朱は外面と、口縁～頸部内面に認められる。 14は口縁部外面に

6本以上を単位とするクシを描き沈線を廻らし、頸部も粗密があるが同様の沈線が施されてい

る。口縁下半～頸部内面はかなり風化している。 15も7

本を単位とするクシ描き沈線が施されており、口縁下半

～頸部の内面はヘラケズリされている。朱は外面及び口

縁内面に認められ、口縁下半はヘラケズリによって失わ

れているようである。 16は口縁部と頸部の外面に 9本以

上を単位とするクシ描き沈線が廻り、朱は外面と口縁部

内面に認められるが、内面下方は風化によって確認でき

ない。胴部は接合せず、 14、15のものの可能性もある。

13-16の壷は体部片も多く出土しているが、細片がほと

んどであり、復元はできなかったものである。特殊壷に

通状みられる胴部の突帯は全く認められず、明確な底部

片も13を除き出士していない。

副葬品と考えられる管歪（第229図）は、長さ10mm、

径2.5mmを測る細身のもので、緑色凝灰岩製と考えられる。

第2主体部（第230図） 第 1主体部の北側にこれと平

行して造られたもので、第 1主体部を一部切り込んでい

ー 119.6m

｀ 

。
lm 

る。墓城は検出面で長さ260cm、幅90cmを測り、床面直

上で木棺痕跡の一部を検出した。痕跡は木棺の西側小口
第230図 42号墳墓第 2主体部

部分のラインが認められたのみで、棺材が転化した粘土

層は検出できなかった。図示した木棺痕跡は、このライ

ンと、枕石の位置、さらに北側の側板を押さえていたと

考えられる石材の位置から復元したものであり、これが

正しいとすれば、長さ180cm前後、幅55cm前後を測るも

-229-

゜
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第231図 42号墳墓第 2主体部

出土遺物



みそのお遺跡

のと推定される。枕石は 2対認められ、西

側のものに赤色顔科が付着していた。

第 2主体部出土遺物（第231図） 墓城上

面より高杯が 1点出土している。杯部下半

のみで、胎土は精撰されたもので細砂を含

み、色調は赤褐色を呈す。副葬品は認めら

れなかった。

第 3主体部（第232図） 第 1主体部の南

側でこれと平行して掘り込まれた墓城で、

検出面での規模は、長さ267cm、幅117cmを

測る。内部で検出された木棺痕跡は、北側

の側板が長さ228cm、小口板は西側で長さ

60cm.、東側で63cm前後を測る。小口間距離

は186cmを測り、棺外法を示すと考えられ

る。構造的には第 1主体部の木棺と同一で

あろう。枕石は両小口付近で側板寄りに 2

対認められ、東頭部付近の床面に赤色顔料

が検出された。棺内副葬品として、鉄器 2

点と管玉 1点が出土している。墓城上から

-119.Sm 

I. 灰黄褐色土（地山塊多含）

2. 3と4の混土

3. 暗灰褐色土

4. 黄桃色粘土

5. 明黄褐色土（地山塊多含）

。
Im 

第232図 42号墳墓第 3主体部
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第233図 42号墳墓第3主体部出土遺物
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第渭章第11節 42号墳墓

供献土器は出土していない。

第 3主体部出土遺物（第233図） 1は

鉄剣で中央部で切断され、一部重なった状

態で出土したものである。鞘も同時に分断

していることから、人為的に切断したもの

--冒’‘‘ダI呵 s 

と考えているが、検討が必要であろう。復

元すると、全長15.7cm、刃部長12.3cm、同

幅2.8cm、同厚さ0.2cmを測り、鞘と柄の木

質が残り、目釘らしきものも認められる。

重さ36.4gを計る。 2は刀子で先端を欠き、

残存長7.lcm、厚さ0.2cmを測る。関部から

茎部にかけて皮状の付着物が認められ、関

部の形態は不明である。重さ12.5gを計る。

管玉は緑色凝灰岩製で、長さ 12.5mm、径 U) 
3.5mmを測る。

第 4主体部（第234図） 拡張部分で検出

した墓城で、主軸は他と異り、南北方向に
1111 

1. 暗灰黄褐色土（遺物・地山塊多含）

2. 灰黄褐色士（地山塊多含）

3. （土器片含）

4. 暗灰色砂質土

5. 黄桃色粘士

6. 地山塊士

第234図 42号墳墓第 4主体部

。
5cm 

。
10cm 

ー. - _J  

第235図 42号墳墓第 4主体部出土遺物
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とる。規模は検出面で、長さ284cm.、幅130cm

を測り、やや不整な長方形を呈している。内

部より検出された棺痕跡は、西側の側板がや

や不明確であったことから、幅の狭いものと

してとらえていたが（図参照）、断面観察と、

底板の粘土層の広がりから、約10cm拡幅する

可能性が強い。規模は、東側側板が長さ

212cm、小口間距離は179cm.を測り、棺の幅は

中央部で55cm、高さは35cm前後を測るものと

推定される。枕石は北側に 2対、南側に 1対

認められる。北側枕石の東側より赤色顔料が

検出されている。墓城上から供献土器が少数

-1•
———

-|-1 

.. -_-

••••• 

口

=-- '----... "一"" . -
ー 119.5m

co 1~@ 

ふこふ、啄

下図

1. 暗灰黄褐色土（土器、地山塊多含）

2. （地山塊多含）

3. 黄桃色粘土

4. 地山塊土

第236図 42号墳墓第 5主体部

I 
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-~ 
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第237図 42号墳墓第 5主体部出土鉄器及び出土状況
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第W章第11節 42号墳墓

出土したほか、墓城中央部で床面より約45cmの埋土中から

鉄鏃 l点が、東よりでほぽ同じレベルから鉄器片を検出し

た。棺内副葬品は認められない。

第 4主体部出土遺物（第235図） 土器はいずれも高杯

であるが、 4については本主体部の兵東の墳裾部から出土

しており、他と同一形態をもつことからも、この主体部に

本来伴っていたものと推定されるものである。 1の杯部片

は砂粒を多く含み、桃白色を呈するもので、朱塗りであっ

た可能性がある。 2-3はやや長めの脚柱部で、白～黄褐

色系の色調を呈し、精撰された胎土をもち、砂粒はほとん

~~ 
1 

~{\l 
~i~ 

。
10cm 

第238図 42号墳墓第 5主体部

出土遺物

ど含まない。 2は朱塗りの可能性がある。鉄器 1は完形の鉄鏃で、全長6.1cmを測る小型で肉

厚のものである。身部は柳葉形を呈し、断面は菱形で縞が認められる。身部長4.1cm、厚さ

0.7cmを測る。茎部は断面円形を呈し、径0.4cmを測り、柄の木質とこれを巻く樹皮状のものが

残る。重さは10.3gを計り、遺存状況は極めて良い。 2は両端を欠損する板状の鉄器で、錐の

柄部と考えられるものである。残存長9.5cm、幅0.8cm、厚さ0.3cmを測り、 5号墳墓第 1主体

部の出土品に似ている。

第 5主体部（第236図） 二次墳丘の増築部中央に位置し、主軸は東西方向にとる。検出当初

はやや幅の狭い墓壊としてとらえていたが、平面形が不明瞭であったため、サプトレンチに

よって確認したところ、下方で明瞭な墓堀ラインを検出し、上面で検出した平面形は埋土 (1

層）の陥没した跡と推定され~.:。これらの状況からこの主体部は二次墳Ji形成時に同時に造ら

れているものと判断した。下方で検出した墓堀は、長さ 271cm、幅172cm を測り、南• 北側壁は

ゆるやかな立ち上がりをみせる。木棺痕跡は、長さ173cm、幅は東側で51cm、西側で47cmを測

る。側板はやや外方へ伸びているが、端部は明確でない。組合せは他と同様のものと考えられ

る。枕石は東側に 2対、西側に 1対認められ、それぞれ赤色顔料が検出されている。副葬品は

棺南東隅に鉄器が集中して出士している（第237図）。また墓猥上埋土中より、供献品と考えら

れる土器が少数出土している。

第 5主体部出土遣物（第237・238回） 供献土器（第238図）は 3点認められ、いずれも風化

した小片である。 1 は高杯杯部で、内外面ともヘラミガキをわずかに残す。 2• 3は高杯脚部

で風化著しい。いずれも精撰された胎土をもち、白～赤褐色を呈すが、 1・3については、朱

塗りの可能性がある。鉄器（第237図）は 4点出土しており、いずれも良好に遺存していた。

1は小型の剣、あるいは槍先と考えられるもので、中程から、明らかに人為的に曲げられた状

態で出士した。復元全長約16.5cm、身部は長さ13.5cm、幅2.5cm、厚さ4.5cmを測る。茎部は関
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部から除々に細くなっており端部で幅

1.3cm、厚さ0.25cmを測り、木質がわず

かに残る。重さは51.7gを計る。 2は全

長9.5cm、重さ 24.2gを計る鉄鏃で、身

部は柳葉形を呈し、長さ6.8cm、幅2.6cm、

厚さ 0.3cmを測る扁平なものである。茎

部は断面方形を呈すものと推定され、木

質や樹皮状のものを残す。 3は破片であ

り、残存長3.9cm.、幅0.7cm.、厚さ0.2cm

を測る。鈍の柄部と推定される。 4は、

全長11.6cm、重さ21gを計る鉄鏃で、身

部はやや先端の広がる柳葉形を呈し、長

さ7.8cm、幅2.7cm、厚さ 0.3cmを測る。

茎部は断面方形を呈し、木質を残す。鉄

器はいずれも遺存状態が良好である。

第 6主体部（第239図） 第 5主体部に

近接、平行して掘り込まれたもので、墓

堀自体は重なっていないが、第 5主体部

構築後に掘りこまれていることが、土層

関係より判明している。墓城は検出面で

長さ286cm、幅148cm.を測り、平面形は長

楕円に近い。内部より木棺痕跡と、その

中央上方に標石と考えられる大型の石を

検出した。棺痕跡は、南側側板が長さ

234cm、小口板は東側で68cm前後、西側

で56cm前後を測り、側板の砥さは土層断

面より30cm以上あったものと推定される。

棺内から東側に 2対、西側に 1対の枕石

が検出され、東側はそれぞれ赤色顔料が

検出されている。墓城上の埋土中から土

器少数と、鉄器 1点が出土したのみで、

棺内に副葬品は存在しなかった。

八
3

゜し―,__,―,___. •• .we,.-, -1m 

1. 暗灰黄褐色土 4. 暗黄灰色砂質土

（遺物，地山塊多含） 5. 黄桃色粘土

2. 灰黄褐色土 6. 地山塊土

（地山塊少含）

3. 地山塊土

第239図 42号墳墓第 6主体部
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第240図 42号墳墓第 6主体部出土遺物
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-119.Bm 

／ー し二八ミ、

管
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〗〗—!42図 ~:: 出土遺物

＼ 1. 暗灰黄色上（土器・地山塊含）

2. 暗灰黄色土（士器少、地山塊多含）

3. 灰黄掲色士（地山塊多含）

4. 灰黄褐色土

5. 暗灰色砂質土（地山塊少含）

6. 黄桃色粘土

3
 

7. 地山塊土
〇
• Im 

第241図 42号墳墓第 7主体部

第 6主体部出土遺物（第240図） 供

献土器はいずれも小片のみで図化でき

なかった壷口縁部片とこれと別個体と

考えられる壷頸部片が 1点ずつ認めら

れる。 1は壷の口縁～頸部片で、風化

している。白黄色を呈し、細砂を多く

含む。 2の高杯脚部は、精撰された粘

土で、砂粒をほとんど含まない。全体

に風化している。鉄鏃は土器群に混入

.!!Jtm した状態で出土しており、茎と逆刺の

第243図 42号墳墓第 8主体部 端部は欠損している。残存長2.2cm、

身部は幅2.8cm、厚さ0.25cm、重さ4.1
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gを計り、茎部は幅0.5cm、厚さ0.4cmで断面は方形に近い。

第 7主体部（第241図） 三次墳丘形成後に掘り込まれたと考えられるもので、墓城主軸は東

西方向にとる。墓城は検出面で長さ303cm、幅140cmを測り、床面近くで木棺痕跡を検出できた。

側板は北側で233cm、南側で206cmを、小口板は東側で55cm前後、西側で47cm前後を測り、側板

の高さは土層観察より、床面より 40cm前後と推定される。組合せは他の主体部と同じで、側板

が小口板をさむタイプで、底板は小口板より外方へは伸ぴていない。棺内からは枕石が 2対と、

その周辺にそれぞれ赤色顔料が散布していた。墓城上面より、多数の20cm以下の小石と土器が

少数出土したほ

か、棺内より管

玉が 1点検出さ

れたが、取りJ:.

げ時に破損し、

復元不可能と

なってしまった。

原寸の出土状況

図から略測すれ

ば、長さ 9mm、
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42号墳墓第 8主体部土器棺（蓋）
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第珊章第11節 42号墳墓

径 3mm強で、緑色凝灰岩製である。

第7主体部出土遺物（第242図） 供献土器は 3点認められた。 1は小型の壷肩部と考えられるもの

で、風化しているが、外面に朱塗りの部分が認められる。 2・3は同様の形態で、いずれも赤褐色

を呈し、砂粒をほとんど含まない精撰された胎土をもつ。 3の脚内面は風化著しい。

第8主体部（第243・244図） 当墳墓唯一の土器棺で、墓城は下端でようやく検出された。身は胴

部最大径が65cmを測る大型の壷を利用したもので、肩部以上と底部を欠いたドーナツ状の体部の片

側をさらに打欠いて揺りかご状に横置きしていた（図版53-1)。外面はハケメ後ミガキ、内面はヘ

ラケズリ後ハケメ調整を施こされており、胎士は砂粒を多く含み、褐色を呈している。蓋は壷（第

244図） 1個体を打ち欠いて、その破片で身を覆う形態のものであった。壷は頸部以外は完存してい

るが、風化のため調整は不明瞭である。色調は黄色～灰白色を呈し、胎土には粗砂を多く含む。

第9・10主体部墳丘南端に付設されたテラス状の部分で、木棺痕跡を検出できなかったが、仕切

り状の石や、枕石と推定されるものもあり、埋葬施設の可能性が強いと考えられるものである。し

かし、流出部分があるとはいえ、棺、あるいは遺体を納めるにはやや高さが低く、別の機能を果た

していたことも検討する必要があるだろう。

その他の遺物（第245図） 1は第 6・7主体部間の東墳裾出土品で、口縁外面に 7、 8条の

クシ描沈線が認められる。 2は古道内から出士したもので、体部小片も多数ある。 3・4は南

裾部出土品で、 43号墳墓かち転落した可能性もある。鉄器は墳丘上の土塁状遺構の盛土内から

出土したもので、鉄斧片と考えられる。 43号墳墓第 1主体部出土品に類似する。 （椿）

’ 
、,,

多； ’’ ．， 
多 ・

-—•一―:_一→,:,:; 
"一--=-— 

2 
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4
 

I 

。一 5cm 

。
10cm 

第245図 42号墳墓その他の出土遺物
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第圃章 5区の調査

第 1節調査の概要

5区の造構は、 4区の南、 6区の北に位置する。標高120m-130m付近の尾根筋にあたり、

地形は南に向かってかなり急に高くなっていく北向きの斜面である。尾根の東西の斜面はさら

に急峻な崖状を呈している。

調査前において、ややふくらみを持つ箇所や石列と思われる石材の一部が露出している所が

認められたため、墳墓の存在を想定することは比較的容易であった。そこで、それぞれの墳頂

と思われる地点に基準点を設定し、そこからほぽ東西・南北に十字の基準線を設け、土層の状

況に留意しながら表士除去と掘り下げを実施した。

その結果、いく筋もの古道によって墳丘が切断されたり、墳丘盛土の流出によって旧状を留

G
 

゜
- ! 

4(1m 

第246図 5区調査前地形図
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第圃章第 1節調査の概要

めない部分があるものの、当初予想した箇所で 4基の墳墓の存在が明らかとなった。すなわち、

4区の42号墳墓の南約10mで43号墳墓を確認し、その西方に隣接して44号墳墓を、さらにその

南側にあたる上段で45号墳墓を、そして、その上段からは46号墳墓をそれぞれ検出した。 46号

墳墓から南に15m程斜面を上ると 6区の47号墳墓に至る。

検出された各墳墓はいずれも背後の尾根を溝状に掘削し、その土を北前方へ盛り上げること

によって墳丘築成がなされている。墳丘には石列が配されていたと思われ、 43、44、45号墳墓

からその一部が検出された。

それぞれの墳墓には各 3-7基の主体部が認められ、総数にして18の墓壊を検出した。その

うち、主軸が尾根筋と同一方向のものが13、尾根筋と直交するものが 5である。墳丘中央に位

置する主体部の主軸は尾根筋と同一方向のものが目立つ。主体部には木棺の痕跡が確認できた

ものや枕石が配されてい

B
 

c
 

D
 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

” 

•CD 
るものが認められた。ま

た排水施設かとも考えら

れる石敷と付属溝を検出

した主体部もある。

墳丘や主体部などから

土器、鉄器、玉などの遺

物が出土した。しかし、

その鍼は少なく、遺存状

態も概して良くない。

ところで、 46号墳墓の

東方からは土堀を 3基検

出した。いずれも遺物を

伴わないもので、墳墓と

の関係は不明である。こ

の土堀については第n
章で述べる。 （吉久）
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第 2節 43号墳墓

1 . 墳丘（第248図）

墳丘は南北に走る古道に切断され、また盛土の流出もあって旧状を留めていない部分が多い。

A-BおよびC-Dの基準線における士層の状況と、次第に姿を現わしてきた石列の方向に留

意しながら墳丘検出をした。そ．の結果、南側斜面を東西に溝状に掘削して墳丘南辺とし、その

排土を盛土として使用していることが観察された。また石列は 3か所で L字状に検出それ、方

形を呈するものと想定された。石列間の距離は、東西 6m弱、南北約7.5mを測る。

ところが、第 6・7主体部が西方で検出されたため、改ためて石列に注目すると、第 5主体

第248図 43号墳墓全体図
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みそのお遺跡

2. 埋葬施設

第 1主体部（第250図）

第 1主体部は、尾根の方向、すなわち南北に主軸を向けている。長さ264cm、幅126cmを測る。

1. 暗灰黄褐色土 2. 灰色粘土

（プロック僅少） （赤色顔科を含む）
3. 灰黄褐色士 4. 灰黄褐色土

・（地山プロック多含） （地山プロック僅少）
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43号墳墓検出遺構 (1)
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1. 暗灰黄褐色士

2. 灰黄褐色粘士

3. 灰黄褐色土（地山プロック多含）

4. 灰黄褐色土（地山プロック少含）

――122.lm 

蒋
I 

6 

第251図 43号墳墓検出遺構 (2}

lm 

墓壊はやや内傾気味に掘り込まれ、床面は平坦である。棺痕跡が長さ 193cm、幅68cm、厚さ

2 cmの粘土と化して認められた。棺痕跡の北端には枕石と思われる 2個の配石があり、その南

側に赤色顔料の集中が 2か所確認された。その付近で玉 5点が粘土に食い込んで出土し、枕石

北側の棺外と思われる地点で鉄斧が出土した。なお主体部直上より土器 (1) が出土した。

第 2·3• 4・5・7主体部（第250・251図）

第2・3・5・7主体部は、尾根と同一方向の南北に主軸をとるが、第 4主体部の主軸は東

西である。墓城はいずれも 160cm以下、幅も65cm以下で小さい。棺痕跡は認められず、第 2. 

7主体部は木棺を安置しない可能性もある。第 3主体部には枕石および側板を固定する石と思

われる配石が看取される。遺物はどの主体部も皆無であった。

第6主体部（第251図）

尾根と同一方向に主軸を向けて検出した。北端を古道に切られているため長さは不明。幅は

113cmを測る。木棺の痕跡が残り幅70cmである。枕石と思われる配石 2個が墓堀南側に認めら

れる。その南に小口板を固定するためと考えられる配石があるが、棺痕跡の上に乗っているこ

とから、その北と南に小口板が 2枚あった可能性がある。床面で凝灰岩製の管玉細片が出土。

-243-



みそのお遺跡

尺ーIヽ’
 ，
 11¥ 

A
Hりに

2

ー
ー

r
、,＇＼

/、,

三―/

ぃ□，J
 

~ID 

rl¥-1 

Jfs 

10cm 
- ---=! 

第252図 43号墳墓出土遺物 (1)

-244 -



第圃章第 2節 43号墳墓

3. 遺物

土器（第252図）

1は第 1主体部の直上から出土した小形器台の小片

である。風化著しく調整は不明。灰黄褐色を呈する。

水漉し粘土を使用しているようである。 2・3は墳丘

南側の溝内から出土した小形の壺である。どちらも口

縁部と底部を欠き、また風化が激しく調整ははっきり

しない。前者は 4mm以下の砂粒を多く含み灰黄褐色を

呈するが、後者は砂粒僅少で水漉し粘土使用と思われ

白赤褐色をしている。 4の壺も南の溝から出土した。

内面のヘラケズリは明瞭だが、外面の調整は判然とし

ない。砂粒を多く含み、色調は灰黄ー白褐色である。

5・6は南側の溝内出土の甕で、口縁端部が肥厚する

もの (5) と丸くおさまるもの (6) とである。とも

に褐色系統の色調であるが、 6には丹途りの可能性が

ある。 7は小形器台の脚部で、南の溝内から出土した。

微砂粒を少量含む水漉し粘土を使用している。調整は

不明。色調は白黄褐色。 8"-i12は高杯で、 8. 9 . 12 

は南の溝から、 10・-11は西側古道および北西墳裾から

それぞれ出土した。高杯には、やや長脚のもの (8-

~~ 
゜

5cm 

◎ R f匁込¥ ,_, I 
... 一ノ

3
 

F
 

r
1
9
-

、,＇

2 0 一1cm 

第253図 43号墳墓出土遺物 (2)

10) と短脚のもの (11・12)が認められる。 9の脚部には円孔透しがあり、表面には丹塗り痕

跡が残る。 9-12は水漉し粘土を使用。色調は全体的に褐色を帯びている。 13は南側の溝から

出土した手あぶり形土器の体部である。外面にはヘラ描きによる斜格子文が見られる。黄白褐

色を呈するが、断面の芯は黒色化している。また黒斑が底端部に認められる。 2'mm以下の砂粒

を多く含んだ胎土であるが、水漉し粘土の可能性もある。他に高杯、甕の細片がある。

鉄器（第253図）

第 1 主体部の棺外から出土した鉄斧で、• 長さ 9.3c~、刃幅5.7cm、刃厚0.7cm、袋部の幅 5 cm 

を測る。重量は150.34 gである。

玉（第253図）

いずれも第 1主体部出土。 1は濃緑色を呈する碧玉製管玉で径 6mm、長さ14mm。 2は凝灰岩

製の管玉で明緑白色を呈し径5.25mm、長さ 12mm。3はガラス小玉片で透明の青色をしている。

図化不能の玉 4・5はともにガラス小玉細片で不透明水色を呈する。 （吉久）
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みそのお遺跡

第 3節 44号墳墓

1 • 墳丘（第254図）

43号墳墓の西方に位置している。 A-BおよぴC-Dの基準線に基づく土層観察や掘り下げ

により、墳丘は、南側斜面を掘削しながら、その土を北側に盛り上げることによって築成され

ていることが窺われた。

墳形は、石列が墳丘北端に東西方向に走る形で残存していたことや、等高線の形状が概ね方

形と考えられることから、 1辺10m弱の方形を呈するものと思われる。東辺、西辺にあたる部

分には石列は残存していなかったが、崩落した可能性があり、東辺側の古道には転石が認めら

れた。

墳丘掘り下げにより、第 1・2主体部をほぽ中央で検出し、さらにその南側で第 3-5主体

部を検出した。

墳丘掘り下げ中に第 1主体部の直上から高杯 (1・2)が出土した。

/ I / 

h 
・. 『¥

第254図 44号墳墓全体図
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第圃章第 3節 44号墳墓

2. 埋葬施設

第 1主体部（第256図）

第 1主体部は、墳丘のほぽ中央で、尾根と同一の南北方向に主軸を向けて検出された。墓堀

の長さ294cm、幅104cmを測る。掘り込みは、やや内傾しており、南東部分に段が認められる。

床面中央部分は、 U字形

に近い凹みを呈している。

土層断面にも同様に分層で

きる士層を確認できること

から、おそらく割竹形の木

棺が埋納されていたと考え

られる。
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みそのお遺跡

墓城の北側には、径約10cm.の石 2個と径 5cm以下の小石 2個が検出された。枕石として使用

されたと考えられる。棺内埋土中から鉄器片 (1)が、床面から玉 1点が出土した。

第 2主体部（第256図）

第 1主体部と並列して、南北に主軸を向けて検出された。墓城は、長さ233cm、幅113cmを測

り、第 1主体部を切っている。土層断面から、 U字形に分層できる棺痕跡を認め、面的にも墓

堀やや東寄りにその痕跡を確認した。割竹形木棺と推定される。枕石と思われる 2個の石を墓

城北側で検出した。その北東埋土中で鉄器片 (2) が出土した。

第 3• 4• 5主体部（第257図）

第 3・4・5主体部は、いずれも尾根と直交、すなわち東西方向に主軸を向け、墳丘南寄り

に並んで検出された。第 3主体部は長さ 139cm、幅51cmを測り、第 4主体部は長さ213cm、幅

58cm、第 5主体部は長さ240cm、幅70cmをそれぞれ測る。墓堀の形状は、長方形というより長

楕円形を呈し、床面は舟底状に近い。第 3主体部には、枕石と思われる小石 2個が配置されて

いた。遺物は、いずれの主体部からも出土していない。

なお、第 4・5主体部は位置的には、いわゆる周溝内埋葬の様相にもとれる。

玉

-122.9m 

.-./ 高杯 1・2 1. 暗灰黄褐色土（地山プロック、土器含）

-, 贔辺會：芯!;:~;:: ;: 悶
4. 灰黄褐色土（地山プロフク多含）

5. 明灰黄褐色士（地山プロック土）

I 

0
0
 

。
m 

第256図 44号墳墓検出遺構 (1)
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第柵章第 3節 44号墳墓

-123.0m 

¥J 

。
lm 

1212m 

｀ 
~1212m 

第257図 44号墳墓検出遺構 (2)

3. 遺物（第258図）

土器 1・2は第 1主体部直上出土の高杯で、 1は外面と杯部の内面にヘラミガキが施され、

杯部外面に 2条の沈線状のラインが認められる。 2の外面はヘラミガキ、内面はハケメである。

ともに、裾部に円孔が穿たれている。 2は外面丹塗りの可能性がある。どちらも水漉し粘土。

鉄器 1は第 1主体部棺内埋土中出土の刀子片と考えられるもので、現存長3.2cm、刃長2.7cm、

同幅1.1cm、同犀さ 1mm強である。重量1.63g。 2は第 2主体部棺内埋土中出土の鉄器片で錐

の茎であろうか。残存長は 2片で5.5cm、最大幅0.7cm、厚さ 3mmを測る。重量は3.06g。

玉 第 1主体部出土で、径3.25mm、長さ15mmを測る緑色凝灰岩製の管玉。色調は明緑灰色。

（吉久）

◎
 

゜し—↓, I I 「
5cm 

゜•—• ,，.....'!, .. ---=-1 
10cm q fem 

第258図 44号墳墓出土遺物
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みそのお遺跡

第 4節 45号墳墓

1 • 墳丘（第259図）

墳丘は、南側斜面を東西に溝状に掘削して墳丘南辺を画する周溝を形成するとともに、その

土を北に盛土して築成されている。墳丘北辺およぴ西辺の一部に石列が残存しており、等高線

の形状も勘案して墳形復元をすると南北約 7m、東西約 8mの方形を呈する。石列は東辺には

確認できなかったが崩落の可能性もある。墳丘中央平坦部で第 1主体部を、その東西で第 2. 

3主体部をそれぞれ検出した。

2. 埋葬施設（第261図）

第 1主体部

墳丘の中央で、尾根筋と同一の南北方向に主軸を向けて検出された。墓城は長さ289cm、幅

107cmを測る。墓城の上端は古道によって削られているようであるが、それでも深さは約60cm

を測り、地山をかなり掘り込んでいる。床面は平坦である。棺痕跡と思われる灰黄色の粘質土

塁

。
lllm 

第259図 45号墳墓全体図
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第珊章第 4節 45号墳墓

が床面に広がっており、長さ 190cm、幅41cmを測る。

およそこの大きさの木棺が置かれていたと推察される。

墓城底西辺に残存する数個の石は、側板を固定するた

めに配されたものであろうか。棺痕跡の短辺両端近く

には、 それぞれ 2個ずつの拳大程度の石が認められる。

おそらく枕石に使用したものと考えられることから、

複数埋葬の可能性が高い。

埋土および床面を精査したが副葬品等の遺物を確認

することはできなかった。
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みそのお遺跡

第 2主体部

第 1主体部の東に南北に主軸を向けて検出された。墓堀は北半を古道に切られて長さは不明、

幅は88cmを測る。断面U字形の土層から割竹形の木棺が置かれていた可能性がある。 1層より

壺片が出土しているが実測不可能である。

第 3主体部

第1主体部の西に南北に主軸を向けて検出された。墓城の長さは不明、幅は49cmを測る。側

板の固定に使用されたと思われる石を認めるが、棺痕跡は確認できなかった。 （吉久）

125.0m 12珈-- • 一

f', 

鷺

1. 灰黄褐色土

（地山プロック多含）

2. 暗黄褐色粘質士

（地山プロック含）

3. 黄褐色粘質土

（地山プロック含）

4. 明黄褐色粘土

124.~ 

疇“
1. 灰黄褐色土（地山プロック多含、士器含）

2. 暗灰黄褐色土（地山プロック多含、土器含）

3. 灰黄色粘質土（地山プロック少含）

4. 灰黄褐色士（地山プロック土）

5. 明黄褐色土（地山プロック士）

6. 灰黄色粘土

゜
lm 

第261図 45号墳墓検出遺構
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第珊章第 4節 45号墳墓

第 5節 46号墳墓

1 . 墳丘（第262図）

46号墳墓は、 45号墳墓の南に隣接している。南北および東西の甚準線を A-B、C-Dとし、

土層観察の畦を残しながら調査した。その結果、墳丘は、その南側を幅約 4m、深さ50cm以上

の東西方向に溝状に掘削して墳丘南端を画するとともに、その土を盛土として使用することに

よって築成されたと考えられる。墳丘東側は古道に切られて旧状を失っており、また石列が検

出されなかったため、墳形は判然としないが、等高線の形状と南側の溝の方向から推定すると、

1辺約10mの方形を呈していたとみるのが自然である。

墳丘のほぽ中央部で第 1主体部を検出し、その東と南で、それぞれ第 2・3主体部を検出し

た。第 1主体部と第 2・3主体部は主軸が直交する位置関係にある。

墳頂部および南側の溝内から少量の土器片が出土した。

第262図
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2 . 埋葬施設

第1主体部（第264図）

第 1主体部は墳頂のほぼ中央に

位置し、尾根と直交、すなわち東

西に主軸を向けている。

墓城は長さ330cm、幅111cmを測

り、掘り込みはやや内傾しながら、

地山以下約30-50cmを測る。

土層観察の結果、断面U字形の

分層が認められ、掘り下げによっ

て、それに見合う状態の棺痕跡を

検出した。棺痕跡の東端には 2枚

の板石が、外方から小石に支えら

れて立ったまま出土し、西端には

数個の石が重って認められた。こ

れらの石によって小口を固定する

割竹形の木棺が置かれていたと推

定される。

棺床には、枕石と思われる 2個

の配石が西側に確認でき、その北

から鉄斧 (1)

、コ

と鉄鏃 (2・3)
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が付着して出土した。また東側小

口近くで鉄器 (4) が出土した。

棺痕跡を除去すると、墓城底全

面にわたって石敷が露見した。長

さ30cm前後、厚さ 10cm前後の扁平

な板を組み合わせ、上面が平坦に

なるように配置され、西方に若干

傾斜している。

ところで、墓城西端から外方に

かけて、人頭大程度の石の連なり

を検出した。石を除去すると、溝
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1. 暗灰黄褐色士

（地山プロック含）

2. 暗灰黄褐色土

（地川プロック多含、土器含）

3. 灰黄褐色粘質士

（粘士多含）

4. 灰黄褐色粘質土

5. 明黄褐色土

（地山プロック土）

。
,lm 

第264図 46号墳募第 1主体部

となっている。溝底のレベルは棺底レベルより 10cm近く低く外方に向かっていることや、石敷

が西方に傾斜していることから、排水施設であった可能性もある。

第2主体部（第265図）

第2主体部は第 1主体部の東側に位置し、尾根と同一の南北に主軸を向けている。検出墓城

は長さ300cm、幅103cm、深さ27cmを測り、掘り込みはやや内傾しながら地山を10-50cm掘り込

んでいる。床面は丸味を帯びた掘方となっており、そこには灰黄色の粘土が 1-2cmの厚さで

認められた。おそらくこの位置に割竹形木棺が置かれていたものと考えられ、土層断面の状況

とも合致する。棺は長さ247cm、幅52cmと推定される。

墓城の南北両端には、それぞれ 5-6個の石が配置されている。ともに棺痕跡の内側に位置

している。小口板を固定するためのものであるとすれば、小口板はさらにその内側にあったの

ではないかと思われる。

床面には枕石と考えられる拳大の石が2個ずつ、南北両側に置かれていた。 2体の埋葬を想

定させるものである。

南側枕石の北側床面からガラス小玉が出土し、墓城北側の石の上から鉄器 (5)が出土した。
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みそのお遺跡

また主体部直上からは土器 (1・2)が出土している。

第 3主体部（第265図）

第 3主体部は第 1主体の南に位置し、尾根と同一の南北に主軸を向けている。墓城は長さ

214cm、幅92cmを測り、地山を25cm掘り込んでいる。掘り込みは内傾しており、床面は丸味を

帯ぴている。墓堀西辺の内側には径20-30cmの石が 5-6個、 また墓堀北東隅にも 2個配置さ

れており、棺板固定を目的としたものと推察されるが、棺形式については明らかでない。枕石

も確認されず、副葬品も皆無であった。

墓城の北西隅から北外方に続く石列が存在するが、性格について断言できる知見を得なかっ

た。あるいは排水施設であったのかもしれない。

3. 遺物

土器（第266図）

1・2は第 2主体部直上の墳頂出土の高杯である。ともに水漉し粘土を使用し、器表面に丹

127.!im 
, • 

~ 
麟上
＼ 

I 
5. 灰黄褐色土（地山プロック士）

6. 暗黄灰褐色土

7. 灰黄褐色―灰褐色土（小礫: プロック少）

第265図 46号墳塞第 2主体部（左）

蕊繁
丁、丁

D
 

Im 

•第 3 主体部（右）
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第珊章第 5節 46号墳墓

塗りの可能性がある。同一個体かどうかは小片のため速断できない。調整不明瞭だがヘラミガ

キを施しているようだ。 3は、南の溝から浮遊状態で出士したもので、器形は確定しえないが

椀か壺の脚部か。 4は甕の口縁小片で口径は不確定。櫛描沈線が微かに残る。南側の溝内から

出土した。これらの土器は褐色系統の色調を呈している。

鉄器（第266図）

1-4は第 1主体部、 5は第 2主体部から出土した。 1の鉄斧は全長8.0cm、刃幅3.65cm、

刃厚0.5-0.Scm、袋部の幅3.4cm X 2. 1cm、同厚0.3-0.4cmを測る。 2の鉄鏃は全長9.9cm、鏃

身幅は2.9cmを測る。 3は鉄鏃の頸部で残存長7.7cm、鏃身幅約3.8cm。これら 3点は付着して

いるため重塁は不明。 4は刀子の茎付近であろう。くの字状に屈曲している。茎幅0.8-l.2cm。

重量5.72 g。 5も刀子か。残存長 4cm、幅 1-l.2cm。木質が付着する。重量3.93g。

玉類（第266図、巻頭図版 3-2) 

第2主体部出土のガラス小玉で径 6mm、長さ4.5mmを測る。色調は不透明水色。 （吉久）
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みそのお遺跡

第1X章 6区の調査

第 1節調査の概要

6区は 5区の南側に続く標高約131-135mの尾根頂部で南北約120m、東西25-35mの範囲

を調査対象とした。尾根地形は急斜面であった 5区に対して、南端の 4号墳墓付近にやや高ま

りが存在するが、全体としてはほぼ水平に近く、頂部面積も広い形状を呈している。墳墓は北

端と南端に約100mの間隔を僅

いて 2基検出され、両者の中間

部に製鉄炉、製鉄窯等が集中し

ているが、これについては、第

H章でC地点として述べる。

調査前の状況では、南端に周

知されていた 4号墳墓の他に、

北端でテラス部や石列の一部が

認められたが、その間には明確

な墳丘状の高まりや石列は存在

しない様に見受けられた。しか

し、自然地形としては不自然な

部分があったことや、他区の状

況から、この部分にも流出した

墳墓が存在するものと推定して

重機による表土除去を行った。

その結果、新しい石列等は認

められなかったが、一部で炭化

物や、焼士を検出したため、尾

根全体を調査することにした，

土層観察用の・トレンチを設定し

て、再度墳墓の有無、焼士の広

がりを観察したところ、製炭窯

を2基確認するに至った。

墳墓は 4号墳墓が調査前から

A-1Dm c
 

。第267図 6区調査前地形図
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第駁章第 1節調査の概要

明瞭な方形を呈していたのに対し、 47号墳墓は石列もわずかに残存しているだけで、墳形や規

模の確認に手間取った。いずれも当墳墓群では大型の墳丘をもち、 7区の墳墓を除けば、一連の

墳墓群の最高所に位置すること A 

から注目されていたため、調査

ば慎重に実施した。ところが47 37 

号墳墓は墳丘検出用のトレンチ

を入れたところ、地山面がほと 38

んど残らないほど多くの墓城が

存在することが判り、調査も極 39

めて困難なものとなった。主体

部には割竹形木棺が多く認めら 40

れ内部に朱や枕石が存在するも

のも少数ある。全体として 3区 41

の墳墓群に共通した要素が多い

事に気づき、時期もほぽ同時期 42

であることから、 3区で検討で

きなかった面を補足する意識を “ 
もって調査を実施した。これに

対し 4号墳墓は墳Ji構造も良好 “ 
にとらえることができ、主体部

も大型ながら 2基のみであった
絡

ため、調査は順調に進み、同時

嶋

平行していた47号墳墓と C地点

の製鉄遺構の調査へ力を注いだ

＂ 4区は全調査の最後の 1ヶ月

で行い、また A~C 地点も平行
48 

して実施したため、見落とした

点も多数あるが、全体としては
隠

極めて重要な成果を得た。調査

方法を考える上でも重要な調査
ヨl

区であったことを痛感する。

①
 

0 11m 

ー
第268図 6区遺構全体図 (S: 1/800) 
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みそのお遺跡

第 2節 47号墳墓

e
o
l
 

ュ

~ 
第269図 47号墳墓全体図
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第1X章第 2節 47号墳墓

47号墳墓は46号墳墓の南上方約10mの

6区尾根北端部に位置しており、調査前

の状況からかなり大型の墳丘として注目

していたが、 4号墳墓と同様に、

1. 墳 丘（第269図）

5区の

墳墓に続く古墳時代のものと推定してい

た。調査は墳丘の中心を基点とする東

西・南北のサブトレンチを設定して、墳

丘端部の確認から開始した。その結果、

予想以上に古い時期に属し、主体部も多

数存在することが判明した。

墳丘は東西に長い長方形に近く、墳頂

部の規模は、南北長約10.0m、東西長が

約15.5mを測り、墳端ではそれぞれ、

12.5m、18.5mを測る。古道により北辺

の中央部、東辺の両端を欠いているが、

全体として良好な墳丘形態を保っており、

墳端外縁にはテラス状の平坦部も認めら

れる。墳丘盛土は大半が流出しているが、

北半では厚さ約20cm程度残存していた。

石列は西辺北端部にわずかに残存してい

るが、原位置を保っているかどうか判別

も
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みそのお遺跡

できなかった。各辺のテラス部には、転落した石材が一部認められたが、大半は流失したもの

と推定される。

2. 埋葬施設（第271-277図）

検出された主体部は総数38基を数え、ひとつの墳墓としては群内で最多のものである。埋葬

施設はほとんどが墓城に木棺を納めるもので、棺痕跡も比較的良好に検出できた。個々の主体

部については実測図と計測表に譲るとして、ここでは主体部の類型化と赤色顔料の有無等から

築造順序の復元を試みることにしたい。

まず木棺の型式であるが、大きく 2種に分類できる。

I類 第 1・2・4・5・10・24主体部の 6基で、いずれも成人棺と考えられ、墳丘西半部に

集中する。側板で小口板を挟む組合せ式のもので、墓城底に小口板を差し込む溝をもっており、

小口板外方に板石を立てるものも 1基ある。主軸方向は南北にとるものが多く、第 1・2主体

部は墓城が極端に大きく、注意される。

I類 いわゆる割竹形木棺を中心とする剖貫きの棺身をもつと考えられるもので、 4ヽロ板を棺

身に組み込む II-a類と、小口板で棺身を挟む Il-b類に細分できるが、かなり多様性もみら

れる。

]I — a 類 明確なものとして第12・36主体部があり、可能性あるものとして第 3・7・9・

14・15・29・37主体部等があげられる。しかし、後者については小口部分も剖貫いて作られて

いたことも考える必要があろう。また、第12主体部の東小口板は棺身に乗らず組み込まれてい

るのに対し、第36主体部の東小口板（西小口は剖貰きによる可能性が強い）は棺身に乗せて組

み込まれているなど、•多様性がある。いずれも棺身の断面は弧状を呈している。

]1一b類 第8・13・16-23・25・27・28・32-34・38主体部の17基で、他にも可能性のある

ものがある。大半が木棺の断面が弧状を呈すが、第23・27主体部については箱形を呈しており、

検出をあやまった可能性が全くないとも言い切れない。ここでは調査時の観察を重視して、領l

貫き、あるいは組合せの箱型木棺と考えておきたい。この型式にも小口溝を有すものと、有さ

ないもの、あるいは溝を有さないが、墓城小口側を広くとる糸巻き形の平面墓城に伴うものな

ど多様である。この多様性は墓城の造り方と密接に関係しているようで、木棺を納めるのに必

要最小限の墓城を掘ろうとする傾向があるように感じられる。これは墓城の深さにも反映され

るようで、第17-19主体部等は極端に浅いものとなっている。

なお、第 6主体部については割竹形木棺痕跡を検出しているが、墓城形状は I類と同一であ

り、検出をあやまった可能性も捨て切れない。

このように、一部問題は残るものの、 I類は、 1・2区で見られる古いタイプの木棺と同型

式であり、 II類は全く新しいタイプの割竹形木棺を主とするものである。さらに、 I類が墳丘
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第274図 47号墳墓第17-22主体部
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第1X章第 2節 47号墳墓
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みそのお遺跡

西半の北側に集中するのに対し、 II類は西半部の南側から東半部にかけて集中する傾向があり、

特徴的な分布を示している。

次に赤色顔料を検出した主体部を見ていくと、棺内東側に検出されたものが第12・16・25・

36主体部、西側に検出さ れたものが第15主体部、北側に検出されたものは第22・24主体部とな

り、全体 としては墳丘南側で認められる。

枕石を検出した主体部は東頭位のものが第27・36主体部、西頭位のものが第28主体部の計3

某で、 墳丘東半周緑部に偏って見られる。

以上のことから当墳墓における埋葬順序を考えていくと、赤色顔料、 枕石をもたない I類の

木棺をもつものが先行して築かれた後、赤色顔料をもつ II類木棺をもつものが後続する傾向が

窺える。 また枕石をもつものは 11類の中でも最終段階に築かれた可能性が強い。 さらに、 11類

木棺でも 1]ー a類から 11一b類へと変化する傾向も考えられるが、同時期における格差ととら

えることもできるため、ここでは大きく I→ 11類への変化を指摘するにとどめたい。 I類の中

で最古の、つまり本墳墓で最初に築かれた主体部は第 1主体部、あるいは第 2主体部となる可

能性が強いが、その場合 2基とも墓凛が大型で、なおかつ主軸を南北方向にとっている点が注

意される。

埋葬施設におけるこのような変化は、当墳墓群の変墨を考える上で柘めて重要であり、同時

期と 考えられるが、墓城のみの検出に終わった 3区の墳墓群を再検討する上ても欠かせない要

素である。 また、 II類 とした木棺は前期古墳で見られるような長大なものではないが、いわゆ

る割竹形木棺としてよいものと考えられ、これまでにも弥生墳墓から検出された例はあるが、

こうして集団墓的に多数 まとまって検出された例はおそらく初めてであろう。

3. 遺 物 （第278図）

主体部の直上や墳裾から多薮の土器が出土しているが、ほとんどが細片化しており、図化で

きるものは少ない。特に主体部は大半のものが尚杯や脚付直口壺を伴っていたが、ほとんどが

いわゆる水漉 し粘土を胎土に使用しているため、 夙化が著 しい。

1・2は第 7主体部から出土したもので、 1は脚付直口壺のD縁部と考えられ、外面は縦方

向のハケメと推定される。 3・4は第15主体部出土で、調整は不明である。 5は第21主体部、

6は第33主体部から出土したもので、後者には、外面縦方阿のヘラミガキの脚付悼D壺細片が

伴う 。 7・8は第 2主体部近くの古道内より出土したもので、いずれも細砂を多く含み褐色を

呈すが、 7の杯残部には脚柱部と異なり、水漉し粘土が使用されている。 9-17は墳丘西裾部

から出士したものて、風化したものが多い。 9は長頸壺、 10は鉢であるが、いずれも径、傾き

は推定である。 18は墳丘外の西斜面出土で、器台と考えられる。灰赤褐色を屋し、粗砂を多く

含む。19-22は墳丘南端部付近で出土したもので、赤褐色系の色調をもち、胎±に精選された
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第IXi1第 2節 47号項墓

粘土を使用している。

この他に第20主体部より管玉（第274図20-I) とガラス小玉（同20-2、第278図）が各 l

点ずつ出土している。管玉は風化著しく、取り上げの際に破砕したが、長さ 9mm、径約 5mmの

緑色凝灰岩製と考えられる。ガラス小至は長さ 3mm、径 3mmを測り、青色を呈す。 （椿）
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みそのお遺跡

第 3節 4号墳墓

4号墳墓は、当初みそのお 4号墳と して周知されていたものである。調査前から明瞭に墳丘

が確認できるほど依存状況が良好で、石列が四辺とも残り、群中ては大型の規模をもつ。溝査

は墳丘中心部を基点として、十字畦を残しながら墳丘流出土を除去し、残存する墳丘を検出す

ることから始めた。その後、旧表土上面まで盛土を除去して埋葬施設を 2基検出した。
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第1X章第 3節 4号墳墓

1. 墳丘 （第279図）

墳丘は平面ほぼ正方形に近く、規

模は上面（石列間距離）で、南北

7.0m、東西7.lmを、墳端では南北

11.3m、東西10.7mを測る。墳丘南

北軸は尾根方向よりやや西へずれて

おり、墳丘北側面を向ける方向を意

識して築かれた可能性がある。

墳丘は尾根地形を利用し、周辺部

を掘削、盛土して形成されている。

土層観察から、 IB表土をやや掘り込

んで、そこへ石をほぼ垂直に立て並

べながら盛土を施していると判断し

た。石列上部には部分的に拳大の石

が一段残存しているが、築造時には

数段存在していたものと推定される。

こうして墳丘周緑部を先に形成した

後、その内側を盛土して完成させて

おり、当墳墓群中で築造過程の判明

した例のひとつである。なお、 l日表

土上面の北西隅で、焼土化している

部分が認められており、築造の第一

段階で火気の使用を窺わせる。

2. 埋葬施設 （第282図）

第 1主体部 墳丘中央部で検出され

た大型の墓壊で、主軸は尾根方向に

匝交し、規模は検出面で長さ330an、

幅199cmを測る。断面は旧表土から

地山への変換点付近で急傾斜し、平

坦な墓城底となる。内部を徐々に掘

り下げながら木棺痕跡の検出を試み
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みそのお遺跡

口板と南側板が認められた。その後断面を観察しながら内部を掘 り下げたところ、両小口付近

より拳大の川原石が、東側より赤色頻料の散布が認められたが、副葬品は皆無であった。この

時点で写真撮影・ 実測を行い、さらに棺外の埋土を除去し、底板の痕跡てある粘土の広がりを

ん

東辺 O・ Sm 

.1?-

｀ 

d35.8ni 

--・£.h 

西辺 〇

~@ ~ — • ℃ ~5こ仁~
図

~ 

Sm 
L: 烈雑m

→互直〗 ら~~咋い心丁

南辺 5m 
L:135°'.Bm 

忍塁夕Q 麦 或ぶ予虚~Q
北辺 0 Sm 

’ ’ 一 ’ ’ ’ L:13S:Bm 

臼 --~ ―互
第281図 4号墳墓石列
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第k章第 3節 4号墳墓

追いかけた。その結果、西小口板の外方に幅 5cm前後の粘土帯が検出されたため、小口板が二

重となる構造の木棺と判断した。規模は長さ223cm、幅75-80cm、棺高は約50cmと推定される。

第2主体部 第 1主体部の北側にこれと平行して検出された墓城で、わずかに木棺の痕跡が検

出できた。墓城は検出面で長さ230cm、幅75cmを測り、墓堀底は第 1主体部より68cm嵩い。

3. 遺物 （第283図）

1-7は第 1主体部埋土中より散在的に出土したもので、 8は第 2主体部上より、 9-15は

墳丘斜面から墳裾にかけて出士した C, 1は外面に櫛描き沈線をもつ壺口縁部片で、白赤色を呈

し胎土に精撰された粘土を使用している。 3は壺胴部片と考えられ、貼り付け突帯の痕跡と、

鋸歯文を残す。 9 は同一•個体と推定される体部片が墳頂部より多数出土している。他の小型品

はほと人どが精撰された胎士をもち、風化が著しい。

-135.Sm 

1. 暗灰黄褐色土

（地山塊•土器多含）

2. 灰黄褐色土

（地山大塊多含）
3. ,., 

（地山小塊多含）

4. 暗灰褐色土

（地山小塊• 土器含）

5. 暗灰色砂質士

（地山小塊• 土器含）

第282図 4号墳墓第 1・2主体部
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（椿）

6. 黄桃色粘土

7. 明灰黄褐色土

（地山大塊多含）

8. 灰黄褐色土

（地山大塊多含）

9. 黄褐色土

（地山大塊含）

10. 灰黄褐色地山塊土

0 ,. 
~ 
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第X章第 1節調査の概要

第X章 7区の調査

第 l節調査の概要

7区は、 6区の南方、標高155m付近の尾根上に位憤する。この調査区は、全調査区のなか

で最も高所で 6区との比高差約25mを測り、また距離的にも 100m以上離れていて、やや独立

した様相を呈している。

遺跡が所在するのは尾根の先端部で、ここは東西約15m、南北約30mの馬背状ではあるが比

較的ゆるやかな平坦部となっている。調査前における踏査の結果、第284図に見られるように、

円形の高まりを持つ部分が 3か所明瞭に認められた。これらは、既に古墳として周知されてい

たもので、酎の研まりから順に、みそのお 1号墳、 2号墳、 3号墳と称されていたものである。

昭和49年度の分布調査の概況によると、みそのお 1号墳は径 6mの円墳、 2号墳は径10mの円

0 4.Dm 

第284図 7区調査前地形図
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墳と推定され、内部主体は不明で

あるが完存となっている。また 3

号墳は径10mの円墳であるが盗掘

を受け小破しているとされていた。

当初は、この 3某の古墳を調査

対象として発掘に着手した。とこ

ろが、付近の表土除去をしていく

につれて新規の遺構が確認された。

すなわち、第285図に示したよう

に、 2号墳の北側に隣接して48号

墳墓の存在が認められ、さらにそ

の北西斜面のふくらみを持つ部分

で49号墳墓を確認した。また 3号

墳から南東へ約10m下った斜面で

横穴式石室を有する50号墳墓を発

見した。これらの遺構の追加が明

らかとなったため、尾根上および

斜面を、さらに広げて全面的に表

土除去を実施した。その結果、墳

墓の追加はなかったものの、 1号



みそのお遺跡
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第285図 7区遺構全体図

墳の南東約20mの尾根東斜面において焼土の露見をみるに至り、いわゆる製炭窯の存在が明ら

かとなった。製炭窯については第XI章で詳述する。

なお、周知の古墳である、みそのお 1-3号墳をはじめ新規の墳墓も古墳と称するにふさわ

しいと思われるが、報文全体においては俄かに断じ難いものも含まれセいるため、以下では墳

墓という用語で統一して記述することにする。

註(1) 御津町教育委員会「岩井山古墳群」 1976に概要が記載されている。

第 2節 1号墳墓

（吉久）

1 • 墳丘（第286図）

墳丘の表土除去に先立ち、墳頂と思われる地点に基準杭を設定した。そして 2号墳墓の墳頂

と思われる地点にも基準杭を設け、この 2 点間を結ぶ直線およびその延長を A~B線とした。

さらに基準杭から東西に直交する EF線を設定した。これらの基準線を土層観察用の畦として

-278-
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みそのお遺跡

残しながら表土除去と掘り下げを行った。

墳丘は、旧表土と思われる暗灰褐色の砂質土の上に数層の盛土をして築成されていることが

断面観察から確認された。盛土の厚さは現状で50-60cmを測るが、墳端付近に流出している土

量を考えると lm前後はあったであろう。

流出した盛土を除去すると、地山を掘り込んだ周溝と思われる溝状の凹みが東側と南北両側

に検出された。西側は古道に切られて判然としにくいものの、地山を削平ないし、浅く掘り下

げており、周溝は方形を呈するものと見てよい。さらに、墳丘も方形に検出され周溝の形状と

合致することから、本墳墓は方形墳であることが明らかとなった。墳端での規模は東西 6m強、

南北約 7mを測る。

墳頂部はやや平坦になっており、その中央部で第 1主体部を検出した。墓城の埋土が墳丘盛

士と近似していて検出は容易ではなかったが、 トレンチによる断面観察でその存在と規模を確

認した。第 2主体部は、表土除去後早々に石棺の一部が墳頂東側で姿を現わしたので、検出に

労を費やすことはなかった。石棺の一部は東周溝に崩落していることも認められた。

D
 

1. 灰黄色士（表士） 2. 暗黄色土 3. 黒黄色土（礫含） 4. 黄色粘質土 5. 黒黄色土（礫含） 6. 黄黒色
士 7. 黄褐色士（地山プロック含） 8. 灰黄色士（地山プロック少） 9. 灰褐色粘質土（地山プロック礫含）
10. 灰黄褐色地山プロック土 11. 灰黄褐色地山プロック土 12. 暗灰色砂礫土（旧表土 or整地士） 13. 暗灰褐色
砂質土（旧表土 or整地土）

第287図 1号墳墓断面図

ところで、墳丘北東部の墳裾には、平面半月状で、やや外方へ突出気味の平坦面を認める。

さらにその下方の墳端には、 3個の石が組み合わされた状態で検出され、石の下から須恵器蓋

杯 (1-6) と土師器 (7)が出土した。

主体部調査後、墳丘盛土を完全に除去すると、北西部で楕円形の焼土土城を検出した。長径

40cm、短径30cm、深さ10cmを測る。

墳丘北西部の裾付近の流出土中より須恵器 (8-14) と鉄器 (3)が出土した。また、盛土

除去後の旧表士J::面からは鉄鏃 (2) を採取した。
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第X章第 2節 1号墳袋

2. 埋葬施設

第 1主体部（第288図）

第 1主体部は墳頂のほぽ中央に位置し、尾根と平

行、すなわち南北に主軸を向けている。墓城は長さ

210cm、幅38cmを測る長方形で、掘り込みはやや内

傾気味に深さ37cmを測る。南辺の掘り込みには段が

認められる。床面は平坦である。

墓堀内には 3層の埋土が堆積していた。これを順

次除去しながら掘り下げ精査を繰り返したが、副葬

品や棺の痕跡を見い出すことはできなかった。また

埋葬遺体も残存していなかった。

あるいは、床平担部分に見合うぐらいの大きさの

木棺が置かれていたのかもしれない。

第 2主体部（第289図）

第 2主体部は、第 1主体部の東方約 lmの地点で

検出された石棺である。主軸を南北にとり、第 1主

体部と並列する位置にある。

1. 灰黄褐色士

2. 灰黄褐色土（プロック含）

3 暗灰黄褐色土

逗 7m

0 

-ョ

第288図 1号墳墓第 1主体部

蓋石と思われる石材の一部が東

周溝に転落し、側板や小口板に相

当する石材が欠損するなど、旧状

を留めない部分もある。

掘方の状況から、まず西側に 5

板程度の板石を縦列立石した後、

小口の板石を据え、それをはさむ

ように東側に立石して固定したも

のと推察される。蓋石は 2板現存、

床石もしくは礫床と思われる状況

は判然としない。ただ中央部に大

小の板状の石が2板あり、その可

能性を留める。

遺物は床の石に乗った状態で鉄

器 (1)が出土したのみである。

1. 灰黄褐色土

2. 暗灰黄褐色士 胃ー"''"

。 '• !fJ': 
第289図 1号墳墓第 2主体部
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みそのお遺跡

3. 石組み遺構（第290図）

墳丘北東部分の半月状平坦面

の下方、墳端部で検出された。

流出盛土除去後、自然石 3個が

組み合わさった状態で姿を現わ

し、その下から須恵器の杯蓋．

杯身 (1-6) および土師器短

頸壺 (7)が完形に近い状態で

出土した。掘方は認められない。

半月状平坦面との関連を想起さ

せ、ある種の葬送儀礼に関係し

た遺構の可能性が考えられるが

はっきりしない。

4. 遺物（第291図）

須恵器

1-6は石組み遺構出土の杯

薔・ 杯身である。 1は口径

12.6cm、器高4.55cm、天井部は 第290図石租み遺構

-155.lm 

4
 

3
 

ー
7
 

6
 

。
1m 

丸味を持ち、 2・3は口径・器高がそれぞれ12.0cm以下、 3.9cm以下におさまり、天井部は扁

平である。いずれも口縁端部に明瞭な端面をもつ。 4-6はすべて1.5cm前後の立ち上がりを

有し、口径9.8-10.8cm、器高3.85-4.. 4cmの範囲内である。 4の立ち上がり先端の段は明瞭で

ある。これらの蓋と身のセット関係ははっきりしない。 8-14は北西墳裾出土。 8の杯蓋はロ

径12.2cm、器高5.23cmを測り、稜、端面が明瞭である。 9-12の杯身は1.5-1.Scmの立ち上が

りを持ち、先端に明瞭な段を有する。口径10-11crn、器裔は 5cm前後である。 13は政で、頸部

が短く器高の1/2以下である。 14の甕は器表面にタタキが認められる。内面は擦り消しか。

土師器

7は石組み遺構出土。口径11.7cm、器高9.1cmの短頸壺で、内面上半にヘラケズリがある。

鉄器

1は第 2主体部出土の刀子である。全長10.lcm、刃幅 1cm以下、同厚さ0.2cmを測る。茎に

は木質が若干付着していた。重量10.77 g。2は旧表士上面から出土した鏃で全長10.4cm、鏃

身幅3.3cm、同厚0.3cmを測る。 3は北西墳裾出土の鉄器である。 L字状に屈曲し両端は欠損し

ている。本来の形状は不明。 （吉久）
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第X章第 2節 1号墳墓
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第291図 1号墳墓出土遺物
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みそのお遺跡

第 3節 2号墳墓

1 . 墳丘（第286図）

1号墳墓で設定した基準線A-Bは、 2号墳墓でも共用できるように設定し、墳頂部でそれ

に直交する東西方向の基準線を C-Dとした。これを土層観察用の畦として残しながら調査し

た。

墳丘は、断面図において、旧表土の上に灰黄色ないし灰黄褐色の地山プロックを含む土を数

層盛土して築成されていることが判明した。墳端部は、幅約 2m、深さ約30cmの周溝によって

方形に画され、東西 6m前後、南北 7m弱を測る。ここに流出している盛土を復元すれば、周

溝底から墳頂までの高さは、現状の約80cmを上回ると考えられる。

墳頂部はやや平坦となっており、その中央部で主体部の検出を試みた。墓城埋土と盛土の区

別が不明瞭で、現表土下約15cm掘り下げた時点でようやく掘方を確認した。

凶 cu 

5m 

。 旦
L:155.5rn 

1. 灰黄色土（表土） 2. 暗黄色士 3. 黒黄色士（礫含） 4. 黄掲色土（地山プロック含・盛土） 5. 暗黄色

士（礫含） 6. 黒色士（礫須恵器含） 7. 灰黄褐色土（地山小プロック多） 8. 灰黄色土（地山プロック少）

9. 灰黄褐色士（地山プロック含） 10. 灰黄褐色地山プロック土 11. 暗灰黄色粘質士（黒斑状・旧表土） 12. 暗

灰黄色粘質土（黒斑状・旧表土） 13. 黒黄色土（礫ほとんど無し） 14. 明灰黄褐色土 15. 暗灰黄褐色土（地山プ

ロック多含、下面にプロック・礫）
第292図 2号墳墓断面図

北側および北西の墳裾の黒色土内から若干の須恵器 (1-7) が出土した。

2. 埋葬施設（第293図）

2号墳墓の主体部は、墳頂部中央で検出された 1基のみである。主軸は尾根と同一の南北に

向く。検出時の墓城は長さ220cm、幅58cmを測る。墓城底には幅約10cmの溝が長辺に平行して

2本検出された。木棺の側板がこの位置に存在していたことを想起させる。床面には、やや固

い明黄褐色土が認められたが底板の存否は不明である。墓城の短辺側には、それぞれ 1個ずつ

の石があたかも小口板を押さえるような位置に据えられていた。こうしたことから箱式の木棺

が置かれていたのではないかと想像される。

床面直上およびそれに近い浮遊陪から勾玉 (1・2) と小玉200点近くが出土した。北側に
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集中して出土したことから、埋葬主体に装身してい

たとすれば北頭位を想定しうる。棺内埋土を掘り出

した後にも精査したが、小玉少数を追加できたほか

は副葬遺物等は見い出しえなかった。

3. 遺物

須恵器（第294図）

いずれも北側ないし北西の墳裾から出土した破片

である。 1-3の杯蓋は口径12cm前後、器高4.6cm

前後で天井部は丸味をもつ。 4の杯蓋は口径13.4cm

とやや大きい。それぞれ口縁端部に凹んだ端面を認

める。稜もしっかりしている。 5の杯身は口径10cm、

器高 4cmで1.6cmの立ち上がり端部には段を有する。

6の杯身は口径がやや大きい。 7の甕は口頸部が

1/4程度残存する。外面にはタタキが認められ、内

面には同心円文の擦り消しが確認される。須恵器の

胎土には全体的に目立つ程の砂粒を含まない。

玉（第295図、巻頭図版4)

第X章第 3節 2号墳墓

1. 灰黄褐色土（表士）

2. 灰黄褐色土（地山小プロックを多含）

3. 明黄褐色土（地山小プロック含）

lm 

第293図 2号墳墓主体部

主体部北側から出土したもので、 1・2はガラス製の勾玉である。 3ほかはガラス製の小玉

で、径の大きさから 2つにグループ分けできる。すなわち、径 9mm前後のもの (3~9) と、
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第294図 2号墳墓出土遺物 (1)
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みそのお遺跡

◎ @R  ⑥⑨  

CID CID GD⑤ ⑤ 
10 23 18 15 19 

c @R  ⑨ ◎ 
匡）c ① ＠〇

27 65 88 83 69 

⑤ ⑤ ⑤ ◎ ◎ R ◎ 
CJD CID CID CID CID CID , •• 7GD6 

y I ----~ 和cm

玉類計測表 1・2は勾玉、 3以下は小王 (cm)
No 径 長さ 色調 No 径 長さ 色額 No 径 長さ 色調 No 径 長さ 色調
1 5.3 19.0 紺色 48 4.15 2.45 紺色 95 3.8 2.9 紺色 142 3.25 2.5 組色
2 5.35 17.4 紺色 49 4.15 2.4 紺色 96 3 8 2.85 紺色 143 3.25 2.4 結色
3 9.4S 5.95 紺色 50 4.1 3.35 紺色 97 3 8 2.75 紺色 144 3.25 2.2 薄紺色
4 9.45 5.35 紺色 51 4.1 3.2 紺色 98 3.8 2.7 紺色 145 3.2 2.1 紺色
5 9.05 6.0 紺色 52 4.1 3.0 紺色 99 3.8 2.7 紺色． 146 3.2 2.05 組色
6 8.95 6.05 紺色 53 4.1 2.8 紺色 100 3.8 2.6 紺色． 147 3.15 2 35 濃斜t色
7 8.8 6.85 紺色 54 4.1 2.8 紺色 101 3.8 2.4 紺色 148 3.15 2 0 薄紺色
8 8.75 4.7 紺色 55 4.1 2.75 紺色 102 3.8 2.25 紺色 149 3.1 1.95 薄組色， 8.7 5.3 紺色 56 4.1 2.75 紺色 103 3.8 2.2 紺色 150 3.1 1.5 濃斜t色！
10 5.35 3.35 濃斜す色こ 57 4.1 2.7 紺色 104 3.75 2.75 紺色 151 3.05 1.95 濃紺色
11 5.05 3.1 薄紺色 58 4.1 2.6 紺色 105 3.75 2.7 紺色 152 3.0 2.3 紺色
12 4.75 3.3 紺色 59 4.1 2.5 紺色 106 3.75 2.7 紺色 153 3.0 1.95 薄紺色
13 4.7 2.9 紺色 60 4.1 2.15 紺色 107 3.75 2.65 紺色 154 3.0 1.9 紺色
14 4.6 3.05 紺色 61 4.05 2.9 紺色 108 3.75 2.55 紺色 155 3 0 1.65 薄紺色
15 4.55 3.75 紺色 62 4.05 2.8 紺色 109 3.75 2.45 濃紺色 156 3 0 1.5 紺色
16 4.55 3.7 紺色 63 4.05 2.8 紺 色 110 3.75 2.4 紺色 157 2 95 1.65 紺色
17 4.5 3.7 紺色 64 4.05 2.6 紺色 111 3.75 2.4 紺色 158 2 9 1.95 紺色
18 4.5 3.55 紺色 65 4.0 2.85 紺 色 112 3.75 2.3 薄紺色 159 2 85 2.25 紺色
19 4.5 3.45 紺色 66 4.0 2.55 紺 色 113 3.75 2.2 紺色 160 2.85 2.05 紺色
20 4.5 3.2 紺色 67 4.0 2 5 紺色． 114 3.7 3.2 紺色 161 2 85 2.0 紺色
21 4.5 2.75 紺色 68 4.0 2.5 紺 色 115 3.7 2.7 紺色． 162 2.85 2.0 紺色
22 4.45 3.5 紺色 69 4.0 2.35 紺 色 116 3.7 2.55 紺色 163 2.85 1. 7 濃紺色
23 4.45 3.5 紺色 70 4.0 2.25 紺色． 117 3.7 2.45 紺色 164 2.8 1.8 紺色
24 4.4 3.75 紺色 71 4.0 2.15 紺色 118 3.65 2.7 紺色 165 2.8 1.6 薄紺色
25 4.4 3.25 紺色． 72 3.95 3.05 紺色 119 3.65 2.35 紺色 166 2.8 1.5 薄紺色
26 4.4 3.05 紺色 73 3.95 2.9 紺色． 120 3.65 2.35 薄紺色 167 2.75 2.3 紺色
27 4.35 2.95 紺色 74 3.95 2.9 紺色 121 3鼻6 3.05 紺色 168 2.7 2.2 薄紺色
28 4.3 2.7 紺色 75 3.95 2.7 紺色 122 3.6 2.75 紺色 169 2.7 2.1 紺色
29 4.3 2.65 紺色 76 3.95 2.7 紺色 123 3.6 2.75 紺色 170 2.7 1.95 紺色
30 4.3 2.6 紺色 77 3.95 2.45 紺色 124 3.6 2.65 紺色 171 2.65 2.0 紺色
31 4.25 3.45 結色 78 3.95 2.4 紺色 125 3.6 2.6 紺色 172 2,65 1.8 紺色
32 4.25 2.75 紺色 79 3.95 2.25 紺色． 126 3.6 2.45 紺色 173 2.6 2.9 紺色
33 4.25 2.55 紺色 80 3.95 1.8 濃紺色 127 3.6 1.9 濃紺色 174 2.6 2.25 紺色
34 4.2 3.5 紺色 81 3.9 3 65 紺色 128 3.55 4.0 紺色 175 2,6 1.8 紺色
35 4.2 3.25 紺色 82 3.9 2 95 紺色 129 3.55 3.1 紺色 176 2.6 1.5 紺色
36 4.2 3.2 紺色 83 3.9 2.95 紺色 130 3會55 2.7 紺色 177 2.55 2.0 濃紺色
37 4.2 2.95 紺色 84 3.9 2 85 紺 色 131 3.55 2.65 紺色 178 2.55 . 1.5 紺色
38 4,2 2.7 紺色 85 3.9 2.5 紺 色 132 3.55 2.25 紺色 179 2.5 1.9 紺色
39 4.2 2.7 紺色 86 3.9 2.45 紺色 133 3.5 3 1 紺色 180 2.45 1. 7 紺色
40 4.2 2.5 紺色 87 3.9 1 7 薄紺色 134 3.5 3 05 紺色 181 2.45 1.35 紺色
41 4鼻2 2.5 紺色 88 3.85 3.1 紺 色 135 3.5 1 8 薄紺色 182 2.4 2.15 紺色
42 4.2 1.85 紺色 89 3.85 2.8 紺色 136 3.45 3.3 紺 色 183 2.4 1.95 紺色
43 4.15 3.65 紺色 90 3.85 2.8 紺色 137 3.45 2.6 紺 色 184 2.35 1.65 紺色
44 4.15 2.85 紺色 91 3.85 2.7 紺色． 138 3.45 2.15 薄紺色 185 1.3 3.9 薄紺色
45 4.15 2.8 紺色 92 3.85 2.55 薄紺色 139 3.45 2.0 紺 色
46 4.15 2.7 紺色 93 3.85 2.35 紺色 140 3.35 2.95 濃紺色
47 4.15 2.7 紺色 94 3.8 3.0 紺色 141 3.3 1.9 濃紺色

第295図 2号墳募出土遺物 (2)及び計測表
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第X章第 3節 2号墳墓

径 5mm前後ないしそれ以下のもの (10以下）とである。図化したのはその代表的なもの。表参

照。 （吉久）

第4節 3号墳墓

1 • 墳丘（第296図）

周知であった 3号墳墓は、 1・2号墳墓から北東約10mのところに所在する。

且

ー

ー

。

第296図 3号墳墓全体図
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みそのお遺跡

O-

1. 暗灰黄色土（表土） 2. 暗灰黄色粘質土（須恵器片、礫を含） 3. 灰黄褐色土（地山小プロック多） 4. 灰
色粘質土（砂礫含） 5. 暗灰黄色土（旧表士） 6. 黒黄色土（須恵器片含） 7. 暗灰黄褐色土（下端に小礫薄
層）

第297図 3号墳墓断面図

表土除去に先立ち、墳頂に基準杭を設定し、東西南北に直交する基準線x-w、Y-Zを設

けた。そして基準線をもとに土層観察をしながら掘り下げを行った。

墳丘は、旧表土と思われる暗灰黄色土の上に 2層の盛土をして築成されている。盛士は薄い所

で10cm、中央部で60cmを測る。墳丘の周囲は、地山を削平ないし若干掘り下げることによって整

えられ墳端を形づくっているが、周溝と呼称で

きるほどの溝ではない。墳端のラインは円形を

呈し、墳丘の等高線の形状とも合致することか

ら円墳であることがわかる。長径約 9m、短径

約 8mを測り、やや卵形に近い。なお、 1・2 

号墳墓が方形を呈したことから、 3号墳墓にお

いてもその可能性を念頭においてサブトレンチ

を入れたが、結論的には既述のとおりである。

墳丘検出時に出土した遺物には、北• 西• 南

東のそれぞれ墳裾流出盛土中から採り上げた須

恵器 (1・2)がある。

2. 埋葬施設（第298図）

墳頂部で主体部の検出を試みたが、盛士上面

ではその輪郭をつかむことは極めて困難であっ

た。そこで、やむなく数cmずつ削平しながら検

出に努め、約25cm下げた段階でやっと確認する

ことができた。

主体部は、墳頂中央に位置し、尾根と直交、

3
 

- 155.5m 

崎

E
I
 

゜

第298図 3号墳墓主体部

-288-



第X章第 4節 3号墳墓

すなわち45°西に主軸を向けている。墓城は長方形で長さ222cm、幅62-72cmを測る。墓城の中

央は一段低く、床は平坦である。おそらくこの位置に木棺が置かれていたものと想像される。

墓城内からは、鉄剣 (1) や刀子 (2・3)が出土し、また墓堀南東端からは、砥石 (8)

とともに鎌 (4)、鉄斧 (5) および錐? (6. ~)が集中して出士した。これらの遺物のな

かには、若干浮いた状態であったり、墓城の端であったりするものがあり、棺外に副葬されて

いた可能性も考えられる。

3 . 焼土壊（第299図）

これは、墳丘盛土を除去した時点で、旧表土上面で検出されたものである。不整形な円形を

呈し、径 1m前後、深さ20cm強の大きさである。土層断

面の観察から、埋土は 4層に分かれ、そのうちの第 2層

には赤褐色の焼土が多く含まれ、炭粒も少量ながら認め

られた。

遺物は皆無であったが、時期的には墳丘築成の頭初、

もしくはそれ以前であることは間違いない。本墳墓と直

接関連をもつかどうかは、とりあえず不明と言わざるを

えない。

4. 遺物

須恵器（第300図）

1は西墳裾出土の杯身である。立ち上がりを約半分と

底体部の一部を欠く。口径10.4cm、器裔4.85cmを測る。

立ち上がりは、わずかに内傾するもののかなり垂直に近

い角度であり、端部には明瞭な段を有する。ヘラケズリ

が底体部の 4分の 3程度に見られる。 2は北墳裾と南東

墳裾で出土した同一個体の破片数点より復元した甕であ

る。口頸部～肩部にかけて 4分の 1程度が残存する。ロ

頸部外面には、 2条の櫛描波状文が施されている。肩部

外面はタタキ、内面は同心円文の擦り消しである。

鉄器（第301図）

いずれも主体部出土のものである。 1は刃部を一部欠

損するがほぽ完形の剣で、全長75.7cmを測る。身基部が

最も幅広く、先端に向かって少しずつ狭くなっていく。

身長は60.0cm、身中央幅4.0cm、同厚さ 6mmを測る。茎

-289-
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みそのお遺跡
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第X章第 4節 3号墳墓

部分は長さ 15.7cm、幅1.6cm、厚さ 3-4mmを測り、そこには径 3mmの目釘孔が 2か所に穿た

れている。重醤は499gを測る。 2は刀子で、先端をわずかに欠損している。現存する長さは

9.9cm、刀身幅1.3cmを測る。 3は刀子の先端部分で、長さ4.2cmが現存している。幅は 9mmを

測る。 4は主体部南東端で出土した鎌である。長さは不明であるが幅 3cm強、厚さ 4mmを測る。

5は鍛造鉄斧であり、これも主体部南東端出土である。袋部の保存状態に比べ刃部の残りが悪

い。袋部から刃部に向かってやや幅広くなり、先端での幅は推定5.3cm、全長は9.9cm程度にな

ると思われる。刃厚は 1cm前後、袋部の厚さは 5-6rnmを測る。重量201.18g。 6も主体部南

東端出土である。先端を欠くためはっきりしないが錐か。残存する部分の断面は長方形である。

現存長19.5cm、幅1.0cmを測る。 7は不明鉄器の小片である。これも鉄斧などとともに出土し

たもの。同一個体かどうかは不明である。従って長さも明らかでない。幅は図の上・中・下そ

れぞれ 4mm、 3mm、4mmを測る。

砥石（第301図）

8は主体部南東端から少し浮いた状態で、鉄器と同時に出土したものである。 10片近くに破

砕した状態であったが復元はほぽ可能であった。四面とも使用痕跡を認める。現存長は12.3cm、

幅約3.5cm、厚さは3.7-l.8crnを測る。 （吉久）

第5節 48号墳募

1 • 墳丘（第286図）

48号墳墓は、 2号墳墓の北に接して立地する。かなり削平を受けていて、墳丘盛土は残存し

ていなかったため、調査前には全く確認不能であった。墳墓の存在を認知するに至ったのは表

土を除去した後、周溝と思われるコの字形の溝を検出した段階

であった。溝は地山を20-30cm掘り込み、幅 1-Zmである。

この溝は西側に見い出せなかったが、おそらく 1辺約 6mの方

形を呈する墳丘の残痕と考えることができよう。

なお、北と南の溝から須恵器 (1・2)が出土した。

2. 埋葬施設

主体部については何ら知見を得ることは不可能であったが、

周溝内に土城状を呈する所があり、注意される。

3. 遺物（第302図）

~ 
I 

。
_1,Dcm 

須恵器 第302図 48号墳墓出土遺物

1は践で、南の溝掘り下げ中に出土した。口縁端部を欠損す
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みそのお遺跡

る。短く外上方へ広がる口頸部を有し、頸部には細かい櫛描波状文が巡る。体部は肩が明瞭で

沈線 2条が巡り、その直上に刺突文が、直下には波状文と 1-2条の沈線が巡っている。円孔

は文様帯上に穿たれている。口径、器高は不明であるが、口頸部の長さが器高の 4分の 1を超

えるごとはないだろう。 2は南の溝内出土の甕である。頸部外面には凸帯をはさんで櫛描波状

文が巡る。内面はヨコナデ。体部は破片もなく不明。 （吉久）

第 6節 49号墳墓

1 • 墳丘（第303図）

49号墳墓は、 48号墳墓の北西に位置し、尾根先端西斜面に立地する。調査前には、わずかに

ふくらみを呈していたため、墳頂と思われる地点を通る x-w線を基準に、畦を残して表土除

去と掘り下げを実施した。その結果、盛土はほとんど流出しているものの、周溝状の掘り込み

を検出し、墳墓の残痕と認めるに至った。墳丘の形状は、溝が一部しかないため確定しがたい。

゜
10m 

第303図 49号墳墓全体図
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5m 

1. 灰黄色土（表土） 5. 灰黄褐色士

2. 黄灰色土 6. 黄褐色士

3. 暗黄灰色土 7. 暗灰黄褐色土（旧表土）

4. 7炎黒黄色士

第304図 49号墳墓断面図

また規模についても明確にはしえないが、あえて推定するとす

れば、等高線の形状から円形として径 5-6mではなかろうか。

なお、旧表土と思われる暗灰黄褐色土の上面で細長い焼土面

を検出した。長さ約150cm、幅は約30cmで、焼土の厚さは 1-

2 cmと薄い。溝のような掘方は認められない。性格ははっきり

しないが、おそらく墳丘築成前に生じたものであろうと思われ

る。

遺物は、東墳裾の表土付近から出土した鉄器片 1点をあげる

にすぎない。

2. 埋葬施設

第X章第 6節 49号墳墓

WJ9m 
L:153.Sm 

-~ 

0 5cm 

第305図

49号墳墓出土遺物

盛土が流出しており、また、地山まで掘り込んだ墓城も認められないため、埋葬施設に関連

した遺構を検出することはできなかった。また、原位置を保つ遺物も認められず、主体部のお

よその位置の想定さえ無理である。

3. 遺物（第305図）

鉄器

東墳裾の表土付近から出士したもので小片である。刀子か剣の茎と考えられるが正確には明

らかでない。現存長5.1cm、幅0.85-1 cm、厚さは0.25-0.5cmを測る。重量8.0g。 （吉久）
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みそのお遺跡

第 7節 50号墳墓

1 • 墳丘（第306図）

50号墳墓は尾根の先端から南東へ約10m下った斜面に立地する。急勾配であるため盛土はか

なり流出しており、調査前においてわずかに高まりを認める程度であったが、大型の石材が露

呈していたことからトレンチを設定して掘り下げた結果、横穴式石室を有する古墳であること

が判明した。そこで、石室の主軸線を A-B、それに直交する基準線を C-Dとし、幅40cmの

土層観察用畦を残しながら調査を実施した。

墳丘は、土層断面の観察から、北側および西側を地山以下10-20cm溝状に掘り＜ぽめ、その

土を盛土として積み上げて築成されたと考えられる。しかし、相当量の盛土は溝内ゃ下方に流

第306図 50号墳墓全体図
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第X章第 7節 50号墳墓

C 

函m

1. 灰黄褐色土（表士）

2. 暗黄色土（プロック、礫含む）

3. 黒黄灰色土（プロック、礫含む）

B
 

。
Sm 

第307図 50号墳墓断面図

出しており、盛土は現状で厚さ20cm程度を測るにすぎない。周溝が北側でほぽ半円形を呈する

のに対し、西側では直線的となっており、前方（南）から見る場合に方形を呈し•ていたものと

考えておきたい。各辺約 6mと見て大過ないと思われる。墳丘の高さは不明であるが、下方か

ら見上げた高さは、側面から見るそれと様相を異にするであろう。

墳丘下方 3mの斜面で表土除去中に壺と思われる須恵器(4)が破片で出土した。

2. 埋葬施設（第308・309図）

本墳墓は横穴式石室を有する古墳である。石室の主軸は25°西に振られているが、ほぽ南向

きに羨道人口を向けている。尾根筋や眺望の良さを意識しているとは考えにくい。

地山を切り込んであらかじめ掘方が成形されている。奥壁あたりでの肩幅は約 3mを測り、

掘り込みは、最初やや斜め内側に、そして次第に垂直に近い角度で掘り込まれ、掘削高は 1m 

を超える。底幅は約1.8mである。掘削高は入口前面に近づくにつれて減じ、肩幅も少々狭く

なっている。

石室の石材は、奥壁、側壁を残すが、その上端あたりに欠損が見られ、天井石とおぽしきも

のは崩落して原位置を保っていない状態であった。また入口部分の石材の保存状態が悪く、閉

塞施設等の状況を明らかにしえなかった。こうした現状にあって、石室規模をみると、全長は

床平担面の長さで約 3m、幅は奥壁で0.85m、奥から1.5m付近で最大0.9m、入口あたりで

0.8mを測り、わずかに胴ぶくれの傾向を示し袖は持たない。高さは、最も残りの良い奥壁で

約1.2mである。

さて、石材の構築状況に目をやると、奥壁には板状を呈する大小の石材を立てて裾え置き 1
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— 152m 

1. 灰黄褐色土（盛土）

2. 暗灰黄褐色土

3. 明灰黄褐色土

4. 暗灰黄褐色土（ブロック含）

5. 灰黄褐色士（プロック含）

6. 暗褐灰色士

（やや粘性）

7. 暗黄褐色土

I 'T/,f,(心 （プロック含）

8. 黄褐色土
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ヽ 9. 灰色粘質土
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第308図 50号墳墓石室平・断面図 (1)
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1. 灰黄褐色土

2. 淡灰黄色土

3. 暗灰黄褐色土

4. 黄褐灰色プロック士

5. 暗黄灰色プロック士
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第309図 50号墳墓石室平•断面図 (2)
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みそのお遺跡

段目が構築されている。その際、床を石材に合わせて若干掘り＜ぽめて安定を図っている。そ

して裏込めには、石や礫をほとんど含まないプロック土を主に使用して、 1段 Hの石材上面ま

で埋めて叩き締めた感じである。続いて 2 、 3 段目に1J_~ぶりの石材をのせ、またその上面まで

裏側に土を入れて締めた後、 4段目の石材を裾えて天井に達するといった構築方法が窮える。

左右の側壁についても、原則として奥壁と同様の過程を経て構築されているが、石材の大き

さは不ぞろいである。 1段目の石材を裾えた後、その間僚に大小の石材をはめ込みながら上方

へと構築していっているため、各段の上端をそろえるといった意識は希薄であったと言える。

側壁の構築に際しても、いわゆる裏込め石はほとんど無く、地山プロックを含む土を使用して

いる。石室の構築状況は、付近で入手できた最小限の石材をやりくりして用い、掘方掘削時の

土を有効に利用して裏込めとしたという印象を与える。なお、側壁については、持ち送りが見

られ、入口側に行くほど顕著である。

ところで、石室奥の床面には石が方形に並べ置かれている部分がある。それぞれの石材は、

特に加工をした形跡は無いが、やや丸味を帯ぴた扁平なものが多く、大きさは人頭大程度であ

る。奥壁および両側壁に密着して、縦横に 3個ずつ計 9個が整然と並べられている。この方形

を呈する部分の面積は、総床面積の約 4分の 1に相当している。各石材の上端のレベルは、奥

壁側から 2列目まではほとんど同じであるが、 3列目は約 2-3 cm高い。この方形石敷き付近

からは遺物を認めなかったが、埋葬主体を安置する台座のようなものであったとも想像される。

床面から出土した石は他にもあるが、これらは西側壁上部などから崩落した可能性が高いも

のである。入口付近の石材は閉塞石の一部かもしれないが想像の域を出ない。

石室内からは若干の須恵器が出土した。入口付近から数個の破片で出土した杯身(1)、東側壁

に近い所から出土した高杯(2)と平瓶(3)の3個体である。いずれも地山の上を厚さ 3-5 cm程度

整地したと思われる灰黄褐色弱粘質土の床面から出土したものである。なお、石室内に埋積し

ていた土をふるいにかけて精査したが、須恵器以外の副葬品や棺材等の遺物は確認できなかっ

た。特に盗掘を受けている形跡は無いことから、小規模石室にして、少量の副葬品という点は、

この墳墓の特徴のひとつであると言えよう。

3. 遺物（第311図）

須恵器

1は入口付近から出土した高台を有する杯身片である。高台それ自体は剥離欠損しているが、

底部に貼り付けられていた痕跡が明僚に残っている。口縁部と底部の一部を欠くものの図化に

支障はなく、口径14.3cmを測る。器高は高台を除く現存部で3.95cmを測る。口縁部は外方に広

がりながらやや内傾気味に立ち上がり、端部は丸くおさまる。調整は内外面ともにナデて仕上

げられている。
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第310図 50号墳墓遺物出土状況

第X章第 7節 50号墳墓

2は石室内の東側壁に近い所から出

土した裔杯である。破片 5点からほぽ

完形に復元できた。杯底部外面にヘラ

ケズリが施され、他の部分はていねい

なヨコナデで調整されている。口径

11.3cm、脚径6.6cmを測る。脚高は器

高の半分に相当する6.6cmを測り安定

感がある。自然釉が器表の半分近くに

見られる。

3は平瓶で、 2の高杯の北隣で出土

したもの。口縁端部を欠く。底部はヘ

ラケズリ、他はヨコナデにより調整さ

れている。頸部から肩部にかけて自然

釉が付着し、底部には重ね焼きによる

溶着が見られる。胴部最大径14.6cm、

残存器高は13.6cmである。

4は壺の胴部と思われる破片で、墳

丘下方 3m地点で出土したもの。肩部

にカキメ状の調整が見られ、底部はヘ

ラケズリによって仕上げられている。

以上の須恵器に見られる特徴は 7世

紀中葉のものと考えられる。

（吉久）

―- --

,'---,  
'' 1 ~1===) 

゜← r-,- --~-----~ — 
10cm ， 

第311図 50号墳墓出土遺物
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みそのお遺跡

第XI章製鉄遺構の調査

第 1節調査の概要

製鉄遺構は、本遺跡の中心となる墳墓群の調査終了間際に相次いで発見されたものである。

一部は墳墓対象の調査区内で検出したが、大半は造成工事に伴う道路や、抜根用重機の掘削に

よって見つかったものであり、遺構の性格上、事前に認識できたものは全く存在しない。また

広範囲に点的に存在しているため、発見時にすでに消滅したものや、未発見のものも存在して

いる可能性がないとは言いきれない。いずれにせよ、短期間のうちに墳墓群と平行して調査を

実施したため、十分な成果を得られなかった面もあり、こうした遺構の調査方法について今後

は検討する必要があるだろう。

発見された遺構は製鉄炉や製炭窯と考えられるものが中心で、両者が併存する地点もあるが、

基本的には前者が主に谷低位部に、後者が尾根斜面部に位置している。遺構群は大きく 5ヶ所

に分布しており、 A-E地点として地点別に述べることにする。 A地点と B地点は多量の鉄滓

を伴っており、特に B地点においてその協は多く、ここが鉄精錬の操業中心部であると考えら

れた。 A地点は B地点よりやや裔い谷奥部であるが、西側は工事用道路によって削平されてい

たため、遺構は調査地外へ広がっていた可能性もある。 B地点からは製鉄炉の下部構造と考え

られる焼土城や、鉄滓の廃棄された土城等が検出されている。 C地点は 6区の墳墓検出中に発

見されたもので、 2基の製炭窯や数基の焼土壊、製鉄炉等が検出され、少量の鉄滓も認められ

た。 D地点は 7区の墳墓群調査中に周辺部で発見したものである。一部破壊されていたが、 1

基の製炭窯と 2基の焼土坂を検出した。鉄滓は出土していない。 E地点は工事用道路によって

大半が削平を受けていたが、大型の製炭窯 1甚を検出した。鉄滓はわずかであるが認められた。

この他に直接製鉄と結びつかないが、尾根上に多数の焼土城が存在しており、墳墓に関連し

ないものもあると考えられることから、注意しておく必要がある。なお、ここでは製鉄炉• 製

炭窯という用語を使用したが、厳密には製鉄炉の下部構造である士壊と、単なる焼土城との区

別は遺存状況によって判らない場合もあり、製炭窯についても、内部に製品が残っているもの

はなく、製炭用の窯でないという意見もあることを記しておく。また、鉄滓の他に鉄鉱石も出

土しており、サンプルを分析に出している。 （椿）

第 2節 A地点

A地点は、墳墓群が所在する丘陵の東斜面を少し下った標高約 105mの位置に立地している。

この地点は B地点製鉄跡（標高78m) が所在する、北に開析する狭長な谷から分岐した、浅い
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上、それに付帯するか
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゜

~ 

10m 

第313図 A地点全体図 (S: 1/200) 

のように北側に細い線状の溝 を検出した。しかし、調査の結果、炉下部の掘り込みは、南北

65cm、東西60cm、深さ 12cmの隅丸方形を呈する、浅い掘 り込み状遺構であることが判明した。

また、 線状の溝は当初排滓溝なども想定したが、 溝は意外に浅く、しかも中途でとだえてし ま

うのて、 溝は炉跡に関係するものでなく、調究時の表土排土の段階での変形と判断した。炉内

部は赤色焼土や炭 ・焼土粒を含む灰褐色土、あるいは淡灰褐色土て埋めているが、地山面を浅

く掘 り込んでいる炉下部の掘 り込み穴は焼けていない。 また、炉の南に接して茶掲色に熱変化

を受けた、 粘土プロックや 2-3個の角礫が検出されている。これらは本炉と関係するものと

推察されるが、その詳細は不明である。ともあれ、炉の立地する地形は、通常の製鉄遺構にみ

られるような、 L字状に地山を造成して、作業面を形成するなどの地形の改変はなされていな

し、

゜
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：。合:亨ーロ
パ〗

こ？

印 :llm

彎
0 50an 一

仁コ茶褐色焼土塊（炭粒含）

二 i炎灰褐色土（焼土粒含）

巨ご］焼土

Eこ］灰黒色土（炭粒含）

Im 

）．赤橙色土

2. i炎黒褐色土

3. 淡灰褐色土

4. 灰褐色土

5. 淡灰褐色土（炭粒含）

6. 炭・灰混土

1. 灰黒色土

第314図製鉄炉 1 (S : 1/30) 

焼土面 1 (第315図） 調査区最高所に所在する焼土で、斜面上にわずかに平坦部をとどめた

赤色焼土塊の広がりを検出した。焼土塊は地山上に粘土を貼ったもので、最大プロックは南北

48cm、東西38cmである。また、この北側にも同様に焼けた粘土の小プロックの散在が認められ

る。上部構造をもつ炉の残存痕跡かどうかは不明である。

焼土面 2 (第316図） 焼土面 lの北 2mの位置に所在する。焼士面 lと同様に遺構の残存状

態は悪い。赤色に熱変化を受けた焼士面は相接する状況で 2ヶ所みられるが、その周縁は、こ

れらの焼土面を包括するように炭、焼土と数点の鉄滓粒を含んだ土層の広がりが認められるの

で、これらの焼土面は一体的なものと判断される。
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鉄滓散布地

炉ー 1の下方 3-4mの傾斜地

に所在する。鉄滓の堆積は非常に

薄い。散布範囲はおおよそ東西

4m、南北6.5mであるが、 2本

のトレンチによる断面観察によっ

ても鉄滓の堆積は薄く、わずかに

認められる木炭粉や焼土粒の中に

鉄滓が点々と確認できるのみであ

る。

木炭粒散布地 溝査区北より斜面

下方に確認された簿い木炭粒ない

し木炭粉まじりの土層の広がりで

ある。その範囲はおおよそ東西

3.5m、南北2.5mである。

土凛 1 (第 317図） 炉ー 1の北

2.5mに所在する楕円形を呈する

士凛である。その形状は南北 4m、

東西 3m、深さ40cmの窪地状のも

のである。埋土下層を中心に鉄滓

や大形の炉壁片が、天箱 9個分出土している。その出土割合は大部分が精錬炉を推定させる炉

G
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．＇ ~
召
喜
' 105_00111 

蒋霧翠碗禁-
0 50an 一第315図焼土面 1 (S : 1/30) 

0 50cm — 第316図焼土面 2 (S : 1/30) 

壁片である。炉ー 1との関連よりもむしろ、土煽埋土の堆積状況は、斜面上位からの堆積がう

かがわれるので、遺跡発見時にすでに工事用道路によって開削された、斜面 I::.方にこの炉壁片

に関係する製鉄炉が所在していたことも考えられる。

小結 1号炉は南北65cm、東西60an、深さ 12anの隅丸方形状の平面形態をなす掘り込み遺構て、

炉内部は焼土や炭等を含む灰褐色ないしi炎灰褐色て埋めているが地山は焼けていないe この検

出状態は、当該遺跡の中でもっとも良く遺存していた、唯一の遺構 らしい遺構 といえる。遺構

の立地する地形から若干の疑問点もあるが、遺枕構造の他の要素から推察すれば、当該炉は製

鉄炉の下部構造と考えても間違いあるまい。炉の上部構造については、県内の大多数の製鉄炉

の調査事例と同様に、具体的に把据される炉壁片等が遺存していないので不明な点もあるが、

限丸方形状の掘り込み遺構からすれば、おそらく箱形炉を推察させるものである。 また、 1号

炉の南の窪地から、調査後の鉄滓洗浄時に鉄鉱石を確認しているので、 精錬にあたってはこう
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I. i炎灰青色土（小礫含）

2. i炎褐色土

3. 茶褐色士（小礫・小鉄滓含）

第II章第 2節 A地点

10580m 

4. 茶褐色土（礫少含｀大鉄滓・炉壁片含）

5. 淡褐色土

lm 

第317図土環 1断面図 (S: 1/30) 

した鉄鉱石を原料としたことも考えられよう。鉄滓の散布状況は、その流失度を勘案しても堆

積の遺存状況はすくない。したがって、その操業規模は B地点の製鉄炉のように大規模なもの

ではなく、小規模でしかも短期間で終えたものと推察される。

ところで、土城 1の調査では土城内からかなりの量の炉壁片や鉄滓が出土しているので、す

でに工事用道路として破壊された斜面上方も製鉄炉が存在していたものと考えられる。しかし

この詳細は不明である。

これら製鉄炉の操業時期については土器等時期を判断する一切の遺物が出土していない。唯

ーの手がかりは B地点出土の須恵器片である。その立地や規模からして B地点製鉄炉と合前後

する時期、おそらく下限は奈良時代前半を降らない時期に操業したものと推定される。（河本）
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第 3節 B地点

A地点と同様に用地内の踏査により、具査中に、新たに発見した製鉄関連の遺構である。 A

地点の下方約100m付近の谷底部より若干高い標嵩78m前後の西側丘陵より張り出した輻25m、

長さ30m程の東に緩く傾斜するテラス状の場所に位置している。テラスの東側から南側の谷部

には、排滓が堆積 L、特に南側の浅い谷では原さ最大 lmの排滓により埋没していた。テラス

／
 

10111 

第318図 B地点全体図 (S: 1/300) 
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1・褐:冨耐桑諭彎韮覇褻
2. 黒色土

3. 暗褐色土 0 2m 

第319図 炉 2周辺図 (S: 1/80) 

78.Jm 

~ 

第n章第 3節 B地点

西側は急峻な地形となり丘陵頂部は墳墓遺構の 2

区にあたる。

検出した主な遺構は、 2ヶ所の製鉄炉跡と、連

続する不定形な土煽等である。時期は、確定し難

いが谷部の排滓堆積土から須恵器片が出土してい

る。なお、調査区南端の谷中央付近からは、製鉄

関連の遺構とは、匝接結びつかないが、中世の遺

物が一括出土している。

製鉄炉 1 テラスの中央やや南よりに長軸を等高

線に平行して検出した長方形の炉である。規模は、

南端が浅いことや北端に土渡が切り込んでいるこ

とから不明瞭であるが長辺1.3m、短辺0.8m程の

長方形であったと想定される。壁面は、最大10cm

程残存しているが、山側の一部が土圧により内側

に傾斜している。底面は、ほぽ平担で若干下方に

傾斜Lている。炉内は、底面より北および西側の

壁面がより焼けている状況である。埋土は、炭、

、ぐジ

焼土片を多く含んでいる。

埋土の状況や形状等か

ら箱形方形炉の下部構造

の可能性が考えられる。

製鉄炉2 炉 1より 8m

北西に、炉 1と同様に等

高線に平行して位附する

長方形の炉てある。炉周

囲には、長径4.4mX短

77.7m 

~ 
径 3mの不定形な浅い落

メち込み状の土塙をともな

Im うc 規模は、長径l.lm、

第320図 製鉄炉 1 (左） ・炉 2 (右）(S : 1/30) 

短径0.8mの隔丸の方形

を星す。深さは、中央付

近で最大lOanて、若干皿
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みそのお遺跡

状の断面をなす。炉内は、山側の壁面が薄く赤色に変色している程度である。埋土は、炭、焼

土片を含む黄褐色土である。

埋土の状況や形状等から｀炉 1と同様の箱形方形炉の下部構造の可能性が考えられる。

製鉄炉 1周辺の土珊群 炉 l周辺の北側には、円形に近い土凛が連続して掘削されており、さ

らに、北端には最大幅80cm、長さ3.5mの溝が認められる。南側には、一部トレンチによる確

認であるが不定形な土凛の連税したものが認められる。

これらの土凛のうち、炉 1の北に連統する匝径1.3mとl.7mの2基の土堀とこれに続く溝と

.―
 

I
-

b. 
．
 

.a 

第321図炉 1周辺土蠣群 (S: 1/100) 
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第II章第 3節 B地点

C 

l 

I. 暗褐色土（スミ・礫含）

2. 黒色土（スミ・ 礫含）

3. 黒色土（スミ主含）

4. にふい黄褐色土

5. 暗褐色土（焼土•鉄滓含）

6. 灰黄褐色土

7. 暗褐色士（礫含）

8. 灰黄褐色土

m● ， 

）．暗褐色土

（スミ・焼土含）

2. 褐色土（礫多い）

3. 褐色土

4. 黄橙色土

s. 暗赤褐色土

（スミ・焼土• 鉄滓）

6. にぷい黄橙色

（鉄滓含）

7. 黄橙色土 13. 明黄色褐色土 ー・ h-r,.—lo• I O I OJ・
8. 黄褐色土

9. IJl黄褐色士（鉄分含I

10. 灰褐色土

第322図炉 1周辺土填群断面図 (S: 1/100) 

~111)• I 

, 1'-la I 

l. 白灰褐色土

2. 灰褐色土 ~- - - -,---,-ギ
（マンガン含）

3. 黒褐色土

（スミ・焼土含）

第323図谷部断面図 (S: 1/100) 

ロ
79.3m 

｀ 
1. 里褐色土 （スミ含）

2. 褐色土 （鉄滓含）

3. 暗褐色土
2m 

第324図 土壕 1 (S : 1/60) 

南側の向径80cmの重複する 2基の土城については、埋土

に多最の鉄滓を含む状況等から製鉄炉 1に伴う排滓壊お

よぴ排滓溝と想定される。その他の土城については、性

格を決め難いがいずれも西側に位置する土城ほど鉄滓の

出土が少ない状況であった。

土凛 1 調査区の北西部に位置する小型の土壊である。

規模は、直径l.5Xl.65mのほぼ円形を呈し深さ25cmを

測る。断面は、皿状を呈し、下方に若干傾斜している。

当土城は調査区の最尚所に位置し、しかも埋土中に鉄滓

を含んでいることから、さらに嵩所に製鉄炉の所在する

可能性が考えられたことから一部拡張を行ったが、遺構
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第325図 排滓堆積土出土遺物

~ 

□二／

~ ~ ニ／

ぐ

は確認できなかった。ほぽこの

付近が地形が急峻になる変換点

にあたることからすでに消失し

た可能性が強い。

出土遺物 1 (第325図）

製鉄関連の遺物は、鑑定を仰

ぎ報告文をいただいた鉄滓、鉄

鉱石、炉壁以外ではほとんどな

く、わずかに出土した須恵器の

破片のみである。いずれも、谷

部の排滓の堆積層中の出土であ

る。外面に平行叩き、内面に青

海波の叩きを施す甕の体部片て

ある。

出土遺物2 (第326図）

調査区南端の谷部の中央近く

で出土した一括の遺物てある。

図示しなかったものの、上城等

の掘り方はなく、ほぼ底面近く

に鍋 7を伏せた中に小Illlが一括

して認められた。 類例として、

伊田沖遺跡 （御津町）、本谷遺

跡 （笠岡市）がある。鉄滓遺跡

とは、関連のない中世の遺物で

あるが、当遺物の出土地点付近

の谷部には炭を含む堆積層が認

L..............- められた。 （山磨）

□エ/

~ 

デ

第326図谷部出土遺物
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第XI章第4節 C地点

第 4節 C地点

C地点は 6区のほぼ中央部に位置しており、当初は墳墓の存在を想定していた場所である。

墳墓検出のため表土除去後、サプトレンチを入れたところ、 2ヶ所の焼土層や炭化物の広がり

を検出し、製炭窯の存在が明らかとなったため、調査終了間際に C地点として遺構検出を実施

した。その結果、 2甚の製炭窯と、その周辺部より数基の焼土堀等を検出し、小規模ながら、

製鉄炉による操業も行われていたことが判明した。

1号製炭窯（第328図）

尾根頂部東寄りに築かれたもので、主軸を南北方向にとり、焚き口を南に向けている。焼成

A
 

B'-11-9 

45 肛,---,--,-t------・! 如
I I 

第327図 C地点遺構全体図 (S: 1/400) 
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みそのお遺跡

部は長さ8.5m、幅1.2m前後を測り、床面傾斜角度は 1度である。内部はよく焼け、床面は黒

青色化し、側壁は上半に落下した天井部と同様の粘土を貼っていた。天井部は焼土化した粘土

e
w
l
d
 

A「

4
r
 

感》

JL 」i

1.... ....f 

＼ 

斜線部は最大幅断面

第328図 1号製炭窯 (S: 1/100) 
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みそのお遺跡

部分的に盛土が認められ、側庭部はプール状の形態をもっていたことが判る。

1号製炭窯は当遺跡の中では最も遺存状況が良好であり、短期間の調査ではあったが、様々

な情報を得ることができた。まず、焼成部の上部構造に粘土を使用している点。さらに焚き口

部、横口部、煙突部付近に焼土層、炭化物層、地山プロック土層等の土層が2-3単位認めら

れる点等である。特に後者は本遺構の使用に伴う痕跡と考えられ、 その場合 3回以上の操業を

考ぇておきたい。また、少なくとも横口部は閉塞とその除去を繰り返して行っているようで、

最終的には閉塞されたままの状態で廃棄されている。焚き口部でも焼土や炭化物を掻き出した

痕跡があり、上位に純粋な焼土層がある点を重視しておきたい。煙突部も数度の補修、あるい

は閉塞が行われた可能性が強く、操業での一行程を示しているとも考えられる。

2号製炭窯（第330図）

1号製炭窯の北東下方の急斜

面で検出されたもので＜一部は

工事用道路によって破壊されて

いる。主軸は 1号製炭窯とほぽ

平行するが、焚き口は反対方向

に設置されている。焼成部は長

さ8.lm、幅80cm前後を測り、

床面は3.5度の傾斜角をもつ。

内部は 1号窯と同様で、床面が

青黒色に熱変し、側壁上半部の

粘土貼りや、落下した天井部の

焼土塊も残存していた。焚き口

には石材が数個認められ、床面

は熱変し、赤色化している。前

庭部には炭化物や焼土粒を含む

土層が認められたが、 1号窯の

ような細分はできなかった。横

Dは9ヶ所設けられており、焚

き口側のものは径が小さい。横

口から側庭部にかけて、炭化物

を多数含む層が認められたが、

横口天井部が落下しており、閉

塞の状況は明確にできなかった。
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1. 灰黄色土（地山塊多含）

2. 灰黄色土（地山塊少含）

3. 灰黄色粘質土（地山塊多含）
4. 地山塊土

5. 焼土（粘土貼り）

6. 暗灰黄色粘質土

7. 焼土・炭• 暗灰色塊の混士

8. 暗灰色粘質土（焼土•炭微粒含）

L 

9. 暗黄赤色土（焼土粒多含）

10. 焼土塊（天井部粘土塊）

11. 暗灰黄色土

12. 暗赤褐色士（炭・焼土多含）

13. 暗黄掲色土（焼土粒少含）

14. 赤黄色土（焼士含｝

15. 赤黄掲色土（地山・焼土塊多含）

16. 赤黄色土

17. 黄赤色土（地山塊多含）

第XI章第4節 C地点

18. 焼土塊（天井部粘士）

19. 暗赤色焼土

20. 炭と焼土の視土

21. 18と同じ

22. 灰黄褐色土（炭・焼士粒多含）

23. 黒褐色士（炭・焼土多含）

A- -8132m 

-131 

。
2m 

第331図 2号製炭窯断面図 (S: 1/60) 

煙道は内外面から掘り込まれており、やや屈曲している。長さ70cm、幅22cm前後を測る。煙道

の外側には石積みによって煙突が築かれており、上部は石材によって塞がれていた。煙突の外

方には作業用と考えられる土城状の掘り込みがあり、東下方に溝が付設している。側庭部は破

壊されているため規模等は不明であるが、 1号窯と同様のものと考えられよう。

2号製炭窯は 1号窯に比べて遺存状況は悪く、多くの成果は得られなかった。規模は 1号窯

より小型であり、側庭部に堆積する炭化物の醤も少ない。両者の切り合い関係は不明であるが、

相前後して築かれたものと考えられる。

焼土壊

1号製炭窯の周辺には 4基の焼土城と溝を伴う土漿 1甚が検出されている。このうち 1甚の

焼士城については明らかに製鉄炉と判断できたため、製鉄炉 1として後述することとし、

では製鉄炉の可能性をもつものもあるが、残りのものを焼土壊として扱うことにした。

焼土堀ー 1 (第322図ー 1)

1号製炭窯の前庭部を掘り下げる際に検出したものであり、 3基の土城が重複している。中

央の土堀は壁面上部が焼けており、内部に炭化物と鉄滓が認められた。他の土城からは炭化物

が少量出土しただけで鉄滓は認められなかった。しかし、この土壊群は前庭部掘り下げ時にあ
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みそのお遺跡

やまって完掘に近い状態で気付いたため、切合等は不明であり、個々が別々のものか、同一遺

構の各部であるか不明と言わざるを得ない。また、西側の土城から北へ向かって幅30cm前後の

溝が伸ぴており、そ．の内部より鉄滓と炉壁片が少羅出土した。この溝は 1号窯側庭部東縁で盛

土によって埋められており、 1号窯製造以前に機能していたことが明らかである。以上のこと

から、これを製鉄炉とその附属施設とすることを保留しておきたい。

焼土堀ー 2 (第332図ー 2) 1号窯北側で検出したもので、壁面上部全体と床面の一部が焼

けていた。内部より炭化物が、壁上端の一部に焼土化した粘士貼りが認められた。

焼土堀ー 3 (第332図ー 3) 2と同様のものであるが、粘土貼りは残っていない。

4. 製鉄炉 1 (第333図、カラー図版 3-1) 

焼土壊ー 1の北側に位置し、 1号窯側庭部上の炭化物層を除去後に検出し、これよりも古い

遺構であることが判っている。遺存していたのは炉の下部構造と排滓溝で、鉄滓や炉壁片がコ

ンテナ l箱分出土した。下部構造は隅丸方形の土城内に炭化物を詰め、壁面上部に粘土貼りし

たもので、長軸105cm、短軸85cmを測る。粘土は厚さ 1-3cmで、東側は流出していたが、西

1. 黄灰色土（炭粒微含）
2. 暗黄灰色士（炭粒多含）

-132.6m 王 133.3m

- -133.6m 
---- - . 

1 -. 

2 : 

3 

゜
lm 1. 暗黄灰色土（炭粒含）

2. 黒灰色土（炭粒多含、焼土塊少含）
3. 灰黄色土（地山塊多含）

第332図焼土珊 (S: 1/30) 
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第XI章第4節 C地点

側では外方へ広がっており、流動滓の小塊が付着していた。土墟内は熱により赤色化している

が、図示した様に特徴的な形態を呈している。上部構造である炉の本体が残っていないため、

その理由は明確にしえないが、長軸側は流動滓による熱変を考えてもよいだろう。問題となる

のは短軸に沿う部分で検討を要するだろう。排滓溝は極めて浅く、土城底とのレベル差は25cm

を測る。 （椿）

/— 
ーニ

1. 黒黄褐色土（炭• 鉄滓多含）

2. 黒褐色士（炭多含、焼土少含）

3. 暗褐色土（炭多含、焼土塊含）

4. 黒色士（炭含）

5. 焼土

6. 粘士貼り（焼上化）

|
 13
3
m
 

―133m 

1~-----

----------.c. ーニ —132.5 

。
lm 

第333図製鉄炉 1 (S : 1/30) 
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みそのお遺跡

第 5節 D地点

D地点は 7区の古墳群を調査した際に、抜根作業をしていた重機によって一部焼土面が露呈

していたものを発見し、調査したものである。検出されたのは 1基の製炭窯とこれに伴う溝、

゜
10m 

第334図 D地点遺構全体図 (S: 1/120) 
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第335図 3号製炭窯 (S: 1/100) 

第XI章第 5節 D地点

焼土城 2基である（第334図）。

3号製炭窯（第336図）

主軸は南北方向にとり、焚き口を北に向

けている。焼成部は長さ 6.5m、幅80cm前

後を測り、床面傾斜角は4.5度である。内

部は熱を受けており、床面は青黒色を呈し

ている。焚き口には石材が残り、床面は赤

色化している。前庭部は破壊されている。

横口は 7ヶ所設けられており、煙道側の 1

穴のみ天井が残っていた。煙道は内外面よ

り掘り込まれて造られており、やや屈曲し

て貫通する。長さ65cm、幅20cm前後を測り、

断面は他と異なり、方形に近い。煙突は石

積みによって構築され、上端部は塞がれて

いた。外側の土城床面には石材が4個残っ

ており、煙突の塞閉に使用するための控え

石といった印象を受けた。この土城には溝

が付設していた痕跡も残っている。側庭部

はあまり明瞭でなく、流出、あるいは狭い

A-

c_ 

A. 赤色化

B. 青黒色化 /, 2賓。 ＼ 
4 

／ 
／ _,--/ 6 ___JA 

~ 
／ 

. 1. 黒灰黄色土（炭・焼土・地山塊含） 9. 黄灰色土（炭粒・地山塊含）

2. 暗赤茶色士 10. 黒灰色土（炭多含）

~ 3. 赤茶色土 11. 暗黄灰色士（炭・焼士粒含）

( 9 4. 焼土塊（天井部粘士） 12. 明橙色粗砂

13 5. 明黄茶色土 13. 淡茶色土（炭粒含）

6. 黄灰色土（黒灰色塊、炭粒含） 15. 暗赤橙色土（炭粒含）

7. 黒灰色土（炭多含） 1_6. 暗黄橙色士（炭・焼士粒含）

2m 8. 淡茶黄色土（炭粒含） 17. 暗灰黄色土（炭粒含）

゜
―152m 

゜ 第336図 3号製炭窯断面図 (S: 1/60) 
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みそのお遺跡

ものだったと考えられる。窯体西側の斜面上方には溝が廻っており、この製炭窯に伴うものと

考えられる。

焼土堀（第337回）

製炭窯の下方に 2基の焼士城が検出された。

焼土壊ー 1 (第337図ー 1) 東側は検出時に削平、あるいは流出しているが、ほぽ隅丸正方

形に近い平面形を呈していたと考えられる。南北長128cmを測る。内部には下から、地山プ

ロックを含む層、炭化物を含まない層、炭化物を含む層、が認められ、壁面、床面と•も熱によ

り赤色化していた。

焼土城ー 2 (第337図ー 2) 焼土堀ー 1よりやや高い位罹にあり、一部破壊されている。 1

と同様の平面形をもち、南北約135cm、東西140cm前後を測る。内部は熱により赤色化しており、

堆積土も 1と同様である。 （椿）

L 淡黄灰色土

2. 暗灰黄色土（炭含）
3. 灰黄色土

4. 黒灰色土（炭・地山塊含）

―150.5m 

。
lm 

1. 暗黄灰色土（炭・焼土粒含） 5. 黒灰色土（炭多含）

2. 淡茶黄色土（炭粒含） 6. 明橙色粗砂

3. 黒灰黄色土（炭・焼土・地山塊含） 7. 淡茶色土（炭粒含）

4. 黄灰色土（炭粒・地山塊含）

第337図 焼 土 塘 ー 1・2 (S : 1/30) 
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第XI章第6節 E地点

第 6節 E地点

C地点の北東下方の急斜面部に位置し、工事用道路の断面に露呈していたものを発見し、調

査を実施した。大半は道路によって破壊されていたが、製炭窯 1甚と、これに伴う段、溝を検

出した。なおこの付近には、工事用の図面で見る限りやや広い平坦部が存在していた様である

が、道路によって、確認することはできなかった。

4号製炭窯（第339図）

Cコ
-』

A-

／
⑬
 

10m 

第338図 E地点遺構全体図 (S: 1/120) 

9
:
―

-

―

―

―

ぢ

第339図 4号製炭窯 (S: 1/100) 
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みそのお遺跡

主軸はほぽ南北方向にとり、床面傾斜角は 2度で、煙道側へゆるやかに登っている。焚き口

は消滅しているが、北向きである。残存しているのは、焼成部の片側と煙突部のみである。焼

成部は北側コーナ一部分がわずかに残っており、長さ9.4m、最大幅120cm以上を測り、当遺跡

内では最大規模をもっていたと考えられる。床面は他と異なり赤色化していた。煙道は長さ

50cmと短く、幅は30cm以上を測る。煙突は上部が削平されているが、下半部の石積みは良好に

遺存していた。煙突外方の土城も下方は破壊されており、南北長120cmを測る。窯体の上方斜

面には加工段が検出されているが、土層断面からは浅い溝を伴っていた可能性がある。• この溝

底部直上より鉄滓が少量出土しており注意される。

4号製炭窯は大半が工事用道路によって破壊されていたが、規模も大きく、鉄滓も出土して

いることなどから、周辺部に他の製鉄遺構が想定されたが、踏査した限りでは確認できなかっ

た。 （椿）

—122m 

1. 白灰黄色士

2. 明黄灰色土（焼土粒少含）
3. 明灰黄色士

。

1. 表土
2. 暗灰黄色土

3. 黄灰色土（礫含）
4. 灰黄色土
5. 黄灰色土

6. 淡黄橙色土

7. 暗黄灰色土

8. 淡茶黄色土（焼土粒• 炭粒含）
9. 淡赤橙色土（天井部粘土）
10. 黄茶色士

11. 赤橙色土（天井部粘土）

第340図 4号製炭窯断面図 (S: 1/120) 

2m 
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第XII章 その他の遺構

第 1節調査の概要

第珊章第 2節古道

当遺跡においては、墳墓群や製鉄遺構の他に土城、土塁状遺構等が検出されている。これら

は大半が墳墓群の調査•中に発見されたもので、焼土城の中にはこれと関連するものもありそう

だが、ほとんどは墳墓群より新しいもので、古道等も後世のものである。また調査の主眼を墳

墓においたこともあって、十分な調査を行わなかったものもある。ここでは前章までで扱った

焼土壊、焼士面を除いたものと、古道の一部、そして古道と関連すると思われる土塁状遺構等

について説明することにした。ただし、全ての遺構について十分な報告ができてない点もある

ことを容赦願いたい。

第 2節古道

検出された古道は多数あるが、各時

代のものが重複、あるいは消滅したも

のもある。また遺構の性格上、長期間

利用されたものや、現在も踏襲するも

のも含むため、詳細な時期については

明らかでないものが大半である。なお、

土塁状遺構としたものは、尾根鞍部に

造成されたもので、古道と密接な関係

があると考えられるので、ここで扱う

ことにした。

1 • 2区西斜面の古道（第341図）

2区の23号墳墓の西下方には、急傾

斜して下降する小さな尾根があり、調

査前には階段状のテラスが認められて

いた。当初は墳墓が連続しているもの

と想定して、地形測量後、 トレンチを

6か所設定し遺構検出を行った。その

結果、墳墓と推定していたテラスは尾

根がつづら折りの古道によって分断さ 第341図 2区西斜面古道{S : 1/500) 
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みそのお遺跡

れたものであることが判明した。

この古道は21号墳墓から26号

墳墓にかけて走る古道につなが

るものと考えられ、さらに 3-

5区で検出されたものと関係す

る可能性が強い。古道の幅は所

在する場所の地形等によってや

や異なり、下場で40-100cmを

測る。また T-5では二段掘り

状を呈していた。古道路面には

玉砂利が固く敷きつめられた様

になっており、人為的に施され

た可能性が強いと感じた。実際、

調査中の大雨時には古道内は流

水が激しく走り、こうした玉砂

利が堆積できる状況ではなかっ

た。’また砂利除去後の古道は流

水によって深く浸食され、こう

した作用を防ぐ効果も考えられ

る。いずれにせよ、こうした砂

利敷きは他の古道内でも多く認

められており、人為的なものだ

とすれば、その築造にかなりの

・労力を要したと考えられる。 T

-4の古道内堆積土中で、土師

器椀の底部が出土しているが、

路面より20cm以上の上位からの

ものであり、路面出土の遺物は

認められなかった。

2. 4-5区の古道（第342図）

この調査区でも数本の古道が

検出されているが、流出した部

31 

32 

33 

“ 

葛

冥

!1 

B
1
 

23 •CD 
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第~11章第 2 節 古道

分もあり、図上ではやや復元して示

している。また41号墳墓を中心とす

る痩せ尾根上には土塁状の盛土が施

されており、 この東側に現在まで利

用されていた山道が通っていた。土

塁状遺構については後述するが、古

道一 1はこれを切っており、他の古

道はこれによって埋没していること

が明らかとなっている。古道ー 1は

完全に埋まっていたが、第 4図で見

られるように、最近まで機能してい

たものに連接する可能性が強い。古

e
 o・
s
c
一
ー8

 

第343図

<) 

土塁状遺構ー 2地形図及び断面図
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みそのお遺跡

道ー 2は数本に枝分かれしており、数度の造替えが考えられる。路面には玉砂利が敷きつめら

れておりー、直上、あるいはこれに混在して須恵器片が出土している。道幅は下場で約30-

100cmを測るが、 5区の東斜面部ではかなり深く、 V字状の断面を呈している。古道ー 3は古

道ー 2を切っていたが、 42号墳墓の東側の土層関係から土塁状遺構ー］より古いことが判明し

ている。

3. 土塁状遺構ー 1 (第342図）

調査前には自然地形と考えていたが、墳墓を確認する際にその存在が明らかとなったもので

ある。墳墓に調査を集中したため、全体の形状、規模は推定であるが、基本的には土塁状遺構

-2と同様のものである。盛土された範囲は41号一43号墳墓直上にかけてであり、地形的には

42号墳墓付近を低位部とする尾根鞍部にあたる。南北長は40m前後、東西幅は 5-6mを測る

ものと推定される。築造方法は、盛土の芯となる部分を粗砂、細砂と粘質士によって版築状に

たたき締め、外側を粘質土によって被い仕上げられている。盛土内からは直接関連する遺物は

出土していないが、古道ー 1内の自然堆積が始まらないうちに造成されおり、古道直上出土遺

物が、築造時期に近いものと考えられる。

4. 土塁状遺構ー 2 (第343図）

6区の南側尾根上に位置するもので、調査前には単なる痩せ尾根と考えていた。しかし、土

塁状遺構ー 1 の発見により、この尾根も可能性が強い•として、 トレンチによる調査を行った。

その結果、想定していた以上の大規模な盛土が施されていることが判ったが、調査期間等の制

約から、原地形の測醤と、断面図の

作成のみを行った。盛土された範囲

は、南北長70m前後、東西幅lOm以

上を測るものと推定され、厚い所で

は約 2mの高さを測り、築造時には

さらに数十cmは高かったものと考え

られる。築造方法は土塁状遺構ー 1

と同様であるが、版築状の芯部は数

単位が認められた。盛土内からは弥

生時代中期後半の土器が 1点(5)出土

している。なお、 トレンチの断面に、

盛土以前の焼土城が1基認められた

が、平面的な調査はできなかった。

5. 土塁状遺構ー 3 (第 3図参照）

・［二::~
1 ~ 

3
 

亙一――

4
 

|
5
 

；
＼
 

て．＼

0 10血

第344図古道、土塁状遺構出土遺物
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7区の南東高所の尾根分水嶺に位置するもの

で、踏査中に発見したものである。 1・2と同

様の尾根鞍部に立地しており、工事対象地を外

れるため調査は行っていないが、外観より同様

のものと考えられる。 1よりやや小規模なもの

である。

これら 3基の土塁状遺構については、いわゆ

る防御壁的な土塁とするには不自然な占地を示

しており、むしろ古道と考えた方がよいと考え

ている。その場合、相当な労力を費やして築い

た理由が存在するはずである。

6. 遺物（第344図）

古道内からは多数の土器が出士しているが、

大半は墳墓に関連するもので、古道の時期を示

すものはごくわずかである。

1は2区西斜面の古道内より出土した土師器

椀の底部で、内面は黒色である。 2は47号墳墓

南の古道から出土した須恵器の杯片である。

3• 4は古道ー 2の路面直上の出土品で、

壺は体部片がかなり広範囲に散布していた。

第 3 節焼土壊•土堀

墳墓群の調査中に、墳丘内、あるいは周辺部

から多数の焼土壊や焼土面が検出されている。

これらのうち、明らかに墳墓に関連すると考え

られるものについては、これまでに説明を行っ

てきたが、大半は性格、時期とも不明なもので

あり、十分な調査を行うことのできなかったも

のもある。ここでは代表的なものを中心に説明

しておきたい。なお、製鉄遺構に関連するもの

については第XI章でふれている。

1 . 分布（第345図）
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みそのお遺跡

検出された焼土堀、焼土面は不明確なものを除けば総数26基が認められる。これらのうち、

墳墓に伴う可能性が強いものは 4・6・8-11 ・ 15·16·21 ・ 22• 24-26などがあげられる。

残りのものについては分布に極端な濃淡はみられないが、尾根斜面部に少なく、平坦部に多い

傾向が認められる。また尾根頂部の中心部からややはずれた地点に存在するものが多く、一見

-92.5m 

. ---・-・ 1 
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1. 焼土塊• 炭化物混土
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。
lm 

第346図 焼土壊（網目•矢印は焼土化部分）
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第 VlI章第 3 節焼土壊•土城

すると墳墓の中心を避けているようにもとれる。

2 . 焼土堀（第346図）

形態的には不整形なものが多いが、 9 ・ 18• 19は隅丸方形に近い整った平面形をもち、 3• 

12もこれに似た形態をもつ。大半は底面より壁面が焼けており、量の多少はあるが炭化物を含

む層が認められている。他の遺構との切り合い関係は、墳墓の主体部を切っているもの (2 • 

3・5・8・9・13)が 6基あり、墳丘盛土を除去した後、旧表土上面で検出したもの (24・

25)が 2甚ある。また、土塁状遺構によって埋没したもの (19・23) も存在する。遺物を出土

したものは15のみで、隣接する墳墓とほぼ同時期の甕（第161図ー 9)が認められている。

3. 焼土面（第346図ー 1・10・11・16・17・20-22・24)

焼土面としたもののうち、一部は焼土堀の底面である可能性をもつ小規模なものもあるが、

径 2m前後を測る規模のもの (1・・17・20) もある。墳墓の盛土除去後に検出されたもの

(10・11・21・22) は径数十cmほどの不整形なものばかりである。 1は墳墓の溝がほぼ完全に

埋没した後で形成されたものである。

以上の焼土城、焼土面のうち、墳墓の墳丘盛土除去後に検出されたものについては、墳丘築

造時の火気使用に係わる可能性が強いと考えられる。このことは墳丘外のものについても可能

-126.50m 

＼、．＼、．＼  
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第347図土塘
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て霧診曇

゜
2cm 一第348図 その他の遺物

性があると言えるが、時期の判るものは 1基のみであり、即断はできない。主体部を切ってい

るものについては、埋葬後の行為を示すとも考えられなくはないが、墓城中央部に検出された

もの以外については偶然性も考慮され、検討を要すだろう。また隈丸方形を呈するものは、製

鉄遺構に伴って検出されたものに似ており、これとの関連を考える必要もある。いずれにせよ、

多数検出されながらも、物証に乏しく、性格も明確にできない遺構である。時期的には墳墓築

造時以降で、古道、土塁状遺構より下らないものと考えておきたい。

4. 土壊（第 347図）

5区の墳墓群や古道を検出する際に検出したもので、地形的には谷頭に位置する。 3基とも

古道、あるいは土塁状遺構ー 1の造成土採取によると考えられる削平を受けている。 3は図示

していないが、 2とほぼ同規模で、古道によりわずかしか残存していなかった。いずれも埋土

は固く締まっており、相当古い遺構と推定された。 2の床面から 3個の自然石が出土しただけ

で、遺物は全くない。落とし穴、あるいは貯蔵穴と考えられる。

5. その他の遺物（第348図）

遺構に直接関係しない遺物として、石器 2点と銅銭3枚がある。石器は石鏃と石匙で、前者

は45号墳墓第 2主体部の埋土中より、後者は14号墳墓の周溝内埋土中より出土したもので、安

山岩製と考えられる。古銭は図示していないが、 2区西斜面の表土中から判読不可能なもの 1

枚が、 47号墳墓表土中より寛永通宝 1枚が、 A地点の表土中から景徳元宝が1枚出土している。

（椿）
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第Xill章まとめ

今回の調査においては、弥生時代後期から古墳時代終末期の墳墓群を中心に、製鉄遺構や古

道等が検出され、多大な成果を得ている。ここではその細部にわたる考察はできなが、調査時、

あるいは報告書作成中に気づいた点を中心に簡単に総括を行いたい。具体的には墳墓群につい

ては編年を試み、それ以外については、若干の考察を行うことにしたい。

1'墳墓群の編年案

墳墓群については 2度の空白期を挟みながらもほぼ継続して造られており、特に弥生時代後

期初頭から古墳時代前期にかけてのものは継続性の強いものであり、これだけでも極めて重要

な資料といえる。絹年をするにあたっては土器を基準とし、他の要素は必要に応じて利用する

が、調査時には土器以外の要素を含めた全体相の流れとして把握したこともあり、この全体相

から土器を見直す、あるいは土器によって再点検する作業を行う方法をとった。土器編年は方
2) 

法論を明示した高橋護氏の編年案を参考としたが、調査者が当地域の土器に不慣れであるこ

とを断わっておく。

期

墳墓群の築造は 6-12号墳墓の 7基によって開始される。墓域は尾根先端の 1区北半部分に

位置し、直線的に配置する。墳丘は明確でなく、石列も遺存していないが、 6号墳墓のように

明らかに尾根を加工しているものが存在することや、墓城底レベルが墳墓単位で均ーになる傾

向がある点、つまり、同ーレベル面から掘り込まれた可能性が強いことなどから、墳丘の存在

は疑いえない。墳丘の増改築については明確でないが、検討する余地はあるものと考える。主

体部は総数70基で、大半が木棺を納めたと考えられる墓堀である。木棺の形式は棺痕跡をほと

んど検出していないが、小口板を差し込む溝（以下小口溝と称する）を有しているものが多く、

また詰め石の状況から、側板が小口板を挟むタイプの箱形木棺と想定できる。小口溝を有さな

いものについては、小D板が底板の上に載るか、差し込まれていたものと考えておきたい。墓

塘規模から推定される成人用木棺の数は、約40基で、ひとつの墳墓に 4-14人が葬られている。

また、成人棺 2基が 1組となる傾向も認められ、小児棺の分布にもやや偏りがある。土器棺が

全く存在しない点も注意しておきたい。

遺物は墓塀上面より供献品と考えられる土器が多数出土しているが、副葬品は全く検出され

ていない。土器は高杯、把手付壺、甕のいずれか、あるいはセットで出±している。高杯はロ

縁部が長く、口縁端部の面的拡張もわずかである。脚柱部は径の太いものが多く、平行沈線も

ヘラ描きものが多く、本数も少ない。透しは下端を三角形にするものが多く、数も少ない。壺

は把手の付くものが多く、頸部に凹線文、体部に連続制突文を残すものもある。甕は口縁部の
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拡張が大きく、 3本以上の沈線文を施すものもある。肩部はやや張り、連続制突文を残すもの

も存在する。調整は外面に縦方向のヘラミガキを多用し、内面は頸部付近までヘラケズリされ

ているが、下半の縦方向のヘラケズリに留まるものも残っている。

1 期は土器の特徴から、弥生時代後期初頭に位置付けられ、高橋編年珊— a 期にほぽ対応で

きると思われる。

2 期

2期に属する墳墓は 1区南端に位置する18号墳墓 1基のみである。この墳墓は明確な墳丘形

態は明らかとはいえないが、盛土や石列の一部を残しており、明らかに墳丘を形成している。

増改築の有無は明確ではないが可能性はあろう。主体部は密集度が高く、総数27基を数える。

注目すべきは、大半の墓城が主軸を 1期と同様の尾根方向に直交、つまり東西方向にとるのに

対して、中央部に南北方向にとるものが3基（成人棺は 2基）あり、うち 1基は墓城土に石敷

を伴う可能性が強い点である。これをもって中心主体の出現と考えることも出来よう。墓堀内

には 1期と同様の木棺が納められていたと考えられ、推定成人棺数は約19基を数える。明確な

土器棺は存在しない。成人棺 2基が 1組となる傾向も見ることができるが、密集度が高く、判

然としない。

遺物は 1期と同様、墓城上より供献土器が多数出土した他、副葬品かどうか判断できないが、

墓城底より鉄鏃が 1点出土している。土器は基本的には 1期と同様の器種が認められるが、

セットで出土する墓壊はやや少ないようである。高杯は口縁部が短くなり、立ち上がりも垂直

に近い。口縁端部の拡張もわずかである。脚柱部は細長くなり、平行沈線はクシ描きで多条化

する。透かしはヘラ描きで多条化、あるいは数単位に施される。脚端部は下方への突出度が低

くなっている。壺は把手をもつものはなく、頸の長いものもみられない。甕も 1期で見られた

古相を呈するものは見られない。

2期は高橋編年VII―b期にほぽ対応すると考えられ、県南の岡山市高塚遺跡出土の貨泉に伴

う土器が,1I— b 、 C 期に対応することから、 1 期の実年代が紀元前後に近づくことになるので

はないだろうか。

3 期

この期に入る墳墓は16・17号墳墓の 2甚と 17号墳墓周辺部の墓城で、墓域は 1期と 2期のも

のの間に位置している。墳丘は16号墳墓のみ明確で、石列も四辺残っている。この 2基は近接

しており、増改築の痕跡は明らかでないが、 16号墳墓の周溝を埋めた後壺棺を埋納しているこ

とから、何らかの改変を行っていることは確かである。主体部は木棺と壺棺がほとんどで、後

者は16号墳墓と 17号墳墓西側の周辺部にのみ占地している。主体部は総数34基で、推定成人棺

-332-



第X皿章 まとめ

が約15甚、土器棺は11基を数える。木棺型式は以前のものと同タイプと考えられるが、小口溝

が墓堀壁よりやゃ離れる傾向があるように見受けられる。土器棺は大型の壺や甕を棺身とし、

翡杯を蓋とするものがほとんどである。成人棺 2基 1組の傾向は強く感じられない。

遺物は以前のように墓壊上から土器が出土することはほとんどなく、大きく様想が変わって

いる。副葬品は認められない。しかし幸いにして、この時期から土器棺が出現しており、この

土器よって時期が明らかとなった。士器棺の蓋として利用された高杯は多様なものがあり、脚

柱部と杯部は一体造りのものと、やや変化して、差し込み式に近いものとが認められる。口縁

部は外面が外傾、あるいは外反して、端部平坦面が著しく外方へ拡張するものと、新たに外反

する単純口縁のものとがある。脚柱部はゆるやかに裾広がりとなり、平行沈線は減少し、円孔

透しが一般化する。脚端部は退化したものと、単純なものとがある。また 1基だけであるが蓋

に鉢を使用しているものがあり、新相を呈している。位懺的にも周辺部であり、この期の終わ

りに蓋は高杯から鉢等に変化したものと考えられる。

3期は供献土器の上で 1・2期の様相と異なり、次の時期への過渡的現象を示しているとも

考えられる。土器は高橋編年の珊― C ・d期にほぽ対応する。

4 期

この期は将来的には 2ないし 3期に細分ができる可能性があるが、ここではひとつの時期とし

てとらえ、細分の手掛りとして新相と古相を指摘しておきたい。

4期に入る墳墓は19・21-28号墳墓の 9基を考えているが、 19号については 1期に属する可

能性の土器もあり、検討が必要であることを断わっておく。これらの墳墓は19号を除き全て 2

区に墓域を移しており、明確な墳丘を残すものも認められる。石列も多く残り、増改築も行わ

れているようである。墳丘規模には格差がみられ、大型の墳丘周辺に小型のものが付設するよ

うにも見てとれる。主体部には 3期と著しい相違はみられず、壺棺が残る（古相）ものも 2基

存在する。木棺型式も 3期と同様であるが、やや整った墓城をもつものもある。主体部総数は

84基を数え、うち推定成人棺は約44基であるが、流出したものが数基はあるだろう。墓壊主軸

は東西方向にとるものが主流を占めるが、南北方向のものが数を増している。中心主体はやや

不明瞭であるが、 24号第 1主体部は配石を、 27号第 1主体部は多量の土器を出士するなど注意

される。また、棺内全面朱の主体部も存在している。

遺物は多数の供献土器が出土しているのみで、副葬品は認められなかった。士器は鋸歯文や

刺突文、さらに突帯等によって加飾された高杯、器台、壺等であるが、原位置の判るものはわ

ずかである。高杯はいわゆる装飾高杯と呼ばれるもので、量的に最も多いが、時期的な細分は

困難である。器台は大小2種あり、大型のものをもつもの（古相）ともたないものがある。こ

の大型器台については、やや発達した胴部に加飾したもので、口縁部は高杯と同様の形態をも
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ち、脚部もこれに近く、全体として装飾高杯が脚柱部を中心に大型化した印象を受ける。類例

は少ないが、県東部を中心に散見されるもので、後の成立期特殊器台が県西部に展開する以

前の現象として興味深い。壺は全体の器形の判るものはないが、頸部の細長い小型のものと、

口縁部が装飾高杯と同様でやや大型なものの 2種があり、いずれも胴部はたまねぎ形で突帯が

廻るものと考えられる。この壺が前述の器台とセットとなると考えられるが、そうだとすれば

特殊土器成立以前にこれと同様、大小二種の墳墓用の土器が成立していた可能性がある。この

他に27・28号墳墓より短脚の高杯と考えられる小片が認められ（新相）るが、後出するものに

比較して軸部内面が中空でないなどの特徴がみられる。

4期は 2・3期のような集中化は見られず、各墳墓が分散している。これは 1度に分散した

と考えるよりは、古相のものが北半に、新相のものが南半にあることから、徐々に南へ築造 L

ていったとも考えられよう。土器は特殊なものが多く、即断できないが、ほぼ高橋編年のVIII―
a-c期として矛盾ないものと考えている。

5 期

この期に入るものは 3区の29-32号墳墓と 6区の47号墳墓で、両者は約130mの間隙を置い

ている。両者とも墓城密集度が高く、共通するところが多い。この時期も細分が可能となるか

もしれないが、明確な線引きは困難なため、新古の二相を指摘するに留めたい。．まず墳丘であ

るが、 47号墳墓が増築の可能性は否定できないが、ほぽひとつの墳丘としてとらえられるのに

対して、 3区のものは、数度の増改築を確実に行うており、墳墓名も、便宜的に付けざるを得

ない面が生じている。しかし築造当初は 3ないし 4基の小墳が尾根稜線上に並んでいたと考え

られることから、場合によっては、 3区で小墳群、 6区で大型墳 1基という構図も浮かんでく

るが、即断はさけたい。主体部は 3区で総数83基、 6区で38基を数え、ほとんどが木棺と考え

られ、推定成人棺数はそれぞれ44基と24基である。木棺型式には前代と同様の小D溝を有す墓

城に納まるタイプ（古相）がそれぞれ約 7基と 7基で、主軸を南北方向にもつものが目立つ。

そして、いわゆる割竹形木棺（新相）が出現し、主流を占めると考えられる。この割竹形木棺

については痕跡から得られる情報は少なく、全体像が今ひとつ明らかでないが、この時期には

かなり普及していた様子が窺えられ、極めて注目される現象である。また、赤色顔科が少量

ながら使用されており、枕石もこの期の終末には出現している。

遺物は副葬品として、玉類が少量出土したのみで、ほとんどが供献土器である。土器は前代

で使用されていた装飾高杯が 1点出土した他、大半はこの期以降普及する短脚の小型高杯や直

口壺の類がほとんどで、 1点ながらいわゆる特殊土器と同様の胎土をもつ小型器台がある。こ

れらの土器はいわゆる水漉し粘土と呼ばれる精選された粘土を胎土としているため、細片化し

たものが多く．、器形の判るものはほとんどない。時期判別の手掛りとなる口縁部から杯部にか
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けて残るものは少なくないが、極端な他時期の混入も認められないと思われる。直口壺は脚の

付く小型のものと、口縁部がラッパ状に開くやや大型のものがあるが、両方とも内部に赤色頻

料が検出されたものがある。高杯、匝口壺とも縦方向のヘラミガキを多様しており、 6区のも

のとは明らかに区別できた。

5期は総体的に変化の認められる時期で、増改築の回数や墓壊数からして、かなり長期に

渡って営まれたと考えられる。また 3区と 6区に大きく分離する現象が何を反映しているのか、

慎重な検討が必要である。出土土器は高橋編年渭一 d期に対応すると考えられ、いわゆる上東

式土器の終末期にあたる。ちなみに、著名な楯築弥生墳丘墓の築造はこの時期か、あるいは

4期の終末頃ではないだろうか。

6 . 期

この期に入ると、 5期の様相と一変し、いわゆる首長墓的な墳墓も独立して築かれている。

墓域は 1区西斜面と 6区南端にそれぞれ20号と 4号墳墓が単独で存在するが、他の33-42号墳

墓は 4区に築かれるという状況である。墳丘は 5期と異り、増改築は見られるものの、個々の

墳丘区画が明瞭となり、小規模なものも見られる。 4区での墳丘密度は高いが、各墓堀密度は

かなり低いものとなっている。この期も 2ないし 3小期に細分できそうであるが、必ずしも墳

墓ごとに分けられないため、一部は主体部毎のものとなる。ここではあえて a、_b、 Cの 3小

期に細分を試みることにしたが、これは 6期の中での全体相の流れを理解しやすいものとする

ために行ったものであり、明確な時期区分を目的としたものではない。

6 — a 期 20・33-37・4号墳墓の 7基が属すものと考えられる。このうち33-37号は 4区北

半に占地し、他の 2基は他区で独立して築かれている。まず単独墳の 2基であるが、いずれも

方形に近い墳丘平面をもち、墳丘の規模もやや大型のものである。主体部はいずれも中央部に

大型の墓城が主軸を東西方向にとり、第 2主体部がこれに平行するというあり方である。木棺

型式の判る 4号第 1主体部は大型の箱形を呈し、小口板が二重となるものである。またこの主

体部には赤色顔料と枕石と考えられるものが複数認められている。副葬品はいずれも皆無であ

るが、墓城上から供献品と考えられる土器が認められ、特に20号第 1主体部からは多量の土器

が出士している。これらの土器には、壺、．甕、器台、高杯等があり、壺には特殊壺を模倣した

と考えられるものもある。高杯はいずれも脚が極めて短く、口縁部に沈線の入る椀形の杯部を

もつものもある。壺の中には前代のものに近いものもあり、全体として 6期の中では古相を

呈している。 4区の墳墓は 5基あるが、規模に大小があり、 35、37号が長辺約llmでほぼ同規

模なのに対し、周辺部の他のものは 5m以下の小墳である。これらはまず尾根稜線上に大型墳

が、続いて周辺部に小型墳が築れたものと考えたいが、時間的には極めて短時間に行われたも

のであろう。主体部は 2-7基ずつ配され、総数23基を数える。ほとんどが箱形の木棺と推定
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されるが、一部にいわゆる割竹形木棺と考えられるものが残る。また、赤色顔科や枕石をもつ

ものがあるが半数に満たない。そして35号第 4・5主体部のように墓城上中央に大型の石材を

配するものが出現している。副葬品は35号第 1主体部より鉄鏃と錐が 1点ずつ出土したのみで、

土器の著しい多量供献は見られない。鉄鏃は刃部もまだ小さく、鎚の茎部も短いものである。

土器には壺、甕、鉢、高杯、直口壺等があり、小型品には水漉粘土が使用されている。高杯は

脚部が非常に短く、口縁部は短く直線的に外傾するもので、口縁部に沈線文をもち、杯部が椀

形を呈するものもある。調整は横方向のヘラミガキが主となっている。これらの土器は前述の

単独墳のものとほぽ同型式と考えられ、 6 — a 期は高橋絹年のIX— a 期にほぽ対応するものと

考えている。

6-b期 この期に属すと考えられるものは 4区の40号と41号第 1、2主体部、 42号 1次墳丘

等があげられるが、次の 6-c期との区別がやや困難である。墳丘は 1辺 Sm前後の正方形に

近く、 4区南半部に占地している。主体部はいずれも木棺で、墓城主軸は東西方向にとってい

る。木棺型式は全て側板で小口板を挟む箱形木棺で、 6 — a 期でみられた小口板の二重になる

ものも存在する。明確な割竹形木棺はこの期には認められない。赤色顔科、枕石は一般化し、

枕石を 2対もつものも増加している。また、墓城上に大型石材をもつものや、墓城隅に柱穴を

備えるものがあり、これらは 2基が 1組となる墓堀配置を示しており注意される。副葬品は、

この期でも比較的新しいと考えられる42号第 1・2主体部より、菅玉 2点、鉄剣 1等が認めら

れるのみである。供献土器にはいわゆる特殊土器が加わり、 42号第 1主体部のように多量の土

器をもつものがある。特殊士器はほとんどが壺で、 1点のみ胴部に突帯をもち、他は全て突帯

のつかないものである。突帯の付く壺には小型の器台が伴っているが、他の壺には器台が伴っ

ていない。口縁部の上端や下端の突出部に差異が見られるほか、頸部下端に刺突文を施すもの

と、施さないものがあり、全体としては41号第 1主体部出土土器の突帯をもつものが古く、 42

号第 1主体部の壺が新しいものと考えている。他の土器は壺、甕、直口壺、脚付直口壺、高杯、

器台等がある。このうち新相を示す42号第ー1主体部のものは、良好な一括資料で、高杯は脚部

がわずかに長くなるものもあり、甕はまだ明確な平底を残している。高橋編年のIX一 b期にほ

ぽ対応しうると考えたいが、個々の土器を細別することはやや難しく、再検討が必要であろう。

こうした理由もあり、墓堀数については 6-b、c期の総数のみ記することにする。

6-C期 この期に入るものは、 38・39号墳墓や、 41号墳墓第 3-9主体部、 42号墳墓拡張部

分の第 4-10主体部等が考えられる。これは 6-b期の墳墓に継続する主体部、あるいはその

周辺部に築かれた墳墓であり、墓域の移動はみられず、限られた空間の中で造墓されている。

墳丘自体もこうした理由からか、正方形に近いものはなく、増改築により特異な形状となった

ものもある。主体部は大半が木棺で、例外的に、土器棺 l基と小型の石棺 1基等が認められる。
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木棺型式は 6-b期でみられた箱型木棺がほとんどで、 6-a期で一部みられる小口板を二重

にするタイプもわずかに存在する。赤色顔料も普遍化し、枕石を複数もつものがほとんどであ

り、 3対のものも見受けられる。また墓城主軸を南北にもつものが少数あり、この期の中でも

終末に近いものと推定される。副葬品も数を増し、普遍化する傾向がある。至類は管至が 1点

ずつ出土するものが 2某と少数であるが、鉄器は鏃、短剣、§咆等をもつものが 4甚と多く、複

数もつものも存在している。供献土器はやや多くもつものもみられるが、極端に多いものはな

く、 6-bでみられた特殊土器も壺が 1点出士しているのみである。この期の高杯は脚部がや

や長めのものが多く、 42号第 7主体部出土品の様にもはや短脚とは言えないものも出現してい

る。また甕の口縁外面に櫛描き沈線を廻らすものも認められる。鉄鏃も身部が大型化する傾向

がみられ、小型で肉厚のものも 1点出士している。 6-C期は高橋編年1X一 c-X-a期に

ほぼ対応すると考えられ、とりあえず弥生時代終末期と考えておきたい。また主体部の数につ

いては 6-b期と合わせて総数32基で、これに枕石の数を考慮した埋葬人数は約46人となる。

このうち推定成人棺は20基前後であるが、枕石を複数もつものに関しては、一方が小児となる

可能性もあるため、最大数として35人の埋葬成人数を考えておきたい。

7 期

6期まで続いた現象の多くはこの期から欠落し、新たな要素が加わる等、この期をもって墳墓

群の一大転期としてとらえられる。墳墓は 1区北端に 5号が、 5区に43-46号の計 5基が築か

れているが、 5号については時期の判る上器はなく、他の要素から総合的に判断したものであ

り、再検討する余地がある。墳丘は 5号がやや大型であるが、他は一辺 8m前後を測る小規模

なものである。墳形については方形を基調とするが、 43号については突出部が付く可能性が強

いと考えられ、 5号についてもその可能性が残る。ここでは即断を避けたいが、仮に突出部が

付設しないものとすると、多くの矛盾点があり、これを解決するには今のところこれ以外に方

法が見当たらないのは確かである。また、 6ー C期まで顕著にみられた墳丘の増改築は全く認

められず、各墳墓とも整然と配置している。石列は前代とほほ同様で、旧表土と盛土の境に位

置しているが、 43号南辺は整地後に墳端より施している。主体部は木棺が主で、小型のものに

土堀墓的なものも見受けられる。成人棺と考えられるものは 2基が 1組となる傾向があり、墓

城主軸を南北方向にとるものがほとんどである。木棺型式は箱形木棺の他に割竹形を呈すもの

も多く認められる。割竹形木棺は 5-6— a 期のものより長いものであり、新たに出現するタ

イプと考えられるが、極端に長大なものは存在しない。また棺床施設や小口部に石材を使用す

るものもあり、排水施設を思わせる石組列の付くものも存在している。これらは前期古墳で見

られる竪穴式石室の要素であり、これとの関係を検討する必要があろう。なお 5号第 1主体部

については、明確とはいえないが、木榔の可能性も考慮しておきたい。赤色顔料、枕石とも継
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続しているが枕石が2対のものは少く、 6-c期でみられた 3対のものは姿を消している。副

葬品には玉類、鉄器が認められる。玉は 6-C期と同様な細身の菅玉の他に、破砕されたと考

えられるガラス小玉が存在し注意される。鉄器には前代と同様、鏃、錐、 JJ子等が見られ、新

たに斧が加わっているが、棺外に置かれたものもある。供献土器は少数であるが前代同様、墓

城上からも出土している。また43号南溝からはややまとまった量の土器が出土しており、良好

な資料といえる。上器には壺、甕、高杯等がある他、新たに出現した器種として小型柑、小型

器台、手焙り形土器と考えられるものがある。高杯は脚部の長いものがほとんどで、胎土に水

漉粘土を使用するものと、そうでないものとがある。 7期は土器が少量のため確定できないも

のもあるが、全体として高橋編年X-b、 c期に対応するものと考えたい。この期から墳丘数

に対して主体部数は減少しており、総数20甚を数え、うち推定埋葬成人数は最大で13人と考え

られる。ここではとりあえず古墳時代前期初頭として 7期をとらえておく。

8 期

8期に入ると墓域は大きく変化し、全て 1区の尾根西寄りに築かれ、 13-15号墳墓の 3基が

認められる。墳丘は前代と大きく異り、 14、15号のように 2段築成になるものと考えられる。

墳形は方形であるが、 13号に関しては不明な点が多く、突出部の付く可能性も残るが、その場

合主体部の位置がやや不自然となることもあり、慎重に考えたい。 2段築成については、少な

くとも 14、15号では確認でき、石列もこれまでとは異り、墳端から築かれ、傾斜もややゆるや

かなものとなっているとみられる。この石列（葺石）のあり方はこれまで「鉢巻き状」と表現
10) 

されてきたものと同一と考えられ、この期に出現するものと考えられる。主体部は 3-5某ず

つ配され、_13・14号は木棺、石棺の両方が、 15号は石棺のみが認められた。いずれも主軸方向

に確たる規則性は見受けられず、 7期とは異なっている。 14号では明らかに木棺の後、石棺が

配されており、また石棺のみの15号出土の土器が新相をもつことからも、この期のある段階で、

木棺から石棺へと主体部の変化があると考えておきたい。そして木棺の残る方を古相、石棺が

出現してからを新相としてとらえておくことにする。木棺型式はやや不明確な面もあるが、箱

形、割竹形の両方があると考えられ、 7期に比較してやや長くなる傾向がある。石棺について

は、基本的に大型の板石を基底部に直立させ、上部は小型の板石で小口積みにする手法をとっ

ている。棺内に礫床はもたないが、下部に石敷構造をもつものがある。石材の大きさや用法に

やや異る面もあり、時期差を現しているとも考えられ、検討課題である。赤色顔料は調査方法

にも問題があり、正確性を欠くが、石棺内面に観察されたものもある。枕石は木棺、石棺とも

認められるが、ないものもある。副葬品は木棺の一部に鉄器が認められたのみで、石棺に至っ

ては皆無である。供献土器は大半が墳裾から出土したものであるが、少なくともオ叶官には前代

同様、墓堀上供献が認められた。土器は大型壺、直口壺、甕、裔杯等があるが、 7期と同様、
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数は少ないといえる。高杯は脚柱部が長く、径の太いずんぐりとしたもので、 15号出土品のよ

うにハケメ調整のみのものも認られる。また脚部の短い、椀形の杯部をもつものもある。これ

ら士器の特徴から、 8期は高橋編年X-c;.___ e期に対応するものと考えて矛盾なさそうである。

石棺の出現は、 6 期の例外を除けば、少なくとも X— e 期には認めてよいと考えられる。また、

西側丘陵先端部に位置する前方後方墳、菅 2号墳はこの 8期のものと考えたいが、未調査であ

るため、今後に残された大きな課題のひとつである。この期の主体部総数は11基を数え、木棺

は4基で、石棺は 6基である。推定埋葬成人数はそれぞれ 4人以上、 8人以上と考えられるが、

不確定な要素も多い。

9 期
. ll) 12) 

今回の調査では該当する墳墓は見当たらず、対岸丘陵頂部の態見古墳群• 中泉古墳群等が候

補にあげられるが、ここでは、わりと近隣に所在する岩井山古墳群を例に、この期の墳墓を考

えてみたい。岩井山古墳群は遺跡東の旭川支流の伊田地区に位置し、匝線距離にして約 4km離

れている。調査された古墳は 6基で、大半が一辺10m前後の方墳である。茸石等をもつものは

なく、主体部はほとんどが箱式石棺やその略式化したもので、木棺は認められていない。副葬

品は鉄器が少量出土しており、士器もわずかだが認められている。この土器は高橋編年の11-

12期頃と考えられる直口壺で、この古墳の時期の一端を示している。この一例をもって直にこ

の期の特徴を示すとはいえないが、 8期新相に出現した石棺がこの期も引き続き使用されてい

ると考えておきたい。また、枕石も認められることから、この習俗も残っていくようである。

10 期

7区尾根高所の 1-3・48・49号墳墓の 5甚が認められた。 3号は円墳、他は方墳で、いず

れも Sm以下の小規模墳である。ほとんどが周溝を廻らしているが、 3号は極めて浅いもので

ある。葺石、埴輪等は認められない。主体部は墳丘中央部に木棺が 1甚ずつ配し、 1号のみ石

棺が追葬されている。木棺型式は明確でないが、小口側に石材を配すものや、墓城が 2段とな

るものもある。石棺は 8期のものよりやや簡略なものであるが、側壁上部に板石を小口積みす

る点は共通している。枕石、赤色顔料は認められず、この期までは継続しないようである。副

葬品は墳墓ごとに巽っており特徴的である。墳丘斜面から墳裾にかけ須恵器や土師器が出土し

ており、いずれも北～西側に集中する傾向がある。また 1号は北東隅に造り出し状の突出がみ

られ、そこに須恵器を伴う石組みが存在しており注意される。須恵器は 3号が古相を星し、 1
14) 

号は新相を呈すものをもつ。時期的には陶邑編年TK23-47型式にほぼ対応すると考えられる。

11 期
15) 16) 

この期も空白期であるが、対岸丘陵部に態見古墳群や山空古墳群などの横穴式石室墳が知ら

れており、少なくともこの期の後半にはこれらが築造されたものと考えておきたい。
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12 期

50号墳墓がこの期に入る唯一のものであるが、対岸にも存在する可能性は十分ある。立地は

7区尾根の東斜面で、南方に平野は見渡すことのできない場所である。石室は全長 3mの小型

なものであり、開口方向を南に向けようとする意識が窺える。奥壁に接して仕切り石を伴う石

敷が見られるが棺台とするにはやや小さすぎ、釘等も認められていないこと等が注意すべき点

である。副葬品は須恵器が少醤出土したのみで、追葬の可能性も低いと考えられる。時期的に
17) 

は7世紀中頃と考えておきたい。

2'墳墓群に関する問題点

今回の墳墓群を調査、報告書を作成する過程で多くの問題点が浮かび上がったのは言うまで

もない。このうち調査中に気づいたものについては、できるだけ本文中に記述してきたつもり

であり、報告書作成までに考察できたものは編年案の中に収めているものもある。しかし大半

の問題点については、現在に至ってもなお未解決、あるいは考察中であり、今後に残されたも

のは多く、かつ重要なものばかりである。ここではその解決に向けて、現時点での見通しだけ

であるが、述べておきたい。

県内では弥生時代から古墳時代への移行期について、墳墓に係わる研究が先進的になされて

おり、多くの重要な問題が解決、あるいはより鮮明化されているのは周知のことである。こう

した中で、当墳墓群のように長期にわたる小墳群については、これまでの知見を再追認する作

業を行えばよい程度に考えていた。しかし、実際にはほとんど初歩的な作業を繰返さなければ、

解明の糸口さえつかめないことが明らかとなった。原因のひとつは、これまでの研究が、いわ

ゆる首長墓と呼べるような大型墳墓を中心とした視点で行われてきfこ点であり、これは細部、

つまり、埋葬施設、副葬品、供献土器等のレベルにおいても同様である。今後は、当墳墓群の

ように小規模墳であるが、より普遍的であろう墳墓を考察し、大型墳墓を見上げる研究も必要

となろう。幸にして、今回の調査では多数の土器が出土しており、他の遺跡との比較も可能で

ある。ここで認められた現象、つまり墓域移動、埋葬施設・副葬品等の変化が周辺部、あるい

はより広域で同時進行していたかどうか、十分検討する必要がある。また、墳丘や主体部にお

ける数量や格差から、当時の集団構成等の復元もある程度は可能となろう。しかし、人骨が全
18) 

く遺存していない以上、出自の違いや、血縁関係を論じるのは極めて慎重に行いたい。いずれ

にせよ個々の細目に注目しつつも、常に墳墓群としての総体物である点を忘れずに考察を続け

ていべきであろう。編年作業において、「全体相の流れ」 ．重要としたのはその意味において

である。その上で、これまでの研究成果を再検討すれば、より良い結果が得られるものと考え

ている。
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3'製鉄遺構について

製鉄遺構については、調査終了間際になって明らかとなったこともあり、十分な資料は得ら

れていない。しかし、製鉄炉や製炭窯が広域に分布しており、ひとつの遺跡を形成していたこ

とは明らかであり、調査区外に未知の遺構が存在しているかも知れない。また尾根を挟んだ南
19) 

側にも鉄滓散布地が知られており、丘陵全体に広がることも十分考えられよう。個々の遺構に

ついては本文にゆずるとして、ここでは調査時に明らかとなった粘士の使用について、いくつ

かの気づいた点を記しておきたい。

粘土の使用が認められたのは、製鉄炉の本体である炉壁、下部構造の土渡壁への貼り付け粘

土、そして製炭窯の上部構造等である。炉壁については、調査後の観察で、数片の遺存状態良

好なものを見出した。いずれも炉側壁と考えられる小片であるが、外面には炉壁材としての粘

土が残っており、原いものでは粘土部分だけで 3cm以上が遺存していた。注意されるのは、こ

れまでスサと呼ばれた植物繊維の痕跡であるが、これが炉壁内面のガラス質滓と外面粘士の間

に層状に認められた点である。あえていえば、粘土にスサを混入したというより、むしろ粘土

壁の内面にスサを塗り込んだものと考えられるのである。このことはスサが炉壁の補強材的役

割を果たした一面があるにせよ、それ以上の役割、例えば触媒的な作用をもたらすものとして

使用された可能性を検討すべきであろう。下部構造に貼られた粘土は、肉眼観察でば炉壁材と

ほとんど同じものと見受けられ、その甚底部とも考えられるが、成分分析等を行った上で検討

すべき課題である。また短辺側に粘士の張り出しが見られ、上面に流動滓と考えられる鉄滓が

付着していたことから、下部構造と上部構造である炉本体との関係を考える上で良好な資料と

いえる。製炭窯には天井部はもちろんであるが、側壁内面にも多量の粘士が貼り付けてあり、

横口部内面にも認められた。今回は残念ながら採取していないが、今後は、これについても成

分分析等を行い、他の粘土との比較検討が必要となろう。最後にこれら製鉄遺構の時期である

が、遺物は少量の須恵器片のみであり、限定は困難である。他例から推定して 7世紀代を中心

とする時期を考えているが、その場合、須恵器にも矛盾がないように思える。今後、さらに考

察していく必要がある。 （椿）

註

1)報告書作成以前に概要を公表したものとして、椿真治 みそのお遺跡(「III 1991年度に注目された発掘調査の概

要」「日本考古学年報J44 1991年）の他に、現地説明会資科がある。編年の甚本部分は今回のものとほぼ同じで

あるが、細部において改正した部分もあることをお断りしておく。

2)高橋設「上東式士器の細分編年基準」（「岡山県立博物館研究報告J第 7号 1986年）
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高枇護「弥生時代終末期の士器編年」 u岡山県立博物館研究報告』第 9号 1988年）

高橋護［岡山県南部地方の土器編年と庄内式」（「八尾市文化財紀要j第3号 1988年）

この他、同氏には直接助言・指導をいただいた。また士器編年以外についても有益な御教示をえた。記して感謝し

ておきたい。

3)平井泰男「岡山市高塚遺跡出土の「貨泉」（『古代文化』 VoL.42 1990年）

4)類例として、山陽町正崎砂川遺跡出土品（宇垣匡雅「弥生墳丘墓と前方後円墳」「新版古代の日本」 4 中国・四

国 角川瞥店 1992年）、同町浦山遺跡出土品（「正崎 2・4号古墳」付 浦山遺跡ほか• 山陽町教育委員会 1989 

年）、瀬戸町江尻向山遺跡出土品（「江尻向山・下鉄砲山出土土器」「瀬戸町史料集J 1985年）、兵庫県赤穂市有年

原•田中造跡出土品げ有年原• 田中遣跡』赤穂市教育委員会 1991年）等がある。

5)高橋護「邪馬台国時代の吉備とその動向」 <r邪馬台国へのみちJ岡山県立博物館 1991年）

6)棺痕跡が検出された例として、新見市横見瑣墓群の東斜面木棺群（「中国縦貫自動車道建設に伴う発掘謂査』 9

1977年）、倉敷市楯築弥生墳丘墓第 2主体部（註 7)参照）等があるほか、墓横形態から推定できるものとして、

中山遺跡A地点土壊墓群（「中山遺跡」落合町教育委員会 1978年）、和田遺跡 B調査区土城墓群（「山陽自動車道

建設に伴う発掘調査」 1981年）等がある。

7)近藤義郎「楯築弥生墳丘墓の研究J楯築刊行会 1992年

8)第283図ー10の長頸壺で、調査時には 5期のものと考えていたため、 5期に首長墓と集団墓の分離がみられると公

表したことがあった。おわぴして訂正しておきたい。
― 

9)松木武彦氏による分類によればB種副葬鏃にあたり、この種のものでは最古の部類に入ると考えられる。氏には直

接御教示を得た。記して感謝するしだいである。

10)今井発「 5号墳の特徴と時期」（「竹田墳墓群」鋭野町教育委員会 1984年）、福田正継「光坊寺古墳群の諸問題」

（「光坊寺古墳群』中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査 9 1977年）に詳述されている。

11) 4 -6号墳で、径10-lSm、周溝を備え、主体部に石材が認められるとされている。「御津町埋蔵文化財一度」

（「岩井山古墳群J御津町教育委員会 1976年）

12) 2号墳で、径 9m、周溝を備え、小型石室 2基が認められている。文献12) と同じ。

13) 神原英郎・則武忠直•太田耕一• 国安敏樹「岩井山古墳群』（御津町教育委員会 1976年）

14)田辺昭三「須恵器大成』（角川書店 1981年）

15) I -3号墳で、径14、15mの横穴式石室墳とされる。（註13に同じ）

16) 1・2号墳の 2基で、径10mの横穴式石室墳とされている。（註13に同じ）

17)亀山行雄氏の御教示による。

18)福永伸哉「木棺墓」 <r弥生文化の研究」 8 雄山閣 1987年）

19)宇根山遺跡（註13に同じ）
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主体部計測表

みそのお遺跡墳墓群主体部計測表
(cm) 

墓 城I 底 I I小口溝1・方位II I /)ヽロ溝1・方位↑ I 棺I 痕 I I/]ヽロ間
幅 I深さ I長さ幅 A 長さ幅深さ B 長さ幅深さ長さ幅深さ距離

::~. I :;:~I (2!!~I 1~! 60 

110 I 68 
(38) 

5号墳墓 (cm) 

主体部調査時 墓壊上面

番号番号長さ幅深さ長さ

5-1 1-1 348 188 80 288 112 

A I:~ 溝1-~位I深さ IBI~'~ 溝i~位i深さ I長贔棺i:85 i" 1~ に］：
5-2 1-2 145 62 37 137 54 

5-3 1-3 106 90 16 66 59 

6号墳塞- - (cm) 

主体部 調査時 墓城上面 墓城底 小口溝・方位A 小D溝方位B 棺痕跡 小D間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

6-1 3-2 (235) (105) 10 (221) (94) 東 50 13 5 西 24 10 5 177 

6-2 3-9 252 92 54 151 70 東 55 30 13 西 65 21 8 173 

6-3 3-8B 225 95 57 207 81 束 54 29 8 西 63 26 12 157 

6-4 3-8A 273 95 60 223 60 東 (75) (37) 10 西 41 27 5 156 

6-5 3-1 80 37 52 

6-6 3-10 87 65 22 71 56 東 35 6 3 西 37 10 6 58 

6-7 3-4 115 63 30 104 47 東 42 29 10 西 44 37 10 52 

6-8 3-5 85 60 25 70 38 東 26 22 15 西 21 19 10 42 

6-9 3-11 114 69 57 102 47 

6-10 3-6 175 80 40 150 60 東 25 10 3 

6-11 3-7 064) 65 17 (140) 39 

6-12 3-3 84 50 20 60 43 

6-13 3-12 117 40 10 (loo) 27 

6-14 3-13 75 45 25 

7号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓壊上面 墓城底 小口溝・方位A 小口溝・ 方位B 棺痕跡 小D間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

7-1 4'-6 (207) 75 (194) 66 南 64 27 15 

7-Z 4'-5 (195) 84 (182) 69 南 59 22 5 

7-3 4'-3 183 82 30 170 66 北 49 13 7 南 57 18 IO 142 

7-4 4'-4 185 89 25 170 64 東 69 13 9 西 50 13 3 153 

7-5 4'-1 170 103 25 145 82 西 35 31 8 (125) 

7-6 4・-2 86 40 35 69 36― 

(cm) 

墓城底 小D溝・方位A 小D溝・方位B 棺痕跡 小口間

長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

8-1 I 5-16 I 227 101 30 206 66 北 62 25 9 南 70 39 10 165 

(230) 66 30 193 53 東 (30) 20 8 西 56 16 10 185 

(240) 79 10 (227) 60 東 (37) 20 7 西 62 25 10 200 

(220) 79 28 205 60 東 55 21 8 西 51 15 3 183 

9号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓壊上面 墓城底 小口溝方位A 小口溝・方位 B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

9-1 5-2 121 35 93 東 57 19 10 

9~2 5-1 85 13 64 東 65 19 18 

9-3 5-10 183 100 40 156 61 東 40 ， 4 西 43 11 4 135 39 20 ll5 

9-4 5-8 119 76 17 112 55 束 42 (7) (1) 西 40 13 3 90 

9-5 5-7 96 91 20 

9-6 5-9 (183) 55 24 163 37 

9~7 5-5 227 126 41 160 ・so 東 (75) 32 17 西 25 16 140 

9-8 5-4 223 79 30 203 63 東 (85) 25 12 西 53 16 6 177 

9-9 5-3 170 81 13 160 60 

9-10 5-17 159 80 13 130 72 東 47 10 7 西 46 10 3 107 
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10号墳塞

主体部 調査時

番号 番号

I0-1 8a-5 

10-2 8a-4 

10-3 8a-3 

10-4 Sa~15 

10-5 8a~13 

10-6 Sa-12 

10-7 Sa-7 

10-8 Sa-10 

10-9 Sa-9 

10-10 8a-8 

10-11 8a-Z 

10-12 8a-ll 

10-]3 Sa-3 

10-14 Sa-1 

11号墳墓

主体部 調究時

番号 番号

11-1 8b-12A 

11-2 Sb-11 

11-3 8b-]28 

11-4 Sb-13 

11-5 8b-8 

11-6 Sb-4 

11-7 8b-7 

11-8 Sb-3 

11-9 8b-2 

11-10 Sb~I 

11-11 8b~5 

11-12 8b-9 

11-13 8b-10 

11-14 lOa-9 

12号墳墓

主体部 調査時

番号 番号

12-1 J0-4 

12-2 10-7 

12-3 10-6 

12-4 10-5 

12-5 10a~3 

12-6 lOa-8 

12→7 lOa-1 

12-8 9排水

13号墳募

主体部 調査時

番号 番号

13-J 4-3 

13-2 4-4 

13-3 4~2 

13-4 4-1 

13-5 4-5 

(CIR} 

墓壊上面 墓坂底 小口消・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

艮さ 輻 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距雄

255 116 45 211 79 東 63 23 10 (200) 

245 106 I 43 201 72 東 65 25 17 

245 85 37 220 55 東 (65) 44 15 西 {60) 23 10 166 

90 60 13 70 46 西 39 17 15 

95 67 15 78 52 

107 61 10 80 55 東 32 17 5 西 路 17 7 54 

99 51 12 85 42 

122 52 7 103 42 

87 58 10 (70) 45 

105 51 15 92 39 

121 55 10 104 43 東 25 13 6 西 40 21 5 86 

]]5 55 15 116 42 東 (35) 30 7 西 45 25 13 58 

142 62 11 123 48 東 (34) (12) 10 西 40 12 5 95 

(cm) 

墓堀上面 墓坂底 小口溝・方位A 小口溝方位B 棺痕跡 小口聞

長さ 輻 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距維

237 104 67 223 80 東 60 21 8 西 60 26 15 176 

248 119 63 176 62 

87 25 73 

168 82 50 152 70 

178 61 17 151 37 

258 100 55 238 80 束 63 23 10 西 76 29 10 184 

106 16 (90) 西 30 10 3 

234 (92) 40 220 70 東 ヽ 65 23 11 西 55 20 10 192 

253 92 38 221 76 東 50 15 7 

201 66 13 194 56 東 50 12 8 西 49 13 12 182 

86 47 22 76 35 

202 77 35 186 63 東 35 10 3 西 52 15 4 165 

204 72 30 193 64 

222 102 45 205 59 東 65 20 9 西 60 20 6 172 

(an) 

墓城上面 墓 袋底 小口溝・方位A 小D渚・カ位B 棺痕跡 小口間

長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

256 12] 50 221 95 東 52 24 7 西 57 18 8 188 

300 135 70 228 81 東 37 18 6 西 53 40 3 187 

79 30 60 

(240) ]15 40 {190) 62 

257 111 125 227 80 東 60 20 10 西 62 26 14 192 

251 109 48 214 80 西 65 26 10 195 

210 90 5 207 69 東 {50) 22 10 西 55 23 15 177 

(250) 67 22 220 15 

(an) 

墓城上面 墓談底 小口浩・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 輻 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距雄

322 152 45 256 92 

336 115 22 295 57 

(223) 125 17 093) 95 (155) 40 (30) 

(172) (95) 7 (157) (90) (140) 30 (35) 

147 63 17 125 42 東 27 5 24 西 31 5 18 92 
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主体部計測表

~ 
主体部 1調査時 I 塞I壊上 1 I墓 城I 底 I I小口溝1・方位II I小口溝1・方位↑ I 棺I 痕 I 『トロ間
番号番号長さ幅深さ長さ幅 A 長さ幅深さ B 長さ幅深さ長さ蝠深さ距離

:: : I ::: I :::1o::: I :: I ::: I 1:: 冒
15号墳墓 (cm) 

主体部調査時 墓城上面

番号番号長さ 幅深さ長さ
小口溝1・方位↑ I I小口溝1・方位r

Al長さ幅深さ B 長さ幅深さ

棺痕跡 1/Jヽロ間

長さ 幅 深さ I距離

15-1 9-1 210 72 29 196 62 167 36 27 

15-2 9-2 214 77 30 176 38 30 

15-3 9-3 252 98 47 196 39 32 

16号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓城上面 墓城底 小D溝・方位A 小口溝・方位 B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

16-1 lOb-4 286 73 15 270 61 

16-2 lOb-1 65 54 東 46 18 15 西 53 34 16 160 

16-3 lOb-2 (145) 83 10 (127) 70 北 31 17 7 南 40 11 7 105 

16-4 lOb-5 51 4-1 

16-5 lOb-8 180 59 30 121 41 

17号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓漿上面 墓城底 小口溝方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

17→ 1 11-8 235 117 47 217 101 北 69 (30) 15 南 62 26 15 173 

17-2 11-9 265 129 25 253 97 東 59. 25 12 西 69 (30) ． 10 201 

17-3 lOb-3 267 96 30 239 73 北 61 15 3 南 (55) 14 6 183 

17-4 lOb-7 237 103 20 207 79 北 50 16 6 南 60 20 5 179 

17-5 lOb-6 227 79 34 204 65 東 50 21 10 西 46 23 15 173 

17-6 11-18 115 53 15 109 33 北 35 17 7 南 27 15 7 80 

17-7 11-17 157 95 29 137 67 束 35 13 15 西 41 17 14 68 

17-8 11-7 231 107 26 219 94 東 59 33 19 西 71 24 13 172 

17-9 11-5 131 51 12- 119 37 東 (35) 11 5 

17-10 11-6 117 46 10 108 41 東 29 10 5 西 26 10 4 90 
17-II 11-4 257 llO 43 220 71 東 57 20 10 西 60 28 10 181 

17-12 1卜3 236 115 38 205 68 東 53 20 10 西 53 26 16 158 

17-13 11-2 218 70 23 208 58 東 (60) 27 19 西 53 21 19 167 

17-14 11-1 192 51 14 167 33 

(cm) 

主体部 調査時 墓城上面 墓城底 小D溝・方位A 小口溝・方位 B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

周辺1 11-15 234 99 30 200 75 東 57 27 13 西 59 23 16 165 

周辺—2 11-13 129 58 31 106 40 東 43 16 6 西 35 14 6 66 

周辺ー3 12-14 107 60 30 87 45 北 30 13 4 南 30 12 4 70 

周辺—4 12-9 257 109 39 235 90 北 48 26 9 南 44 22 ， 178 

18号墳墓 {cm) 

主体部 調査時 墓城上面 墓城底 小口溝・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

18-1 12-6 258 95 60 237 72 北 70 32 14 南 (60) 27 19 190 

18-2 12~5b 236 95 30 220 80 北 45 19 6 南 48 21 7 165 

18-3 12-18 150 58 30 129 45 北 (42) 19 7 南 (40) 25 3 94 

18-4 12-8 255 87 40 230 68 東 39 16 6 西 59 12 6 175 

18-5 12-7 114 50 7 106 43 東 (35) 14 9 西 41 15 ， 87 

18-6 12~11 246 115 38 215 93 東 69 18 6 西 15 2 176 

18-7 12-12a 148 77 13 127 68 

18-8 12-12b (200) 95 22 (175) 83 

18-9 12-10 78 39 15 61 34 
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みそのお遺跡

18号墳墓

主体部 講査時 墓墟上面 I墓壊底

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 輻

18-10 12-15 222 85 30 208 71 

18-11 12-13 262 102 54 238 79 

18-12 12-1 232 115 64 203 78 

18-13 12-2 I 243 100 37 225 82 

]8~14 12-3a I 26s 110 29 250 90 

18-15 12-3b 邸5 108 39 252 100 

18-16 12-4 115 92 28 95 63 

18-17 12-5c 265 112 50 225 82 

18-18 12-5d 232 93 32 215 73 

18-19 12-Sa 247 97 45 234 76 

18-20 12-20b 191 103 58 173 77 

18-2) 12-ZOa 115 50 29 97 43 

18-22 12-21 203 83 45 187 67 

18-23 12-19 131 57 21 104 51 

18-24 12-22 222 95 34 207 73 

18-25 12-23 240 86 35 221 65 

18-26 12-16 239 115 54 226 75 

18-27 12-18 86 47 12 73 35 

19号墳墓

主体部 調壺時 墓城上面 墓城底

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅

19-1 14-5 272 115 38 228 92 

19-2 14-9 243 (100) 55 211 61 

19-3 14-10 174 (75) 40 137 48 

19-4 14-2 221 81 33 205 65 

19-5 14-1 267 112 66 242 77 

19-6 14-4 (230) 97 25 210 79 

19-7 14-3 101 87 44 89 79 

19-8 14-8 233 106 55 207 78 

19-9 14-6 268 102 30 214 75 

19-10 14-7 240 106 30 223 81 

19-11 14-11 184 (82) 18 170 61 

主体部調査時 墓坂 J:.面 墓城底

番号番号長さ輻深さ長さ

20-1 15-1 340 215 

20-2 15-2 300 130 

21号墳墓

主体部調査時 墓坂上面

番号番号長さ輻深さ長さ

21-1 17-8 100 17 

21-2 17-4 (210) 105 42 (201) 

21-3 17-7 (142) 63 19 (133) 

22号墳墓

主体部 調査時 墓城上面 墓城底

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅

22-J 17-5 253 110 43 229 90 

22-2 17-9 220 79 13 215 71 

22-3 11~2 (75) 28 (64) 

22-4 17-1 230 105 43 215 67 

22そ 5 17-3 86 44 75 

(cm) 

小口消・方位A 小口濤・方位B 棺痕跡 小D問

A 長さ 輻 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距撃

東 (55) 20 9 西 56 16 19 178 

東 (80) 22 5 西 62 25 6 185 

東 (63) 17 10 西 (70) (180) 

束 68 27 10 西 75 23 21 187 

東 74 40 13 西 76 28 17 190 

東 65 35 20 西 68 22 12 1!,5 

束 32 12 (45) 

束 42 22 12 西 (70) 30 6 195 

束 (65) 19 17 西 (60) 20 ， 190 

東 66 19 10 西 72 33 7 187 

東 51 22 9 西 52 23 13 115 

東 39 25 12 西 31 13 6 72 

東 (65) 17 13 西 (57) 糾 14 156 

東 50 19 9 西 51 16 ， 179 

東 55 36 14 西 70 18 15 182 

束 66 29 14 西 67 24 12 

東 28 23 5 

(cm) 

小D溝・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口問

A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

東

北

北

北

北

北

東

北

東

西

A 

東

東

南

北

南

(47) {JS) 西 51 21 11 (181) 

41 15 12 南 (57) 24 16 181 

“ 
19 7 南 (45) 20 6 116 

(53) 20 7 南 53 14 ， 170 

64 29 20 南 67 30 19 177 

43 22 7 南 50 22 15 174 

(55) 28 15 西 70 25 ， 175 

66 25 16 南 60 18 15 182 

(70) 27 7 西 65 27 10 169 

40 20 5 

竺
小口溝1・方位↑ I I小口溝1・方位「 I 棺| 痕 「I ;Jヽロ間
長さ幅深さ B 長さ幅深さ長さ幅深さ距離

小口溝・方位A 小口溝・方位B

長さ 幅 深さ B 長さ 輻 I深さ

55 17 15 

42 36 12 西 57 24 I 14 
36 26 11 西 30 20 I 8 

小口溝・方位A 小口溝・方位B

長さ 幅 深さ B 長さ 輻 深さ

67 26 20 西 67 30 13 

(60) 23 9 西 70 18 17 

50 19 21 

50 22 19 南 50 24 15 

40 14 17 
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佃）

長さ棺1: 1深さ1:0:

棺痕跡

長さ 幅 深さ

134 

73 

（匹）

小口間

距離

143 

179 

167 



主体部計測表

23号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓城上面 墓城底 小口溝・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

23-1 23-lb 262 (95) 23 235 (80) 北 60 31 23 南 (70) 29 18 170 

23-2 23-la 070) (60) 3 150 (52) 北 25 12 6 南 (25) 22 12 120 

23-3 23-2 266 95 45 245 76 北 63 22 10 南 47 34 18 175 47 182 

23-4 23-3 225 96 30 215 71 北 59 16 10 南 66 22 6 166 

23-5 23-4 202 73 34 195 60 北 51 18 6 南 27 20 12 170 

23-6 23-5 190 90 17 173 65 東 55 19 15 西 38 12 8 123 

23-9 23-6 215 93 16 205 86 

24号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓城上面 墓城底 小D溝・方位A 小口溝・方位 B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 輻 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

24-1 24-3 108 26 90 

24-2 24-18 134 13 120 (70) 東 (35) 13 5 西 40 (25) 8 91 

24-3 24-19 90 47 10 81 37 

24-5 24~2 68 61 東 35 14 12 西 40 20 12 183 

24-6 24-la 227 74 226 65 東 45 22 16 西 43 20 13 174 

24-7 24-16 (50) 東 36 20 10 西 36 23 12 137 

24-8 24-15 214 74 7 209 67 東 54 23 12 西 49 21 6 172. 

24-9 24-ZOc (120) 東 35 21 11 西 39 19 ， 63 

24-10 24-20b 120 20 106 40 東 42 18 9 西 37 22 12 70 

24-11 24-20a (100) 30 (87) (31) 

24→ 12 24-7 39 北 30 16 12 南 32 15 14 70 

25号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓漿上面 墓壊底 小D溝・方位A 小口溝・方位 B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長•さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 福 深さ 長さ 幅 深さ 距離

25-1 24-6 240 85 15 233 76 東 (55) 33 25 西 52 27 15 177 

25-2 24-5 237 80 30 210 60 東 49 32 11 西 50 22 8 174 

25-3 24-4 152 106 34 130 (77) 東 40 19 11 

25~4 24-12 82 69 東 42 26 10 西 51 26 8 176 

25-5 24-13 150 14 135 (45) 東 30 24 7 西 (40) 11 3 104 

26号墳塞 (cm) 

主体部 調査時 墓城上面 墓壊底 小D溝・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

26-1 24-9a 212 106 81 176 61 東 (50) 28 11 西 (52) 27 13 135 

26-2 24-lOa 110 70 東 50 30 12 西 42 27 5 155 

26-3 24-lOb (120) 53 

26-4 24-9b 152 65 28 125 48 北 40 24 5 

26-5 24-8 (104) (55) 33 78 36 西 {40) 10 3 

26-6 24-14 (137) 59 (40) (95) 41 東 (35) 20 6 

27号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓城上面 墓壊底 小口溝・方位A 小D溝・方位 B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距緋

27-1 25-5 282 97 55 235 70 東 45 19 4 西 47 23 10 186 

27-2 25-14 322 106 45 224 80 東 75 20 4 西 53 25 10 182 

27-3 25-4 255 110 57 218 75 東 60 20 17 西 55 25 17 173 

27-4 25-17 (135) 92 37 (133) 63 東 45 (17) 16 西 45 20 10 100 

切 -5 25-3 65 59 東 41 15 2 

匂—6 25-lb 240 77 32 217 67 北 47 25 14 南 45 23 10 179 

切—7 25-la 141 79 30 112 62 東 58 38 10 西 50 24 11 70 

切 -8 25-2 86 49 8 83 41 東 20 16 5 西 24 10 5 57 

27-9 25-6 91 83 南 63 35 20 

27-10 25-8 249 95 40 235 78 北 48 17 8 南 46 17 5 179 

27-11 25→ ~7 135 57 17 130 50 

27-12 25-10 277 (ll7) 38 認9 77 東 57 20 7 西

“ 
21 4 176 
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みそのお遺跡

(cm) 

主体部詞査時 墓城上面 墓壊底 小口溝方位A 小口浩・方位 B 棺痕跡 小口間

番号香号長さ幅深さ長さ幅 A 長さ 幅 I深さ B 長さ 輻 深さ 長さ 幅 深さ 距離

27-13 25-11 237 97 57 217 66 束 50 15 I 15 西 54 26 16 151 

27-14 25-12 255 (90) 48 237 71 東 70 291 12 西 49 35 8 164 

21-15 2s-13 29s (97l s2 2ss (60) I東 39 13 I 6 西 初 11 5 174 

28号墳塞 (cm) 

主体部 調査時 墓堀上面 墓 墟底 小口溝・方位A 小口湛・方位B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距罪

28-1 26-12 117 45 87 北 3 

28-2 26-ll 133 (75) 25 106 (55) 

灰-3 25-15 227 82 14 210 70 

28-4 25-16 124 10 120 東 14 7 西 32 12 8 72 

28-5 26-5 54 20 47 東 35 ]6 8 

28-6 26-5 (70} 42 (46) 西 40 18 3 

28-7 26-13 244 95 37 211 78 東 60 20 5 西 (60) 23 4 179 

28-8 26-2 245 97 37 222 78 東 60 14 5 西 56 17 7 183 

28-9 26~3 (167) 73 13 (162) 63 西 40 18 5 

28-10 26-6 130 64 17 115 51 東 42 18 8 西 36 14 7 81 

28-11 26-7 145 74 46 114 49 東 (70) (60) 17 西 42 23 13 50 

28-12 26-9 106 46 22 97 22 

28-13 26-10 108 72 19 103 60 

28-14 27-14 52 7 (160) 48 

28-15 27-15 (175) 68 23 160 52 西 52 18 4 

28-16 27-13 (131) 80 46 95 51 

29号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓坂上面 墓撰底 小口浩・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

29-1 27-1 270 90 62 247 135 

29-2 27-2 (240) 99 35 (215) 82 

29-3 27-Sa 261 (120) 51 228 95 東 92 30 6 

29-4 27-5b 132 (77) 32 112 (45) 

29-5 27-12 207 .100 48 187 94 

29-6 27-4 233 84 24 213 72 

29-7 27-6 117 105 25 89 79 

29-8 27-10 (217) (80) 15 (215) 68 北 55 20 7 南 67 34 15 

29~9 27-7 100 46 ， 96 41 南 49 16 5 

29-10 27-17 250 120 67 201 59 

29-11 27-17 (252) 112 47 228 76 

29-12 27-18 155 89 18 145 77 

29-13 切-19 134 71 26 ll9 59 

29-14 27-3a 270 114 31 235 78 

29-15 27-3d 246 86 65 215 39 北 (41) (50) 9 南 (56) 27 6 149 

29-16 27-3c 106 (50) 11 99 (40) 

29-17 27-3b 149 23 132 (40) 

29-18 27-16 130 45 26 109 30 

29-19 27-11 173 64 46 161 47 

30号墳墓 (cm) 

主体部 詞査時 墓坂 J:.面 墓城底 小口溝・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 輻 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 輻 深さ 距陸

30-1 27-20 250 91 50 226 70 東 49 34 7 西 45 39 5 (170) 

30-Z Z1-ZZ 247 89 50 210 44 北 (75) {20) 2 南 70 46 4 (150) 

30~3 27-25 280 85 60 253 49 北 97 28 3 南 91 47 6 182 

30-4 切—23 55 20 40 

30-5 27-24 (127) 68 25 llO 45 

30-6 27-26 266 125 47 234 100 
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主体部計測表

30号墳塞 （四）

主体部 調査時 墓壊上面 墓城底 小口溝・方位A 小D溝・方位 B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

30-7 27-33 165 30 (205) 147 

30-8 27-32 165 77 25 148 62 

30-9 27-31 177 55 20 165 49 

30-10 27-30 138 53 20 107 37 

30-11 27-29 122 102 20 102 97 

30-12 27-27 (139) 70 12 125 42 

31号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓城上面 葛漿底 小D溝・方位A 小口i毒・方位B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離
31-1 28-4 275 (135) 38 252 (110) 

31-2 28-5 264 104 50 248 65 

31-3 28-8a 243 (92) 20 231 82 

31-4 28-8b (86) 南 88 21 10 

31-5 28-7 117 62 • 16 llO 50 

31-6 28-3 272 103 67 245 62 北 76 27 3 南 (95) 30 5 

31-7 28-11 251 86 45 233 74 北 74 25 12 南 61 26 ， 
31~8 28-12 119 (65) 30 106 (47) 北 35 22 2 南 (60) (44) 2 

31-9 28~10 66 22 007) 56 

31-10 28-13 45 16 33 

31-11 28-2a (142) 50 

31-12 28-2b (236) (220) (62) 

31-13 28-1 (198) 180 (74) 北 62 32 5 南 66 18 3 90 

31-14 28-14 67 6 49 西 47 18 16 

31-15 28-15 142 59 28 132 45 

31-16 28-19 263 107 40 226 57 

31-17 28-20 185 88 47 167 57 

31-18 28-21 ll4 65 23 97 36 東 (55) 13 7 西 (40) 20 7 

31-19 28-17 232 74 45 195 30 東 56 (20) 

31-20 28-6 225 77 20 215 63 

31-21 28-18 105 43 12 95 33 

32号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓城上面 墓城底 小口溝・方位A 小口溝・方位 B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 輻 深さ 長さ 幅 深さ 距離

32-1 29-11 302 121 49 262 103 西 (90) 

32-2 29-9 238 107 52 218 55 東 (65) 西 (76) 

32-3 29-8 92 46 (200) 70 東 70 33 ， 
32-4 29-10 123 43 15 108 28 

32-5 29-lb 17 (220) (87) 

32-6 29-la 268 112 25 246 85 

32-7 29-2 262 137 43 244 67 

32-8 29-5 289 113 77 250 72 

32-9 29-12 173 75 30 155 60 東 28 15 3 西 45 40 12 102 

32-10 29~3 115 54 25 98 39 

32-11 29-4 13 (115) 55 

32-12 29-6 110 52 30 (107) 45 79 

32-13 29-7 165 74 44 127 51 

32-15 30~1 218 130 23 206 93 

32-16 30-2 (277) 114 55 (260) 91 

32-17 30~8 270 113 44 244 78 

32~13 30-7 87 48 15 80 40 

32-20 29-14 112 56 8 105 52 

32-22 30-3 259 125 43 235 86 西 34 13 7 

32-23 30-4 249 109 35 225 84 

32-24 30-5 259 (115) 20 245 9] 
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みそのお遺跡

32号墳塞

主体部 調査時

番号 番号

32-25 30-6 

32-26 30-10 

32-27 30-9 

32-28 I 30-llb 

32-29 I 30-lla 

32-30 30-12 

32~3] 30-13 

32-32 29-15 

墓墟上面 墓城底 l
長さ 幅 深さ 長さ 栢

226 94 40 181 44 

236 107 

“ 
185 79 

(2-82) 108 50 263 80 

270 89 52 242 67 

273 42 266 (92) 

241 95 54 233 85 

262 132 60 246 82 

79 49 

言戸工翌賢誓：
35号墳墓

主体部 製査時 墓堀上面 墓坂底

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 輻

35-1 32-1 310 150 62 272 107 

35-2 32-2 304 137 72 240 85 

35-3 32-3 274 124 53 245 106 

35-4 32-7 318 168 42 275 130 

35-5 32-6 305 134 62 265 100 

35-6 32-4 252 107 36 220 68 

35-7 32-5 103 41 10 97 33 

36号墳墓

主体部 調査時 墓城上面 墓城底

番号 番号 長さ 輻 深さ 長さ 幅

36-1 33-1 277 125 48 227 95 

36-2 33-2 146 60 38 132 37 

36-3 33-3 (132) 63 20 122 45 

36-4 33-5 261 110 49 234 72 

36-5 33-4 (248) 87 32 226 69 

36-6 33-6 195 80 15 175 65 

36-7 33-7 86 43 12 73 30 

37号墳塞

主体部 調査時 墓城上面 墓城底

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅

37-I 34-3b 255 117 61 230 92 

37-2 34-3a 236 91 39 197 63 

37-3 34-5 261 112 42 '229 87 

37-4 34-4 247 90 40 213 67 

37-5 34-6 (234) 108 33 39・ 

37-6 34-2 232 94 26 205 73 

37-7 34-1 208 157 25 175 96 

38号墳墓

主体部 調査時 墓城上面 墓墟底

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 輻

38-1 36-8 353 193 95 268 108 

38-2 36-7 I 102 65 22 99 55 

38-3 36c-9 176 66 22 156 47 

38-4 36-9 225 94 20 215 82 

38-5 36-5 (140) (60) (35) 105 (43) 

38-6 36-6 273 117 43 245 94 

(C111) 

小口浩・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

北 {85) 南 (94) 

東 55 20 5 西 (70) 04) 3 

;,~,·: 位 i深さ lnl~、い~旦三日
{an) 

小口溝方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

222 52 (24) 

197 47 (20) 

178 46 (20) 

東 88 53 10 西 (105) 40 8 

(cm) 

小D滞・方位A 小口溝方位B 棺痕跡 小口間

A 長さ 幅 深さ B 長さ 輻 深さ 長さ 幅 深さ 距離

181 45 (18) 

162 47 (14) 

東 (50) 14 3 (190) 

東 (60) 12 5 (155) 

(cm) 

小口溝・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距陸

167 39 (10) 

北 65 南 (78) (46) 

南 (85) (20) (2) 

114 41 (23) 

（四）

小口浩・方位A 小口溝・方位 B 棺痕跡 小口間

A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

232 62 

72 
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主体部計測表

主体部 調査時 墓城上面 墓壊底 I 小口溝・方位A I 小D溝方位B
番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 IA I長さ I幅 I深さ IBI長さ I幅 I深さ

39-1 36-2 303 162 (70) 275 110 

(cm) 

~ 
39-2 36-3 140 53 14 127 46 

39-3 36-4 118 18 ・ 109 (49) 

39-4 36-1 120 42 15 106 31 

）号墳墓

主体部 調査時 墓壊上面 墓塙底 I 小D溝・方位A I 小口溝・方位B
番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ O昌 IA I長さ I幅 I深さ IBI長さ I幅 I深さ

40-1 37-1 328 161 75 283 138 

40-2 37-5 299 133 60 278 114 
昌量

40-3 37-2 270 89 255 76 

41号墳墓 (cm) 

主体部 調介時 墓堀上面 墓城底 小口溝・方位A 小口溝方位B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

41-1- 38-1 祁3 134 267 110 (ZOO) 57 (180) 

41-2 38-9 (255) 145 244 123 192 50 

41-3 38-6 285 173 55 258 111 190 56 

41~4 38-7 265 132 38 245 81 170 57 

41-5 38-8 222 85 30 208 71 (150) 47 

41-7 38-3 265 109 35 247 90 

41-8 38-2 245 90 20 232 82 

41-9 38-4 248 97 17 177 45 

42号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓壊上面 墓城底 小口溝・方位A 小口溝・方位8 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

42-1 40-1 301 144 62 271 107 189 77 3 

42-2 40-2 260 90 20 249 84 

42-3 40-3 267 117 70 258 101 186 62 

42-4 41-1 284 130 52 242 94 179 49 

42-5 41-2 271 172 47 239 101 173 51 

42-6 41-3 286 148 49 265 110 197 67 

42-7 41-4 303 140 86 256 87 174 56 

42-8 41-5 82 55 10 59 25 

43号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓壊 L面 慕城底 小口溝方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 輻 深さ 長さ 輻 深さ 距離

43-1 42-1 (264) 126 40 (258) 115 193 68 2 

43~2 42-2 (158) 60 17 (140) 32 

43-3 42-3 158 65 23 141 57 

43~4 42-4 47 23 30 

43-5 42-5 42 8 35 

43-6 42-6 113 70 (212) 53 6 

43-7 42-7 102 35 8 93 23 

44号墳墓 (cm) 

主体部 調査時 墓城上面 墓漿底 小口溝・方位A 小口溝・方位B 棺痕跡 小D間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 幅 深さ B 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 距離

44-1 43-1 294 104 42 267 64 231 45 

44-2 43~2 233 113 48 175 85 154 53 

44-3 43-3 139 51 45 127 40 

44-4 43-4 213 58 26 191 42 

44-5 43-5 240 70 20 213 49 

-351-



みそのお遺跡

言亨讐心i汀戸r・:位r深さ l「 I~-~溝r·=位『ffi~1~1!j 主丘
45-3 I 44-3 49 I 8 35 

主体部 調査時 墓墟上面

番号 番号 長さ 幅 深さ ---=-長さ

46-l 45-2 (300) 103 27 245 I 11 
46-2 45-1 330 111 46 2so I 66 

ご A翌さl叶；勺ごいり予:
46-3 45-3 214 92 25 201 I 77 

47号墳墓 （叫
主体部 調査時 墓漿上面 墓城底 小口溝・方位A 小口沿・方位 B 棺痕跡 小口間

番号 番号 長さ 幅 深さ 長さ 幅 A 長さ 輻 深さ B 長さ 輻 深さ 長さ 輻 深さ 距稲

47-1 46-25 265 131 24 231 111 北 66 33 6 南 邸 34 13 168 40 172 
47-2 46-38 288 ]44 47 251 112 北 82 16 4 . 南 71 29 ， 190 43 183 
47-3 46-39 215 89 33 195 68 176 39 ， 
47-4 46-28 (272) 107 35 260 89 北 77 38 11 南 61 19 12 181 
47-5 46-9 243 109 22 220 75 東 82 23 11 西 69 19 13 183 39 7 179 
47-6 46-16 251 99 16 227 82 東 62 18 8 西 63 22 13 182 43 8 174 
47-7 46-3 262 106 20 243 (95) 191 36 ， 
47-8 46-40 131 51 4 127 32 南 (40) 15 5 100 26 3 
47-9 46-42 192 88 23 178 79 東 60 32 10 130 38 7 
47-10 46-4 252 104 34 217 79 西 65 11 5 183 46 7 
47-11 46-17 130 55 16 108 (40) 84 24 5 
47-12 46-1 260 98 40 237 68 束 6) 16 3 190 46 ， 
47-13 46-37 125 (54) 15 (107) (36) 85 (27) 5 
47-14 46-15 117 (56) 20 105 45 68 25 7 
47-15 46-2 232 111 38 222 80 束 74 西 79 182 51 18 
47~16 46-36 140 60 40 117 12 北 24 南 42 106 30 16 
47-17 46-24 221 71 14 203 48 東 59 西 58 11 2 26 2 190 
47-18 46-23 217 78 10 201 48 東 65 25 14 西 62 25 18 175 29 3 154 
47-19 46-5 242 69 27 205 37 東 73 28 3 西 75 22 4 165 28 6 172 
47-20 46-19 (167) 66 15 137 35 東 54 15 6 西 54 15 5 118 25 7 118 
47-21 46-6 165 70 25 149 41 (116) 25 2 
47-22 46-18 133 48 33 110 39 91 23 7 
47-23 46~27 265 90 38 226 75 185 39 13 
47-24 46-7 259 104 44 220 67 北 (61) 24 6 南 74 20 5 
47-25 46-20 133 80 48 108 25 75 32 22 
47-26 46-8 (157} 80 16 144 56 26 1 
47-27 46-21 133 71 38 120 53 77 認 3 
47-28 46-35 217 85 24 204 (70) 176 40 5 
47-29 46-31 227 84 26 200 45 167 37 10 
47-30 46-33 210 39 6 190 26 

47-31 46-34 (215) 75 12 197 64 

47-32 46-11 182 62 27 167 34 北 (50) 南 (59) 140 
47-33 46-14 220 85 21 204 69 東 41 7 147 30 
47-34 46-13 (217) 69 凶 203 47 東 58 10 3 176 32 

47-35 46-26 (82) (73) 

47-36 46-10 235 98 37 217 71 191 52 

47-37 46-22 I m 60 30 90 43 78 27 

47-38 46-12 78 25 (220) 52 東 (72) 19 3 西 77 16 I 2 32 185 

※表中の（）内の数値は概数である。

※ 1-3号墳墓については本文中に記した。
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付載 1みそのお遺跡の墳墓群出土の赤色顔料の微景化学分析

付載 1

みそのお遺跡の墳墓群出土の赤色顔料の微量化学分析

武庫川女子大学薬学部安廿廿専幸 森 興由美

岡山県御津郡御津町高津に所在するみそのお遺跡は、旭川支流の宇甘川を北下方に望む、南

北に長く伸びる尾根の頂部に 600mにわたって位置する。

1989年から1991年にわたる御津町工業団地造成工事に伴う事前調査の結果、弥生時代後期か

ら古墳時代にかけて連綿と営まれた、 50基にものぽる大墳墓群であることが明らかにされた。

大部分は木棺直葬の土城墓であるが、それらの中には木棺主体部位跡で赤色顔料の識別される

ものがあり、調査担当者によって、赤色顔料を含む土壌試料が採取されてきた。

今回、これらの赤色顔料を含む土壌試料27検体について、化学分析による鑑定を依頼された

ので、筆者らの常法とするろ紙クロマトグラフ法と検出試薬による微量化学分析を行ない、所

見を得たので報告する。

試料の外観

試料の考古学的な資料については、微量化学分析の結果とともに表 1に一括掲載する。提供

された試料は、大半が赤色顔料を一部に付着もしくは含有する多数の小土壊塊で、 1試料平均

約400gである。

分析用試料の採取

上記の各土壌試料の最も赤く識別される部分から鋼針を用いて注意深く 10mgを削り取って分

析用試料とする。

試料検液の作製

上記のように採取した分析用試料のそれぞれをガラス尖形管に移し、濃硝酸 1滴と濃塩酸 3

滴を加え、加温して酸可溶性成分を溶解させたのち、適当量の蒸留水を加えて遠心分離機にか

け、酸不溶性成分から分離した上澄液を加熱濃縮して、ろ紙クロマトグラ・フ用の試料検液とす

る。試料検液の番号は、試料番号にそれぞれ対応させる。
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ろ紙クロマトグラフ法と検出試薬による呈色反応からの赤色顔料成分の確認

東洋ろ紙 No.51B (2 cm X 40cm) を使用し、プタノール硝塩酸を展開溶媒として、試料検液

と、対照の鉄イオン (Fe3+) と水銀イオン (Hgz+)の標準液を同条件で下で展開した。

展開の終ったろ紙を風乾してから縦に二分し、その一方は検出試薬として 1%ジフェニルカ

ルバジドのエタノール溶液を噴霧してからアンモニア蒸気に曝し、もう一方には検出試薬とし

て0.05%ジチゾンのクロロホルム溶液を噴霧して、それらの際に、ろ紙上に発現するそれぞれ

の呈色スポットの位置 (Rf値で表現する）と色調を検した。

(1) ジフェニルカルバジド・アンモニアによる検出： H!/十は紫色、 Fe3十は紫褐色のスポット

として検出される。

(2) ジチゾンによる検出： Hgむは橙色スポットとして検出され、 F/十は反応陰性のため呈色

せず。

上記試料検液、ならびに、対照イオンの標準液について得られたろ紙上のスポットのRf値と

色調は、下記の表 1の該当欄のとおりである。
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みそのお遺跡

結果と判定

上記の表 1の結果のように、みそのお遺跡の墳墓群の埋葬主体である木棺内の被葬者に対し

て用いられた赤色顔料としては、その27試料の検液の大部分にHg2十が明瞭に検出されたこと

から、同墳墓群にあっては、弥生時代後期中葉から 3世紀を経て古墳時代初頭に至る時代には、

葬送儀礼において遺体への水銀朱（辰砂、 HgS) の供献が広く行なわれていた事実を明らかに

知ることができる。もちろん、試料の外観から推定されるように、その使用量は決して多いと

は言えず、今回の供与試料をもってしては、その総量の計算は到底不可能であるが、今後、周

到な発掘調査によって、床面全体の表層粘土の総量が採取されて提供されれば、定量実験によ

る辰砂の全羅の算出は可能であることを、提言しておきたい。

なお、すべての試料検液から検出されたF/十については、それが直ちに赤色顔料のベンガ

ラ (Ee203) に由来するとはいえないことも留意しておきたい。なぜならば、今回のように

試料土壌にごく淡く付着している赤色顔料を、それのみ純粋に採取することは不可能であって、

試料検液作製のための分析用試料採取の際には、試料土壌の相当量の混入は避け難いのである。

この土壊中のFe成分が必然的に試料検液中にF/千となって移行する以上、土壌試料の場合は、

F/十の呈色スポットは、 i農淡の差はあるものの、ベンガラの存否にかかわらず検出されるこ

とになるからである。

したがって、表 1の判定の欄に示したように、赤色顔料に関しては、 Hg2十の検出された試

料については、赤色顔科として「水銀朱」を掲げるにとどめ、 Hgz十の検出されなかった試料

については、“水銀朱は使われていない"という意味で、赤色顔料に「ペンガラ」を充ててある。

以上の判定結果から、同一埋葬遺構における被葬者ごとの赤色顔料使用の異同が注目される

ことになる。すなわち、 42号第 1主体部における東枕被葬者（未検出）、西枕被葬者（水銀朱）、

42号第 3主体部における東枕被葬者（水銀朱）、西枕被葬者（水銀朱）、 42号第 4主体部におけ

る北枕被葬者（水銀朱）、南枕被葬者（水銀朱）、 42号第 5主体部における東枕被葬者（水銀

朱）、西枕被葬者（ペンガラ）、 42号第 6主体部における東枕被葬者（水銀朱）、西枕被葬者

（未検出）、 42号第 7主体部における東枕被葬者（水銀朱）、西枕被葬者（水銀朱）等の結果は、

興味ある資料として、検討に値するものといえよう。 (1991年11月分析）

〔註〕

(1)安田博幸：「古代赤色顔料と漆喰の材料科学」 r斎藤忠羅集日本考古学論集 l 考古学の差本的諸問題j吉川弘

文館 pp.389-407 (1986) 

安田博幸：「古代赤色顔料と漆喰の材質ならぴに技法の伝流に関する二、三の考察」「橿原考古学研究所論集 第

七』吉川弘文館 .pp.449-471(1984} 
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付載2

みそのお遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査

大澤正己

概要

7世紀前後に比定されるみそのお遺跡から出士した製鉄関連遺物（鉄滓、鉱石、鉱石粉末と

砂鉄混入物、鉄塊系遺物、粒状化遺物）を調査して次の点が明らかになった。

く1〉製鉄作業は、磁鉄鉱石を始発原料とした製錬操業がなされており、遺跡内からは 5g 

前後のチップ状鉱石から粉末状鉱石が検出される。鉱石は70%に近い鉄分を含む富鉱で脈石成

分少なく高品位であった。

く2〉製鉄は鉄収率は良好で、鉄滓中の鉄分は30%台と少ない。滓中の塩基性成分 (CaO

+MgO) は7.0 -20%台と大星に含み、これらが鉄と滓の分離に有効に働いたと想定される。

なお、製錬滓はファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・SiO z) を主体とした鉱物組成をもち、一

部に半還元鉱石粒を懸だくさせる。

〈3〉製鉄生成物の鉄塊系遺物は、尚炭素系で共析鋼 (C: 0. 77%) クラス以上であり、水

中冷却を施してマルテンサイト (Martensite: フェライトと微細セメンタイトの混合物）を呈

する鉄塊も認められた。後工程となる精錬鍛冶（大鍛冶的作業）での小割り鉄塊を得るための

配慮であろうか。

〈4〉製錬系の球状化遺物も検出された。片状黒鉛を析出したねずみ鋳鉄粒から鉱石製錬球

状滓、半還元鉱石粒、ガラス質滓ら各種存在する。製錬時の炉況が局所的に高温化された産物

であろう。

1 • いきさつ

みそのお遺跡は、岡山県御津郡御津町高津に所在し、県営御津工業団地造成工事に伴う発掘

調査で検出された。推定年代は弥生時代後期から古墳時代終末期にかけて 2度の空白期をもつ

が、凡そ600年にわたって営まれている。遺構の主体は50基を越える墳墓群であるが、谷底

近くからは製鉄炉に想定される焼土土堀や排滓土城らと共に、横口をもつ炭窯 4基らが検出さ

れている。

これら製鉄遺構周辺から出土した製鉄関連遺物の専門調査依頼を岡山県古代吉備文化財セン
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ターより要請されたので金属学的調査を行なった。

2. 調査方法

2-1 供試材

Table 1に示す。調査対象品は、 A-C、E地点の出土品で20点である。

2-2 調査項目

(1) 肉眼観察

(2)顕微鏡組織

鉄滓をはじめ各出土遺物は、水道水で十分に洗浄して乾燥後、鉄滓は中核部を他はそれぞれ

目的に応じてベーク・ライト樹脂に埋込み、エメリー研摩紙の#150、#240、#320、#600、
ミクロン

#1,000と順を追って研摩し、最後は被研面をダイヤモンドの 3、 l μ で仕上げて光学顕微

鏡で観察を行なった。なお、金属鉄については、炭化物はピクラル（ビクリン酸飽和アルコー

ル液）、フェライト結品粒はナイタル (5%硝酸アルコール液）で腐食 (Etching~ して組織観

察を行なった。

(3) ピッカース断面硬度

鉄滓の鉱物組成、金属鉄の組織同定を目的として、ビッカース断面硬度計 (Vickershard-

ness Tester) を用いて硬さの測定を行なった。試験は鏡面研摩した試料に136°の頂角をもっ

たダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度

値としている。試料は顕微鏡試料を併用した。

(4)化学組成

鉄滓や鉱石の分析は次の方法で実施した。

全鉄分 (TotalFe)金属鉄 (MetallicFe)、酸化第 1鉄 (FeO) ・．容量法。

炭素 (C)、硫黄 (s) : 燃焼容量法、燃焼赤外吸収法。

二酸化珪素 (SiOふ酸化アルミニウム (Al2む）、酸化カルシウム (CaO)、酸化マグネシ

ウム (MgO)、酸化カリウム（応0)、酸化ナトリウム (Na20)、酸化マンガン (MnO)、ニ

酸化チタン (Ti02)、酸化クロム (Cr2む）、五酸化燐 (P205)、バナジウム (V)、銅 (Cu)、

I C P (Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer)法：誘導結合プラズマ発光分光

分析。

3 • 調査結果と考察

3-1 A地点関連遺物

(1)炉 1出土品
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① MIS -1 : 含鉄鉄滓（製錬系）

肉眼観察：表裏共に赤褐色を呈する不定形の小塊である。表皮に気泡を露出し、局部的に黒

錆を発している。なめらか肌と鉄錆から含鉄鉄滓に分類される。

顕微鏡組織： Photo. 1の①～③に示す。①は表皮スラグで、鉱物紺織は暗黒色ガラス質スラ

グにファイヤライト (Fayalite.: 2Fe0・SiO』を晶出し、これに金属鉄の錆化したゲーサイト

(Goethite : a -FeO・OH)が認められる。②③はゲーサイトにパーライト (Pearlite: フェラ

イトとセメンタイトが交互に重なり合って構成された層状組織）の痕跡が残存する。炭素

(C)量を推定すると0.3%前後の亜共析鋼になろう。

② MIS -2 : 砂鉄と鉱石粉混合物

肉眼観察：赤褐色砂鉄粒子の細粒に黒褐色細片状鉱石粉末を混合させる。砂鉄は自然堆積品

と考えられる。

顕微鏡組織： Photo. 1の④⑤は砂鉄粒子である。大部分の砂鉄粒子の鉱物組成は磁鉄鉱

(Magnetite : Fe203・FeO) であり、一部に格子組織のチタン鉄鉱 (Ilmenite: FeO・TiO 2) 

が存在する。各砂鉄粒子は角ばって水流で洗われて磨耗した痕跡はなく山砂鉄である。各粒内

には、包裏鉱物（輝石、角尖石、石英等）は少ない。粒子の大きさは150-200μ 程度で細粒

であった。

⑥～⑧は磁鉄鉱粉末を示す。⑥は白い針状の離溶ヘマタイトの縞模様がみえるのは、天然の

磁鉄鉱の特徴を示すウイドマンステッテン構造 (WidrnannstattanStructure) である。又、⑦

も磁鉄鉱粉末の被熱粒である。以上の如く、当試料は天然賦存の砂鉄粒子と磁鉄鉱粉末の混在

するものであった。当製鉄跡では鉱石原料といえる。砂鉄粒子は自然堆積物の混入とみてよか

ろう。

ビッカース断面硬度： Photo. 1の⑧に磁鉄鉱粉末に測定した硬度圧痕を示す。硬度値は

566Hvであった。磁鉄鉱の文献硬度値は530-600Hvであって、その範疇に入っている。

化学組成： Table 2に示す。砂鉄特有元素の二酸化チタン (TiOz) は3.63%、バナジウム

(V) 0.104 %が含有されて酸性砂鉄のレベルを有する。しかし、酸化カルシウム (CaO)

2.97%、酸化マグネシウム (MgO)1.45%と高めであって磁鉄鉱混入の傾向も合わせもつ。

なお、製鉄原料としての全鉄分 (TotalFe) は61.89%と多く、金属鉄 (MetallicFe) は

0.06%、酸化第 1鉄 (FeO)25.86 %、酸化第 2鉄 (Fe203) は59.66%の割合であった。

(2)土城 1 (排滓士城）出土品

① MIS -7 : 鉱石製錬滓

肉眼観察：本来の表皮は剥落し、気泡を散在させた赤黒色の不定形鉄滓である。裏面は椀形

状の丸味を呈している。緻密質。
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顕微鏡組織： Photo. 2 の①—⑤に示す。鉱物組成は淡灰色盤状結晶のファイヤライト

(Fayalite : 2Fe0・Si02)主体で、これに小粒のヴスタイト (Wustite: FeO) を晶出する。

鉱石製錬滓の典型的な晶癖である。④は局部的に散在する磁鉄鉱の半還元粒でマグネタイト

(Magnetite : Fe心）化した個所を示す。

ビッカース断面硬度： Photo. 2の⑤にファイヤライトの硬度圧痕の写真を示す。硬度値は

690Hvであった。ファイヤライトの文献硬度値が600-700Hvであるので、．妥当な値と考え

られる。

化学組成： Table 2に示す。鉄収率は良好で全鉄分 (TotalFe) が34.21%、金属鉄

(Metallic Fe) 0.46%、酸化第 1鉄 (FeO)38. 11 %、酸化第 2鉄 (Fe203)5.92%の割合

である。ガラス質成分 (Si02+Al20a+CaO +MgO +K20 +Na20) が53.43%と多く、こ

のうちに塩基性成分 (CaO+MgO)が14.98%含まれる。鉄と滓の分離を促進させる塩基性

成分は高めであって、これが鉄収率に大きく寄与しているのであろう。塩基性成分は添加では

なく自媒剤としての存在の可能性が強いと考えられる。

該滓は磁鉄鉱を始発原料とするので、二酸化チタン (Ti02)0.49%、バナジウム (V)

0.009 %と低めであって、かつ酸化マンガン (MnO) も0.37%と少ない。他の随伴微量元素

らも特別多いものはなく、酸化クロム (Cr203)0.046 %、硫黄 (S)0.002 %、五酸化燐

(P205) 0.202 %、銅 (Cu)0.004 %であった。磁鉄鉱系の製錬滓と成分からも同定できる。

② MIS~8 : 鉄塊系遺物

肉眼観察：表皮は赤褐色で凹凸の少ない肌に亀裂が走る。また、一部剥離面を有し、黒褐色

を呈し、磁性も残す。

顕微鏡組織： Photo. 3の①ー⑨に示す。

鉄塊系遺物は時折り表皮スラグを付着するのが認められる。該品も①と⑥にそれらを提示し

た。本品は製錬系鉄塊であって表皮スラグの鉱物組成は淡灰色片状結晶のファイヤライトと基

地の暗黒色ガラス質スラグで構成されていた。＠逗）は金属鉄部分をピクラル腐食で表われたマ

ルテンサイト (Martensite)であって一面に細かい針状または麻の葉状の組織である。当組織

は850℃以上の高温より水冷が施され、炭素の拡散が充分に行なわれないうちに格子の変態で、

できた組織で非常に両い硬さをもつ。該品の炭素含有量は過共析銅クラスで0.8%前後であろ

う。又、検鏡の視野を変えるとcRにみられる様な過熱組織 (Overheated Structure)があ

る。組織はフェライトとパーライトで、フェライト (Ferrite: a鉄または純鉄）は白く、

パーライトは黒く現われる。針状のフェライトはウイッドマンステッテン組織を呈している。

1個は 4gの小鉄塊でも組織に変動がある事がよく判る。

⑥は前述した様に、左側に表皮スラグを付着して右側に金属鉄の錆化したゲーサイト
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(Goethite : a -FeO・OH) を残す。⑦は一部焼き戻しを受けて微細な炭化物の凝集が一層進

んだ状態でソルバイト (Sorbite: セメンタイトの微細粒子の凝集が一層進んだ組織）になっ

ている。

ビッカース断面硬度： Photo. 3の⑧は過熱組織、⑨はマルテンサイトの硬度圧痕写真を示す。

前者の硬度値は437Hv、後者は707Hvであった。組織に見合った値である。

(3)焼土面 2出土品

① MIS -10: 鉱石製錬滓

肉眼観察：表皮側は黄褐色を呈し、飴状肌に気泡が多発するために荒れ肌となった炉内残留

滓である。裏面は黒色で土砂を付着する。

顕微鏡組織： Photo. 2の⑥～⑧に示す。⑥は該滓の代表組織で、鉱物組成は淡灰色長柱状

ファイヤライトに微小ヴスタイトが晶出し、基地は暗黒色ガラス質スラグから構成される。又、

局部的な組織として、⑦R にみられる様に、ヴスタイトの大粒の晶出個所があって、その粒内

には茶褐色微小析出物のヘーシナイト (Hercynite: FeO・Al203)が認められた、鉱石製錬滓

の晶癖である。

化学組成： Table 2に示す。該品も鉱石製錬滓の成分系を有し鉄収率は良好であった。前述

したMIS-7鉄滓に準じた成分系である。全鉄分 (TotalFe) は37.34 %、ガラス質成分が

48.98 %であった。

(4)鉄滓堆積層出土品

① MIS -13: 鉱石製錬滓

肉眼観察： Photo .10に5倍に拡大した顕微鏡埋込み試料のマクロ組織を示す。鉄滓の鉱物組

成は灰色地の個所はファイヤライトを晶出し、局部的に白色不定形を呈するところに半還元鉱

石粉末を懸だくする様子を示した。それらのミクロ組織をPhoto.4の①～③に提示する。不定

形白色部は鉱石粉末が半還元の状態で認められる。ファイヤライトは大きく盤状結晶にまで成

長して留まっている。炉況の悪い操業での排出品である。鉱石製錬滓の一つのモデル組織とな

るであろう。

ビッカース断面硬度： Photo. 4の③に半還元鉱石とファイヤライトの硬度圧痕写真を示す。

半還元鉱石の硬度値は519Hv、ファイヤライトは620Hvであった。半還元鉱石は磁鉄鉱であ

り、文献硬度値は530-600Hv、ファイヤライトは600-700Hvであり、それぞれ、その範

囲に収まって同定できる。

化学組成： Table 2に示す。鉄分が少なくてガラス質成分の多い鉄滓である。全鉄分

(Total Fe) は27.39 -%に対して、金属鉄 (MetallicFe) は0.41%、酸化第 1鉄 (FeO)

21.32 %、酸化第 2鉄 (Fe203)14. 89 %の割合である。ガラス質成分 (Si02+ Al203 +CaO 
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+MgO +K20 +Na20) は61.67%と多く、この内に塩基性成分 (CaO+MgO) が20.1%を

占める。二酸化チタン (Ti02)0 .26%、バナジウム (V)0.006 %は磁鉄鉱を始発原料としI

た製錬滓の成分系を表わす。該品は酸化マンガン (MnO) は0.18%と少ないが、他の随伴微

量元素らは前述してきた他の鉄滓らと大差ないものであった。

(5)土壊 2出土品

① MIS -14: 鉱石製錬滓

肉眼観察：表皮は黄褐色を呈し、比較的凹凸の少ない台形状の炉内滓である。表面は全面に

粘土を付着し、裏面は一部に白色土砂を付ける。破面は黒褐色を呈し緻密質である。

顕微鏡組織： Photo. 4の④～⑥に示す。鉱物組成は淡灰色盤状結晶のファイヤライトと、微

小粒状結晶のヴスタイト、基地の暗黒色ガラス質スラグから構成される。鉱石製錬滓の晶癖で

ある。 」

化学組成： Table 2に示す。前述した土堀 1出土鉄滓に準じた成分系であった。

3-2 B地点関連遺物

(1) サンプルA

① MIS -15: 鉱石製錬滓

肉眼観察：表皮は黒褐色を呈し、大半を木炭痕の窪みで残す炉内残留滓である。側面に打欠

き痕が認められた。

顕微鏡組織： Photo. 4の⑦に示す。鉱物組成は大きく成長したファイヤライトと少量のヴス

タイトから構成される。鉱石製錬滓の晶癖である。

化学組成： Table 2に示す。全鉄分 (TotalFe)が39.97%と前述鉄滓より若干裔めであっ

て、これに酸化マンガン (MnO) が1.69%と多いのが特徴であるが、他は特異な点は認めら

れない。該品も塩甚性成分 (CaO+MgO) は13.41%と高いのは他鉄滓らと同じである。

(2)サンプルB出土品

① MIS -18: 鉱石製錬滓

肉眼観察：表皮は灰黒色を呈し、やや荒れた肌に木炭痕を残す。裏面は全面に土砂を付着し

炉底滓の破片と考えられる。破面は気泡少なく緻密質であった。

顕微鏡絹織： Photo. 5の①に示す。鉱物組成はファイヤライト主体で、これに一部に灰色多

角形小結晶のヘーシナイト (Hercynite: FeO・Al203) があり、半還元鉱石粉末を懸だくさせ

る。鉱石製錬滓の晶癖である。

化学租成： Table 2に示す。全鉄分 (TotalFe) は40.10%に対して金属鉄 (MetallicFe) 

は少なく 0.07%、酸化第 1鉄 (FeO)46.22 %、酸化第 2鉄 (Fe2む） 5.87%の割合である。

ガラス質成分は45.31%で、そのうち、塩基性成分 (CaO+MgO) 8.98%と前述したMIS-
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15より低めとなり、同じく酸化マンガン (MnO) も0.46%と低減する。しかし、銅 (Cu) の

みは0.064%と今回調査した15試料中最も多い傾向を呈した。銅 (Cu) は1鉱山においても

偏析をもつのであろうか。酸化クロム (Cr203)0.040 %、硫黄 (S)0.012 %、五酸化燐

(P20s) 0. 224 %、二酸化チタン (Ti02)0.40%、バナジウム (V)0.010 %らは通常レベ

ルである。これも鉱石製錬滓に分類できる。

② MIS -36: 磁鉄鉱石

肉眼観察：黒褐色を呈し堅緻な塊で強磁性である。磁鉄鉱 (Magnetite: Fe30りに分類され

る。磁鉄鉱の上質含有鉄分の理論値は72.4%であるが、実際は岩石成分その他の脈石が含まれ

るので品位はやや落ちる。通常60%前後の鉄分のものが装入されている。なお、該品の表層は

顆粒状のけばたちが認められた。

顕微鏡組織： Photo. 7の⑥～⑧に示す。⑥の淡灰色地が磁鉄鉱であり、黒い斑点や細い線は

脈石成分の不純物である。⑦は⑥の拡大組織で、白い針状の離状ヘマタイトの縞模様が認めら

担る。しこれは天然の磁鉄鉱の特徴を示すウイッドマンステッテン構造 (Widmannstattan

Structure)である。

ビッカース断面硬度： Photo. 7の⑧に磁鉄鉱基地のマグネタイトに硬度測定した圧痕写真を

示す。硬度値は525Hvであった。磁鉄鉱の文献硬度値が530-600Hvといわれているので、

ほぼ妥当な値と考えられる。

化学組成： Table 2に示す。全鉄分 (TotalFe)が69.09・%であって理論値の72.4%に近い

値で富鉱といえる。鉄の内訳は金属鉄 (MetallicFe) は0.05%とほとんど含まれず、酸化第

1鉄 (FeO)24 . 54 %、酸化第 2鉄 (Fezか）が71.44%の割合である。脈石成分の不純物

は少なくガラス質成分 (Si02+ Aし03+CaO +MgO十k心十Na20)が1.873%あり、この

うちの1.2%が塩基性成分 (CaO+ MgO) である。高品位鉱石といえる。二酸化チタン

(Ti02) 0. 01 %、バナジウム (V)0.002 %は砂鉄とは歴然と差異のある値である。

鉄の材質に有害な硫黄 (s) は0.001%、五酸化燐 (P20s)0.039 %も少なく優れた鉱石

といえる。銅 (Cu) は0.001%と非常に少ない。当該地の前述製鉄滓のMIS-18の銅 (Cu)

は0.064%とこの遺跡内で最も高値であったものとは、うまく繋がらない。鉱石中の銅 (Cu)

は偏析が大きいものと考えられる。

② MIS -19A: 鉄塊系遺物

肉眼観察：表裏共に赤褐色の鉄錆に覆われ、亀裂を走らせた粗魃肌の小鉄塊である。小指大

の7gで磁性を有し、金属鉄が残留する。

顕微鏡組織： Photo. 6の①～⑨に示す。①②は自然腐食を受けて過熱組織 (Overheated 

Structure)の素地鉄に捲込みスラグを抱えた組織である。捲込みスラグは鉱石製錬滓のファ
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イヤライトであって、該品が製錬系鉄塊と判る。③～⑥は過共析鋼 (C: 0.77%以上）でセメ

ンタイトの一部は白鋳化の様相を呈しつつある。当小鉄塊の全体の炭素含有量は1.5%前後と

なろう。 CTXIDはピクラル腐食で現われた過熱組織である。炭素含有量は偏析をもっている。

ピッカース断面硬度： Photo. 6の⑨にフェライトとパーライトの混在する個所の硬度圧痕を

示す。硬度値は302Hvであった。組織に見合った値である。

(3) サンプルC出土品

① MIS -21 : ガラス質滓

肉眼観察：表裏共に灰黒色でなめらか肌に木炭痕を残すガラス質滓である。局部的に鉄錆を

発する。

顕微鏡組織： Photo. 5の②～④に示す。暗黒色ガラス質スラグ中に白色多角形のマグネタイ

ト (Magnetite: Feふ）を品出す。炉材粘土の溶融物が主体をなす。

化学組成： Table 2に示す。鉄分は少なく、ガラス質成分の多い滓である。すなわち、全鉄

分 (TotalFe) は、 18.31%に対して金属鉄 (MetallicFe) が0.12%、酸化第 1鉄 (FeO)

6.19%、酸化第 2鉄 (Fe203) 19.12 %の割合である。ガラス質成分 (SiO2 + Al 2 0 3 + CaO 

+ MgO _+ K 2 0 + Nぃ0) が72.10%と多く、このうちの塩基性成分 (CaO+ MgO) が

7.83%である。二酸化チタン (Ti02) 0.55%、バナジウム (V) 0.008 %、酸化マンガン

(MnO) 0.52%ら随伴微量元素らは大差ない数値であった。鉱石製錬滓に分類される。

(4) サンプルD出土品

① MIS -25: 鉱石製錬滓

肉眼観察：表裏共に赤褐色を呈し、流動状の肌を有する炉内残留滓である。裏面に大きい木

炭痕を残す。破面は緻密質。

顕微鏡組織： Photo. 7 の①—⑤に示す。①は半還元の鉱石粉末を懸だくさせ、長柱状ファイ

ャライトと微小ヴスタイトを晶出させる。＠経）は局部的に白色粒状の成長したヴスタイトを晶

出し、粒内には茶褐色微小結品のヘーシナイトを析出させる。鉱石製錬滓の晶癖である。

ピッカース断面硬度： Photo. 7の④はヴスタイト、⑤は鉱石粒子の硬度測定の圧痕写真を示

している。硬度値は前者が463Hv、後者が483Hvであった。ヴスタイトは文献硬度値の450

-500Hvの範囲に入るが、鉱石粒子は600-700Hvから外れている。しかし、僅かの外れで

一応磁鉄鉱とみなしてよいと考えている。

化学組成： table 2に示す。前述したMIS-18に大体において準じた成分系である。ただし

銅 (Cu) のみは0.003%と一般並であった。

(5) サンプル E出土品

① MIS -28: 鉱石製錬滓

-364-



付載 2みそのお遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査

肉眼観察：表裏共に赤褐色に黒褐色の斑点を混じた滑らか肌に気泡を露出させた炉内残留滓

である。又、木炭痕を残す。打欠き面を有して破面は気泡少なく緻密質であった。

顕微鏡組織： Photo. 5の⑤に示す。鉱物組成はファイヤライト主体に少量の白色多角形状の

マグネタイトを晶出した鉱石製錬滓の晶癖である。

化学組成： Table 2に示す。全鉄分 (TotalFe) が46.66%とやや高めで、金属鉄

(Metallic Fe) が0.12%、酸化第 1鉄 (FeO)48.24 %、酸化第 2鉄 (Fe203) 12.92 %の

割合である。ガラス質成分は36.08%でこのうちの塩基性成分 (CaO+MgO) も4.28%とや

ゃ少ない。他の随伴微量元素は大差ない。古代製鉄の炉内雰囲気はバラッキがあるもので、こ

の程度の鉄分が特別炉況が悪いとはいいきれない成分系である。

(6) サンプルF出土品

① MIS -31A: 鉱石製錬滓

肉眼観察：表皮が灰黒色で飴状肌流動状の炉内残留滓である。破面は気泡を散発させるも緻

密質。

顕微鏡組織： Photo. 5の⑥に示す。鉱物組成は灰色盤状結晶のファイヤライトと微小ヴスタ

イトを晶出するものが代表組織であるが局部的に半還元の鉱石粉末を残す。鉱石粉末の周縁部

からはヴスタイトが晶出してゆく様相が観察される。鉱石製錬滓の晶癖である。

化学組成： Table 2に示す。該品は酸化マンガン (MnO) をi.n%を高く含むもので、前

述したMIS-15に準ずる。両者は銅 (Cu) を0.009-0.014 %と若干高めであって同系と見

倣してよい成分であった。

② MIS -32: 製錬系球状化遺物ぃ

肉眼観察：当初、鍛冶系の粒状滓の可能性があるのではないかと思って採り上げたが、 6点

の球状遺物は、いずれも製錬系と判定されたので製錬系球状化遺物と呼称した。供試材は、青

灰色から黒色の球状物であり、いずれも弱く磁性を有していた。サイズは小さいもので0.5mm、

中粒で1.0mm前後、大きいもので 2mm前後であった。鍛冶系の球状滓は気泡が 1点あくが該品

にはそれは認められなかった。

顕微鏡絹織： Photo. 8の①～⑨に示す。①は、直径 1mmの青灰色を呈する球状化遺物の鉱物

である。基地は暗黒色ガラス質スラグにヴスタイトの大小の結晶が晶出する。製錬系の派生物

である。

⑳はねずみ鋳鉄 (Graycast iron)の錆化した球状化鉄である。③が②の拡大組織で中央

の白色部の中に黒い片状の黒鉛 (Flakegraphite)が認められる。該品は0.5mm程度の小粒で

あった。

⑥'fJ)は2mm前後の大粒で色調は黄褐色を呈するものであった。該品の鉱物組成はファイヤラ
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イトと半還元鉱石粉末（白色塊状物）である。鉱石製錬滓の球状化物を見倣されよう。

④は1.6mm程度の黒色球状物である。鉱物組成はガラス質滓に未還元鉱石粉末を含む。製錬

系遺物に分類される。

⑤は1.2mmの球状化した鉱石粉である。局部的にはファイヤライトが晶出しかかっている。

⑧は 1mmの球状化ガラス質スラグでその中に錆化した鉄粒が欠損した状態で認められた。以

上 6点の球状化遺物は、いずれも製錬系遺物に分類される。

ビッカース断面硬度： Photo. 8の⑨は②③で示したねずみ鋳鉄析出部の硬度圧痕である。硬

度値は307Hvと出た。ねずみ鋳鉄を析出する金属鉄であれば150Hv前後であろう。該品は白

色を呈し、金属鉄らしくみえたが、錆化されていて疑似金属鉄と判断される。

3-3 C地点関連遺物

(1)焼土城 1出土品

① MIS -38: 鉱石製錬滓

肉眼観察：表面は土砂を付着し、粗慇な肌に木炭痕を残した炉内残留滓の欠損品である。裏

面も土砂を付着する。被面は気泡が多く多孔質ではあるが緻密な滓を有している。

顕微鏡組織： Photo. 9の①～③に示す。基本的な鉱物組成は、淡灰色の大きく成長したファ

イヤライトに微小ヴスタイトを晶出する。局部的にはヴスタイトを凝集晶出し、その粒内に

ヘーシナイトを析出する。鉱石製錬滓の晶出である。

化学絹成： Table 2に示す。当遺跡内の一般的成分系である。全鉄分 (TotalFe) が36.32

％に対してガラス質成分は50.69%、二酸化チタン (Ti02)0.43%、バナジウム (V)0.009 

％で他の随伴微量元素は特別特異な点は認められない。鉱石製錬滓である。

(2)炉 1出土品

① MIS -41A: 鉱石製錬滓

肉眼観察：表裏共に赤褐色を呈するが亀裂個所は黒褐色の鉄錆を発する。肌の荒れは少ない

炉内残留滓である。

顕微鏡絹織： Photo. 9の④に示す。鉱物組成はファイヤライト主体であるが、局部的に半還

元鉱石からヴスタイトの晶出の様相 (Fe304+C0=3FeO+C02)が伺われる。この後の反応

としてFeO+CO=Fe+C02があって金属鉄のFeが存在したのであろうが、錆化して組織とし

て捉えることができなかった。鉱石製錬滓の組織である。

② MIS -41B: 鉱石製錬滓

肉眼観察：表裏は灰褐色を呈し、滑らか肌に木炭痕と小気泡を露出させた炉内残留滓である。

破面は小気泡を発するが緻密質。

顕微鏡組織： Photo. 9の⑤に示す。該品の鉱物組織は、前述したMIS-41Aに準ずるもの
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でファイヤライトに半還元鉱石粉末を残留する。

化学組成： Table 2に示す。 MIS-38に近似する成分系である。

3-4 E地点関連遺物

(1) 4号窯周溝底出土品

① MIS -44: 鉱石製錬滓

肉眼観察：表皮は灰黒色を呈し、約％（半分）が土砂を付着した流動肌の炉内残留滓で打欠面

を有している。裏面は砂粒を付着する。破面は気泡を散在させるが干渉色を発して緻密質。

顕微鏡組織： Photo. 9の⑥に示す。鉱物組成は、淡灰色長柱状のファイヤライト主体で、こ

れに微小白色結晶のヴスタイトと、基地の暗黒色ガラス質スラグから構成される。鉱石製錬滓

の晶癖であった。

化学組成： Table 2に示す。該品のみが鉄分が多く、全鉄分 (TotalFe) は55.60%あって、

金属鉄 (MetallicFe) が0.08%、酸化第 1鉄 (FeO) 61. 99 %、酸化第 2鉄 (Fe203)

10.50 %の割合である。ガラス質成分は逆に少なく 24.79 %で、• このうち、塩基性成分 (CaO

+MgO) が3.68%とこちらも低値であった。随伴微量元素らは前述してきた他鉄滓らと大差

なく、二酸化チタン (Ti02)0.25%、酸化クロム (Cr203) 0 .029 %、硫黄 (S)0.008 %、

五酸化燐 (P20s)0.165 %、銅 (Cu)0.001 %であった。ただし、バナジウム (V) のみは

0 .165 %と高めが気になる数値であった。

4 . まとめ

7世紀前後に推定されるみそのお遺跡内から検出された製鉄関連遺物は、いずれも磁鉄鉱を

始発原料とした製錬系遺物であった。

遺跡内の各遺構 (A、B、C地点）から鉱石片 (5g前後）や粉末鉱石（自然堆積砂鉄と共

存）．が確実に認められた。更に鉄海は、ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・SiO 2)主体で、こ

れに半還元鉱石を懸だくした鉱物組成で鉱石製錬滓の品癖である。又、半還元鉱石の周辺部に

は、製錬反応の進行でマグネタイト (Magnetite: Fe304) やヴスタイト (Wustite: FeO) の

晶出が確認できた。

みそのお遺跡の製鉄炉は、焼土遺構と流出滓の状況からみて箱形炉が想定される。この製鉄

炉で生成された鉄塊系遺物は、低炭素系の亜共析鋼 (c:o.3%前後）から高炭素系の過共析

鋼 (C: 0.77%以上）、更には白鋳鉄になりかけまでが存在していた。鉄収率は良好で、鋼

（刃物や工具にかなう良好鉄）造りも順調だったと考えられる。

これらの製錬過程を炉内の化学反応として捉えてみると次の如くなる。まず鉱石が木炭で還

元されて鉄塊系遺物ができる。
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3Fe203 +C0=2Fe304 +CO2 
（鉱石） （木炭）（マグネタイト）

Fe3Q4 +C0=3Fe0 +CO2 
（ヴスタイト）

FeO +CO=Fe+C02 
（純鉄）

鉄は加炭されて溶融点が下る

3Fe + C =Fe3C 
（吸炭して銑鉄化）

これらの反応に際して鉄滓も排出される。 FeOとSiO』よ化合して鉱石製錬滓のファイヤラ

イト (Fayalite: 2Fe0・SiO 2) も形成される。

以上の流れをもう少し丁寧に説明しておく。製鉄炉中にチップ状に破砕した磁鉄鉱石と木炭

を交互に幾重にも重ねて装入し、羽口（通風孔）より空気を取り込んで燃焼させる。炉の上部

は予熱され、下からは上昇するcoガスによって鉱石は還元されて金属鉄（炭素を含まぬ純鉄）

と滓が分離する。鉄の生成は羽口（通風孔）から空気が供給される高温域で活発となる。この

時点で生成された純鉄の金属鉄は、白熱木炭と接触し、炭素 (C) を吸収して高炭化してゆく。

木炭は、羽口（通風孔）からの送風で燃焼してCO2を生じ、共存する灼熱木炭によって還元

されてcoガスとなる。

C +02→ CO2 C +CO2→ 2CO↑ 

このcoガスが鉱石にあたって、これを還元する。

3Fe心 +co→2Feふ +CO2↑+1.9即ち17kcal/kgFe

Fe304 +CO→ 3FeO+C02↑ -5.0即ちー30 ヶ

FeO +CO→ Fe+C02↑ +3.0即ち +54 .,,, 

Fe20a +3CO→ 2Fe +3C02 1 +7 .9即ち +71 ヶ

間接還元

弱い発熱反応で鉱石の粒度小さく、比較的低温で還元が進行する程還元率がよく、 800℃以

上においても鉄鉱石が溶融しない限りはこの還元作用は完全に行なわれる。又、白熱状の木炭

に触れて直接に還元もされる。

3Feふ +c→2Fe30げ co↑-39.0即ちー349kcal/kgFe 

Fe3Q4 + C→ 3FeO+CO↑ -45.9即ちー274 ~ 

FeO +C→ Fe+CO↑ -37.9即ちー679 1/ 

｝直接還元

こちらは吸熱変化であって、これらの反応は800-1200℃において最も旺盛な反応となる。

この様にして還元生成された金属鉄は、まだ炭素を含まない純鉄で、表皮にスラグを付着し、

幾分かの央雑物を含む。この純鉄はcoガスから炭素 (C) を吸収してセメンタイト

(Cementite : Fe3C) を生成し、溶融点は低くなり白鋳化する。 3Fe+2CO→ Fe3C+C02 
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(2) 

白熱した木炭に接触して益々炭素を吸収飽和して白鋳化してゆく。 3Fe+ c =FeaC。

なお、鉄滓は2FeO+SiOz=2FeO・Si02となってファイヤライトができて鉱石中の央雑物は

滓化されるのであろう。

次にTable 2の分析値を基にして、 Ti/TotalFeとV/Total Feの比をとって相関図を採っ

たのがFig 1である。鉱石製錬滓は 1点 (MIS-44、Vが0.165%と高い）を除いて45°の直

線上に分布する。同一製鉄遺跡内の操業であった作業傾向を表わすものであろう。ただし、鉄

鉱石のみは直線から外れていて、これをどう解釈するか今後の課題となる。

このTi・V相関図は、砂鉄系については津山市内出土遺物をはじめとして(3)、他地域でも興

味深い結果を得つつある。鉱石系は今後共データを蓄積しつつ検討してゆきたいと考えている。

なお、みそのお遺跡の製錬滓中で酸化マンガン (MnO)が1.11%のMIS-31、l.69%のMIS

-15及び銅 (Cu)0.064 %のMIS-18らの突出鉄滓は、 Ti・V相関図でくくってみると同グ

ループ内に収まるとみる事も出来そうであるが、これも今後の研究課題としておきたい。 MIS

-44のバナジウム (V) の0.165も同じく相関図から外れていて、分析再検が必要であろう。

最後になったが製錬系球状化遺物として鍛冶系の粒状滓と異なるものが今回新しく発見され

た。砂鉄系の製錬系球状化遺物も未発表であるが調査してあるので(4)、今後発掘調査及び鉄滓

の扱いの精度を上げてゆけば、類例は増えてゆくものであろう。

注

(1) 日刊工業新聞社『焼結鉱粗織写真および識別法」 1968

符号 硬度測定対象物

Fayalite (2 FeO・SiO 2) ※2 

磁 鉄 鉱 ※2 

マ）レテンサイト ※2 

Wustite (FeO) ※3 

Magnetite (Fe 3 0 4) ※4 

白 鋳 鉄 ※5' 

亜共析鋼 (c:0.4%) ※6 

硬度実測値

560,588-

513,506 

641 

481,471 

616,623 

563,506 

175 

※ 1 日刊工業新聞社 I焼結鉱組織写真および識別法J1968他。

※ 2 滋賀県草津市野路小野山遺跡出士遺物 7C末-SC初

※ 3 兵罪県川西市小戸遺跡出土鍛冶滓 4C後半

文献硬度値※ 1

600-700Hv 

530-600Hv 

633-653Hv 

450-500Hv 

500-600Hv 

458--613Hv 

160-213Hv 

※ 4 新潟県豊栄市新五兵衛山遺跡出土砂鉄製錬滓 UlvOsplhel 平安時代

※ 5 大阪府東大阪市西之辻16次調査出土鋳造鉄斧 古墳時代前期

※ 6 埼玉県大宮市御蔵山中遺跡鉄鏃 5 C中頃

(2) 安部英夫 I要説鉄冶金」丸善 1955 当文献より一部筆者語句を替えて引用している。

(3) 拙稿「津山市内遺跡出土の製鉄関連遺物の金属学的調査」「大畑遺跡J(津山市埋蔵文化財発掘調査報告第47集）津

山市教育委員会 1993. 3 

(4) 砂鉄を始発原科とした製錬系球状化遺物の検出例としては、新潟県新津市大入遺跡出士品で確認済み。現在報告書

準備中。
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図版 1

図 版

16号墳墓第11主体部 土器棺



図版 2

1 . 2次調査前状況 (27号墳墓以北、 南から）

2. 調査前状況 (35号墳墓以南、北から）



図版 3

1 . 遺跡全景 (1-2区調査時｀北西から）

2. 同 上（北から） 3. 3-5区墳墓群 （北から）



図版 4
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2. 5号墳墓主体部検出状況（西から）



図版 5

1. 6号墳墓（第 1-3主体部、西から）

2. 7号-15号墳墓 （北から）



図版 6
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1. 13号墳墓（北から）
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図版 7

1. 14号墳墓墳丘（北から）

2. 同 上主体部検出状況 （東から）



図版 8
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1 • 15号墳墓墳丘（南から）
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2. 同 上 第2主体部石棺下部構造



図版 9

1 . 16号墳墓墳丘（南から）
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2. 同 上 第11主体部土器棺



図版10
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1. 17号墳墓 （南から）

2. 18号墳墓集石遺構 （西から）



図版11

(
9
^
U
梱
）
螂
鰐
曲
8
l



図版12

1 . 19号・ 20号 （右上）墳墓 （東から）
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2. 20号墳墓主体部検出状況 （東から）



図版13

1. 22号墳墓以北（北から）

2. 23号墳墓 （南から）



図版14

1 . 24号 ・25号・ 26号墳塞（南から）

2. 27号墳募（南から）



図版15

1. 29号-32号墳墓墳丘検出状況（北から）
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2. 31号墳墓北辺石列（東から）



図版16
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図版17

1. 29号・ 30号墳墓 （南から）

2. 31号 ・32号墳墓 （北東から）



図版18

1. 31号・ 32号墳墓東半 （北から）

2. 32号墳墓東側拡張部 （西から）



図版19

1. 35 • 36号墳蔓以北 （南から）

2. 35号墳塞第 2主体部 （西から） 3. 35号墳墓第 1主体部 （西から）
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図版22

1 • 38号墳墓第 1主体部検出状況 （東から）

2. 同 上 木棺痕跡



図版23

2. 39号墳墓第 1主体部（北から）



図版24

1. 40号墳墓第 1• 第 2主体部検出状況 （南から）

2. 41号墳塞第 1• 第 2主体部検出状況（西から）
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図版26

1. 42号墳墓 （北から）

2. 同 上 東辺石列（東から）



図版27

1. 42号墳墓第 1• 第 2主体部検出状況（北から）

2. 同 上 木棺痕跡



図版28



図版29

1. 43号墳塞第 1主体部（南から）



図版30

1 • 45号墳墓 （南から）

2. 46号墳墓第 2主体部 （西から）



図版31

1 . 46号墳墓以北 （南から）

2. 46号墳墓第 1主体部 （東から） 3. 同 左下部構造（西から）



図版32

1 • 47号墳募以北（南から）

2. 47号墳墓第12主体部 （東から） 3. 47号墳墓第19主体部 （西から）



図版33

1. 47号墳墓第 1主体部 （東から）

2. 47号墳墓 （南西から）



図版34

1 • 4号墳墓主体部検出状況 （北から）

2. 同 上 第 1主体部 （東から）



図版35

1. 1号・ 2号・ 3号墳塞墳丘（南から）

----
2. 1号墳墓 （北から）



図版36

1 . 2号墳墓（南から）

＾`更
2. 3号墳墓 （南東から）



図版37

1. 50号墳墓 （南から）

2. 同 上 石室奥石敷遺構 （南から）



図版38

1. A地点全景（北東から）

2. B地点全景（南東から）



図版39

1. B地点谷部鉄滓堆積状況（南から）

2. 1号・ 2号 （手前） 製炭窯 （北から）



図版40
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1. 3号製炭窯 （北から）

2. 土塁状遺構ー2断面 （北から）



図版41
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18号墳塞出土土器



図版42

16号墳墓第 6主体部土器棺



図版43

16号一 9 22号一 6

16号ー10 23号ー10

16号・ 22号 ・23号墳墓土器棺



図版44
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19号墳墓西斜面出土器台形土器



図版45

26号墳墓出土土器



図版46
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1. 24号墳墓出土土器

2. 27号墳墓出土土器



図版47
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32号一14 39号一 l

35号一 3

27----39号墳墓出土土器



図版48

40号墳墓第 2主体部出土壺形土器(4)



図版49

41号墳塞第 1主体部出土壺形土器(1)



図版50

1. 41号墳墓第 1主体部出土器台形土器(3)

2. 42号墳墓第 1主体部出土壺形土器(13)



図版51
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42号墳墓第 1主体部出土壺形土器



図版52

42号墳墓第 1主体部出土土器



図版53

1. 42号墳墓第8主体部土器棺（身）

10 

2. 4号墳墓出土土器



図版54
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1号墳墓出土土器



図版55

4. 50号墳墓出土土器



図版56

14号墳墓出土鉄器



図版57

~vOー尽鼻

1. 5号墳墓出土鉄器

2. 35号墳塞第 1主体部出土鉄器 3. 41号墳墓第 6主体部出土鉄器



図版58
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42号墳墓出土鉄器



図版59
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1 • 43号墳墓第 1主体部出土鉄器 2. 46号墳墓第 1主体部出土鉄器

3. 1号墳墓出土鉄器



図版60
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3号墳墓出土鉄器 ・砥石
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